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序   

本書で報告する音争土近世墓地は、志摩市に所在します。志摩市は志摩郡5町が合併し、   

平成16年に誕生した市ですが、この地域は一般に志摩地方と呼ばれ、温暖な気候とリアス   

海岸に象徴される風光明媚な地域であります。このような気候・風土に育まれ、志摩地方   

では独特の文化が築かれてきました。近年の開発により、各地から多くの人々が訪れる観   

光・リゾー ト地としても知られる地域でありますが、今なお豊かな自然を保ち、独自の文   

化が受け継がれてきた地域と言えます。   

i争土近世墓地はこのような地域に残された墓地遺跡です。この度の調査では、墓地遺跡   

の発掘調査に加え、周辺地城の有形・無形の文化財調査も行いました。調査で得られた資   

料は、近世志摩地方における社会動向や葬送儀礼を中心とした精神生析・文化が復元でき   

る貴重な資料と言えます。また、三重県下では近世墓の調査事例がほとんどなく、これら   

の調査成果は、今後の近世の歴史民俗を研究する上で、重要な資料となりましょう。  

わが国では、近年の社会の急速な変化により、有形・無形を問わず、多くの文化が失わ   

れてきました。本報告善が、今後の近世史研究はもとより、郷土に残された貴重な歴史遺   

産を未来に伝える一助となれば幸いと存じます。なお、末筆ながら、現地調査や報告書作   

成に際し、ひとかたならぬご理解とご協力をいただいた元興寺文化財研究所並びに関係各   

位に心から深謝し、厚くお礼申し上げます。  

平成18年3月  

三重県埋蔵文化財センター   

所 長 着 水 康 夫   



巻頭図版1  

調査地遠景（西から堅子浦、堅子集落を望む。奥は安乗岬。）  

調査前風景（西から）   



巻頭図版2  

石組転落石除去後状況（北から）  

完掘状況（上が東）   



巻頭図版3  

答志郡的屋村村絵図和（徳川林政史研究所所蔵）   



巻頭図版4  

ヽ  

志州答志郡堅子村絵図（徳川林政史研究所所蔵）   



答志郡的屋村村絵図和（部分）（徳川林政史研究所所蔵）   



巻頭図版6  

自然石石塔 中粒砂岩（的夫湾付近の砂岩）  享保19年石塔 中粒砂岩（和泉石）  

千賀墓地の石塔 黒雲母花崗岩（三河付近の石）  千賀墓地の石塔 石英閃緑岩（三河付近の石）  

寛文10年の石塔 玄武岩質凝灰岩質点紋片岩（鳥羽付近の石）   的矢墓地の石塔 黒雲母花崗岩（御影石）  

墓石の石本オの石種  



例  

1 本書は、三重県志摩市磯部町的央字浄土に所在する浄土（じょうど）近世墓地の発掘調査及び周辺地域の石造   

品調査・民俗調査・文書調査他の報告書である。  

2 本書が扱う発掘調査の原因事業は、平成16年度主要地方道鳥羽磯部線緊急地方道路整備事業である。  

3 調査は下記の体制で実施した。  

調査主体 三重県教育委員会  

調査担当 三重県塩蔵文化財センター 調査研究Ⅱグループ 小山憲一  

調査委託 発掘調査  佐藤亜聖・藤井幸徳卜大久保治・小野亜由美（財団法人元興寺文化財研究所）  

船築紀子（奈良女子大学大学院生）・内田大輔（奈良大学大学院生）・春日信康（奈  

良大学学生）  

石造品調査 岡本広義・小田真由美（財団法人元興寺文化財研究所）  

文書調査   山形隆司（財団法人元興寺文化財研究所）  

民俗調査  蘇理剛志（総合研究大学院大学大学院生）  

4 本書が対象とした発掘調査の実調査面積は、400nfである。  

5 本書が対象とした現地調査期間は、平成16年5月25日から平成16年7月24日である。  

6 調査にかかる諸経費は、三重県県土整備部が全額負担した。  

7 本書が扱う調査の資料並びに出土遺物等は、三重県塩蔵文化財センターが保管している。ただし、出土墓標の   

一部（遺物番号39・40・42・43）は地元の墓地に改葬・安置されている。  

8 本書の執筆は「Ⅰ前言」「Ⅱ位置と環境」を小山憲一、「Ⅲ浄土近世墓地の発掘調査」を佐藤亜聖・岡本広義・   

船築紀子・藤井幸徳、「Ⅳ周辺地域の石造品調査」を岡本広義、「V周辺地域の民俗調査」を蘇理剛志、「Ⅵ周辺   

地域の文書調査」を山形隆司が行い、「Ⅶ結語」は佐藤亜聖・藤井幸徳・岡本広義・蘇理剛志・山形隆司・小山   

憲一が総括した。また、奥田尚氏から頂戴した「浄土近世墓地及び周辺墓地等における使用石材の石種と採石推   

定地」の玉稿を附編1として、事業関連の周辺調査の概要を附編2として、「浄土近世墓地出土遺物の自然科学   

的分析成果」を附編3として、それぞれ掲載した。以上の文責は目次と文末にも表記している。  

本書の編集は小山憲一が行い、遺物の撮影は、大久保治・鍋田二郎（財団法人元興寺文化財研究所）が担当した。  

9 本書で示す方位は、座標北を用いた。座標は世界測地系に準拠し、国土座標第Ⅵ系を用いた。なお、磁針方位   

は西偏6度30分、真北方位は西偏0度29分である（平成9年）。  

10 本書では、下記の遺構表示略記号を用いた。  

SX：墓  SK：土坑  S F：焼土坑  S R：墓道  S Z：性格不明遺構  

11本書に記載した遺物等の名称については、学術用語として定着している名称を用いた。特に、ホウロクについ   

ては「抱熔」を、煙管については「雁首」と「羅宇」、「喫口」という名称を使用した。  

12 本書で表記する色調は、小山正息・竹原秀雄編『新版標準土色帖」（26版、日本色研事業株式会社、2004年）   

に準拠した。  

13 挿図と写真図版の遺物番号は相互に対応している。なお、遺物の写真図版は縮尺不同である。  

14 現地調査及び本書の作成に際しては、下記の方々にご指導・ご協力をいただいた（敬称略）。  

稲垣正宏・奥田尚・金子健一・中山楠平・藤揮典彦・三好義三・森村健一・山川均   
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え、周辺地域の民俗学的調査や文書・石造品調査を  

行うことが有益と判断し、当該墓地及び志摩地方の  

葬送儀礼等について学際的調査を実施することとし  

た。調査にあたっては、当該調査に多数の実績があ  

る財団法人元興寺文化財研究所に調査及び報告書作  

成を委託した。   

遺跡が所在する志摩市は平成16年10月に志摩君陀   

町が合併して誕生した市であるが、現地調査は合併   

前に行われており、地元自治体との連絡調整協議に  

ついては、旧磯部町教育委員会と行った。また、当  

該墓地は縁故者不明のため、銘文入りの墓石などは   

調査に必要な記録を得た後に、地元の的夫地区の墓   

地に無縁仏として改葬することを地元自治会・開発   

部局・三重県塩蔵文化財センターの三者で確認した。  

2 調査の経過   

（1）調査経過の概要   

発掘調査は平成16年5月25日に着手した。調査開  

始当初は梅雨や台風の影響を受け、現場作業が若干  

遅滞したが、全般的には好天に恵まれ、天候面で調  

査に影響が出ることは少なかった。調査前の地形測   

量実施後、表土除去に着手したが、分厚く堆積した   

腐葉土や樹木の切り株の除去は予想以上に困難であ   

った。調査前の表面観察では、10基程度の墓を確認   

していたが、表土を除去した結果、17基の墓や土坑、   

墓道などが検出された。当初の想定の倍近い墓が検  

出されたことや、検出遺構数に加え、石組み遺構の   

遺布状態が予想以上に良好であったことから、掘削  

作業や記録作業に相応の時間を要した。地上遺構の  

記録作業終了後、墓墳の掘削に着手したが、銭貨・  

煙管・刀子・鋏・鎌などの金属製品や土師器抱烙・   

皿、陶磁器椀、漆器椀、数珠など副葬品は豊富で、  

遺存状態も比較的良好であった。これら副葬品は周   

辺地域の民俗調査から判明した現行墓制に伴う副葬  

品と一致するものが多く、近世より継続する葬送儀  

礼が今なお保存されていることが確認された。近世  

墓ということから被葬者の遺体遺存も想定していた  

が、埋葬地が丘陵上の乾燥土壌であったためか、墓   

1 調査に至る経過  

浄土近世墓地は、志摩市磯部町的央の東端部の丘   

陵上に所在する。当地に墓地が存在することは地元   

住民の間では以前より周知されており、湾を挟んだ  

対岸の鳥羽市堅子町には、当墓地への墓参経験を持  

つ住民もいる。銘文が確認できる墓石の年号から、  

寛文6（1666）年～享保19（1734）年頃に営まれた  

近世墓地であることが推定されていたが、墓地所有   

者あるいは被葬者に関する地元寺院の過去帳などの   

資料や伝承を知る者が皆無であったため、所有者・   

被葬者不明のまま、地元の的夫地区が当墓地の管理   

者となっていた。   

平成13年度、県道鳥羽磯部線整備事業の計画に伴  

い、当該地が事業計画地内に含まれることが判明し   

た。以後、開発部局の三重県県土整備部と三重県塩   

蔵文化財センターがその取り扱いについて協議を重  

ねた結果、現状保存は困難と判断されたため、本発  

掘調査を実施することで合意した。平成15年度に行  

われた範囲確認調査では、丘陵頂部の平坦面以外に   

墓域の広がりが認められなかったが、墓域と確認さ   

れた範囲がすべて事業に伴い削平されるため、墓域   

全面の発掘調査が決定された。  

近世の塩蔵文化財包蔵地は、基本的に調査対象か  

ら除外されることが多いが、平成10年9月29日付け  

文化庁次長通知では、塩蔵文化財として扱う範囲に  

関する原則として「近世に属する遺跡については、   

地域において必要なものを対象とすることができる   

こと。」と示されている。一般に、近世墓は規集落に  

付随する墓地内に近現代墓と共存していることが多  

く、改葬や墓石・区画の整理等で埋葬時の状態を保  

持していない場合が多い。浄土近世墓地のように単  

独で、しかも埋葬時の状態が良好に保存されている   

可能性が高い近世墓地は稀有な存在と考えられる。   

さらに、文化的独自性の強い志摩半島の漁村におけ  

る近世の墓制を知る貴重な資料が得られることが予  

想されたため、前述の原則に基づき調査対象とした。   

調査対象が近世墓であることを鑑み、発掘調査に加   
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6月17日 上部遺構（石組みマウンド）実測開始。  

6月18日 上部遺構検出後調査区全景写真撮影（ラ  

ジコンヘリによる空中撮影）。  

6月23日 上部遺構（石組みマウンド）転落石除去  

開始。  

6月29日 転落石除去後写真撮影。  

6月30日 墓嬢掘削開始。  

7月6日 各墓墳より副葬品が多数出土、出土状況  

写真撮影・図作成。  

7月11日 現地説明会。   

7月12日 出土石造品の石材鑑定。   

7月16日 SX20墓墳底部より数珠玉大量出土。  

7月20R 遺構完掘後調査区全景写真撮影（ラジコ  

ンヘリによる空中撮影）、調査後地形測  

量開始。   

7月21日 1／20遺構全図作成開始。   

7月23日 実測作業、墓石の引渡し、SX32出土漆  

器椀の発泡ウレタンによる取り上げ。  

7月24日 遺構実測図等の補足作業、現場撤収。  

石造晶調査  

6月10日 毒争土近世墓地・堅子墓地・宝珠寺調査前  

下見。  

6月15日 堅子墓地内地区設定等。  

6月22日 堅子墓地内石造品詞善作成、写真撮影。  

6月24日 宝珠寺境内石造品詞善作成、写真撮影、  

堅子墓地内石造品拓本採取。   

6月29日 堅子墓地調書作成、千賀墓地調書作成。  

7月6日 堅子墓地・宝珠寺各地点石造品紀年銘校  

訂、拓本採取。   

7月12日 毒争土近世墓地出土墓標拓本採取、毒争土近  

世墓地・堅子墓地内石造品石材鑑定。   

7月13日 堅子・千賀・的矢墓地内石造品石材鑑定。   

7月15日 千賀墓地調書作成。   

7月16日 千賀墓地調書作成。石造品拓本採取。   

7月20日 毒争土近世墓地出土墓標拓本採取。   

7月22日 堅子薬師堂富士詩碑調査、千賀墓地内石  

造品優品拓本採取。  

民俗調査  

6月14日 毒争土近世墓地・堅子地区・的夫地区・禅  

法寺・宝珠寺調査前下見。盆行事の聞き  

取り調査。  

壊塩土の水洗・締がけを行ったにもかかわらず、一   

片の人骨・歯牙も検出できなかった。調査期間は1  

ケ月を予定していたが、調査前の想定を超える量の  

遺構・遺物を検出したため、現地調査の全工程を終   

了したのは7月24日であった。   

石造品調査は平成16年6月10日に着手した。鳥羽  

市堅子町の墓地では悉皆調査を行い、墓地の発生～   

展開の基礎データを得た。また、同町所在の宝珠寺   

境内の石造品についても調査を行ったほか、当初の  

調査計画にはなかったが、鳥羽市千賀町・志摩市磯  

部町的夫の両基地の追加調査を行い、前者は悉皆調  

査、後者は墓地の規模が大きく、石造品の数量が膨   

大なため、調査対象を近世墓中心に選抜してデータ   

を採取した。さらに、各調査地の石造品の石材につ  

いても対象を選抜し、奥田尚氏の鑑定を得た。   

民俗調査は平成16年6月14日に着手した。調査対  

象地は主に鳥羽市堅子町で、自治会長や地元郷土史  

家に聞き取り調査対象者の紹介を依頼し、葬送儀礼  

についての聞き取り、葬送用具等の調査を実施した。   

また、発掘調査の作業員からの情報で、同様の葬送  

儀礼が残されている度会都南伊勢町五ケ所地区にお  

いても聞き取り調査を実施した。8月13・14日の両   

日には堅子地区の盆行事を、8月20日には精霊船の   

製作や精霊船送りの行事を写真やビデオに記録した。   

文書調査は平成16年6月14日に着手した。磯部町   

的夫の禅法寺・鳥羽市堅子町の宝珠寺の調査では、  

浄土近世墓地の存続期間に相当する過去帳が遺存せ  

ず、当該墓地との対比が困難であることが判明した。  

地元自治会・漁協などの所有文書や鳥羽市立図書  

館・徳川林政史研究所所蔵の文書・絵図の調査では、   

毒争土近世墓地周辺地域の景観復元の基礎資料を得た。   

また、現地説明会に訪れた地元住民や郷土史家から  

も個人蔵の文書の提供を受け、参考資料が得られた。  

（2）調査日誌（抄）  

発掘調査  

5月25日 調査前風景写真撮影・地形測量開始。  

6月1日 調査区北東隅より表土掘削開始。   

6月9日 調査区北半部の表土掘削完了、調査区セ  

クションベルト土層写真撮影。  

6月15日 調査区セクションベルト土層写真撮影・  

図作成。  
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6月15日 堅子地区内聞き取り調査、葬送用具調書  

作成。  

6月23日 堅子漁協所有文書調書作成、写真撮影、  

千賀地区踏査。  

6月24日 堅子地区「念仏婆さん」等聞き取り調査。  

7月13日 堅子地区葬式道具調書作成、墓地景観写  

真撮影。   

7月24日 度会郡南伊勢町五ケ所地区内聞き取り調  

査。   

8月13日 堅子地区盆行事の見学・記録。   

8月14日 同上。   

8月20日 堅子地区精霊船製作・送り行事の見学・  

記録。  

文書調査  

6月14日 浄土近世墓地・堅子地区・的央地区・禅  

法寺・宝珠寺調査前下見。盆行事の聞き  

取り調査。   

6月15日 鳥羽市立図書館文書検索、関連資料調査。   

6月22日 宝珠寺所蔵文書調査、中山楠平氏所蔵文  

書調査。   

6月23日 千賀堅子漁協組合文書調査。   

6月30日 千賀地区踏査。   

7月20日 徳川l林政史研究所所蔵的央村絵図、堅子  

村絵図調査。   

7月21日 徳川林政史研究所所蔵千賀古記録、的央  

村差出帳調査。  

（3）検討会の記録   

現地調査終了後、不定期ではあるが、報告書作成   

に向けて検討会を行った。検討会の方法としては、   

各部門で各々の分野の方法論をもとにした成果をま   

とめ、それを持ち寄り学際的な検討を行うというも   

のである。以下はその検討会の記録である。   

第1回（平成16年7月29日） 各部門の調査成果に   

ついて中間報告を実施。事実確認等を行い、情報の   

共有化を図る。報告内容は以下の通り。発掘調査：   

浄土近世墓地における副葬品・供献品の内容・墓群   

の形成過程など。石造品調査：堅子・千賀・的央墓   

地における墓石型式の変遷、六地蔵などの墓前施設   

のあり方など。民俗調査：堅子地区における葬列・   

葬送儀礼・副葬品など現行葬制について。文書調査：   

浄土近世墓地周辺における新田開発、的央・堅子の  

村境についてなど。   

第2回（平成16年10月25日） 前回の検討会で明ら  

かとなった調査成果を踏まえ、各部門が相互に問題  

提起を行い、調査総括に際しての問題点を抽出。主   

な議論の対象は以下の通り。民俗調査で得られた現   

行葬制と発掘調査で得られた浄土近世墓地にみられ   

る葬制の類似点と相違点。石造品調査によって得ら   

れた周辺墓地における墓石型式の変遷過程と浄・土近   

世墓地における墓石型式の関係。文書調査で得られ   

た新田開発時期と浄土近世墓地の出現年代など。   

第3回（平成16年12月29日） 前回抽出した問題点  

を踏まえ、各部門から出された追加資料を含め、調  

査成果の再検討を実施。追加資料は以下の通り。発   

掘調査：浄・土近世墓地副葬品の詳細な整理作業成果。   

文書調査：海難者の事例・近代の石材流通。   

第4回（平成17年2月21日） 各部門の最終的な調   

査成果を持ち寄り、総括討論に向けて事実関係及び   

抽出された問題点の最終確認を実施。   

第5回（平成17年3月3日・4日） これまでの調   

査及び検討会の成果を踏まえ、報告書掲載を前提と   

した総括討論を実施。  

（4）文化財保護法等による諸通知   

文化財保護法等にかかる諸通知は、以下によって   

行っている。   

・三重県文化財保護条例第48条第1項にかかる発掘  

通知（県教育長宛県知事通知）  

平成16年4月30日付志建第30号   

・文化財保護法第58条の2第1項にかかる発掘調査  

実施報告（県教育長宛県塩蔵文化財センター所長  

通知）  

平成16年5月18日付教塩第70号   

・遺失物法にかかる文化財発見・認定通知（鳥羽警  

察署長宛県教育長通知）  

平成16年9月1日付教委第12－4－18号  

3 遺跡の名称について  

今回調査対象とした遺跡の名称については、遺跡   

の発見・認定から本発掘調査・報告書作成に至るま   

での過程で、遺跡の把捉や遺跡名称の変更等、紆余   

曲折があったため、以下にその経緯を記し、整理し   

ておきたい。  
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本遺跡の名称は、発見・認定時には「浄土墓地遺   

跡」とされ、県道整備事業に伴う協議の段階から範   

囲確認調査の実施段階まではこの名称が踏襲された。   

しかし、周辺の分布調査や範囲確認調査の結果をも   

とに遺跡名称について再考した結果、当該地では縄   

文時代の石器が表面採集されていること、周辺の丘   

陵上に古墳の分布が認められること、墓域内に中世   

に遡る五輪塔部材が認められ、中世墓の存在も想定   

されることなどから、他時期・異性格の遺構が確認   

される可能性を考慮し、遺跡名称を近世墓に限定さ  

れない「浄土遺跡」として本発掘調査に着手した。  

調査の結果、想定された他時期・異性格の遺構は確   

認されず、近世墓の単ノ独遺跡であることが判明した   

ため、報告書の作成にあたり、当遺跡の名称を最終  

的に「浄土近世墓地」とした。   

次に、今回の調査をめぐって、県教育委員会と地   

元教育委員会とで、当遺跡と周辺遺跡の認識に髄蘭   

が生じていたことが判明したため、この点について  

も整理しておきたい。地元自治体発行の『磯部町史  

上巻」には製塩関連遺跡として「浄土遺跡」が所収  
①  

されているが、当該遺跡は三重県教育委員会が所管  

する遺跡登録台帳の「塩蔵文化財包蔵地調査カード」  

に「長浜製塩遺跡」（登録No215－elO7）として登録   

された遺跡と思われる。従って本発掘調査の．段階で   

は、包蔵地カードの名称を優先し、今回調査遺跡の  

方を「浄土遺跡」とした。また、同町史の下巻では、  

今回の調査地を含む丘陵の尾根上を「長浜製塩遺跡」  
譲〕  

としているが、当該遺跡の位置は、先の包蔵地カー   

ドでは今回調査地の南東に位置する海岸に面した荒   

地（登録時は畑地）となっており、町史の表記は誤  

りと考えられる。以上のように、今回調査遺跡と周  

辺遺跡の名称・所在地についての認識に県教育委員   

会と地元教育委員会との間に若干の敵蘭があったが、  

登録遺跡の原簿である「塩蔵文化財包蔵地調査カー  

ド」をすべてに優先し、これらの整理を行った。  

以上の事柄については、地元自治体と調整・協議   

を行う中で共通理解を図り、現在は共通認識を得て   

いる。   

4 地元との関わりについて  

今回の調査対象が近世墓という性格上、「墓を掘  

り返す」ことに対する地元住民の忌避的感情を危倶   

したが、縁故者が不明（不在）ということもあって   

か、これについては全くのオ己憂であった。被葬者の   

供養としては、墓地管理者の的央地区及び地元寺院   

の禅法寺によって調査前と改葬時に行われており、   

改葬供養には調査担当者も参加した。なお、銘文入   

りの墓石の一部については、現在、的央地区の無縁   

仏の集積所に安置されている。  

今回のような調査では、発掘調査はもとより、石   

造品・民俗・文書調査については地元住民の協力が   

不可欠であり、地元との様々な調整が必要となった   

が、調査対象となった的央・堅子・千賀のいずれの   

地区においても、自治会長をはじめ、郷土史家の方   

や文化財関係者、その他の地域住民の方々や関係機  

関から様々な便宜供与や、多くの資料・情報の提供  

を得ることができた。ここに記して深く感謝の意を   

表したい。  

調査成果の還元として、平成16年7月11日に地元   

住民対象の現地説明会を実施した。国政選挙の投票   

日と重複してしまったものの、40名の参加を得るこ   

とができた。この地域は、発掘調査やそれに伴う説   

明会等の開催機会にあまり恵まれない地域であるた   

め、今回の調査や説明会は、文化財の普及・啓蒙の   

一助になったと思われる。（小山憲一）   

【言主】  

（D岡田登「第2編沿革第1草原始・古代第5節奈良・平  

安時代、第2華中世第6節鎌倉・室町時代の遺跡」『磯部  

町史上巻』（磯部町、1997年）所収の図19「磯部町の奈  

良・平安時代遺跡分布図」（262ページ）及び、表9「磯部  

町の奈良・平安時代遺跡一覧」（263ページ）、表16「磯部  

町の鎌倉・室町時代遺跡一覧」（326ページ）、図31「磯部  

町の鎌倉・室町時代遺跡分布図」（327ページ）では、詳細  

な位置は確認できないが、今回調査地付近に所在する遺跡  

を「浄土遺跡」とし、製塩関連遺跡を想定している。  

②官出穂積・向井貞宣・高見宣雄「第5編文化第6章文  

化財第5節埋蔵文化財・記念物」『磯部町史下巻』（磯部町、  

1997年）所収の「（三）町内の遺跡分布」で示された遺跡  

一覧表（196ページ）と遺跡分布図（199ページ）では、今  

回調査地を含む範囲を「長浜製塩遺跡」としている。  
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Ⅱ 位置と環境  

1 位置と地理的環境  

浄土近世墓地（1）は、三重県の東部に突出する  

志摩半島の中東部に位置する。志摩半島東部の概ね   

北半部を鳥羽市、南半部を志摩市が占め、当遺跡は   

両市の行政境界付近の東に堅子湾を臨む標高20m   

前後の丘陵上に立地する。行政上の所在地は三重県   

志摩市磯部町的欠字毒争土である。志摩市の東部・南  

部は太平洋に面し、西部は伊勢市・度会都南伊勢町  

に隣接する。市域東部・南部は的央湾・英虞湾の湾   

入のほか、安来崎・大王崎・麦崎・御座岬などが太   

平洋に突出し、特有のリアス海岸を形成しており、  

伊勢志摩国立公園の指定地域となっている。隆起海  

食台地で低地に乏しく、水田に適さない地形のため、  

林地・畑地が多い地域である。  

2 歴史的環境  

古代律令体制下の志摩地方は、答志・英虞の二部  

で志摩国を形成していた。志摩国は成立当初一都の   

みであったが、後に二部に分かれ、また、その国境   

は時代によって激しく変動した。範囲についても諸  

説あるが、概ね現在の鳥羽市・志摩市を範囲とし、   

度会都南伊勢町から熊野市の一部にいたる熊野灘沿   

岸地域を含む時期もあった。僅か二部の小国で、し  

かも山地が海岸部に迫る地形ゆえに田地に乏しかっ  

たため、しばしば窮乏した様子が多くの文献に残さ  

れている。志摩国は田地に恵まれない小国であった  

が、反面、海産物の宝庫であった。志摩国は「御食   

つ国」とも呼ばれ、それは天皇の食料を奉る国を意  

味した。朝廷に多くの海産物を調進していたことは、  

文献や平城宮出土木簡にも志摩国の郡郷名とともに  

海産物が記されていることからも窺え、僅か二部の  

小国が一国とされた所以はこのような役割にあった。   

国府の所在地は現志摩市阿児町国府に推定されて  

いる。同所には国分寺跡（2）もあり、現在の天台  

宗護国山国分寺の北側と西側に広がる平坦地では軒   

丸瓦・軒平瓦が出土しており、周囲一帯が寺域に推   

定されている。駅家は鴨部・磯部の二駅が置かれ、  

鴨部駅家は規鳥羽市船津町（3）、磯部駅家は規志  

摩市磯部町沓掛（4）に比定されている。磯部町上  

之郷には、志摩国唯一の大社として重要視された伊  

勢内宮の別官である伊雑言（5）が鎮座し、国内各  

地に神戸・御厨・御薗が配されていた。条里制遺構  

も各地に残されており、志摩市阿児町国府集落の西  

郊（6）・同市磯部町上之郷～下之郷（7）・鳥羽  

市岩倉の南部（8）などで確認されている。   

沿海地域特有の遺跡として、製塩関連遺跡が各地   

で確認されており、製塩が盛んに行われていたこと  

は文献からも明らかとなっている。遺跡の分布域は  

鳥羽市域と志摩市磯部町の伊雑浦周辺の2地域に集  

中する傾向がある。鳥羽市安楽島町の贅遺跡（9）  

では、奈良・平安時代の製塩遺構や皇朝銭・革帯金  

具などの遺物が出土しており、律令官人との関連が  

推定されている。志摩市磯部町飯浜貝塚（10）では、  

発掘調査で奈良・平安時代の製塩土器とともに集石  

を主とした製塩遺構5基が検出された。その他、同  

町では長浜製塩遺跡（11）や塩崎遺跡（12）、城山  

遺跡（13）などで製塩土器が出土しており、城山遺跡  

は坂崎御厨の塩浜に比定されている。′ト海遺跡（14）  

では発掘調査が行われ、鎌倉時代末期～室町時代の   

鉄釜を使用した海水直煮の製塩方法が推定される製   

塩炉が検出された。   

中世に入ると、鎌倉政権は、平安中期以来平家一  

門の拠点であった伊勢・志摩両国に対し、いち早く  

守護・地頭を配置し、全国支配の早期確立の地盤を  

固めた。一方で、13世紀後半頃から幕府・荘園領主  

の支配に反抗する「悪党」と呼ばれた武力集団が現  

れ、志摩国でも紛争が絶えなかった。鎌倉幕府倒幕  

後、南北朝の動乱の時代に入ると、伊勢国司北畠氏  

が勢力を拡大し、志摩地方を支配した。南北朝の統  

一後、「七島衆」・「地頭十三人衆」などと称され  

た土豪が志摩地方に割拠し、安楽島城（15）・千賀  

城（16）・的夫城（17）・国府城（18）・甲賀城（19）・  

波切城（20）など、各地の港を中心に城館を構え、  

勢力を振るった。波切城は、後に鳥羽城（21）を築  

き、志摩全域を支配下に置くまでの九鬼氏の拠点と  
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た川面氏を制圧し、大王崎一帯に波切城（20）を築   

城した。次いで天文年間（1532～1555年）泰隆のと  

き規鳥羽市岩倉に田代城（30）を築き伊勢国司北畠  

氏に属して戦功をあげ、二見七郷・加茂五郷を与え  

られた。天文11（1542）年波切に生まれた嘉隆は、  

代々鳥羽を領して「鳥羽殿」と呼ばれた橘氏と婚姻  

関係を結び、嗣子のなかった橘宗忠の後を継ぎ、永   

禄12（1569）年に本拠を鳥羽に移した。この間、代々  

の九鬼氏は「七島衆」・「地頭十三人衆」などと呼  

ばれる土豪たちを制圧した。嘉隆は織田信長に属し、   

伊勢長島（規桑名市長島町）の一向一揆鎮圧や摂津   

石山本願寺攻略に水軍を率いて戦功をあげ、伊勢・   

志摩両国のうち三万五千石を領した。文禄3（1594）   

年、嘉隆は鳥羽城（21）を築き、大手を海に開いた  

この城は「鳥羽の浮城」と呼ばれた。これをもって  

鳥羽は志摩全域の中心地となった。関が原の戦いに   

際し、嘉隆は西軍、子の守隆は東軍として戦い、戦   

後嘉隆は答志島の洞仙庵で自害した。その後、守隆   

の長子良隆の養子となった五男久隆と三男で出家し   

ていた隆挙が家督を争い、寛永10（1633）年に久隆  

は摂津三田、隆季は丹波綾部に国替えとなり、九鬼  

氏は三代64年で鳥羽の地を離れた。代わって常陸国   

真壁の内藤氏が延宝8（1680）年まで藩主を務める   

が、その後は享保10（1725）年下野烏山より稲垣昭   

賢が入部するまでの間、土井氏・松平氏・板倉氏・   

戸田氏と鳥羽藩主の交代は激しかった。  

鳥羽藩政下の志摩地方の村落は水田が乏しく、そ  

の多くが半農半漁村で、海産物を主に貢納していた。  

そのため鳥羽藩の財政は苦しく、土地生産性が低く   

ても他藩のような新田開発もままならない地理的条   

件のもとでは漁業に頼る面が大きかった。他方、こ   

の地方は江戸と大阪を結ぶ廻船の航路上に位置し、  

リアス海岸で天然の良港が多かったため、各地の港  

がその寄港地として繁栄した。中でも鳥羽・安乗・  

越賀・浜島の4港は「志州四箇津」と呼ばれた。四  

箇津の一つに数えられた安乗は外洋に近く、安乗暗  

に守られた波静かな良港で、船問屋・船宿・妓楼が   

軒を並べ、船宿の名残に三河屋・大津屋・尾張屋・   

さつま屋などの屋号を持つ家々が今も残る。また、   

的央湾を介し対岸に位置した的央は、渡鹿野島が風   

除けとなる良港で、廻船の風待港として賑わい、鳥  

なった城である。  

古代から中世の集落跡については、平野部が狭小   

で居住域が限定される地域のため、規集落と重なる  

部分が多いと考えられる。また、発掘調査例も多く  

はないため不明な部分が多い。この地域の集落跡の  

調査例としては、鳥羽市松尾町の松尾前田遺跡（22）、   

志摩市阿児町の殿畑遺跡（23）、同町西殿遺跡（24）   

などが挙げられる。松尾前田遺跡では、奈良時代か   

ら江戸時代の集落跡が確認され、竪穴住居跡や掘立   

柱建物跡などが検出された。殿畑遺跡では鎌倉・室   

町時代の掘立柱建物跡10棟や石組排水路などが検出   

されている。西殿遺跡では、掘立柱建物跡3棟と、   

人骨26体分が検出され、中世から近世の墓城及び集   

落跡と推定されている。志摩市磯部町の侍岡中世墓   

（25）では、発掘調査の結果、室町時代前半頃の37基   

の墓が確認され、土壌墓以外に木棺墓3基、土師器   

鍋転用の蔵骨器4基が検出された。蔵骨器4基中、   

3基には梵字が墨書されており、いずれも墓壌底部   

に倒立状態で出土している。梵字墨書を有する土師   

器鍋を使用する蔵骨器姓葬は、三重県下では類例が   

少ない。  

仏教の末法思想が全国的に拡散した平安時代末期   

以降、各地で経筒塩納が盛んとなり、伊勢・志摩両  

国の分水嶺となる伊勢市朝熊ヶ岳では、平安時代末  

期から室町時代にかけて朝熊山経塚群（26）が造営  

された。ここでは40余基の経塚遺構が確認され、多  

種多様な塩納遺物が多量に出土し、国宝などに指定  

されている。鳥羽市・志摩市の境界に位置する青峰   

山山頂には平安・鎌倉時代の天跡山経塚（27）があ   

り、方4mほどの石積みで鏡が一面出土している。  

青峰山は志摩半島第一の高峰で、行基の開山と伝え   

る正福寺が山頂北側平坦面にある。青峰山は沖を航   

行する船のよい目標となっていたことから、正福寺   

本尊の十一面観音は、航行安全の観音として船人や   

海女の崇敬が今も厚い。その他志摩地方では、志摩   

市阿児町で鎌倉期の日和山経塚（28）、同市磯部町   

で室町期の上之郷経塚（29）などが確認されている。  

志摩国一円を統一した九鬼氏は、もとは現尾鷲市   

の九木浦に任して水軍を擁していたが、次第に鳥羽   

方面に勢力を伸ばし、貞治年間（1362～1368年）隆   

良の時に波切（規志摩市大王町）周辺を領有してい  
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④  

第1図 遺跡位置図（1：100，000）『この地図は国土地理院発行の5万分1地形図（鳥羽）（波切）を複製し、掲載したものである。』  
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羽藩の大庄屋が置かれた。近世末には数十軒の船宿   

があり、三河屋・土佐屋・塩飽屋・尾鷲屋など来航   

する船の国名や地名あるいは出身地名をとった屋号  

をつけていた。志摩地方では的央を「ノJ、伊勢」とい  

い、船宿や置屋を目当てにした行商人も多く入り込  

んでいた。  

波静かな湾入部に対し、太平洋の外洋に面する志   

摩市和具沖・同市大王崎・鳥羽市国崎の鎧崎などは、  

海の難所であったため海難事故が多く、難破船の積  

荷をめぐる紛争も多かった。中でも天保元（1830）  

年に発生した紛争は「波切騒動」と呼ばれる大事件  

であった。この事件は、大王崎沖の難破船の積荷米   

を、当時飢餓に苦しんでいた地元住民が横領し、調   

査に訪れた代官所の役人を横領の発覚を恐れた住民  

が殺傷したというもので、事件後多数の住民が処刑  

されている。   

財政基盤の弱小な鳥羽藩では、藩財政が絶えず逼  

迫し、その分民衆の負担も重かった。稲垣氏が藩主  

を務めた江戸時代の後半期には、飢饉や安政の大地   

震に伴う津波などの災害に見舞われ、さらには幕末  

期の異国船来航に対する海防や、長州征伐・鳥羽伏   

見の戦いへの出兵などで財政はさらに逼迫し、民衆   

は困窮を極めた。  

慶応3（1867）年の大政奉還後、明治2（1869）   

年に藩主稲垣長敬は版籍を奉還し、鳥羽藩は廃され   

鳥羽県となった。その後、郡市町村などの行政単位  

は離合集散を繰り返し、現在に至っている。明治維  

新はこの地方の産業構造にも影響を与え、海運産業  

の近代化により、風待ち港で繁栄した各港は衰退し、   

漁港へと変身していった。また、鉄道や道路などの   

交通網の発達により、豊かな自然を背景にした観光   

産業が近年発達し、現在、漁業と並ぶこの地方の主   

要な産業となっている。（小山憲一）  
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Ⅲ 浄・土近世墓地の発掘調査  

通りである。   

遺構図中で「A－E2m」という表記は「A列より東  

に2mライン」、「2－S2m」という表記は「2列よ   

り南に2m」という意味である。  

（2）掘削と遺構番号の付与   

調査にあたって、表土以下遺構掘削までを人力に   

よって掘削した。遺構番号はまず全道構に通し番号   

を付与し、遺構掘削の過程で種類を特定できたもの   

からS K、SXといった遺構の性格に応じた名称を   

付与した。  

（3）記録  

遺構実測 遺構実測については1／20縮尺の手書きを  

1 調査の方法   

（1）調査区の設定について   

調査に先立って墓の存在が推定される丘陵部を対   

象として1／50の平板測量図を作成し、その成果と現   

地での地形観察を元に調査区を設定した。その後地   

形と周辺の座標基準点の関係上、まず丘陵上に残さ   

れたコンクリート杭を基準として4mX4mの方格を   

設定し、西から東へA′、しノF、北から南へ1′、しノ8の番   

号を付与し、両者の組み合わせでAl～F8までの   

地区杭番号を付与、各地区の南東杭の名称を地区名   

とした。地区と座標の関係は第3・4・5・6図の  

第2図 調査地周辺測量図（1：500）   
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基本とし、遺物出土状況については1／10、1／2縮尺の   

ものを、地形測量凶については1／50縮尺のものを作   

成した。また、遺構検出．段階で1／40の略側図を作成   

した。なお、報告書掲載に際しては現場．段階の1／20   

縮尺を基準とし、原則としてこの倍数である1／40・   

1／80縮尺で掲載した。   

写真 写真は35mm判、ブローニ判を基本とし、重要   

なものには4×5判を使用して撮影した。フイルム   

はモノクロネガフィルムとカラーリバーサルフィル   

ムを用いた。（佐藤亜聖）  

2 調査前状況および堆積状況  

調査地は標高20m前後の丘陵の先端に当たるが、   

ノ独立したピークを形成する。頂上部は20m四方程度   

の平坦地を有し、東西・南方向は急傾斜地で、接近   

が困難である。1970年代に別荘地として利用する計   

画が持ち上がり、その際敷設された丘陵東側の道路   

から丘陵に上るコンクリート製階．段が現在も残存する。   

丘陵西側には現在東側に敷設されている県道の前身   

となる旧道の痕跡が、獣道となって残存している。  

丘陵上には開口した土坑や、碍子を多数投棄した土  

坑などが存在した。地元住人の話では昭和40年代ご   

ろまで木製の電柱が立っており、その根固めの穴が  

あったとの事である。調査の結果からは多数の撹乱  

土坑が検出され、中には針金で縛った丸太を埋めて   

いたものが複数見られたことから、証言が裏付けら   

れた。これらの撹乱からは煙管や陶磁器片、銭が出   

土しており、電柱敷設の際いくつかの墓を破壊した  

ものと考えられる。   

掘削開始前の遺跡の状況としては、腐植土に覆わ   

れた地表面の各所に墳丘もしくは根株の盛り上がり  

が散在し、所々に墓標が垣間見える状況であった。  

第3図には調査前に地表面で確認できた石材の分布   

とマウンド状の盛り上がりを破線で表した。掘削を  

開始すると、この内の多くは根株の痕跡であること  

が判明したが、この調査前測量図を元に、平坦部の   

みでなく周辺のテラス状地形も含めた調査区の設定   

を行った。また、地元の方々のご教示で県道をまた   

いだ反対側の丘陵部にもかつて石積みがあったとの   

ことで、墓が東側へ続いていた可能性を考慮して確   

認トレンチを2本設定した。結果として確認トレン   

チからは遺構の検出、遺物の出土は見られなかった。  

調査地の基本層序は、表面を覆う厚さ5～10cmの   

腐植土を除去すると、黄褐色の締りの悪いシルト混   

じり細砂が5～10cm程度堆積し、これを除去した面   

が地山であった。この黄褐色シルト混じり細砂から   

は複数の遺物が出土している。表土・包含層出土遺   

物出土地点を第4図に記載した。これら表土・包含   

層出土遺物は、墓前で行われた行為に関連するもの   

と、後世に動物等によって移動させられたもの、電   

柱敷設の際に破壊された墓の遺物などがあったと考  

えられる。墓前で行われた行為に関連する遺物とし  

て、SXlO北側において土師器抱熔が破砕された状   

況で出土した（第8図）。出土地点はSXlOの北で   

あると同時にSX7の東側でもあり、本来どちらの   

墓に関連したものであったか不明である。破片同士   

が関連しあう状況ではなく、意図的に破砕されたも   

のである可能性が高い。（佐藤亜聖）  
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墓標  

第8図 表土直下旭烙出土状況図（1：20）  

土の単位であると考えられる。墳丘の短軸は推定墓  
3 検出遺構  

道SR17に面する。  

墓壌は墳丘より若干東に寄り、長軸100cm、短軸60   

cmを測る長楕円形を呈する。底部は平坦で、南壁は   

直に、北壁は若干オーバーハングして立ち上がる。   

墓境内は一部空隙を有し、締りの悪い黄褐色土によっ   

て充填される。最下層には非常に締りの悪い黒褐色   

土が存在し、一部種類の違う灰褐色の土が存在した。   

土砂加持等の砂の可能性もあるが、現状では判断で   

きない。  

墓境内からは煙管雁首1（207）、煙管喫口1（208）、   

鋏1（209）、銭5枚（210～213）、不明鉄製品付   

木材片（214～216）、磁器椀1（11）、砥石1（45）、  

木製数珠多数などが出土した。遺物は墓境南端に集  

中し、若干のレベル差を持って存在する。いずれも   

袋等に納められた状況ではなく、やや拡散して存在   

した。木製数珠は磁器椀内部より出土し、また遺物   

周辺からは銀色の粉体が検出されている。この粉体   

については銀紙の可能性があったため成分分析を行   

ったが、土壌成分が検出されたのみで、材質等につ   

いては不明である。銭は3枚が鏡着してやや高位か   

ら出土、2枚が砥石の下から出土している。キセル   

（1）墓   

墓は総数17基を検出した。離れた位置にあるSX   

3以外の墓の配置は規則的で、SX7～15に至る列、   

SX6～23に至る列の2列を中心にして、各列の背   

面にSX5、8、32、10、24が存在する。いずれも   

長軸を南北方向に設定し、意識的な配列であること   

は確実である。   

S X3 調査区西側傾斜変換付近C4区に位置する  

墓である。検出段階では多量の石材が散乱し、明確  

な墳丘形態が押さえられなかったが、転落石を除去   

してゆく過程で基底石を確認、おおよその墳丘規模   

を確認することができた。  

墳丘は長軸114cm、短軸90cm、残存する高さ30cm   

前後を測る長方形を呈し、盛土の後長軸30～50cmの  

川原石を基底石として並べる。墳丘上には多数の石  

材に混人して墓標台石と、安政4年（1857）銘の墓   

標片（38）が存在した。これらの墓標は元位置を保っ  

ていたとは考えにくく、後世の移動によって墳丘に  

据えられたと考えられる。墳丘盛土は大きく3層に  

分かれるが、いずれも間層を介在せず、人為的な盛  

－18－  



C  

20．Om  
3－  

墳丘立面図（南より）（1：40）  

A  

20．Om  

A  

B－E2m  
墳丘土層断面図（1：40）   

墳丘平面図（1：40）   

B  

20．Om  1明褐（7．5YR5／6）色シル相中粒砂径5一都mmの小礫15％准度合み、締まり良い。  
2 甲摘（7．5YR5／6）色シルー混中粒砂径別～別mmの亜角礫状ブロックを10％准度合み、締まり悪い。  
3 明褐（7．5YR5／6）色中粒砂径20～30mmの礫7％程度含み、非常に締まり良い。  
4 甲摘（7．5YR5／6）色シルト混中粒砂径5mm前後の礫7％程度含み、締まり良い。  
5 黄褐（10YR5／8）色シルー混中粒砂径測mmの轢5％程度、齢mmの礫3％軽度含み、締まり良い。  
6 黄褐（10YR5／8）色シル相中粒砂径120mmの礫罰％程度含む。板痕跡と考えられる締まりの悪い黒褐色土。  
7 にぷい真鶴（10YR5／4）色シルト泥中粒砂径却mmの礫5％程度含み、締まり良い。  
8 灰黄菊（10YR5／2）色シルト泥中粒砂混入物少なく締まり良い。  
9 黒褐（10YR3／2）色中粒砂締まり悪い。  
10黒褐（10YR2／2）色中粒砂細かい扱が混じり非常にもろい。遺骸の痕跡か？  

0  2m  墓壌土層断面図（1：40）   

冬  

B－E2m 3＋  －γ  
D  

19．5m  

遺物出土状況立面図（西より）（1：20）       0  
／合＼  

匂／l遺物出土状況国（1‥20）  

第9図  S X3平面・土層断面・立面・遺物出土状況図  
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ると考えられる。棺腐朽に伴い陥没したと考えられ、   

かなり遺存が悪い。盛土内から土師器皿（12）や鉄   

製寛永通宝（221）が出土している。  

墓壌は墳丘より若干東に寄り、長軸100cm、短軸60   

～70cmを測る隅丸長方形を呈する。底部は平坦で、   

壁はやや傾斜して立ち上がる。墓境内は上部に空隙   

を有し、締りの悪い黄褐色土が堆積する。一部樹根   

により擾乱を受ける。最下層には墓墳掘削時の置土  

と考えられる地山土のブロックが5～10cm程度存在  

し、遺物はその直上で検出した。  

墓境内からは煙管雁首1（217）、火打金（218）  

はもともと鋏付近に喫口を向け、墓嬢の端にあった   

ものが、雁首のみ中央付近に転落したと考えられる。   

人骨や歯牙等は見られなかった。   

S X5 調査区中央付近D4・5区に位置する墓で  

ある。検出段階では多量の石材が散乱し、また基底  

石も大型のものが少なく明確でない。  

墳丘は長軸110cm、短軸80cm、残存する高さ23cm   

前後を測る長方形を呈し、盛土ののち長軸10～40cm   

の川原石を基底石として並べる。墳丘上には墓標等   

は見られない。墳丘盛土は大きく3層に分かれるが、   

いずれも間層を介在せず、人為的な盛土の単位であ  

C－Elm  

A  A■  

2  

墳丘土層断面図（1：40）  

墳丘平面図（1：40）  

墓壌土層断面図（1：40）  

黄葡（10Ⅷ5／6）色シルト泥中粒砂径30mmの礫を15％程度含み、締まり良い。  
にぷい黄褐（10Ⅷ4／3）色中粒砂締まり非常に悪い。  
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色中粒砂径幻皿前後の阻径10mのシルけロックを7碩度合む。  
色シルト泥中粒砂径5－10mm前後のシルけロック10％程度含む。  
色中粒砂径5～10mm前後の礫多く含む。  
色シルト混中粒砂径5皿m前後の轢を含み、やや崩れたブロックを含む。  
色シルト泥中粒砂 ブロック状の構造を持つ。墓境掘削時の埋め土。  

19．6m  

lOYR 

lOYR 
）
）
）
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川
代
月
日
月
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OYR4 

OYR4 
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YR4   

SX5遺物出土状況立面図（1：20）  
0  1m  

「㌻   叫  

遺物出土状況国（1：20）  

第10図  S X5平面・土層断面・立面・遺物出土状況図  
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とから、袋等に入っていたものと考えられる。墓嬢   

北西隅には先端部を南に向けた鉄釘が若十浮いた位   

置に存在し、木棺の存在を想定させる。土師器皿は   

南東壁面に直立して密着し、墓壌と棺の間に納入さ  

れていたと考えられる。土師器抱熔は尾張系のもの  

で、壁面とやや離れた位置で大部分が出土したが、  

多くは口綾部を下面に向けており、散乱した出土状  

況を考え合わせると、墓墳と棺の間に納入されてい  

たものが、棺の腐食に伴い内側に倒れたものと考え  

られる。人骨や歯牙等は見られなかった。   

S X8 調査区中央D5区に位置する墓である。調   

査前より墳丘と墓標の存在を確認していた。  

墳丘は長軸160cm、短軸140cm、残存する高さ35cm   

前後を測る楕円形を呈し、主に盛土により成形する。   

墳丘盛土は大きく2層に分かれるが、地山の隆起を  

4－S2m  

介在させる点や、盛土内部に石材を含むなど若干不   

自然な点が見られる。墳丘上には「享保19年（1735）」   

銘を持つ櫛形方柱状墓標（39）が存在するが、台石  

と墳丘盛土の間に現代の腐食土が介在するなど、元  

位置を保っていない可能性がある。墓標正面は推定   

墓道SR17に面する。  

墓嬢は墳丘から東にずれた位置で検出し、墳丘土   

除去後、墓墳上面より煙管喫口（243）が出土した。   

墓壌は、長軸80cm、短軸60cmを測る隅丸長方形を   

し、底部は平坦で、壁面は若干オーバーハングして   

立ち上がる。墓壌塩土は比較的締りの良い黄褐色土   

が堆積する。  

墓壌底部より煙管雁首1（241）、煙管喫ロ1（242）、   

火打金1（244）、刀子1（249）、銭6（245・246）、   

鉄釘2（247・248）、土師器抱熔1（18）、真珠製  

＼ぞ／A   

C‾  
墳丘立面図（1：40）  

墳丘土層断面図（1：40）  
墳丘平面図（1：40）  

1桐（7．5YR5J6）色蛸砂雀1D皿甜の形く含み、静ま   
柑い。  
2開（7．5YR5J6）色シル帽碓砂径10皿程度のシルけ   
ロックを7瞞後含む。  
3貴机OYR5／6）朗粒砂径5皿観の恥礪胎み、静   
まり良い。  
4費机OTR5／6）朗炒径5皿槻の轢とシいブロック   

それぞれ5鴫度合む。  
5粥（10TR5／6）朗粒砂径5皿観の恥鳩射み、1・2  

C  C■  

19．6m  

デ亡  
C－Elm  

十  
墓墳土層断面図（1±40）6霊鳥彗諸相ル胴砂  

2m  

胞格取り上げ後  

l世  
A遺物出土状況図（1：20）  

遺物出土状況立面国（1：20）  

0  1m   

第13図  S X8平面・土層断面・立面・遺物出土状況図  
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→4－Slm  

SXll墳丘立面図（1：40）  

A  SXll A  
愈 SX20  

一一㌔地山  

墓 境  

SXll・SX20墳丘土層断面図（1：40）  

B－  

19・8m l腐植土  
2 黄褐（10YR5／6）色中粒砂径5～8mの那％程度含み、締ま憎い。  
3 欄（n5YR5／6）色シルⅧ梢砂径10～20mの亜角裸状のブロック多   

く含み、締まり非常に悪い。  
4 明褐（R5YR5／6）色相砂径10皿槻の亜角礫状ブロック29経度含む。  
5 欄（n5YR5／6）色梢砂粒径比鮒均質。  

0  、∩、・  2m   

SXll墳丘平面図（1：40）  SXll墓壌土層断面図（1：40）  

D  

20．Om  

D5  

＿D▲   

SXll遺物出土状況図（1：20）  

0  1m  

SXll遺物出土状況立面図（1：20）  

第16図 SXll平面・土層断面・立面・遺物出土状況図、SX20墳丘平面・土層断面図  

であると考えられる。  

墓境は墳丘より若干南に寄り、長軸90cm、短軸77   

cmを測る隅丸長方形を呈する。底部は若干起伏に富   

み、壁はややオーバーハング気味に立ち上がる。墓   

境内は、締りの悪い黄褐色土・明褐色土が堆積する。  

最下層には墓壌掘削時の置土と考えられる地山土の  

ブロック土が10cm程度存在し、遺物はその直上で検   

出した。  

墓境内からは煙管雁首1（264）、火打金1（267）、  

刀子1（265）、銭7（268～271）、棺金具かと考え  

られる銅製鋲1（266）、土師器皿2（23・24）、陶   

60～70cm前後の規模である。人骨や歯牙等は見ら   

れなかった。   

SX12 調査区中央付近D5区に位置する墓である。   

調査前から比較的明瞭な石組みとマウンドが確認さ   

れていた。  

墳丘は長軸120cm、短軸110cm、残存する高さ36cm   

前後を測る長方形を呈する。長軸30～50cmの川原石   

を基底石として並べ、盛土を行ったのち上面に径10  

cm前後の川原石を多量に配置する。墳丘上には墓標  

等は見られない。墳丘盛土は大きく3層に分かれる   

が、いずれも間層を介在せず、人為的な盛土の単位  

－26－  



器椀1（25）、陶器小杯1、土師器鍋1（26）、玉   

石2（49・50）、漆器1が出土した。遺物は墓壌中   

央東寄りに土師器皿と磁器椀が、南東に土師器鍋が   

存在し、中央南西寄りに金属製品やその他の遺物は   

ほとんどレベル差を持たずに存在する。土師器鍋・   

土師器皿、玉石以外の遺物は密集して存在し、周辺   

には有機物の集積が見られたことから革などの袋に   

納入されていた可能性が高い。玉石は両者ともに石  

英質のものであり、意図的に納入されたものと考え  

られる。一つは土師器鍋に隣接して出土した。土師   

器鍋は尾張系のもので、壁面に貼り付くように直立   

しており、出土状況から墓壌と棺の隙間に納入され   

たものと考えられる。土師器皿と陶器椀については   

棺内外どちらにあったか不明である。また、陶器小   

杯は墓壌塩土上層から出土しており、SX9墓壌上  

面出土のものと接合関係を有する。SX9同様本来   

は墳丘上に存在したものであり、墓壌埋土がブロッ   

ク構造を有する埋め土であることから棺腐朽後墳丘  

を形成した際に混入した可能性も考えられる。人骨  

や歯牙等は見られなかった。   

SX13 調査区中央付近D・E6区に位置する墓で   

ある。調査前から比較的明瞭な石組みと墓標が確認   

されていた。  

墳丘は長軸123cm、短軸116cm、残存する高さ34cm   

前後を測る長方形を呈し、長軸20～35cmの川原石を   

基底石として並べ、盛土を行い、上部に径10cm前後   

の川原石を配置する。墳丘上には自然石の墓標を設   

置する。赤外線カメラによる観察を行なったが、墓   

標に墨書等は確認できなかった。墳丘盛土は大きく   

2層に分かれるが、いずれも間層を介在せず、人為  

墳丘土層断面図（1：40）  

1雑土  
酬多く含む8  

B一   

明褐（7．5YR5／6）色帽砂径5～10皿前後の即蛸度合れ締ま憎い。  
鴨（7．5YR5川）色帽砂径3皿前後の亜媚状シルけロック5碓度合み、  
比較的締まりよい。  

2面1；  

色鴨砂径10皿繊の礫2蛸度合む。  

（
 

褐
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7．5YR5川）色帽砂径却皿前後の亜服状シルけロックごく少量含む。  
10YR5／6）色シル憎中粒砂シルトの薄耶介在させる。   

明褐7．5YR5／6）色相砂亜服状のプロツ相違有する。加工面艶  

墓場土層断面図（1：40）  

0  2m  墳丘平面図（1：40）  

－4－S3m  

遺物出土状況立面図（1：20）   

上部胞格取り上げ後  
玉石・漆器出土状況（1：20）  

遺物出土状況図（1‥20）可  

第17図 SX12平面・土層断面・立面・遺物出土状況図  
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的な盛土の単位であると考えられる。木棺使用と考   

えられ、棺腐朽後土が充填しているにも拘らず墳丘   

と墓標が元位置を保っていることから、棺腐朽後人   

為的に土を充填し、その後墳丘を構築、墓標を建立   

した可能性が高い。  

墓壌は墳丘直下に位置し、長軸105cm、短軸73cm   

を測る隅丸長方形を呈する。底部はやや北側へ傾斜   

し、壁は南壁が直立、北壁が若干オーバーハングし   

て立ち上がる。墓境内には締りの悪い明褐色土が堆   

積する。墓境内最下層遺物集中部分付近には地山土   

とは異なる白色の砂が存在した。  

墓境内からは煙管雁首1（272）、煙管喫口1（273）、   

火打金1（279）、刀子1（280）、銭6（274）、鉄釘   

4（275～278）、火打石1（52）が出土した。遺物   

は二つのブロックに分かれる。墓壌中央東寄りには   

銭と煙管雁首・喫口、火打金が出土し、墓壌西寄り   

からは刀子が出土している。刀子以外はいずれもほ   

とんどレベル差を持たず密集して存在し、袋に納入  

されていた可能性もある。鉄釘は墓嬢底部付近で見   

つかったものと、底部より15cm浮いた状態で検出し   

たものの2種類があり、それぞれ木棺の床材と天井  

板を固定していたものと考えられる。鉄釘の配置か  

ら復元できる木棺は縦72cm、横45～50cm前後を測   

る。人骨や歯牙等は見られなかった。   

SX14 調査区南寄D6区に位置する墓である。調   

査前より明確な墳丘と墓標の存在を確認していた。  

墳丘は長軸123cm、短軸94cm、残存する高さ45cm   

前後を測る長方形を呈し、南端をSX15に切られる。   

長軸10～45cmの川原石を基底石とし、盛り土の後   

径10cm程度の川原石を配置する。墳丘盛土は大きく   

3層に分かれ、いずれも間層を介在せず、人為的な   

盛土の単位であると考えられる。墳丘上には「案文   

十年」（1670）の銘文を持つ墓標（43）が存在する。   

墓標は北面して存在し、腐植土でかろうじて自立し   

ている状態であった。  

墓壌は墳丘直下に位置する。長軸88cm、短軸65cm  

B  B  

19．8m  

墳丘立面図（1：40）   

A  

20．Om  
墓壌土層断面図（1：40）  
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5／6）色帽砂樹枝贈に臥し、締まり悪い。  
5沌）朗抄径5－10mの即％観含む。  
5／6）色帽砂樹枝大量に臥し、術まり悪い。  

墳丘土層断面図（1：40）  

6）朗砂径5－7皿の郎糖み、粒翫鮒均質。  
6沌シい漁場砂締まほい。  

墳丘平面図（1：40）  
5／6）色径5－10Ⅲmの削0礪度合み、妬まり良い。  

5沌）色脚乱  

旦二  ＿  

19．8m  

遺物出土状況図（1：20）  

遺物出土状況立面国（1：20）   

第18図 SX13平面・土層断面・立面・遺物出土状況図  
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を測る楕円形を呈し、底部は平坦である。北壁はや   

やなだらかに、南壁は若十オーバーハングして立ち   

上がる。墓壌塩土は締りの悪い明褐色土が堆積し、   

最下層には地山土と異なる白色砂が存在する。  

墓壌底部より煙管雁首1（281・282）、煙管喫口   

1（283）、火打金1（284）、刀子1（295）、銭6  

D  

（285・286）、鉄釘4（287・288・293・294）、棺   

金具かと思われる不明鉄製品2（289・290）、火打   

石1（53）、玉石1（54）などが出土した。遺物は   

墓壌中央付近に集中し、レベル差をほとんど持たな  

いことから、袋等に納められていたと考えられる。  

SX15 調査区南寄D6区に位置する墓である。調  

SX14・15墳丘立面図（1：40）  

SX14墳丘立面国（北から）（1：40）  
1鯛（10TR5／6）色碓砂雀5～M削鵬程度合む。  
2銅（10YR5／6）色欄砂径卜10Ⅱの那鳩度合む。   

B‾ 3阻削て5Ⅷ5／6）色シルほ中砂径5～伽畑礫、シルけロック5鴨酪む。  
6† 

1豆百hミ；で 
6鯛（10YR5／6）色鴫砂書物収大量に貫ん  

7 閑褐（75Ⅷ5／6）色［腫秒径卜10皿励後の恥0鳩度合む。  

8 欄（て5Ⅷ5／6）色シル†混中粒砂粒駒質で礫¢鳩入少ない。  

9鋼（10YR5／6）帥紺沙槻尉渥に貫ん  
10桐（15Ⅷ5／6）色［惟砂径5～却Ⅱめ攫10繊度含む。  

11鞘用5Ⅷ5／6）色シルⅧ中粒砂径5－10皿め礫7％桂台む。  

12柵（15Ⅷ5／6）色シルト泥中粒妙齢血め篠路穂含む。  

13轡潤（15Ⅷ5J6）色シルト泥中粒砂3層に此して締まり悪く、ヤヤ暗い。  

市→ sx14・15墳丘平面図（1‥40）  

姦蒙  
SX14墓壌土層断面図（1：40）  

A  

SX15 20．Om  S X14  

SX14・15墳丘土層断面図（1：40）  

府  
下層遺物出土状況  

咽炉  壁  
♪Jこ、  

SX14遺物出土状況立面国（1：20）  

1m  

SX14遺物出土状況国（1：20）  

第19図 SX14・15平面・土層断面・立面・遺物出土状況図  
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査前より明確な墳丘と墓標の存在を確認していた。  

墳丘は長軸140cm、短軸118cm、残存する高さ45cm   

前後を測る楕円形を呈し、北端でSX14を切る。長   

軸10～30cmの川原石を基底石とし、盛り土の後、径   

10cm程度の川原石を配置する。SX14のような明   

確な基底部構造を持たず、やや不規則な石材配置を   

有する。墳丘盛土は5層に分かれ、いずれも間層を   

介在せず、人為的な盛土の単位であると考えられる。  

墳丘上には「寛丈六年」（1666）の銘文を持つ墓標  

（42）が存在する。墓標は西面して存在し、腐植土   

でかろうじて自立している状態であった。墳丘除去   

後丁寧に精査し、確認のための．段下げも行ったが墓   

壌は見当たらなかった。   

SX19 調査区中央付近D5・6区に位置する墓で   

ある。調査前は墳丘が明確でなく、石材が散乱した   

状況であった。  

墳丘は長軸150cm、短軸100cm、残存する高さ35cm   

前後を測る不定形を呈する。長軸30～50cmを測る川   

原石が存在するが、墳丘上に満遍なく存在するなど   

明確な基底石の構造を持たない。また、墳丘盛土に  

も根が多く貫入する黒褐色土が存在する。墓壌も大   

5  

1㌔b＼＼＼  

きな撹乱を受けることから、墳丘にも後世の改変が   

あったものと考えられる。  

墓壌は南半を撹乱により破壊される。墳丘より若   

干南に寄り、推定長軸90cm前後、短軸60cmを測る隅   

丸長方形を呈し、壁はほぼ垂直に立ち上がる。墓境   

内は、締りの悪い黄褐色土・明褐色土が堆積するが、   

撹乱のため土層図を作成することができなかった。   

最下層には墓墳掘削時の置土と考えられる地山土の   

ブロック土が5～8cm程度存在し、遺物はその直上   

で検出した。  

墓境内からは煙管雁首1（296）、煙管喫口1（297）、   

火打金1（300）、刀子1（298）、銭6（289）、鉄釘   

4（301′、しノ304）、玉2（55・56）、土師器皿1（27）、   

土師器鍋1（28）が出土した。遺物は墓境西寄りに   

土師器皿と土師器鍋が、中央付近に銭、煙管などが   

存在する。玉は他の遺物類とはやや離れた位置から   

出土した。遺物は他遺構に比して分散して存在し、  

袋に納入されていた可能性は低い。銭は6枚が楯状  

に鏡着した状態で出土した。土師器鍋は尾張系のも   

ので、壁面に貼り付くように直立しており、出土状  

況から墓壌と棺の隙間に納入されたものと考えられ  

C－E2m  

墳丘平面図（1：40）   遺物出土状況国（1：20）  

B－  

19．7m  

A－  

20．Om  

4  

墳丘土層断面図（1：40）  

1黒褐（10YR2／2）色中粒砂 締まり悪く、木の根多数混入する。表土。  
2 にぷい黄褐（10YR6／4）色シルト泥中粒砂 締まり悪い。  
3 明黄葡（10YR6／6）色シルー混中粒砂径罰IllI戒噸10％程度含む。  
4 黄濁（10YR5／6）色シルト混中粒砂 径30mmの礫5％程度含む。  

遺物出土状況立面国（1：20）   

0  
0  2m  1m  

第20図 SX19平面・土層断面・立面・遺物出土状況図  
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第22図 SX20玉類色別出土状況図（1：1）  

る。   

SX20 調査区中央付近D・E5区に位置する墓であ   

る。調査前は石材が散乱し、墓の存在が不明確であ   

った。  

墳丘は長軸110cm、短軸88cm、残存する高さ16cm   

前後を測る長方形を呈する。長軸20～54cmの川原石   

を基底石として並べる。墳丘そのものは墓壌の陥没   

により明瞭に遺存しない。また墓標等も見られない。  

墓壌は墳丘より若十西に寄り、長軸94cm、短軸74   

cmを測る隅丸長方形を呈する。底部は平坦で、壁   

は直に立ち上がる。墓境内は、締りの悪い黄褐色土・   

明褐色土が堆積する。最下層には墓壌掘削時の置土  

と考えられる地山土のブロック土が7～9cm程度存  

在し、多くの遺物はその直上で検出したが、土師器  

皿、玉はこの置土直下で検出した。  

墓境内からは煙管雁首1（305）、煙管喫口1（306）、   

刀子1（308）、銭6（307）、鉄釘・鑓7（309～315）、   

不明鉄製品1（316・317）、土師器皿3（28－30～   

32）、土師器抱熔1（29）、玉123（57～179）、火打   

石1（180）、玉石1（181）、漆器椀1、炭、木片が   

出土した。遺物は墓境南端に煙管と木片が存在、墓   

境南東部に銭、鉄製品などが集中して出土した。木  

片は鋲がついており、木棺の部材と考えられる。煙  

管は雁首が底部付近に存在するのに対し、喫口は23   

cm以上上位で出土した。断面観察からは墓境南側に   

穴の痕跡があり、動物等による擾乱があったものと   
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S X23 調査区南半D6区に位置する墓である。   

調査前から五輪塔地輪（44）の存在が確認されてい   

たが、明確な墓とは認識していなかった。  

墳丘は長軸104cm、短軸90cm、残存する高さ26cm   

前後を測る楕円形を呈する。基底石などは明確では   

なく、径10～30cmの川原石を不規則に積み上げる。   

石材の中には先述の五輪塔地輪も見られる。墳丘上   

には墓標等は見られない。墓であるかの確証は得ら   

れないが、形態的な類似から墓として報告を行う。  

墓壌は墳丘直下に位置し、長軸67cm、短軸52cmを   

測る楕円形を呈する。底部は起伏に富み、壁は直立   

気味に立ち上がる。墓境内は、締りの悪い黄褐色土・  

褐色土が堆積する。埋土からは石材が多数出土した  

ほか、鉄釆由椀片（33）が一点出土したのみである。   

S X24 調査区南東E6区に位置する墓である。  

調査前にはSX14の崩壊したものと考えていた。   

墳丘は根株のため正確な規模が不明であるが、お   

およそ長軸82cm、短軸66cm、残存する高さ26cm前   

後を測る楕円形を呈する。基底石は明確でなく、径   

10～30cmの川原石を不規則に積み上げる。墳丘盛   

土は大きく2層に分かれるが、いずれも間層を介在  

せず、人為的な盛土の単位であると考えられるもの  

の、特に南半部分において崩壊が著しい。盛土内か   

ら磁器片が出土したが、これはSK31・33出土のも   

のと接合関係を有する。出土状況から本来この墓に  

伴っていたものではないと考えられる。  

墓壌は墳丘から南東に大きくずれ、直径75cmを測   

る円形を呈する。底部は起伏に富み、南半に径35cm  

考えられる。銭は楯状に鏡着した状態で、火打金と  

隣接して出土した。袋などに納入されていたかどう  

かについては不明である。多数出土した鉄釘は大半  

が墓壌底部から12～15cm程度浮いた位置で出土し  

ている。土師器抱熔は畿内産のものと考えられるが、  

北壁に直立した状態で出土した。鉄釘は土師器抱熔   

の内側で出土しており、出土状況から土師器抱熔は  

墓壌と棺の隙間に納入されたものと考えられる。同  

様に漆器椀も土師器抱烙の下敷きになっていること   

から納棺以前もしくは納棺後、棺と墓壌の隙間に納  

入されたと考えられる。玉石は土師器抱熔の際から  

出土しており、やはり棺の外側に安置されていたこ   

とが確認できる。土師器皿は3個体が出土した。1   

つは推定される棺底部のレベルで出土しているが、   

もう一つは土師器抱烙に接して出土した。さらにも   

う一つは墓墳最下層の置土内、玉の直上から出土し、  

納棺以前に安置されたものと考えられる。   

玉は一括して墓壌中央付近から出土した。出土層   

位は地山に貼り付くような位置で、覆土は墓壌掘削   

の際の置土であった。玉の出土状況は2個ほど離れ   

た位置で出土したものもあるが、おおむねまとまっ   

て出土している。第22図は出土した玉の色別の配置  

を示したものであるが、これからは色毎に一定のま  

とまりが看取できる。複数の数珠を納めたか、墓壌   

掘削時に底部付近で数珠の紐を切ったか、様々な可  

能性が考えられるが、いずれにせよ納棺に際しての  

何らかの祭式を示すものと考えられる。人骨や歯牙   

等は見られなかった。  
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墓境内石出土状況国（1：20）  

1m   

B B  
墳丘平面図（1：40）  

19．6m  

墓壌土層断面図（1：40）  

5－S2m－  
1黄褐（10YR5／6）色中粒砂粒径比軟的均質で締まり悪い。  

2 にぷい黄褐（10YR4／3）色シルト泥中粒砂  

3 にぷい黄菊（10Ⅶ5／4）色シルト混中粒砂粒径均質で締まり良い。  

4 黄褐（10YR5／8）色中粒砂  

5 葡（10Ⅷ4／4）色シルト泥中粒砂  

2m  O  

A  A  

墳丘土層断面図（1：40）  

篇23図 SX23平面・土層断面・石出土状況図  
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深さ10cm程度の穴が存在する。壁はややオーバーハ   

ング気味に立ち上がる。墓境内は、締りの悪い黄褐   

色土・褐色土が堆積する。  

墓境内からは火打金1（322）、鉄鎌1（323）、銭   

6（318～320）、刀子？1（321）、木片が出土した。   

遺物は墓壌中央に火打金と銭1枚、刀子、木片が集   

中する。密集した出土状況から袋等に収納されてい   

た可能性もある。これらと少し離れた位置に銭4枚   

が固着した状況で、墓壌北端に銭1枚が遊離した状   

況で出土した。また、墓壌東隅には鉄嫌が存在した。   

鉄釘等は出土しておらず、木棺は使用されていなか   

った可能性がある。   

SX32 調査区中央付近D5区に位置する墓である。   

調査前には石材が散乱する状況で、明確に墳丘を認   

識できなかった。  

墳丘は基底石らしきものが存在するものの、その   

配置は不規則で規模を確定できなかった。おおよそ   

長軸136cm、短軸108cm前後を測る長方形の形態が  

想定できる。  

墓壌は墳丘直下に位置し、長軸95cm、短軸65cmを   

測る長方形を呈する。底部は若干起伏に富み、壁は   

東壁がややなだらかに、西壁はややオーバーハング   

気味に立ち上がる。墓境内は、締りの悪い黄褐色土・   

明褐色土が堆積する。  

墓境内からは煙管雁首1（324）、煙管喫口1（325）、   

火打金？1（330）、刀子1（329）、銭6（326・   

328）、漆器2、土師器抱熔1（34）、玉18（182～   

199）、火打石1（200）が出土した。煙管雁首・喫   

口、刀子、銭、火打石、火打金はいずれも墓壌底部   

から3～5cm浮いた位置に密集して存在し、袋等に  

納められていたと考えられる。土師器抱熔は尾張系   

のもので、壁面に貼り付くように出土しており、出  

土状況から墓壌と棺の隙間に納入されたものと考え  

られる。漆器は皿かと思われるが木胎が残存せず非   

常に遺存が悪い。土師器抱熔との位置関係から棺外  

に置かれていたものと考えられる。墓壌北西隅に  

m
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墳丘土層断面図（1：40）  

1納（10YR2／2）色雌砂締まほく、脚多く混じる。  
2鯛（10YR5相色シい削堀砂径弧皿の恥欄度合む。  
3 褐（10YR4相色シルト泥中粒砂勧伽mの削％程度含み、締まり良い。  
4 明褐（7．5YR5／6）色刊妙径5一別mの離職程度含れ亜角環状のプロツタ髄を有する。  
5 欄（7．5YR5／6）色中毒砂礫少なく、角帯状のブロック構造を有する。  
6黄褐（10YR5／6）色相砂礫少なく、締まほい。  
7 欄（7．5YR5／6）色稚砂礫少なく、締ま憎い。  
名相（10YR4／4）色細砂泥中粒砂有勘多く、勘合む。  
9 真相（10YR5／6）色中粒砂角猷のプロッタ構造有する。加工面覆土  
10棚触  0  

墓壌土層断面図（1：40）  
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墳丘平面図（1：40）  

遺物出土状況立面国（1：20）  

1m   
二 

＝－＝∴   
遺物出土状況国（1：20）   

第24図 SX24平面・土層断面・立面・遺物出土状況図  
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褐色のシルト混じり中粒砂を主体とする。塩土内か   

ら陶器椀が出土している。このうち丸椀（37）はS   

X24、33と接合関係を有する。   

S K33 調査区南側D7区に位置する。径80cm、最   

深部深さ30cmの不整円形を呈する。断面摺鉢状を呈   

し、底部は起伏が少ない。壁の立ち上がりは緩やか   

だが、東側は若干オーバーハングする。埋土は締り   

の悪い黄褐色シルト混じり細粒砂・中粒砂である。   

塩土内からは陶器椀片（36・37）が出土している。陶   

器椀のうち37はSX24、SK31と接合関係を有する。  

（3）その他の遺構  

焼土坑  

SF29 調査区南側C7区に位置する。長軸110cm、   

短軸63cm、最深部深さ10cmの不整円形を呈する。検   

出上面には径5～30mmの焼土塊が存在し、土坑以外   

の部分も広く被熱していた。断面形態は浅い皿型を   

呈し、底部は若干起伏を持つ。塩土は上層に焼土塊を   

含む締りの悪い明赤褐色シルト混じり中粒砂が、底   

部付近には焼け締まった赤褐色中粒砂が存在する。   

炭化物は殆ど存在せず、遺物も出土していない。  

1褐（10YR4／4）色シルト混中粒砂 2層を母材として著しく   

土姐化進む。  
2 褐（10YR4／4）色シルト混中粒砂締まり悪く、径10m程   
度の礫多く含む。  0∧一／咋 A／   

szl平面・土層断面図  

第27図 S F29・S R30・S Zl平面・土層断面図（1：40）  
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材は加工の痕跡がなく自然石のままである。断面図   

に示したとおり、右列を境に南側に平坦虻が造成さ   

れ、地山のブロックを含む褐色土が敷かれる。硬化   

面は確認できなかった。  

不明遺構   

盛土に自然石を積み上げただけの性格不明の遺構   

を複数検出した。   

SZl 調査区北寄りC・D3区に位置する遺構。140   

cm四方の範囲に高さ18cm程度の盛土を行い、径10～   

25cmの自然石を積み上げる。盛土は締りの悪い褐色   

のシルト混じり中粒砂を主体とし、間層を介在させ   

ず人為的に盛り上げたことがわかる。基底石は見ら   

れず、石材の配置に規則性も見られない。遺物の出   

土も見られない。   

SZ21 調査区中央東寄りE5・6区に位置する遺   

構。長軸120cm、短軸90cmの範囲に径10～30cmの石   

材が積まれ、一部基底石状に並ぶ部分も見られたた   

め、当初墓と認識していた。石材を除去した後、サ   

ブトレンチを入れても墓壌の存在を確認できなかっ   

た。石材中には針金と考えられる金属が複数存在し   

ており、隣接する撹乱が電柱の据付痕と根固めの横   

木を入れた痕跡であることから、当遺構についても   

電柱設置の際に形成された、現代のものであるとい   

う結論に至った。（佐藤亜聖）  

SF34 調査区北寄りC・D3区に位置する被熱痕。   

焼土坑ではないが、範囲30～50cmにわたり地山が赤   

褐色に焼け締まる。SF29同様炭化物は殆ど見られ   

ず、遺物も出土していない。  

墓道  

硬化面や波板状凹凸のように遺構として明確に存   

在したものではないが、地形や墓の配置から2本の   

墓道を推定した。   

SR17 調査区北西隅から墓中央へと上る道である。   

周辺と10cm程度の比高差をもつ窪みとして存在する。   

等高線に対して斜行して存在し、やや湾曲して墓集   

中部分へ取り付く。C4区付近では広い窪地状を呈す   

る。SX3は短軸を、SX8墳丘上の墓標は正面を   

それぞれこの墓道に向けていた。付近での聞き取り   

からかつて墓地が立地する丘陵の西側には的矢方面   

へと抜ける県道があり、墓へ上る場合は県道からS   

R17付近を通り登っていたとのことである。   

SR30 調査区東寄りを南北に抜ける道である。道   

と断定できる根拠に乏しいが、SX15からSX7へ   

連なる墓列とSX23からSX6へ連なる墓列の間の   

空閑地の延長に右列と段差が存在し、墓地に正面か  

ら取り付く墓道の可能性を考えた。   

右列は根株のため破壊されているが、径20～25cm   

の石材を東西方向に配置し、階．段状に成形する。石  
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する面を持ち、端部外面はナデに伴い僅かに窪む。   

内面ナデ調整ののち内底面を板状工具によるナデ調   

整、外面エビオサエを施したのち底部付近をへラケ  

ズリする。内耳は穴の径が5～7mmと明瞭で、紐擦  

等使用の痕跡は確認できない。内外面に炭化物付着   

の痕跡、外面に被熱による剥離が見られる。胎土は   

にぷい褐色で雲母、長石、石英、チャートの極細砂   

を僅かに含む。D6類のもので、19世紀前半に位置   

づけられる。  

4は丸椀である。復元口径10．2cm、残存高5．3cm   

を測り、直立気味の休部を有する。内外面透明寒由を   

全面施寒由し、表面には貫入が発達する。胎土は灰黄   

色を呈しやや粗い。美濃窯産のもので18世紀半ばに   

位置づけられる。6は鉄寒由椀の底部である。復元高   

台径4．9cm、残存高2．Ocmを測り、内面全面及び外面  

上半に鉄粕を施す。外面回転へラケズリと回転ナデ  

を施し、高台は削り出し成形する。瀬戸美濃窯の拳  

骨茶椀と考えられ、18世紀後葉に位置づけられる。   

5は陶胎染付椀である。口径10．9cm、器高7．6cm、   

高台径4．7cmを測る。直立する体郡と広い内底面を持   

ち、底部の厚さは1cm程度と厚い。高台畳付は無施   

寒由で砂目の痕跡が見られる。休部外面に草花文を施   

文し、全体的に貫入が著しい。波佐見窯のもので18  

世紀初頭に位置づけられる。   

7は復元高台径2．9cm、残存高1．95cmを測る。湾曲   

する休部と断面三角形の削り出し高台を有する。内  

面回転ナデ調整、外面回転へラケズリで調整する。  

内面全面と外面下半まで薄い灰寒由を施寒由する。美濃   

窯のもので18世紀後半に位置づけられる。8は口径   

4 出土遺物   

（1）土器・陶磁器  

表土・包含層出土土器・陶磁器（第28図）   

土師器抱熔（1～3）、陶器椀（4・6）、染付   

椀（5）、小杯（7～10）が出土した。各出土地点   

については第4図を参照されたい。  

1は尾張系の抱熔である。復元口径25．2cm、残存   

高3．5cmを測り、緩やかに湾曲する休部を有する。口   

緑端部はナデにより溝を持ち、若干内傾する。端部   

外面はナデに伴い僅かに外側へつまみ出す。内面ナ   

デ調整、外面エビオサエを施す。金子健一氏による  
①  

分類D4類のもので、18世紀後半に位置づけられる。   

胎土はにぷい黄橙色で雲母、長石、石英、チャート   

の極細砂を僅かに含む。2は尾張系の抱熔である。   

復元口径27．2cm、残存高6．7cmを測り、緩やかに湾曲   

したのち直線的に伸びる休部を有する。口縁端部は   

ナデにより溝を持ち、内傾する。端部外面はナデに   

伴い僅かに外側へつまみ出す。内面ナデ調整、外面  

エビオサエを施したのち屈曲部以下をへラケズリす  

る。へラケズリは左上がりのものと右下がりのもの   

が不規則に交錯する。内外面に炭化物付着の痕跡が   

見られる。胎土はにぷい黄橙色で雲母、長石、石英、   

チャートの極細砂を僅かに含む。D3類のもので、18   

世紀後半に位置づけられる。3はSX7東側、SXlO   

北側の地点に投棄されていた尾張系の抱熔である。   

口径30．Ocm、器高9．伽mを測り、やや強く湾曲したの   

ち直線的に伸びる休部を有する。底部は平坦で、型   

作りの痕跡が見られる。口縁端部はナデにより内傾  

第28図 表土・包含層出土土器・陶磁器（1：4）  
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6．2cm、器高3．5cm、高台径2．9cmを測る。湾曲する休   

部と断面三角形の削り出し高台を有する。内面回転  

ナデ調整、外面回転へラケズリで調整し、焼け歪が  

著しい。内面全面と外面下半まで薄い灰寒由を施寒由し、   

休部外面には粘土の付着や火膨れが見られる。美濃   

窯のもので18世紀後半に位置づけられる。9は口径   

6．Ocm、器高3．4cm、高台径3．1cmを測る。やや薄手で   

湾曲する体部と断面四角形の削り出し高台を有する。  

内面回転ナデ調整、外面回転へラケズリで調整し、  

内面全面と外面下半まで薄い灰寒由を施寒由する。美濃   

窯のもので18世紀前半～半ばに位置づけられる。10   

は口径7．8cm、器高3．4cm、高台径4．6cmを測る。湾曲   

する体部と断面四角形の削り出し高台を有し、内底   

面は広く平坦である。内面回転ナデ調整、外面回転  

ナデののち下半を回転へラケズリで調整する。内面  

全面と外面下半まで薄い灰寒由を施寒由するが、寒由の残   

存は良好でない。高台外面は磨滅が著しい。美濃窯   

のもので17世紀後半から18世紀前半に位置づけられ   

る。  

各墓噴出土土器・陶磁器（第29図）  

S X3出土陶磁器 墓境内より染付椀（11）が出土   

した。  

11は端反椀である。口径9．6cm、器高5．伽m、高台   

径3．8cmを測る。ノJ、型で口綾部の反りは弱く、見込み   

は広い。呉須の発色は悪く、焼成も不良で、全体的   

に灰を被る。高台畳付は無施寒由である。休部外面に   

山水文、内面見込み部にも崩れた山水文を施文する。   

瀬戸窯のもので19世紀中葉に位置づけられる。   

S X5出土土器 墳丘盛土より土師器皿（12）、墓   

境内より土師器抱熔（13）が出土した。  

12は墳丘盛土から出土した。復元口径7．6cm、器   

高1．1cmを測り、器厚は2～3mmと薄い。内外面ナデ   

調整を施し、胎土は赤色酸化土粒を含み精良である。  

13は南伊勢系の抱熔である。復元口径37．1cm、器   

高6．9cmを測り、口綾部を強く屈曲させた後に端部を   

上方へ引き上げる。口緑端部外面には板状工具によ   

り微細な突線を作り出す。内面板状工具によるナデ   

調整、外面体郡上半をエビオサエの後ナデ調整、下  

半をへラケズリする。休部外面には煤が付着する。  

胎土はにぷい黄橙色で長石、チャートの極細砂を僅  

かに含む。現物との照合を行っていないが、多気郡  

明和町外山遺跡SK4、津市嶋抜遺跡SK123・115   

より、18世紀末から19世紀前半の陶磁器と共伴して  

譲〕這〕 法量や形態が類似するものが出土しており 、18世  

紀末から19世紀初頭のものと考えられる。  

S X6出土土器 墓境内より土師器皿（14・15）が   

出土した。  

14は口径8．8cm、器高1．6cmを測り、器厚は2～3   

mmと薄い。内外面ナデ調整を施し、内面3箇所にナ   

デ上げの痕跡が残る。胎土は赤色酸化土粒を含み精   

良である。15は口径9．2cm、器高1．5cmを測り、器厚   

は2～3mmと薄い。内外面ナデ調整を施し、内面4箇   

所にナデ上げの痕跡が残る。内面休部と底部の境界   

付近にはナデ調整の際指に装着した布もしくは革の   

痕跡が溝状に残る。胎土は赤色酸化土粒を含み精良   

である。   

S X7出土土器 墓境内より土師器皿（16）、土師   

器抱熔（17）が出土した。  

16は口径9．3cm、器高1．6cmを測り、器厚は2～3   

mmと薄い。内外面エビオサエの後ナデ調整を施す   

が、ナデの痕跡は明瞭でない。胎土は赤色酸化土粒   

を含み精良である。  

17は尾張系の抱熔である。口径28．Ocm、器高9．8   

cmを測り、径18cm前後の広い底部と湾曲して開く休   

部、やや強く屈曲する口綾部を有する。口緑端部は   

ナデにより溝を持ち、45度前後の角度で内傾する。   

端部外面はナデに伴い僅かに外側へつまみ出す。内   

面ナデ調整、外面エビオサエののち底部付近をへラ  

ケズリする。へラケズリの一部は休部中央付近に及  

ぶ。ほぼ完形に復元できたが内耳は見られなかった。   

内外面煤が付着する。胎土は橙色で雲母、長石、石   

英、チャートの極細砂を少量含む。D4類のもので、   

18世紀末に位置づけられる。   

S X8出土土器 墓境内から土師器抱熔（18）が出   

土した。  

18は尾張系の抱熔である。口径29．6cm、器高9．7   

cmを測る。底部径は8．5cm前後と狭く、緩やかに湾   

曲する休部を有する。口縁端部はナデにより内側へ   

強く引き出し、内傾する。内面ナデ調整、外面エビ  

オサエののち底部付近をへラケズリする。内耳は穴  

の径長軸12mm、短軸6mmを測るしっかり したもの   

で、紐擦等使用の痕跡は確認できない。内外面煤が  
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付着する。胎土はにぷい黄橙色で雲母、長石、石英、   

チャートの極細砂を少量含む。D4類のもので、18   

世紀末に位置づけられる。   

S X9出土土器・陶磁器 墓壌最上部より陶器小杯   

（21）が、墓境内より土師器皿（19・20）、土師器   

抱熔（22）が出土した。  

21は墓嬢最上部から出土したもので、本来墳丘盛   

土に伴っていたものと考えられる。口径5．5cm、器高   

3．25cm、高台径2．6cmを測る。やや薄手で、湾曲す   

る休部と断面厚手の三角形を呈する削り出し高台を  

持つ。高台内部のケズリは2．5mm程度と浅い。内面  

回転ナデ調整、外面回転へラケズリで調整し、内面  

全面と外面下半まで薄い灰津由を施津由する。美濃窯の   

もので18世紀前半～半ばに位置づけられる。なお、   

この個体はSX12墓壌上層出土のものと接合関係を   

有する。  

19は口径9．Ocm、器高1．35cmを測り、器厚は2～3   

mmと薄い。内外面エビオサエの後ナデ調整を施すが、   

ナデの痕跡は明瞭でない。胎土は赤色酸化土粒を含   

み精良である。20は復元口径8．8cm、器高1．1cmを測   

り、器厚は2～3mmと薄い。内外面エビオサエの後   

ナデ調整を施すが、ナデの痕跡は明瞭でない。胎土   

は赤色酸化土粒を含み精良である。  

22は尾張系の抱熔である。口径25．伽m、器高9．3   

cmを測る。底部径は15cm前後と広く、緩やかに湾曲   

する休部と弱く屈曲する口綾部を有する。口緑端部   

はナデにより溝を作り出し、若干内傾する。これに   

伴い口緑端部外面には僅かに粘土の捲れ返りが見ら   

れる。内面ナデ調整、外面エビオサエののち底部付  

近をへラケズリする。内耳は穴の径長軸9mm、短軸  

7mmを測るしっかりしたもので、使用の痕跡は確認   

できない。内外面僅かに煤が付着する。胎土は明赤   

褐色で雲母、長石、石英、チャートの極細砂を少量含   

む。鍋形を呈する類例の少ないもので、鍋と抱熔の折   

衷形態を持つことから18世紀前半に位置づけられる。   

SX12出土土器・陶磁器 墓境内より土師器皿（3・   

24）、陶器椀（25）、土師器鍋（26）が出土した。  

23は口径9．Ocm、器高1．5cmを測り、器厚は2～3   

mmと薄い。内外面エビオサエの後ナデ調整を施す   

が、ナデの痕跡は明瞭でない。胎土は浅黄橙色を呈   

し、長石・チャートの極細砂を含む。24は復元口径  

9．4cm、器高1．2cmを測り、器厚は2～3mmと薄い。   

内外血エビオサエの後ナデ調整を施す。胎土はにぷ   

い黄橙色を呈し長石、チャートの極細砂を含む。  

25は丸椀もしくは御室茶椀である。口径9．8cm、   

器高6．5cm、高台径4．7cmを測る。径8cm近い広い内   

底部と直立する休部を有し、休部外面には2面に呉   

須絵を施すが、発色は悪く、不鮮明である。また口   

緑部4箇所に焼成時の解剖れが見られる。高台付近   

は無施寒由で、刻印等は見られない。瀬戸・美濃窯の   

もので18世紀前半に位置づけられる。  

26は尾張系の鍋である。口径24．7cm、器高10．45   

cm、底部径は13．Ocm前後を測り、直線的に開く休部   

と、12に比して強く屈曲するロ綾部を有する。ロ縁   

端部はナデにより溝を作り出し、若干内傾する。こ   

れに伴い口緑端部外面は僅かに外側へつまみ出す。   

底部内面には板状庄痕が明瞭に見られ、円盤を作成   

したのち休部を成形したことがわかる。内面板状工   

具によるナデ調整の後ナデ調整、外面エビオサエの  

のち底部と休部の境界付近を軽くヘラケズリする。   

内耳は穴の径長軸9mm、短軸6mmを測るしっかりし   

たもので、紐擦等使用の痕跡は確認できない。内外   

面煤が付着する。胎土はにぷい黄橙色で雲母、長石、   

石英、チャートの極細砂を少量含む。18世紀前半に   

位置づけられる。   

S X19出土土器 墓境内より土師器皿（27）、土師   

器鍋（28）が出土した。  

27は復元口径9．2cm、器高1．4cmを測り、器厚は2   

mmと薄い。内外面エビオサエの後ナデ調整を施す。   

胎土は橙色を呈し、長石・チャートの極細砂を含む。  

28は尾張系の鍋である。口径23．3cm、器高11．9   

cm、底部径は6．伽mを測り、湾曲しながら開く休部   

を有し、口綾部の屈曲は非常に緩やかである。口緑   

端部はナデにより溝を作り出し、若干内傾する。内   

面板状工具によるナデ調整の後ナデ調整、外面エビ  

オサエののち底部と休部の境界付近をへラケズリす  

る。内耳は穴の径長軸9mm、短軸6mmを測るしっかり   

したもので、紐擦等使用の痕跡は確認できない。外   

面煤が付着する。胎土は明黄褐色で雲母、長石、石   

英、チャートの極細砂を少量含む。焼成は不良であ   

る。17世紀後半に位置づけられる。   

S X20出土土器 土師器皿（30～32）、土師器抱熔  
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（29）が出土した。  

30は口径9．2cm、器高1．85cmを測り、器厚は2mm   

と薄い。内外面エビオサエの後ナデ調整を施す。胎   

土は橙色を呈し、長石・チャートの極細砂を含む。31   

は復元口径9．8cm、器高1．5cmを測り、器厚は2mmと   

薄い。内外面エビオサエの後ナデ調整を施す。胎土   

は橙色を呈し、長石・チャートの極細砂を含む。32   

は復元口径9．8cm、器高1．55cmを測り、器厚は2mm   

と薄い。内外面エビオサエの後ナデ調整を施す。胎   

土は橙色を呈し、長石・チャートの極細砂を含む。  

29は畿内系の抱熔である。口径27．8cm、器高8．4   

cmを測り、皿型の底部と湾曲しながら開く休部を有   

する。ロ綾部は厚く月巴厚して内湾し、端部を丸く収   

める。内面ナデ調整、外面屈曲部以下を型作りした  

後ナデ調整する。屈曲部分にへラケズリ等は見られ  

ず、外面にはわずかに煤が付着する。胎土はにぷい   

橙色で雲母、長石、石英の極細砂を少量含む。大阪  

④ 城出土の抱熔を分析した難波洋三氏の分類ではE類   

に相当するもので、17世紀後半から18世紀前半に位   

置づけられる。   

SX23出土陶磁器 鉄寒由椀細片（33）が出土した。  

残存高2．4cmを測る細片である。器種認定が困難だ  

が、小杯もしくは小椀であると考えられる。凹凸の  

著しい休部を有し、口緑端部は丸く収める。胎土は   

淡黄色を呈し、寒由は薄くかかる。瀬戸・美濃実の17   

世紀代のものと考えられる。   

SX32出土土器 土師器抱熔（34）が出土した。  

34は尾張系の抱熔である。口径33．2cm、器高8．6   

cm、底部径は12．Ocm前後を測り、直線的に開く休部   

を有し、口綾部は強く屈曲する。口緑端部はナデに   

より溝を作り出し、40度前後の角度で内偵する。こ   

れに伴い口緑端部外面は短く外側へ引き出す。内面   

ナデ調整、外面エビオサエののち底部と休部の境界  

付近をへラケズリする。内耳は穴の径長軸10mm、短  

軸9mmを測るしっかりしたもので、使用の痕跡は確  

認できない。内外面煤が付着する。胎土は橙色で雲   

母、長石、石英、チャートの極細砂を少量含む。J  

3類のもので18世紀後半に位置づけられる。  

土坑出土の陶磁器（第30図）  

SK31出土陶磁器 鉄寒由椀細片（35）が出土した。  

直立気味の休部を有し、口緑端部を丸く収める。   

胎土は浅黄橙色を呈し、寒由は薄くかかる。拳骨茶椀   

の口緑部と考えられ、18世紀半ば～後半に位置づけ   

られる。   

S K33出土陶磁器 陶器小杯（36）、陶器椀（37）   

が出土した。  

36は口径7．2cm、器高2．3cmを測る。やや厚手で、   

湾曲する体部を有するが、焼け歪が著しい。内外而   

薄い灰寒由を施寒由する。時期等は不明である。  

37は御室茶椀である。口径8．8cm、器高6．Ocm、高   

台径4．4cmを測る。直立する休部を有し、口緑端部は   

丸く収める。内面全面と外面高台直上まで灰寒由を施   

す。寒由表面には大量の貫入が存在する。高台付近は   

無施釆由で、刻印等は見られない。瀬戸・美濃窯の御   

室茶椀と考えられ、18世紀半ばに位置づけられる。   

なおこの道物はSX24、SK31・33出土のものと接   

合関係を有する。（佐藤亜聖）  

（2）墓標  

SX3出土墓標 38は墳丘上より多数の石材と混入  

する状況で出土した。材質は砂岩製で、形態は上部   

が弧状を呈する櫛形墓標である。墓標正面は二．段の   

繰り型に彫り込まれ銘文が刻まれている。正面には  

「南無」、左面には「安政四」（1857）が刻まれるが、  

それぞれの銘文の続きは欠損のため不明である。ま   

た右面にも銘文らしき痕跡があるが意図的に擦り消   

しているものと考えられ、判読が困難である。1／3   

程度残存しており、残高17．Ocm、幅17．3cm、厚み9．4  

cmを測る。銘文の「南無」からみて墓標ではなく、  

「南無阿弥陀仏」を刻む六字名号碑の可能性も考え   

られる。   

SX8出土墓標 39は墳丘上に安置された状況で出   

土した。台石を伴い完存している。材質は砂岩製で、   

上郡弧状を呈する櫛形墓標である。墓標正面は一段   

繰り型状に彫り込まれ、下部に蓮華座を線刻する。   

この状況から蓮華に坐す仏を表すとみられる。正面  

には戒名である「夏屋妙雲信女」、左右側面には没   

∈∃プ  
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年月日とみられる「享保十九寅天」（1734）、「六月   

十三日」が刻まれている。碑郡は台石上面を2cm程   

度彫り下げて台石上に組み合わせるように安置され   

ている。台石上面には中央に幅10．5cmほどの水受け   

を彫り込み、その左右に花立ておよび線香立てとし   

て利用するための径3cmの孔を設けている。総高52．4   

cmで、各部の法量は碑高39．6cm、碑幅16．2cm、碑厚   

13．6cm、台高13．8cm、台幅27．2cm、台奥行24．8cmを   

測る。   

SXll出土墓標 墳丘上から櫛形墓標（40）、五輪   

塔火輪（41）が出土した。  

40は39と下部形状に相違があった。39は下部を整   

形し台石上に安置する型式であるが、40は下部1／3   

ほどを租く整形するだけである。この形状では自立   

し難く、墓壌や墳丘上に差し込むか、周囲を礫石で  

補強していたと考えられる。墓標表面は下部に線刻  

の蓮華座を設け、その上部を一．段繰り型状に彫り込  

んで戒名「春相幻夢信女」を刻み、さらに両脇には  

没年月日「享保十五戊天」（1730）、「正月六日」を   

刻んでいる。総高64．Ocmで各部は碑高40．3cm、碑幅   

27．Ocm、碑厚15．4cmを測る。  

41は砂岩製で、上面と下面にホゾを設けている。   

高12．2cm、上幅8．4cm、最大幅18．7cmを測る。軒の底   

部が直線的なことや両端が上方に反り上がる形状か  

ら、道立は近世初頭と考えられる。  

SX14出土墓標 43は墳丘上に直立する状況で出土   

した。長方形の板石の上部および正面、さらに側面  

を加工した墓標で、形態的には圭頭状墓標の類で、  

通称、伊勢湾型墓標といわれるものである。下部は  

粗い整形のみでホゾ状を呈している。圭頭状とは上  

部を山形に加工したものをいう。上部に径10cm、線   

幅1．Ocm、線深0．4cmで月輪を刻んでいる。通常月輪   

には尊像の種子などを刻むが、これには刻まれてい   

ない。この月輪下に幅0．8cm深さ0．4cmの界線を設け   

碑面を区画している。墓標正面は下に蓮華座を線刻  

し、その上部を方形で一段彫り込み、戒名「涼春禅  

定門」を刻む。その両脇には没年月日の「案文十庚   

成」（1670）と「二月九日」が刻まれている。この墓標   

も40と同様に自立はできない形状で、墓壌に差し込   

むか礫石で補強しないと直立できないものである。   

総高は64．1cmで、碑高40．2cm、碑幅28．4cm、碑厚  

14．2cmを測る。   

SX15出土墓標 42は43と同様に墳丘上に直立する   

状況で出土した。長方形の板石の上部および正面、  

さらに側面を加工した墓標で、形態的には圭頭状墓  

標の類で、通称、伊勢湾型墓標といわれるものであ   

る。下部は粗い整形のみでホゾ状を呈している。上   

部に径10cm、線幅1．Ocm、線深0．5cmほどで月輪を刻   

んでいる。月輪内に種子は刻まれていない。月輪下   

に幅0．8cm深さ0．3cmの界線で碑面を区画している。   

墓標正面は下に蓮華座を線刻し、その上部を方形で  

一段彫り込み、戒名「妙雪禅定尼」を刻む。その両  

脇には没年月日の「寛丈六丙午」（1666）と「十二月  

廿七R」が刻まれている。この墓標も自立はできな   

い形状で、墓境に差し込むか礫石で補強しないと直   

立できないものである。総高は62．Ocmで、他は碑高   

39．9cm、碑幅24．8cm、碑厚12．8cmを測る。   

SX23出土墓標 44は砂岩製の五輪塔地輪で、調査   

前から墓壌上に存在していた。上部にホゾを設けて   

いる。底面の整形は粗い。高16．Ocm、幅18．8cmを測   

る。出土墓壌に相違があるものの、41と全体の成形   

や法量が類似しており、もとは推定塔高約65cmを測  

る一具の五輪塔であると考えられる。（岡本広義）  

（3）玉類・石製品  

SX3出土石製品 墓境内から砥石（45）が出土し   

た。  

45は長方形で扁平な形状を呈し、砥面は2面確認   

できる。上端面と側面には丁寧な研磨が施されてい   

るが、下端面には一部に研磨がみられるものの、素   

材の状態を残している。砥面には明瞭な線状痕が確   

認でき、表面休部に有機物付着痕が残存する。最大  

長9．6cm、最大幅5．1cm、最大厚1．Ocm、重量93．7g  

を測り、石材は泥岩である。   

SX5出土石製品 墓境内から火打石（46）が出土   

した。  

46は黒灰色のチャート製で、稜線の一部に潰れ痕   

が、背面休部に線状痕が確認できる。上端面と下端   

面に鉄分が付着しており、使用痕や剥離痕等は不明   

瞭である。最大長1．5cm、最大幅3．企m、最大厚1．6  

cm、重量6．4gを測る。  

SX6出土石製品 墓境内から火打石（47）が出土   

した。  
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40（SXll）   

39（SX8）  
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47は黒灰色のチャート製で、稜線に著しい潰れ痕   

が、腹面体郡に二重パテナ血が確認できる。非常に   

小型で、最大長1．4cm、最大幅1．8cm、最大厚1．4cm、  

重量3．6gを測る。  

SX7出土石製品 墓境内から火打石（48）が出土   

した。  

48は黒色のチャート製で、稜線の一部に潰れ痕が   

確認できる。腹面体部から腹面右側側面まで鉄分が   

付着しており、使用痕や剥離痕等は不明瞭である。   

最大長2．1cm、最大幅1．9cm、最大厚1．4cm、重量6．2   

gを測る。  

SX8出土玉類 墓境内から玉（51）が出土した。  

51は真珠製で、平面形態は円形を呈する。色調は   

白色であるが、真珠の光沢はすでに失われている。  

幅0．58cm、高さ0．48cm、孔径0．15cm、重量0．2gを  

測る。   

SX12出土石製品 墓境内から玉石（49・50）が出   

土した。  

49・50は石英片岩製の自然石で、加工痕等は確認   

できない。49は最大長2．3cm、最大幅2．1cm、最大厚  

1．3cm、重量8．8gを測る。50は最大長2．2cm、最大  

幅1．8cm、最大厚0．9cm、重量4．4gを測る。  

SX13出土石製品 墓境内から火打石（52）が出土   

した。  

52は灰色のチャート製で、石材の透明度が高く良   

質である。稜線に明瞭な潰れ痕が確認できる。最大  

長3．2cm、最大幅3．8cm、最大厚3．4cm、重量54．5g  

を測る。   

SX14出土石製品 墓境内から火打石（53）、玉石   

（54）が出土した。  

53は灰赤色のチャート製で、石材の透明度が高く   

良質である。稜線部に明瞭な潰れ痕が、背面体部に   

二重パテナ面が確認できる。最大長2．3cm、最大幅  

3．2cm、最大厚1．5cm、重量12．5gを測る。   

54は砂岩製である。楕円形を呈する自然石で加工   

痕等は確認できない。最大長3．Ocm、最大幅2．4cm、  

最大厚1．7cm、重量16．6gを測る。  

SX19出土玉類 墓境内から玉（55・56）が出土し   

た。  

55・56は数珠玉である。55は青緑色のガラス製で、   

平面形態はやや楕円形を呈する。回転痕跡が確認で  

きる。幅0．50cm、高さ0．35cm、孔径0．19cm、重量0．2   

gを測る。56は浅黄色のガラス製で、2個の数珠土  

が結合した状態である。平面形態は円形を呈する。回   

転痕等は確認できない。上が幅0．50cm、高さ0．40cm、   

孔径0．15cm、下が幅0．50cm、高さ0．40cm、孔径0．15  

cm、重量0．4gを測る。  

SX20出土玉類・石製品 墓境内から玉（57～179）、   

火打石（180）、玉石（181）が出土した。  

57・58は黒色のガラス製で、平面形態はほぼ円形   

を呈する。58には回転痕が確認できる。59～71は青   

緑色のガラス製である。平面形態は59・62・67・68   

が楕円形を呈するが、他はほぼ円形である。59～70   

に回転痕跡が確認できる。71にはケガキ痕跡が確認   

できる。62・63の色調には色むらがある。72～84は   

浅黄色のガラス製である。平面形態はほぼ円形を呈   

する。72・74～76・81には回転痕跡が、77・75・78   

～80・82～84にはケガキ痕跡が確認できる。85～   

179は薄い浅黄色のガラス製である。平面形態は   

148・161・172が楕円形を呈するが、他はほぼ円形   

である。86～179に回転痕跡が確認できる。  

180は火打石である。青灰色のチャート製で、石   

材の透明度は低い。稜線部に明瞭な潰れ痕が確認で   

き、一部に礫面を残す。最大長2．8cm、最大幅3．3cm、  

最大厚2．5cm、重量21．8gを測る。   

181は砂岩製の玉石である。扇平の自然石で加工   

痕等は見られない。最大長3．6cm、最大幅2．6cm、最  

大厚0．9cm、重量11．4gを測る。  

SX32出土玉類・石製品 墓境内から玉（182～   

199）、火打石（200）が出土した。  

182～190は浅黄色のガラス製で、平面形態はほぼ   

円形を呈する。185・188・189には回転痕跡が確認   

できる。184・186・187・190にはケガキ痕跡が確認   

できる。191～199は薄い浅黄色のガラス製で、平面   

形態はほぼ円形を呈する。191～194・199には回転   

痕跡が確認できる。199は不明鉄製品（330）に鏡着   

した状態で出土した。  

200は不明鉄製品（300）に付着して出土した。黒   

色のチャート製で、稜線の一部に潰れ痕が確認でき   

る。背面休部から腹面下端部にかけて鉄分が付着し   

ており、使用痕や剥離方向等は不明瞭である。最大  

長2．5cm、最大幅3．2cm、最大厚1．7cm、重量10．6g  
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作成してあるため、本文中では触れないこととする。   

蛍光Ⅹ線・電子顕微鏡観察等の分析を経たものに関   

しては、項目の末尾に素材、技法等の分析結果を示   

している。また、金属器実測図の断面表記は、第39図   

の凡例を参照されたい。   

表土・包含届出土金属製品 煙管2点以上、銭2点   

が出土している。全て流土中よりの出土である（第   

39図）。  

雁首は火皿が2点と胴部が1点であるが、このう   

ち、201は銅製煙管雁首の火皿で、202に伴って出土  

しており、組み合う製品であると考えられる。202  

は銅製煙管雁首の頚部から胴部で、胴部がほぼ実直   

ぐな形状をとる。頚部は潰れているが短く、湾曲の   

度合いは低かったと思われる。表面観察より胴部上  

－1・一   

55 粥  

0         2m              ←－－「－－－－－－一十－－－－－－－－－－－－－－－」   

第諮図 SX19出土玉類（1：1）  

を測る。  

浄・土近世墓地より出土したガラス土は、拡大観察   

によると、いずれも横方向に潰れた気泡が観察でき、   

回転痕跡も確認できることから、その製作はガラス   

巻きつけによって行われていたことが推定される。   

また、蛍光Ⅹ線分析によると、ほとんどが豊富に鉛   

分を含む鉛ガラスであり、色の違いは、浅黄色が鉄、   

青緑色が銅、黒色がマンガンに由来するものと考え   

られる。（船築紀子）  

（4）金属製品   

浄土近世墓地出土の金属製品は、煙管、火打金、   

鋏、刀子、鎌、棺金具、釘等がある。主として墓か   

ら出土した副葬品を中心にしている。以下、その概   

要を遺構ごとに詳述してゆくが、寸法等は一覧表を  

（∋  

l  

C）51  

0         2m トー，I」   
第刀図 SX8出土玉類（1：1）  

52（SX13）  

53・54（SX14）  

第34図 SX13・14出土石製晶（2：3）  
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面に継目がみられる。内部には羅宇が遺存している。   

頚部の潰れは、別用途に使用するために故意に潰し  

たとするよりも、火皿が伴っていることから土庄等  

による破損と考えられる。胴部中ほどの上部が若干  

へこんでおり、使用痕と推測される。203は銅製火皿   

単独での出土である。部材の厚さも201に比べて厚   

く、重厚なつく りである。204は銅製煙管喫口であ   

る。羅宇側が吸口部との境に稜線を持つようにふく   

らみ、肩部が形成されている。表面観察より継目が  

確認できる。内部には羅宇が遺存している。   

205、206は銅銭で、ともに新寛永である。   

SX3出土金属製品 煙管1式、銭5点、鋏1点、  

不明鉄製品3点が出土している（第40図）。   

207は銅製煙管雁首で、頚部が若干湾曲し胴部が   

ほぼ実直ぐな形状をとる。表面観察より胴部側面に   

継目が見られる。Ⅹ線ラジオグラフイーの観察によ   

ると、火皿は別造りで頚部に接合している。208は銅  

製煙管喫口で、羅宇側が吸口部との間に稜線を持ち  

ながら隆起して肩部をつくりだしている。また吸口   

部は若十卿臥状に広がり、端部に血収りが施されて   

いる。表面観察から肩部・吸口部を貫通する継目が   

みられる。喫口の母材は真鎗で、継目は真鎗蝋で接   

合されている。   

209は鉄製握り鋏である。鋸化のため現状では刃  

が合わなくなっている。刃の先端は外湾している。表  

裏面に副葬品を納めていた頭陀袋の痕跡と思われる  

布片が付着している。布の素材は絹で平織りである。   

210～212、213－2は銅銭4点、213－1は鉄銭であ   

る。銅銭は表面観察及びⅩ線ラジオグラフイーの観   

察より、全て新寛永である。鉄銭の銭種は鋸化のた  

め不明である。緒に使用していた紐の痕跡が遺存し  

ている（211、213）。縛の素材は苧麻である。   

214～216は不明鉄製品である。214は、一方の端   

に小孔の穿たれた小礼状の鉄板である。表面に有機  

質等の遺存もなく、用途は不明である。215は、幅約  

7mmの鉄板を輪状に曲げた製品である。内径で約20   

mmあり、指愉としての使用を想定するには少し重厚   

である。有機質等の付着はない。216は一端に環を  

持つように成形された製品である。環の反対側の端  

は欠損しており、本来は長細い製品であったことが  

窺われる。全体に不明有機質が付着しており、何か  

に包まれていた可能性もある。用途は不明である。   

S X5出土金属製品 煙管雁首1点、火打金1点、   

鋏1点、銭7点、不明銅製品3点が出土している（第  

41図）。   

煙管は雁首のみの出土であり喫口を伴わない。217   

は銅製煙管雁首である。頚部が火皿に直接接合し、  

胴部は頚部との境が稜線を持つようにふくらみ、肩   

部を形成している。Ⅹ線ラジオグラフイーの観察に  

よっても継目は観察できない。内部には羅宇が遺存  

する。母材は真鎗で、継目は真鎗蝋で接合されてい   

る。   

218は鉄製火打金である。平面形が三角形の「山  
（9  

形」火打金で、山田清朝による分類のa類にあたる。   

上端部には紐を通した小孔が穿たれている。部材は  

打撃面である下端に向かうほど厚くなっている。   

219は鉄製握り鋏である。鋸化のため現状では刃  

が合わなくなっている。刃の先端に反りは見られない。  

220、222は全て銅銭である。220は5点の銅銭が鋸   

着しており、片側には端が付着している。Ⅹ線ラジ   

オグラフイーの観察によると、220のうち少なくとも  

2枚（220－1、5）は寛永通宝であることがわかる。  

222は新寛永である。221は墳丘盛土より出土した鉄   

銭である。鋸化のため詳しくは不明であるが、Ⅹ線   

ラジオグラフイーの観察により、寛永通宝であるこ  

■鉄製品断面 ■銅製品断面  
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第刃図 表土・包含層出土金属製晶（1：2）   
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第40図 S X3出土金属製晶（1：2）   

とだけは分かる。  

223は細長い銅版の両端に、座金具を伴う肘壷金具   

で遊環を固定している。銅版の下側には革状の有機   

質の付着が見られる。肘壷金具の脚は、この有機質   

も貫いて折り曲げられており、銅板と革状有機質を   

結合する役割を担っていたことがわかる。224は中心   

に小孔が穿たれた平面形が杏仁形の金具である。下   

側には、革状の有機質を挟み込んで、寸法が同程度   

の隅丸方形の銅板が付着している。上下の銅板の結   

合は、下部の銅板に鋲を打ち込み、上部の銅板に通   

して鋲の先を折り曲げて行っている。また、これら   

の鋲は銅板に挟み込まれた革状有機質をも貫いてお   

り、下部の銅板が、本来上部の金具を革に固定する   

ために施されたものであると推測される。下部銅板   

の裏側には紐および布が付着している。紐および布   

の素材は苧麻である。225は上端で折り曲げた銅板に   

銅鋲が2点打ち込まれている。Ⅹ線ラジオグラフイー   

の観察によると、銅板上端面は、釣壷金具の脚と考  

えられる銅製の針金を挟み込んでいることが分かる。   

母材は銅である。これら銅製品の用途は不明である  

が、煙管等の付近で出土していることから、煙草入   

れの部品であった可能性が高い（第42図）。   

S X6出土金属製品 煙管1式、火打金1点、銭6   

点、刀子1点、釘2点が出土している。（第43図）  

226は銅製煙管雁首で、頚部が火皿に直接接合し、   

胴部が実直ぐにつくりだされている。Ⅹ線ラジオグ   

ラフイーの観察によると、胴部側面に継目がみられ   

る。内部には羅宇が遺存している。227は銅製煙管喫   

口である。側から羅宇側にむかって徐々にふくらむ   

形状である。表面観察でも継目が明瞭に確認できる。   

内部には羅宇が遺存する。母材は真論で、継目は真   

論蝋で接合されている。   

228は鉄製火打金である。「山形」火打金で山田分  

類のd類にあたる。両端は細く仕上げて、上側に曲   

げられ、上部で転じり合わされている。部材は打撃   

血である下端ほど厚くなっている。  

231は鉄製刀子である。関は片関で刃側が斜めにつ   

くりだされている。身部は平造で、茎部に比べて幅   

広で切先近くまで幅を減じない。茎部は開から茎端   

にむかって徐々に幅を狭めてゆき、茎端部は丸く仕   
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第41図 SX5出土金属製晶（1：2）  

232、233は鉄製釘である。232は両端が尖った鉄   

棒の片側を半分ほど折り曲げて頭部にしている。ま  

た、脚部の先端も若干折れ曲がっており、打ち込ん  

だ後に板をかしめている。233は方形頭部を持つ。脚  

部に付着した木質の観察によると、双方とも厚さ約  

15mmの板を2枚平行に結合していると考えられる。   

これらの釘は、棺桶の緊結に用いられていたと考え   

られる。   

SX7出土金属製品 煙管雁首1点、火打金1点、   

刀子1点、釘4点が出土している。煙管は雁首のみ   

で、喫口を伴わない（第44図）。  

234は銅製煙管雁首である。頚部が火皿に直接接   

合し、頚部と胴部の境界に明瞭な稜線を持つ肩部を   

つくりだしている。頚部から胴部は一体成形で、Ⅹ   

線ラジオグラフイーの観察によると胴部側面に継目   

が見られる。内部には羅宇が遺存する。   

235は鉄製火打金である。「山形」火打金で山田分  

類のd類にあたる。両端の反り上がりは鏡に覆われ   

ており、上端郡まで達するかどうかは判断できない。   

また、Ⅹ線ラジオグラフイーの観察によると、本体   

上端部にも小孔が穿たれているようである。両端の   

反り上がりが上端まで及ぶことによって紐通しの小   

孔の代わりを果たすとするならば、本例は反り上が   

りが折損して紐通しの孔を空けなおした補修品の可   

第42図 SX5出土不明銅製品（煙草入れ？）推定復元図  

上げられている。開から茎端側へ12mmと30mmの位置   

に直径3mmの目釘孔が穿たれていることがⅩ線ラジ   

オグラフイーの観察よりわかる。茎部には柄の痕跡  

と考えられる木質が一面に付着しているが、身部に  

は有機質の付着は見られない。柄を装着しただけの  

抜き身の状態で副葬されていたと考えられる。   

229は銅銭5点が鏡着したものである。出土時は   

鉄銭も組み合って6枚一緒しとなっていた。内側に   

鏡着している3点は不明であるが、外側の2点は新   

寛永である。孔には綿に使用していた紐の痕跡が明   

瞭に遺存する。230は鉄銭である。銭種は鏡化のた   

め読み取ることはできない。端部が片側に若干反り   

返っている。  
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第43図 SX6出土金属製晶（1：2）   

能性がある。打撃面である下端ほど部材が厚くなっ   

ている。  

236は、鉄製刀子である。関は片関で、刃側を斜   

めにつくりだされている。身郡は半造で切先近くま   

で幅を減じない。茎部は欠損しているため不明であ   

るが、開から20mmほど遺存しているにも関らず、柄  

と考えられる木質の遺存が見られない。また、身部  

にも鞘と考えられる木質の遺存は認められず、完全  

な抜き身であった可能性がある。  

237～240は鉄製釘である。いずれも方形頭部を伴  

う。脚部に遺存する木質の観察から、237、240は、  

厚さ約15mmの板を、直角に結合していると考えられ   

る。   

S X8出土金属製品 煙管1式、煙管喫口1点、火   

打金1点、刀子1点、銭6点、釘2点が出土してい   

る（第45図）。  

241は銅製煙管雁首である。頚部から胴部は一体   

成形で、Ⅹ線ラジオグラフイーの観察によると胴部   

側面に継目が見られる。胴部中ほどの上面が強くへ  

こんでおり使用痕と考えられる。火皿外面には副葬  

品を納めていた袋の痕跡と思われる布片が付着し、   

内部には羅宇が遺存する。布の素材は苧麻で平織り   

である。242、243は煙管喫口である。2点出土して   

いるが、243は、墓壌上面よりの検出であり、241と   

組み合うのは242である。どちらもほぼ同じ形状で、   

吸口側から羅宇側にむかって徐々にふくらむ形状で  

＠237 ＠238  
0  10cm  

第羽図 SX7出土金属製晶（1：2）   

ある。表面観察でも継臼が明瞭に確認できる。242に   

は内側に羅宇が遺存する。煙管の母材は真論で、継目   

は真論蝋で接合されている。   

244は鉄製火打金である。「山形」火打金で山田分  

類のb類にあたる。中央部が上側に向かって突出し、   
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」、孔が穿たれている。鏡化のため部材の下端部が肥   

厚化する様子は確認できない。打撃血は弧状に湾曲  

している。片側には木質が付着しており、棺材が付  

着したものと考えられる。   

249は鉄製刀子である。身部中央と茎端を欠損す  

るもののほぼ完形である。関は両関で直角につくり  

だされている。身部は平造で切先に向かって徐々に   

帽を狭める。茎部は茎端部に向かって徐々に帽を狭   

めている。目釘孔はⅩ線ラジオグラフイーの観察で   

も確認できなかった。茎部には柄の痕跡と思われる   

木質が付着しているが、身部には見られず、柄を装  

着しただけの抜き身の状態で副葬されていたと考え   

られる。  

245、246は全て銅銭である。全て寛永通宝であり、   

245の2点と、246の外側2点は新寛永であることが   

わかる。  

247、248は鉄釘である。247は明瞭な方形頭部を  

持つ。脚部の木質遺存状況は、現状では土に覆われ  

て不明瞭であるが、脚部に平行する方向に木目が見   

られる。   

S X9出土金属製品 煙管1式、火打金1点、刀子  

1点、銭6点が出土している（第46図）。   

250は銅製煙管雁首である。頚部が火皿に直接接合   

し、胴部が実直ぐな形状をとる。胴部上面には雁首  

を灰落としのため打ち付けるときの緩衝部として「火  

・′‾‡．．ニニニ0 二二＝ニ0  

打」がつけられている。火打は一部欠損で外れてい   

る箇所があり、その部分の観察から中英であること  

がわかる。接合も甘く、後述のように素材も異なる  

ことから、火打は後補の可能性がある。胴部外面に  

は布の付着がみられる。布の素材は絹で平織りであ  

る。251は、銅製煙管喫口である。吸口側から羅宇側  

にむかって徐々にふくらむ形状である。表面観察で   

も明瞭な継目が確認できる。母材は、火皿および胴   

部が真鎗であるが、雁首に付属する火打は銅である。   

継目は真鎗蝋を使用している。   

252は鉄製火打金で、「短冊形」である。本体平面  

形は長方形を呈し、中央部上側に紐を通す孔の穿た  

れた突起を持つ。孔は大きく、外側の平面形も孔の   

形状に倣っていることから後で穿孔したのではなく、  

細い棒状の突起を曲げてつくりだしたものと考えら  

れる。部材は打撃面である下端ほど厚くなっている。   

255は鉄製刀子である。関は片関で刃側が斜めに   

つくりだされている。身部は平造で、茎部に比べ幅  

広であり、切先近くまで帽を変えない。茎部は茎端   

部に向かって徐々に幅を狭めて茎端は丸くつくりだ   

されている。Ⅹ線ラジオグラフイーの観察によると、   

関から茎端側へ9mmと40mmの位置に直径3mmの目  

釘孔が穿たれている。茎部は柄の部材と考えられる  

木質に覆われ、身部にも一部木質が付着している。   

しかしながら身部に付着する木質は片側のみであり、  

丁 
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第45図 SX8出土金属製晶（1：2）  
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同時に副葬品を納めていた袋の一部と考えられる布   

片も付着しているため、身郡付着の木質は棺材であ   

り、柄のみ装着した抜き身の状態で副葬されていた   

と推測される。  

253は銅銭4点が鏡着したもので、254は銅銭と鉄   

銭が鏡着したものである。銅銭は253－1が新寛永で、   

254－1が古寛永である。その他の銅銭および鉄銭は   

錬化のため銭種は確認できない。   

SXll出土金属製品 煙管1式、火打金1点、銭6   

点、錠前金具1点、蝶番状緊結金具2点、不明鉄製   

品1点が出土している（第47図）。  

256は銅製煙管雁首である。頚部が若十湾曲し、胴   

部は実直ぐな形状をとる。頚部から胴部は一体成形   

で、胴部側面に継目が見られる。Ⅹ線ラジオグラフ   

イーの観察によると火皿は別造りで頚部に接合され   

ている。胴部中ほどの上面が強くへこんでおり使用  

痕と考えられる。内側には羅宇が遺存する。257   

は銅製煙管喫口である。羅宇側の端部から18mmがふ   

くらんで肩部をつくりだしている。表面観察から継   

目が確認できる。喫口の母材は真論で、継目は真論  
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第46図 SX9出土金属製晶（1：2）  
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第47図 SXll出土金属製晶（1：2）  
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輪をつくりだした中に差し込んでいる。部材の連結   

部と反対側の先端には部材と直行する木臼の木質が   

付着している。これらの錠前金具及び蝶番状緊結金   

具の構造について模式的に示したのが第48図である。   

出土状況（第16図）からも、2点の蝶番状緊結金具   

を結んだ線分の二等分線上で対面する位置に錠前金  

具が出土している様子が確認され、今回の復元実は   

首肯される。  

263は不明鉄製品である。木質の上に装着された   

鉄板に、湾曲した鉄棒が鏡着している。鉄板には小   

孔が2箇所穿たれていることがⅩ線ラジオグラフイ   

ーの観察よりわかる。用途は不明であるが、第48図  

で想定した棺桶の持手とも考えられる。   

SX12出土金属製品 銅製煙管雁首1点、火打金1   

点、刀子1点、銭7点、鋲1点が出土している。煙   

管は雁首のみで喫口を伴わない（第49図）。  

264は銅製煙管雁首である。頚部が湾曲し、胴部   

は実直ぐにつくりだされている。頚部から胴部は一   

休成形で、胴部側面に継目がみられる。Ⅹ線ラジオ   

グラフイーの観察より、火皿は別造りで頚部に接合   

されている。胴部中ほどの上面が強くへこんでおり、  

使用痕と考えられる。母材は真論で、継目は真論蝋  

で接合されている。   

267は鉄製火打金である。「鑓形」火打金である。  

脚部は欠損しており、持手は観察できない。打撃面  

は湾曲しているが、鏡化が激しく使用痕の有無は判  

断できない。部材は打撃面である下部にむかって厚  

みを増している。  

265は鉄製刀子である。片関で刃都側が弧状につ   

くりだされている。身部は平造で外湾しており、切   

先にむけて徐々に幅を狭める。茎部は身部に比べて   

細長い。目釘穴はⅩ線ラジオグラフイーの観察によ  

っても確認できなかった。茎部には柄の痕跡と考え  

られる木質が遺存しているが、身部には木質の遺存   

が見られず、柄のみを装着した抜き身状態で副葬さ   

れていたと推測される。  

268～271は銅銭で、269の端部には綿の紐と思わ   

れる有機質が遺存する。268、269、271－1は新案永   

である。  

266は銅製鋲である。ほぼ正円形の頭部を持ち、脚  

部先端は屈曲している。本体には有機質の付着は見  

金具を棺へ装着した状態  

錠前金具構造  蝶番状緊結金具構造   

第48図 SXll棺推定復元図   

蝋で接合されている。   

258は鉄製火打金である。「山形」火打金で山田分  

類のd類にあたる。細長く引き出された端部は頂部   

で反り返り、背中を接するようにつくりだされてい  

る。打撃面は若干弧状に湾曲している。鏡化および  

表面に付着した有機物により、部材の下端が肥厚す   

る様子は明瞭には観察できない。両面に布および紐   

の痕跡が明瞭にみられる。布片は副葬品を納めてい  

た袋の痕跡と考えられる。紐の性格は不明であるが、   

頂部の反り返り接合部に布片が被っており紐の痕跡   

が見られないため火打金の携帯に関連するものでは  

ないと考えられる。   

259は銅銭が6点鏡着したものである。孔には綿に   

使用した紐が遺存する。外側の2点（259－1、6）   

は新寛永である。  

260は鉄製錠前金具である。先端を輪にした長さの   

異なる舌状の部材を2点組み合わせたものである。   

長いほうの部材は輪の反対側の端部がクランク上に   

折れ曲がり、曲がった先端には部材と直行する木目   

の木質が遺存する。また、短いほうの部材の輪と反   

対側の端部は鉄板に差し込まれ、鉄板の下側には、   

部材と直行する木目の木質が付着する。  

261、262は鉄製蝶番状緊結金具である。両者は同   

じ構造であり、L字に曲げられた釘状の部材の木に   

刺さっていないほうの先端を、釘状の部材の先端に  
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その幅は33mm以上と考えられる。打撃面は真直ぐで、  

打撃血である下郡にむかって部材が厚くなっている。  

280は、鉄製刀子である。片関で非常に浅い関を   

刃都側につくりだしている。身部は平造で、切先近  

くまで幅を変えない。茎部も茎端近くまで幅を変え  

ず、茎端は丸くつくりだされている。Ⅹ線ラジオグ   

ラフイーの観察より、開から茎端側へ15mmの位置   

に直径5mmの目釘孔が確認できる。茎部には柄痕   

跡の木質が遺存しているが、身部に木質の付着は見   

られず、柄のみを装着した抜き身の状態で副葬され   

ていたと推測される。  

274は銅銭6点が鏡着したものである。外面には   

副葬品を納めていた袋の痕跡と思われる布片が付着   

し、孔の中には綿の紐が遺存する。布の素材は苧麻   

で平織りである。外側の2点はいずれも裏向きであ   

り、銭種については不明である。  

275～278は鉄釘である。275、276は台形頭部、  

278は方形頭部を持つ。275の脚部には良好に木質  

が遺存しており、その観察によると、厚さ約15mm   

の木材を直角に結合するため使用していたことが分   

かる。それ以外では、釘に直交する木目の木質が1   

種類確認できるのみで、どのような結合に用いられ   

ていたのかは不明である。278は脚部先端が屈曲し   

ているが、屈曲部も木質の中であり、これが土庄等  

の原因によるものとは考えられない。   

SX14出土金属製品 煙管1式、火打金1点、刀子   

1点、銭6点、蝶番状緊結金具2点、釘5点、肘壷   

金具1点、不明鉄製品1点が出土した（第51図）。  

281は銅製火皿、282は銅製煙管雁首胴部である。   

同一個体である。湾曲した頚部を持ち、胴部は実直   

ぐにつくりだされている。頚部から胴部は一体成形   

で、Ⅹ線ラジオグラフイーの観察によると胴部側面   

に継目が見られる。内部には羅宇が遺存する。283   

は銅製煙管喫口である。細い吸口部が羅宇側でふく   

らみ、稜は持たず不明瞭であるが肩部のようにつく   

りだされている。内部には羅宇が遺存する。煙管の   

母材は異論で、継目は異論蝋で接合されている。  

284は鉄製火打金である。「山形」火打金で山田分   

類のd類にあたる。引き伸ばされた両端部は頂部で  

外向きの渦を巻くように成形されている。打撃面は  

実直ぐで、打撃面である下部にむかって厚みを増し   
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第49図 SX12出土金属製晶（1：2）   

られないが、出土時は木質を伴っており、棺の装飾  

に使用されていた可能性が考えられる。  

SX13出土金属製品 煙管1式、火打金1点、刀子   

1点、銭6点、釘4点が出土している（第50図）。  

272は銅製煙管雁首で、湾曲した頚部を持ち、胴   

部がふくらんで肩部をつくりだしている。Ⅹ線ラジ   

オグラフイーの観察によっても継目は確認できなか   

ったが、胴部と頚部の境界にⅩ線の透過の悪い部分   

が見られ、胴部と頚部を別造りにして接合している   

可台計性が高い。外面には副葬品を納めていた袋の痕   

跡と思われる布が付着し、内部には羅宇が遺存する。   

布の素材は苧麻で平織りである。273は銅製煙管喫   

口である。表面観察から継目が確認できる。   

279は鉄製火打金である。「鑓形」火打金である。  

本体上面と片側の脚部に持手の木質が遺存しており、  
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ている。外面には布が付着する。  

295は鉄製ノ」子である。内閲で、ほぼ直角に関が   

つくりだされている。身部は平造で切先にむかって   

徐々に幅を狭めている。茎部は茎端を欠損するもの   

の、遺存している部分は、ほぼ同じ幅である。開か   

ら18mm茎端寄りに直径3mmの目釘孔が穿たれてい   

る。側面形は波状に屈曲しているが、当初の形状を   

反映しているのではなく、土庄・錬化等の要因によ  

る変形と考えられる。茎部には木質の付着はみられ  

ないが、身部には片側に木質と思われる有機質の付   

着がみられる。身部付着の木質が棺材由来のものと  

考えるならば、まったくの抜き身の状態で副葬され  

ていたと推測される。  

285、286は銅銭6点が錬着したものである。285  

は新寛永2点、286は裏面に「文」の字が刻まれた  

文銭が3点含まれる。  

289、290は鉄製蝶番状緊結金具である。片側が   

輪につくりだされた部材を伴わないが、SXll出土の   

蝶番状緊結金具（第47図261、262）と同様な製品で   

あると推測される。脚部には部材と直行する方向に  

木目の走る木質が付着している。  

291は鉄製肘壷金具である。脚部には部材と直交   

する方向に木目の通った木質が遺存している。木質   

は2方向あるようだが、板の厚さは不明である。脚   

部の先端は板を貫いて屈曲している。用途は不明で  

あるが、木棺に関連した部品と考えられる。   

287、288、293、294は鉄釘である。形状から2種   

類に分類できる。287および288は、脚部下端が屈   

曲しており、平行する2枚の板をかしめている。287   

は、木目が直交する厚さ13mmと18mmの板を結合し   

ているのに対して、288は木目が平行する厚さ10mm   

と12mmの板を結合している。293、294は脚部が屈   

曲しない通常の釘であり、脚部付着木質の観察から、   

厚さ約15mmの木目が平行する板を緊結している。  

292は不明鉄製品である。幅約1cm、厚さ約2mm   

の鉄棒を中央部で屈曲させている。両端は欠損しで   

おり、全長はわからない。用途は不明である。   

SX19出土金属製品 煙管1式、火打金1点、刀子   

1点、銭6点、釘4点が出土している（第52図）。  

296は銅製煙管雁首である。湾曲した頚部を持ち、  
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第50図 SX13出土金属製晶（1：2）  
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第51図 SX14出土金属製晶（1：2）   

胴部は実直ぐに成形されている。頚部から胴部は一   

体成形で、Ⅹ線ラジオグラフイーの観察によると胴   

部側面に継目が見られる。胴部中ほどの上面がへこ   

んでおり、使用痕と推測される。297は銅製煙管喫   

口である。吸口側から羅宇側にむかって緩やかにふ   

くらむ形状である。表面観察から継目が確認できる。   

煙管の母材は真論で、継目は真論蝋で接合されてい   

る。   

300は鉄製火打金である。「山形」火打金で、山田  

分類のd類にあたる。引き伸ばされた端部は片側で   

欠損しているものの、頂郡で外反する環状につくり  

だされている。打撃面である下部に向かって部材が  

厚くなっている。頂部の片側が一方へ曲がっている   

が、これは当初の形状を反映しているのではなく、  

土庄による変形と考えられる。  

298は鉄製刀子である。身部中ほどで欠損してい   

るため、関、茎については不明である。身部は平造   

で、切先にむかって徐々に幅を狭める。有機質の付   

着は認められず、抜き身の状態で副葬されていたと   

推測される。  

299は銅銭6点が鏡着したものである。299－1は   

新寛永の可能性があるが、その他の銭種は鏡化およ   

び有機質の付着のため判別できない。表面には副葬  

品を納めていた袋の痕跡と考えられる布片が付着する。   

301～304は鉄釘である。上端が遺存する301～   

303は方形頭部を持つ。木質の遺存状態より、301、  

303は厚さ約15mmの板を直角に結合しており、304   

は板に対し斜めに打ち込んでいることがわかる。302   

の脚部先端は屈曲している。   

SX20出土金属製品 煙管1式、刀子1点、銭6点、   
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釘6点、鑓1点、不明鉄製品2点が出土している（第   

53凶）。  

305は銅製煙管雁首である。若干湾曲した頚部を   

持ち、胴部は実直ぐに成形されている。頚部から胴   

部は一体成形で、Ⅹ線ラジオグラフイーの観察によ   

ると胴部側面に継目が見られる。胴部中ほどの上面   

が強くへこんでおり、使用痕と推測される。内部に   

は羅宇が還存する。306は銅製煙管喫口である。吸   

口側から羅宇側にむかって徐々にふくらむ形状であ   

る。表面観察から継目が確認できる。内部には羅宇   

が遺存する。  

308は鉄製刀子である。茎のみの破片であり、身   

部及び関については不明である。茎端にむかって徐   

々に幅を狭め、茎端は丸くつくりだされている。茎   

端から関側へ29mmの位置に直径2mmの目釘孔が穿   

たれている。外面には副葬品を納めていた袋の痕跡  

と考えられる布片が付着している。茎部に直接布片  

が付着して、木質が遺存していないことから柄を伴   

わない状態で副葬されていたと推測される。  

307は銅銭6点に鉄器片が錬着したものである。外   

側の1枚（307－1）は寛永通宝であることがわかる   

が、他の銭種は不明である。鏡着している鉄器片は   

細長い部材であり、刀子の茎と推測されるが、鏡化   

のため断定はできない。鏡着している鉄器片の表面  

には副葬品を納めていた袋の痕跡と考えられる布片  

が付着する。  

309～315は鉄製釘および鉄製鍵である。309、310   

は方形の頭部を持つ。木質の遺存状態より、309は木  

目の直交する厚さ約15mmの板材を直角に結合し、310   

は厚さ約15mmの板材を直角に結合していると推測さ  

れる。312～315も釘の脚部と考えられる。木質の遺  

存状態より、312は309と同じ用途、313、314は310   

と同じ用途と推測される。311は鑓であるが、片側が   

欠損しているため、用途は不明である。  

316、317は不明鉄製品である。316は裏面に木質   

の付着した鉄板に、鐘状の鉄棒が付着したものであ   

る。用途は不明である。317は上端に凹凸がつけら   

れた鉄板である。片側には木質が付着している。用   

途は不明である。   

ほかに、棺桶の一部と考えられる木質が出土して  

おり、樹種鑑定によるとスギ材であるとの結果が出   

ている。   

SX24出土金属製品 火打金1点、鎌1点、銭6点、   

不明鉄製品1点が出土している（第54図）。  

322は鉄製火打金である。「山形」火打金で山田分   

類のd類にあたる。引き伸ばされた両端部は、頂部   

で外反する渦を巻くようにつくりだされている。頂   

部において端部同士は接合していない。打撃面であ  

る下部にむかって部材が厚くなっている。片側には   

棺材と思われる木質が付着する。  
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第52図 SX19出土金属製晶（1：2）  
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第53図 SX20出土金属製晶（1：2）  

第54図 SX24出土金属製晶（1：2）  

323は鉄製鎌である。刃部は内湾し、茎との間に   

明瞭な角をつくりだしており、その大きさは約1400   

である。身部、茎部には有機質等の付着は一切確認   

できず、柄を外した状態で副葬されていたと推測さ   

れる。  

318～320は銅銭である。319は4点が鏡着してお   

り、孔の内部には綿に使用した紐が遺存している。   

318、320および319の外側2枚（319－1、4）は新  

寛永である。  

321は細長い礼状を呈し、片側の端部を欠損する（   

用途は不明であるが、刀子茎部の可台計性がある。   

SX32出土金属製品 煙管1式、ノ」子1点、銭6点、   

不明鉄製品1点が出土している（第55図）。  

324は銅製煙管雁首である。頚部に火皿が直接接   

合し、胴部は実直ぐに成形されている。頚部から胴   

部は一体成形で、Ⅹ線ラジオグラフイーの観察によ   
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ると胴部側面に継目が見られる。胴部中ほどの上部   

が若十へこんでおり、使用痕と推測される。325は銅   

製煙管喫口である。吸口側から羅宇側にむかって徐   

々にふくらむ形状である。表面観察から継目が観察   

できる。煙管の母材は真論で、継目は真論蝋で接合   

されている。  

329は鉄製刀子である。鏡化により関の形状は明瞭   

でないが、両関で湾曲する形状のようである。身部   

は、両刃の可能性がある。切先にむかって徐々に幅   

を狭めている。茎部は茎端にむかって徐々に幅を狭   

め、茎端は丸く仕上げられている。Ⅹ線ラジオグラ   

フイーの観察によっても、目釘は確認できなかった。  

茎部には柄の痕跡と考えられる木質が付着するが、  

身部には木質の付着が見られない。柄のみを装着し   

た抜き身の状態で副葬されていたと推測される。  

326、328は銅銭、327は鉄銭である。326の表面   

には紐状有機質の痕跡がみられる。326は寛永通宝   

であることは確認できる。328は鏡着のため銭種判   

別は困難であるが、Ⅹ線ラジオグラフイーより1点   

古寛永が含まれることがわかる。鉄銭の銭種は不明   

である。  

330は屈曲した幅約13mmの板の片側に小孔が穿た   

れている。両端は欠損しており、長さは不明である。  

火打石（200）が付着していることから、「短冊形」  

火打金の破片である可能性がある。また玉（199）が   

鏡着している。（藤井幸徳）   

第55図 SX32出土金属製晶（1：2）  
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定する。そしてこれらに後出するSX5・（6）・   

7・8はいずれもA・B群の列構成を基準にして、  

その周辺に付加的に設置されたと考えられ、これら  

をC群と仮定する。A群とB群は整った列構成を持   

ち、B群は明らかにA群の列構成を意識して造墓を   

行っており、C群は列構成を意識しつつも、A・B   

群全体を意識して造墓している。  

次に各遺構出土銭貨を分析する。当遺跡出土の銭   

貨は大半が塊状に付着して存在したため、銭文の判   

読が困難であったが、銭種が特定できたものを並べ   

たものが第1表である。これを見ると、古寛永はS   

X9・32に1点ずつ含まれるが、これらの遺構出土   

銭貨には鉄銭も含まれることから、古寛永のみで構   

成される墓は見られず、造墓の開始が新案永の鋳造   

が行われる寛文年間以降であることがわかる。これ  

を前提として、出土銭貨の組み合わせのグルーピン  

グを行うと、   

1群 寛永通宝2期（文銭を含むもの） SX14   

2群 寛永通宝3期（新案永のみで構成されると考  

えられるもの）  

SX（13）・11・24・19・（20）・12・8   

3群 鉄銭を含むもの SX3・（5）・6・9・32  

5 小結   

（1）墓地の変遷と造営主体   

調査の結果明らかになった点を元に、考古学的所   

見を整理する。  

まず、墓地構造の変遷について考察を行う。出土   

土器・陶磁器から遺構の年代が推定できる遺構を整   

理すると以下のようになる。   

SX19（17世紀後半：鍋）   

SX20（17世紀後半～18世紀前半：抱熔）   

SX12（18世紀前半：鍋、陶器椀）   

SX9 （18世紀前半：抱熔）   

SX32（18世紀後半：抱熔）   

SX7 （18世紀末：抱烙）   

SX8 （18世紀末：抱熔）   

SX5 （18世紀末～19世紀：抱熔）   

SX3 （19世紀半ば：染付椀）  

これらの年代観から墓の配置を見ると、まずSX19   

から32への比較的連続的な変化が見出せる。この列   

構成を持ち連続的に造営されるSX9・12・19・   

（20）・32をB群と仮定する。SXll・13・14・   

15・24も明確な列構成を持つが、抱熔を持たず、副   

葬品の組成がB群とは異なる。この墓群をA群と仮  

第56図 浄土近世墓地の列構成  第57図 出土銭貨からみた浄土近世墓地の構成   
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遺構名   古寛永   新寛永（文銭）   新寛永   鉄銭   備考   

SX14  3   3（文銭の可能性あり）   0  

SX13  0   不明6   

SXll  2   0   不明4   

SX24  4  不明2   

SX19  不明5   

SX20  不明6   

SX12  3   0   不明4   

SX 9   
不明3  

（1枚無）   

SX 8  4   0   不明2   

SX 7  0  

SX 5  2   1（墳丘）   不明4   

SX 6  2   不明3   

S X 32 不明4   

SX 3  4   

表土・包含層  2  

第1表 出土銭貨一覧表  

については鉄銭の鋳造開始が元文4年（1739）であ   

ることから上限が設定できる。  

以上墓の配列グループと銭貨グループの相関関係   

を見ると以下のように整理できる。   

Al群（A群で文銭を持つもの） SX14   

A2群（A群で鉄銭を含まないもの）SXll・13   

B2群（B群で鉄銭を含まないもの）SX12・19  

（20）   

B3群（B群で鉄銭を含むもの）SX9・32   

C2群（C群で鉄銭を含まないもの）SX8   

C3群（C群で鉄銭を含むもの）SX（5）・6  

墓の年代的な序列はAl群からC3群へと推移す  

ることが考えられる。Al群に位置づけられるSX14  

が「寛文十年」の墓標を持つことは墓の配列、副葬  

品等のデータと矛盾せず、これらの墓標が元位置に   

ある可能性を示す。  

以上の分析から当墓地の基本構造が計画的な配列   

を持ち、継続的に営まれたことが明らかになった。   

これらの墓は、寛文10年を仮に開始点とし、最も新   

しいSX3の年代である1840年前後を廃絶時とした   

場合、170年間継続したことになる。これを墓の可能   

性のあるものも含めた墓の総数17基で割ると、ほぼ   

10年に1基の割合で墓が造営されている事になる。   

墓標や過去帳のデータからは通常の村墓で10年に   

1基の墓を造営するような事例は見られず、10年単   

位で計画的な配列の墓が造営される可能性は、首長   

墓のような特殊な階層の人間の墓である場合と、1  

第58図 浄土近世墓地の群構成  

家族の人間が葬られる家族墓の2種を想定する他は   

ない。近世において前者の存在を想定することは困   

難で、当遺跡は一系続の家族の墓地であると結論付   

けることができる。  

次にSX15の位置づけについて考える。SX15は   

明確な墳丘を持ち、墓標を有するにもかかわらず墓   

壌が存在しなかった。墳丘はSX14に後出して付加   

的に構築されたことが断面観察から確認されている。   

墳丘上の墓標はSX14のものと形態・石材・規模共  
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に非常に似通っており、「妙雪禅定尼」「涼春禅定門」   

という戒名や、案文10年と案文6年という年号から  

も夫婦のものと考えて間違いない。先の分析から寛  

文年間の墓標の元位置がSX14・15であった可能性   

はきわめて高く、SX14と15が浄・土近世墓地を築い  

た第1世代の夫婦の墓であったと考えることに矛盾  

はない。SX15が墓嬢を持たないことは、案文10   

年に、「涼春禅定門」の墓を築いた際に、他所にあ  

った妻「妙雪禅定尼」の墓石を移動し墓を再構築し  

たものと考えることが妥当であろう。これらの推定  

から浄土近世墓地を築いた集団は、寛文6年～10年  

の間に他所から移住してきた家族であったと考えら   

れる。  

（2）遺物の出土パターンについて   

今回の調査では墓境内および墳丘等から豊富な遺   

物が出土した。これら出土品のうち、墓境内出土の   

ものは以下の3パターンに分類できる。   

A 棺内に納入されるもの   

B 棺外に納置されるもののうち、納棺前に納入さ  

れるもの   

C 棺外に納置されるもののうち、納棺後納入され  

るもの  

遺物の出土状況からこれらを明確に峻別すること   

は難しいが、まず棺内に納入されたものについては、   

大半の墓の墓嬢中央付近から出土している煙管、刀   

子、ハサミ、銭、火打石などが挙げられる。これら   

の大半は袋に入って納入されていた可能性が高い。  

次に棺外に納置されるもので、納棺前に納入され   

るものとしては、SX20出土の玉類と土師器皿が挙   

げられる。SX20では墓壌底部に玉を安置（散布？）   

し、土師器皿を置く。このような行為がどういった   

意味を持っていたのかについては不明であるが、あ   

るいは地鎮的な作法に伴うものであろうか。  

棺外に納置されるもので納棺後に納入されたもの   

としては抱熔が挙げられる。抱熔は全てのものが壁   

際にあり、大半が直立して出土している。この他S   

X7出土の土師器皿も棺と墓壌の間に納入されてい   

たものと考えられる。さらにSX12出土の玉石、S   

X6・9出土の土師器皿、SX8・20・32出土の漆   

器などが棺外に納入されていた可能性がある。棺外   

に置かれたか、棺内に置かれたか判断が難しい土師  

器皿や陶器椀の多くは、墓嬢端に正位置で出土して  

おり、棺の大きさから考えると遺体と共に棺内に置   

くのは困難であったと思われ、また棺の形態が現行   

葬制に見られる座棺を寝かせたものであった場合、  

棺内の土器類が正位置を保つことが考えられないこ  

となどから、煮炊具と供善具は大半が棺外に置かれ  

ていたものと考えられる。  

このほかに墓境内では出土せずに、墳丘盛土や包   

含層から出土したものに陶器小杯が挙げられる。そ   

の出土状況から墳丘上で使用するのが原則であった  

と考えられる。ノJ、杯の中には17世紀に遡るものがあ  

り、小杯の使用が墓地形成の初期から続いたもので  

あったと考えられる。陶器小杯は焼成不良の粗製品  

が多い。  

（3）遺物組成の変遷について   

出土遺物の変遷について分析を行う。第2表は墓   

境内出土遺物の組成を墓の年代に従って表示したも   

のである。この表からまず看取できるのは墓境内出   

土遺物に適時的に見られる要素と、時期によって変   

化の見られる要素があることである。まず適時的に   

見られる要素として、煙管、火打金・火打石、刀子   

もしくは鋏、銭、白色砂、棺金具と棺材が挙げられ   

る。金属製品のセットはいずれも棺内に納入された   

もので、普遍的なセットであったと思われる。18世   

紀末に刀子から鋏への変化が見られるが、これは共   

に「切る」という用途に用いられたもので、葬法な  

ど本質的な要素の変化を伴ったものではないと考え   

られる。  

これに対し、大きな変化の見られる要素として17   

世紀後半になって抱熔（鍋）、土師器皿、漆器、陶   

磁器碗が加わる点が挙げられる。これらに共通する   

のは供膳具・煮炊具といった「食」に係るという点   

である。この変化はそれまで墓に持ち込むことのなか  

った「食」という要素を持ち込むという、葬法論理  

の変化を表したものであったと言える。また、この  

時期それまで見られた玉石の納入が見られなくな   

り、代わって玉が持ち込まれるようになる事も注   

意が必要である。  

以上のように出土品の分析からは17世紀後半に葬   

法の変化が起こることを看取できた。（佐藤亜聖）  
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墓塀内出             土品  

墓番号  年代  
土器・陶磁      苓   

煙管  ハサミ  刀子  火打金  鎌  銭  

SX14  

SX13  
SXll  

SX23  17世紀代？  
SX24  17世紀後  

SX12  柑世紀前  

SX8  18世紀末                                        SX7  柑世紀末  

SX6  

SXlO  

第2表 墓境内出土遺物組成一覧表  

【参考引用文献】  

（D金子健一「尾張出土のホウロクについて」『瀬戸市埋蔵   

文化財センター研究紀要』第4輯（財団法人瀬戸市埋蔵   

文化財センター、1996年）なお、尾張系灼烙と瀬戸・美   

濃窯産陶磁器については、金子健一氏の鑑定を得た。  

Q）伊藤裕偉ほか『鴫抜Ⅲ』（三重県埋蔵文化財センター、   

2000年）  

（卦小林秀「外山遺跡・本郷遺跡」『平成元年度農業基盤整   

備事業地域 埋蔵文化財発掘調査報告』第1分冊（三   

重県教育委員会・三重県埋蔵文化財センター、1990年）  

④難波洋三「徳川氏大阪城期の灼烙」『難波官址の研究』   

第九（財団法人大阪市文化財協会、1992年）  

（9山田清朝「火打金について」『中尾城跡』（兵庫県教育委   

員会、1989年）  
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仮遺構名  遺構番号  種別  地区   
法i Gm  

短軸   高さ   
特徴・形状など  

S－01  SZl  不明遺構  C・D3   140   140   18  盛土を行い自然石を積み上げる   
S－02  SK2  土坑  自然地形の一部か   

S－03  SX3  基  C4  墳丘114  墳丘 帥  墳丘 30  墳丘：長方形・安政4年銘の墓標片      域100   
芸  ．て ∴ ・l  墓♯：  長柵円形・南端に遺物集中   

S－04  SK4  土坑  B4   116   60   深さ10  柵円雅  多 長軸SR川こ直交する   

S－05  SX5  蓋  D5・6  墳丘110  墳丘 80  墳丘 23  墳丘：長方形      域100  墟 60 
芸  墓 ■－70  豊壌  形・中央北寄りに遺物集中   

S－06  SX6  蓋  D4・5  墳丘124  墳丘100  墳丘 24  墳丘         墓壌105  基壌 55  
墓♯               芸域底部に砂岩寅石村・中央北寄りに遺物井中   

S－07  SX7  基  D－E4・5  墳丘120  墳丘110  墳丘 27  墳丘   盛土を持たず川原石を積み上げて形成      豊壌 95   57  
基♯  墓♯                形・中央南寄りに遺物集中   

墳丘：  

S－08  SX8  蓋  D5  墳丘160 墓♯80  墳丘140 基壌6D  墳丘35   墓壌： 後世  楕円形 
墳丘に手が加えられた可能性あリ   

S－09  SX9  基  D5  墳丘122  墳丘90  ♯丘16  墳丘：長方形      蓋壌105  蓋♯ 55   豊壌   形・土釜類は南端に集中・土着類以外は東端に集中   

S－10  SXlO  基  E5  墳丘110  墳丘110  ヰ丘 40  墳丘   み石で形成      豊壌 70  墓壌 70    し   
墓♯                物な   

S－11  SXll  墓  D・E5  墳丘1川  墳丘 94  墳丘 5t；  墳丘   盛土と三段程度の積み石で形成      107   59  
基♯  基♯  墓犠               形・木棺の痕跡あり   

S－12  SX12  蔓  D5  墳丘120  墳丘110  墳丘 38  墳丘  ：長方形t盛土上面に川原石多数配置      基♯ 90  基♯ 77   墓壌 
：隅丸長方形   

S－13  SX13  蓋  D・E6  墳丘123  墳丘116  墳丘 34  墳丘  ：長方形・盛土上部に川原石配置・自然石の墓標あり      ♯105  ♯ 73  
墓  基  墓爛  形・推定72X45一－50モmの木棺の痕跡   

S－14  SX14  墓  D6  墳丘123  墳丘 94  墳丘 45  頬丘 墓♯  盛土後に川原石を配置・寛文10年銘の墓標あり      墓♯ 88  ．＝＿二二 ・    中央付近に遺物集中   

S－15  SX15  蓋  D6  墳丘140  墳丘1柑  墳丘 45  墳丘 北  ：楕円形・盛土後Jt＝頁石を配置・寛文6年銘の墓標あり でSX14切 
端   をる。基♯なし   

S－16  C6  

S－17  SR17  皇道  B■－D  調査区北西隅より墓井中部分へ取り付く。  
局匪l  よリ10cm程度窪む．   

欠  

S－19  SXlg   蓋  D5・6  墳丘150  墳丘100  墳丘 35  墳丘  ：不定形」ll原石が散乱（後世の改変のためか）      墓♯（90）  芸域 60   霊域  形・甫半大きく撹乱を受ける   

S－20  SX20  墓  D・E5  墳丘110  墳丘 88  墳丘1tS  墳丘          94   74  
姜壌   墓♯  茎葉                形・中央付近より玉が大iに出土   

S－2l  SZ21  不明遺構  E5・6   120   gO  電柱  設置に伴う現代のものか   
S－22  C・D6  

S－23  SX23  基  DtS  墳丘104  墳丘 90  墳丘 26  墳丘  ：柵円形」ll原石を不規則に積み上げる      基壌 67  墓壌 52   豊壌  埋土より石材多数出土   

S－24  SX24  基  Eti  サ丘 82  墳丘 6tS  墳丘 28  墳丘 霊域  川原石を不規則に積み上げる      基♯ 75  墓域75    嬢中央に遺物＃中   

欠  
S－26  C・D5・6  

S－・27  C5・6  

S－28  SK28  土坑  D6   172   132   深さ 32  不整円形・被熱した自然石多数散乱   

S－29  SF2¢  焼土坑  C7   110   63   深さ10  不整  円形・検出上面に煉土塊、広く被熱している   

S－30  SR30  基道  D・E3・4  石列と段差があり、墓地に正面から取り付く墓退か   
S－31  SK31  土坑  EtS   88   73  深さ10■－25  隅丸長方形・検出上面に複数の自然石散乱   

S－32  SX32  喜  D5  墳丘（136）  サ丘（108）  墳丘：長方形（石材配置不規則で明確な規模の確定できず）  
豊壌 95  豊壌 65  主我  ：長方形・中央付近より玉出土   

S－33  SK33  土坑  D7   80   80   深さ 30  不整円形・擢鉢状の断面   

S－34  SF34  被熱腐  C・D3   50   30  他山が赤褐色に焼け締まる   

第3表 遺構一覧表  

図版  法皇（cm）  

番号  遺物 番号  登録 番号  種別  出土 地区  出土 遺構  素材   備考  
壌   厚さ   

38  076 ・・01  櫛形墓標  C4  SX3 墳丘上  （17．0）  17．3   「南無」「安政四」  
9．4  砂岩   六字名号碑の可能性あリ  

39  077  櫛形豊穣  D5  SX8  碑39．6  碑16．2  碑‖．6  砂岩  台石を伴い完存・蓮華座の榛刻あり    田    墳丘上  台13．8  台27．2  台24．8   「夏屋妙曇信女」「享保十久東天」「六 月十三日」  
40  079   15，4  砂岩  蓮華座線刻あり  
－01  櫛形墓標  D・E  SXll  総64．0  27．0             5■6  墳丘上  碑40．3  「春相幻夢信女J「享保十五成天」「正月六日」  

31                                                                                                     41  078  五輪塔火輪  D・E  SXll  12．2   上幅8．4  砂岩  上面、下面にホゾあり・近世初頭  
長大18．7  SX23出土の五輪塔地輪と元は－具か  

SX15  総32．0   12．8  凝灰岩  月輸・蓮華座の線副あり  
42  081  圭兢状差欄  D6      24．8          1）1  （伊勢湾型墓標）   墳丘上  碑39．9  r妙音禅定尼」「主文六丙午J「十二月廿七日」  

SX14  総桐．1   14．2  凝灰岩  月輸・蓮華座の線刻あり  
43  080  圭預状墓標  D6      28．4          ーー01  （伊勢湾型墓標）   墳丘上  碑40．2  「涼春禅定門」「主文十康成」rニ月九日」  

44  082 田  五輪塔地Ii  D6  SX23 墓堤上  16．0   18．8  砂岩  上面にホゾあり SXll土の五 
出輪塔火輪と元は－臭か   

第4表 出土墓標一覧表  
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図版 寺号  遺物 寺号  登録 番号  釜種  出土 地区  出土 還萌  法i（Gm）  

口径  釜罵  その他   
調整（技法）の特徴  胎土  扶 成  色調   残存度   備考  

良（極細砂の  尾張系・D4類・  

l  006  土師暮  E6  表土  （25．2）  （3．5）  外面：ユビオサエ・ナデ  チャート・壬  
内面：ナデ  良   20％以下  

芙含む）  

良（極細砂の  
外面：ユビオサエ・ナデ・   チャート・書  

尾張系・D3類・  

ロ  001 －02  土師巻 地烙  E5  表土 包含層  （27．2）  （6．7）  ヘラケズリ  
口綾部  

内面：ナデ  母・長石・石  25％  
英含む）   

良（極細砂の  
外面：ユビオサエ・ナデ・  

尾張系・D6類・  

表土   チャート・壬  3  001  土師菩  E5    30．0  9．0  ヘフケズリ  
内面：ナデ・板ナデ  良   30％以上  あり・型作りの痕  

英含む）  跡あり  

外面：  
胎：灰黄   美濃窯産・18世紀  

4  002 －01  陶菩 丸椀  D6  表土 包含層  （10．2）  （5．3）  内面：   
やや租   良    2．5Y7／2  

租：透明軸   

7．6  高台径  外面：  施袖・草花文   良   波佐見薬屋・18世  

28  －01  椀  5  003  陶胎染付  C6  表土  10．9  4．7  内面：  施粕  良  胎：灰白  8鴫  

003  表土  高台径  胎：淡黄   瀬戸美濃薬屋・  

－02   （2．0）  
回転ナデ・施粕（鉄軸）  良    2．5Y8／3  底部    18世秦己後葉  

（4．9）   
50％以上  

高台径  外面：回転ヘラケズリ・  胎：にぷい黄橙  
ロ  005  陶釜   

美濃蕪産t18世紀  

E5  表土  

（1．95）  施軸（灰粕）  良   良   10YR7／3  高台   後半  
（2．9）  内面：回転ナデ・施軸（灰粕）  粕二灰白5Y7／2  30％以上  

高台径  外面：回転ヘラケズリ・  
胎：灰黄褐  美濃窯産・18世紀  

表土   
良   

10YR6／2   
施軸（灰粕）  

後半一炊け歪著し  
8  006  陶善  D7    6．2  3．5  良     完形    い  

2．9    内面：回転ナデ・施粕（灰粕）  10Y5／2  

表土   高台径  外面二回転ヘラケズリ・  胎：にぷい黄橙  美濃窯産・  
9  005  陶器  E5    6．0  3．4  施軸（灰軸）  良   良   10YR7／2  完形   18世紀前半一半  

3．1   内面：回転ナデ・施粕（灰粕）  袖：灰白5Y7／2  ば  

外面：回転ナデ・   胎：にぷい黄橙  美濃薫産・17世  
10YR6／3   

良   
世紀後半－18世  

10  004  陶署  E（5  表土  7．8  3．4  高台径    回転ヘラケズリ■  良     ほぼ完形  

内面：回転ナデ・施軸（灰粕）  2．5Y6／ヰ  

SX3   不  粕：灰白N8／   瀬戸豪産・19世紀  
円  007  染付  C4    9．6   5．0  高台径  外面：山水文・施袖  やや租  良  完形  

外面：ナデ  
精良（極細砂  

内面：ナデ  の赤色酸化土  2仇  12  008 －01  土師釜 皿  D5  SX5 墳丘 盛土  （7．6）  1．1  粒含む）   

外面：ユビオサエ・ナデ・  良（極細砂の   甫伊勢系・18世紀  

13  008 －02  土師巻  D4・  SX5 豊壌内  （37．1）  6．9  ヘラケズリ  良   
内面：板ナデ  ト含む）  

SX6  外面  精良（赤色酸 化土馳含む）  良  明赤禍5YR5／6  ほぼ完形  

14  009 －01  土師巻 皿  D4   墓壌内  8．8  1．6  内面   
SX6  外面  精良（赤色酸 土  良  撞5YR6／6   

15  009 －02  土師釜 皿  D4   蓋域内  9．2  1．5  内面   化租含む）  
ほぼ完形  

外面  精良（赤色酸 土  良  撮5YR6／6   
16  010 －01  土師蕃 皿  D・E 4・5  SX7 芸域内  9．3  1．6  内面   化粒含む）  

完形  

良（－2mmの  尾張系－D4類－  

ほぼ完形  
18世紀末  

円  010  土師釜  D・E  SX7  28．0   18．0  内面：ナデ  9．8  底部径  外面：ユビオサエ・ヘラケズリ    チャート・曇  良   
美含む）  

良（極細砂の  尾張系・D4類  

18  011  土師巻  D5  SX8  29．6  9．7  底部径  外面：ユビオサエ・ヘラケズリ    チャート■壬  良   
美含む）  

外面  精良（赤色酸 化土粒含む）  良  棲5YR6／6   

29  内面   ほぼ完形  

外面  精良（赤色酸 化土馳含  良  明赤褐5YR5／6  50％  
20  012 －02  ：・：－≡ 皿  D4 5  SX9 墓城内  （8＋8）  1、1  内面   む）  

胎：灰白   美濃蕪産・18世  

21  012 －03  陶釜  D4・  SX9  5．5  3．25  高台径  外面：回転ヘラケズリ・  良  
7．5Y7／2  50％   紀前半一半ば・  

施粕（灰軸）  良  
5   点上部  内面   ：回転ナデ・施粕（灰粕）  

（底部   SX12毛♯上層  
完存）   出土遺物と接合  

良（極細砂の  尾張系・鍋型・18  
世紀前半・内耳あ  

22  013  土師巻  D4・  SX9  25．0   15，0  内面：ナデ  9．3  底部径  外面：ユビオサエ・ヘラケズリ    チャート・量  良   75l  

英含む）  

外面・ユビオサエ・ナデ  良（極細砂の   
23  015 －02  土師巻 皿  D5  SX12  9，0  1．5  良   

内面：ユビオサエ・ナデ  
75％  

ト含む）  

良（極細砂の  

2ヰ  015 －03  土師蕃 皿  D5  SX12 墓境内  （9．4）  1．2  外面：ユビオサエ・ナデ  
内面：ユビオサエ・ナデ  長石・チャー  

ト含む）   

陶巻  胎：灰白5Y8／2   瀬戸美濃窯産・18  

014  SX12  6．5  高台径 4 良  完形  
世紀前半   

25   －01    または  ，7   

御室茶碗   

第5表 出土土器・陶磁器一覧表（1）  
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図版  出土  
番号  遺物 番号  登録 番号  器種   地区  出土 遺萌   調整（技法）の特徴   胎土  焼 成  色調   残存度   傭考  

良（極細砂の  尾張系・18世紀前  
半・内耳あり  

－01   蓋域内   13．0   26  015   土師釜 鍋  D5  SX12   24．7  10．45  底部径   外面：ユビオサエ・ヘラケズリ 内面：板ナデ・ナデ   チャート・書 母・長石・石  ほぼ完形  
英含む）   

27  016  外面：ユビオサエ・ナデ  良（極細砂の  

－02   内面：ユビオサエ・ナデ  チャート・長  5帆  
石含む）   

良（極細砂の  尾張系・17世紀  

28  016  土師登  D5・  SX19  23．3  11．9   6．0  外面：ユビオサエ・ヘラケズリ   チャート・董  不   後半・内耳あり・  
内面：板ナデ・ナデ   母・長石・石  75l  

美含む）   跡あり  
にぷい撞  畿内系・E類－  

良（極細砂の  17世紀後半－18  

田  017 －01  土師畢 地烙  D5  SX20  27．8  8．4  外面：ナデ・ヘラケズリ  壬母・長石－  完形    世紀前半・底部   
内面：ナデ  石英含む）   から休部下半に  

外型の痕跡あり  

2g  
外面：ユビオサエ・ナデ  良（極細砂の  

30  017 －02  土師巻 皿  D5  SX20  9．2  1．85  内面：ユビオサエ・ナデ  チャート・長  完形  
石含む）   

外面：ユビオサエ・ナデ  良（極細砂の  
31  018 －01  土師睾 皿  D5  SX20  9．8  1．55  内面：ユビオサエ・ナデ  チャート・長  25％  

石含む）   

外面：ユビオサエ・ナデ  良（極細砂の  
32  018 －02  土師蓋 皿  D5  SX20  9．8  1．55  内面：ユビオサエ・ナデ  チャート・長  50％  

石含む）   

陶器・小  胎：淡黄  瀬戸美濃蕪崖・17  

外面：施粕（鉄軸）  2．5Y8／4  
33  019 －01   杯 または  （2．4）  良   細片  

世紀代  
内面：施粕（鉄粕）  良    粕：祐  

小椀   7．5YR4／3  

良（極細砂の  尾張系・J3類・  
18世紀後半・内  34  021  土師巻  D5  SX32  33．2  8．6  底部径  外面：ユビオサエ・ヘラケズリ   チャート・壬  良   ほほ完形  

英含む）  

浅黄橙2．5Y8／4   18世紀半ば一後  
（2．2）  外面：施袖（鉄袖）  

内面：施粕（鉄粕）   良   良  細片   半  
35  020 －02  陶器 拳骨茶碗 か  E6  SK31  

外面：施粕（灰軸）  良   良  淡黄2．5Y8／3   
36  022 －01  陶器 小林  D7  SK33  丁，2  2．3  20％以下   

快け歪著しい  

30  
内面：施軸（灰粕）  

胎：灰貴   瀬戸美濃蕉産・  
2．5Y7／2  60％以上  

良   良  （底部  37  020  陶昔  D7  SK33  8．8  6．0  高台径  外面：施粕（灰粕）  完形）  SK33出土遺物  
と接合   

第6表 出土土器・陶磁器一覧表（2）  

図版  法i  
番号  遺物 寺号  登録 寺号  菩穫  出土 地区  出土 通常  素材   備考  

45  027 ・・01  砥石  C4  SX3  9．6   5．1   1．0   93．7   泥岩   
表面の砥面に有機物付着痕  

46  028 一・01  火打石  D4・5  SX5  1．5   3．4   1．6   6，4  黒灰色チャート  

47  029 1Il  火打石  D4・5  SX6  1．4   1．8   1．4   3．8  果灰色チャート  
32  

48  030 一や1  火打石  D・E 4・5  SX7  2．1   1．g   1，4   6．2  黒色チャート  

49  031 ・・02  玉石  D5  SX12  2．3   2．1   1．3   8．8   石英片岩  

50  031 ・・01  玉石  D5  SX12  2．2   1．8   0．9   4．4   石英片岩  

52  032 一心1  火打石  D－E6  SX13  3．2 3．8   3．4   54．5  灰色チャート  

34  3．2   1．5   12．5  灰赤色チャート  

54  033 ・・02  玉石  D6  SX14  3．0   2．4   1．7   柑．8   砂岩  

180  035 ・・Ol  火打石  D・E5  SX20  2．8   3．3   2．5   21．8  書灰色チャート  
37  

181  034 1日  玉石  D・E5  SX20  3．8   2．8   0．9   11．4   砂岩  

38  200  03t； 1Il  火打石  D5  SX32  2．5   3．2   1．7   10．¢  黒色チャート  

第7表 出土石製品一覧表  
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図版  法王  

番号   
色調   素材   備考  

33  51  037 －01  D5  SX 8  0．58  0．48  0．15  0．2   白色   真珠  文殊の光沢は失われている   

55  03き －02  D 5・6  SX 19  8．50  0．35  0．19  0．2   
回転痕劇あリ  

緑青色   ガラス   やや楕円形を呈する  
35  

結合している   
56  038 －01  D 5・6  SX 19  0．5 0．5   0．4 0．4  0．15 0．15  0．4   浅黄色 浅黄色   ガラス  
57  ひは －12  D 5・6  SX20  0．40  0．24  0．15   0．1   黒   ガラス？  

58  四 －02  D 5・6  SX28  0．38  0．24  0．11   0．1   黒   ガラス？   
回転痕跡あリ  

59  M －12  D 5・6  SX20  0．40  0．23  0．13  0．1   書線色   回転痕湖あリ  
ガラス   楕円形を呈する  

60  045 －0丁  D 5・6  SX20  0．39  0．25  0．14  0．1   青緑色   ガラス   回転痕跡あリ  

61  045 －12  D 5・6  SX20  0．41  0．25  0．12  0．1   書緑色  ガラス   回転痕跡あリ  

62  ひ蛤 －01  D 5・6  SX20  0．44  0．26  0．14  0．1   書緑色   
回転痕崩あリ  

ガラス   色むらあり・楕円形を呈する  

63  047 －06  D 5・6  SX20  0．47  0．28  0．13  0．1   青緑色   回転痕跡あリ  
ガラス   色むらあリ  

64  047 －07  D 5・6  SX20  0．4丁  0．30  0．14  0．1   青緑色   ガラス   回竃云痕跡あリ  

65  肌7 －－09  D 5・6  SX20  0．46  0．28  0．14  0．1   青緑色   ガラス   
回転痕跡あリ  

66  肌丁 －10  D 5・6  SX20  0．45  0．32  0．13  0．1   青緑色   ガラス   
回転痕跡あリ  

6丁  04丁 皿  D 5・6  SX20  0．45  0．ZT  0．15  0．1   青緑色   ガラス  回転慮棚橋リ 楕円形を呈する  

68  04丁 －1Z  D 5・6  SX20  0．53  0．31  0．16  0．1   雷緑色   ガラス  回転痕跡あリ 楕円形を呈する  

69  朗8 －04  D 5・6  SX20  0．45  0．25  0．13  0．1   雷線色   ガラス   
回転痕跡あり  

70  鵬8 －05  D 5・6  SX20  0．41  0．23  0．13  0．1   青緑色   ガラス   
回転痕励あリ  

71  鋸9 －01  D 5・6  SX20  0．40  0．30  0．18  0．1   青緑色   ガラス   
ケガキ痕跡あリ  

72  039 －05  D 5・6  SX20  0．37  0．23  0．10  0．1  にぷい黄色  ガラス   回転痕跡あリ  

γ3  039 －08  D 5・6  SX20  0．42  0．乃  0．1Z  0．1   黄褐色   
ガラス  ケガキ痕跡あリ  

36                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                74  039 －12  D 5・6  SX20  0，39  0．遡  0．11   0．1   真綿色   ガラス   
回転痕励あリ  

75  040 －01  D 5・6  SX20  0．38  0．27  0．11   0．1   ≡：＝・   ガラス   
回転痕瑚あリ  

76  α旧 －02  D 5・6  SX20  0．37  0．23  0．10  0．1   黄褐色   
ガラス  回転痕瑚あリ  

77  040 －03  D 5・6  SX20  0．40  0．26  0．11   0．1   黄褐色   ガラス   
ケガキ痕跡あリ  

78  α旧 －04  D 5・8  SX20  0．41  0．27  0．11   0．1   黄褐色   ガラス   
ケガキ痕跡あリ  

79  041 －09  D 5・6  SX20  0．42  0．24  0．12  0．1   黄褐色   ガラス   ケガキ痕跡あリ  

80  041 －10  D 5・6  SX20  0．42  0．28  0．13  0．1   黄褐色   ガラス   ケガキ痕跡あリ  

81  041 皿  D 5・6  SX20  0．38  0．2g  0．‖   0．1   ≡：了・   

ガラス  回転痕跡あリ  

82  042 －02  D 5・6  SX20  0．40  0．25  0．15  0．1   真綿色   ガラス   ケガキ痕跡あリ  

83  043 －04  D 5・6  SX20  0．40  0．24  0．15  0．1   黄褐色   ガラス  ケガキ痕跡あリ  

84  045 －06  D 5・6  SX20  0．41  0．24  0．13  0．1  薫褐色  ガラス   ケガキ痕跡あリ  

85  039 －01  D 5・6  SX20  0．45  0．34  0．11   0．1   透明   ガラス  

86  039 －02  D 5・6  SX20  0．42  0．31  0．09  0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ  

87  039 －03  D 5・6  SX20  0．44  0．38  0．10  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

88  039 －04  D 5・6  SX28  0．42  0．29  0．11   0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

89  039 一価  D 5・6  SX20  0．40  0．32  0．‖   0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

90  03g －07  D 5・6  SX20  0．45  0．35  0．09  0．1   透明   ガラス   
回転痕劇あリ  

91  039 －09  D 5・6  SX20  0．4Z  0．26  0．11   0．1   透明   ガラス   
回転痕拗■あリ   

第8表 出土数珠玉一覧表（1）  
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図版  法皇  

番号   
ご・二≡＝   素材   備考  

92  039 －10  D 5・6  SX20  0．45  0．32  0．11   0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ  

93  039 皿  D 5・6  SX20  0．43  0．24  0．‖   0．1   透明   ガラス   
回転痕劇あリ  

94  α旧 －05  D 5・8  SX20  0．43  0．33  0．12  0．1   透明   
ガラス  回転腐劇あリ  

95  040 －06  D 5・6  SX20  0．42  0．31  0．13  0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ  

96  040 －07  D 5・6  SX20  0．42  0．25  0．13  0．1   透明   ガラス   
回転痕潮あり  

97  040 －08  D 5・6  SX20  0．46  0．28  0．14  0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ  

98  040 －09  D 5・6  SX20  0．46  0．30  0．12  0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ  

9g  040 －10  D 5・6  SX20  0．40  0．2ち  0．12  0．1   透明   ガラス   
回転痕崩あり  

100  040 皿  D 5・6  SX20  0．42  0．30  0．12  0．1   透明   ガラス   回転癌瑚あリ  

101  凶 －12  D 5・6  SX20  0．43  0．34  0．12  0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ  

102  041 －01  D 5・6  SX20  0．44  0．30  0．12  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

103  041 －02  D 5・6  SX20  0．46  0．35  0．12  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

104  041 －03  D 5・6  SX20  8．40  0．25  0．13  0．1   遠明   ガラス   回転度跡あリ  

105  041 －04  D 5・6  SX20  0．43  0．30  0．11   0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ  

106  041 －05  D 5・6  SX20  0．45  0．32  0．‖   0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ  

10丁  041 －06  D 5・6  SX20  0．47  0．31  0．12  0．1   透明   
ガラス  回転痕励あリ  

108  041 －07  D 5・6  SX孤  0．44  0．29  0．12  0．1   透明   ガラス   
回転痕励あリ  

109  041 －08  D 5・6  SX20  0．39  0．21  0．10  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

110  041 －12  D 5・6  SX20  0．47  （0．41）  0．10  0．1   透明   ガラス  回転痕跡あリ  

36                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             皿  042 －01  D 5・8  SX20  0．40  0．30  0．15   0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

112  042 」）3  D 5・6  SX20  0．45  0．30  0．15  0．1   透明   
ガラス  回転痕劇あリ  

113  042 －04  D 5・6  SX20  0．45  0．30  0．10  0．1   透明  ガラス   
回転痕跡あリ  

114  042 －05  D 5・6  SX20  0．45  0．31  0，15  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

115  ひ陀 －06  D 5・6  SX20  0．49  0．30  0．15  0．1   透明   ガラス   回転度跡あリ  

116  042 －07  D 5・6  SX20  0．46  0．30  0．15  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

117  ひ陀 －08  D 5・6  SX20  0．45  0．27  0．15  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

118  042 －Og  D 5・6  SX20  0．41  0．31  0．15  0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ  

042  
119   －10   5・6  SX20  0．40  0．26  0．19  0．1   透明   ガラス  

120  042 －‖  D 5・6  SXZO  0．41  0．26  0．ほ  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

121  043 －01  D 5・6  SX20  0．48  0．39  0．12  0．2   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

122  043 －03  D 5・6  SXZO  0．43  0．30  0．12  0．1  
043  

123   －85   5・6  SX20  0．41  0．32  0．10  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

124  043 －06  D 5・6  SX20  0．46  0．40  0．15  0．2   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

125  043 －07  D 5・6  SX20  0．4る  0．38  0．11   0．2   透明   
ガラス  回転痕跡あリ  

043  
126   －08   5・6  SX20  0．43  0．34  0．10  0．1   透明   ガラス   

回転痕跡あリ  

12丁  043 －09  D 5・6  SX20  0．43  0．27  0．15  0．1   透明   ガラス   
回転痕励あリ  

128  043 －10  D 5・6  SX20  0．48  0．34  0．10  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

129  043 －‖  D 5・6  SXZO  0．46  0．32  0．10  0．1   透明   
ガラス  回転痕跡あリ  

130  043 －12  D 5・6  SX20  0．45  0．3丁  0．10  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ   

第9表 出土数珠玉一覧表（2）  
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図版  法皇  

番号   
色調   素材   備考  

131  044 －01  D 5・6  SX20  0．45  0．37  0．12  0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ  

132  044 －OZ  D 5・6  SX20  0．38  0．27  0．11   0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

133  044 －03  D 5・6  SX20  0．45  0．34  0．14  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

134  044 －04  D 5・6  SX20  0．46  0．39  0．14  0．1   透明   ガラス   
臥転痕瑚あリ  

135  044 －05  D 5・6  SX20  0．46  0．31  0．12  0．1   透明   ガラス   回転痕潮あリ  

136  044 －06  D 5・6  SX20  0．45  0．39  0．12  0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ  

137  血 －07  D 5・6  SX20  0．42  0．25  0．13  0．1   透明   
ガラス  回転痕劇碩リ  

138  田 －08  D 5・6  SX20  0．45  0．39  0．11   0．1   透明   ガラス   
回転痕劇あリ  

139  044 －Og  D 5・6  SX20  0．40  0．29  0．11   0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ  

140  044 －10  D 5・6  SX20  0．羽  0．28  0．12  0．1   透明   
ガラス  回転痕劇虜リ  

141  044 皿  D 5・6  SX20  0．43  0．30  0．10  0．1   透明   ガラス   回転痕劇あリ  

142  045 －01  D 5・6  SX加  0．40  0．32  0．12  0．1   透明   
ガラス  回転痕欄あり  

143  045 －02  D 5・6  SXa）  0．41  0．35  0．11   0．1   遠明   ガラス   回転痕跡あリ  

144  045 －03  D 5・6  SX孤  0．45  0．32  0．13  0．1   透明   ガラス   
回転i痕跡あり  

145  045 ー叫  D 5・6  SX20  0．46  0．Z5  0．13  0．l   透明   ガラス   回転痕跡あリ  
36  

146  845 －05  D 5・6  SXa）  0．45  0．31  0．13  0．1   透明   ガラス   回転痕劇場リ  

14丁  045 －08  D 5・6  SX20  0．38  0．遡  0．11   0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

148  ひ椅 －09  D 5・6  SX20  0．45  0．25  0．13  0．1   透明   ガラス  回転痕跡あリ 楕円形眉墨する  

14g  045 －10  D 5・6  SX20  0．40  0．31  0．12  0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ  

150  ひ椅 皿  D 5・6  SX20  0．46  （0．謂）  0．12  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

四  046 －02  D 5・6  SX20  0．43  0．2g  0．14  0．1   透明   ガラス  回転痕跡あリ  

152  ひ蛤 －03  D 5・6  SX20  0．43  0．28  0．11  0．1  透明   ガラス  回転痕跡あリ  

153  046 －04  D 5・6  SX20  0．48  0．33  0．15  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

154  046 －05  D 5・6  SX20  0．49  0．38  0．12  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

155  046 田  D 5・6  SX20  0．43  0．33  0．13  0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ  

156  046 －07  D 5・6  SX20  0．49  0．42  0．13  0．2   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

15丁  046 －08  D 5・6  SX20  0．43  0．28  0．14  0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ  

158  046 －09  D 5・8  SX20  0．45  0．38  0．12  0．1   遠明   ガラス   
回転痕跡あリ  

159  046 －10  D 5・6  SX20  0．45  0．28  0．12  0．l   透明   
ガラス  回転痕跡あリ  

160  046 皿  D 5・6  SX20  0．43  0．24  0．14  0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ   

透明   
回転痕跡あリ  161  046 －12  D 5・6  SX20  0．49  0．33  0．12  0．1  ガラス   楕円形を呈する  

162  047 －01  D 5・6  SX20  0．46  0．32  0．13  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

163  047 －02  D 5・6  SX20  0．44  0．22  0．川  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

164  047 －03  D 5－6  SX20  0．44  0．38  0．11   0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

37                                                                                                       165  047 －04  D 5・6  SX；犯  0．49  0．38  0．11   0．1   透明   
ガラス  回転痕跡あリ  

166  047 －05  D 5・6  SX20  0．42  0．37  0．12  0．1   透明   ガラス   
回転痕劇あリ  

167  047 －08  D 5・6  SX20  0．46  0．41  0．11   0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

168  048 －01  D 5・6  SX20  0．43  0．26  0．13  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

169  048 －02  D 5・6  SX20  0．43  0．37  0．川  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ   

第10表 出土数珠玉一覧表（3）  
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図版  法量  
色調   素材   

番号   
備考  

170  048 －03  D 5・6  SX20  0．44  0．27  0．13  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

171  048 －06  D 5・6  SX20  0．44  0．35  0．†2  0．1   透明   ガラス   回転痕潮あリ  

172  048 －07  D 5・6  SX20  0．47  0．25  0．16  0．1   透明   
回転痕劇あリ  

ガラス   楕円形を呈する  

173  048 －0る  D 5・6  SX20  0．43  0．27  0．12  0．1   透明   ガラス   
回転痕潮あリ  

174  0嶋 －09  D 5・6  SX20  0．47  0．29  0．15  0．1   透明   
ガラス  回転痕潮あリ  

37  

175  048 －10  D 5・6  SX20  0．47  0．36  0．13  0．2   透明   ガラス   
回転痕跡あり  

176  048 皿  D 5・6  SX20  0．47  0．37  0．12  0．1   透明   ガラス   回転痕跡あリ  

17丁  048 －12  D 5・6  SX20  0．44  0．38  0，11   0．1   透明   ガラス   
回転痕劇あリ  

17る  049 －02  D 5・6  SX20  0．40  0．31  0．15  0．1   遼明   ガラス  

1丁9  別9 －03  D 5・6  SX20  0．40  0．24  0．15  0．1   透明   ガラス   
回転痕跡あリ   

182  050 －04  D5  SX32  0．50  0．40  0．15  0．2   黄褐色   ガラス  

183  050 －06  D5  SX32  0．50  0．40  0．15  0．2   黄褐色   ガラス  

1糾  050 1烙  D5  SX32  0．58  0．39  0．13  0．2   黄褐色 ガラス   
ケガキ痕跡あり  

185  050 －10  D5  SX32  0．58  0．40  0．15  0．2   薫褐色   ガラス   回転痕跡あリ  

186  051 －03  D5  SX32  0．50  ‘0．31  0．柑  0．2   薫褐色   ガラス   ケガキ痕跡あリ  

187  051 一助  D5  SX32  0．50  0．40  0．柑  0．2   薫褐色   ガラス   
ケガキ痕跡か？  

188  051 －05  D5  SX32  0．50  0．40  0．16  0．2   黄褐色   ガラス   
回転痕跡あリ  

柑g  051 －06  D5  SX32  0．49  0．40  0．1g  0．2   黄褐色   ガラス   
回転痕跡あリ  

1！氾  051 －0丁  D5  SX32  0．50  0．40  0．18  0．2   薫褐色   ガラス   
ケガキ痕跡か？  

38  

191  050 －01  D5  SX32  0．55  0．45  0．15  0．2   透明   ガラス  回転痕跡あリ  

192  050 －02  D5  SX32  0．49  0．40  0．12  0．2   透明   ガラス   
回転痕跡あリ  

193  050 －03  D5  SX32  0．50  0．45  0．15  0．2   透明   ガラス   
回転痕劇場リ  

194  050 －05  D5  SX32  0．51  0．41  0．15   0．2   透明   
ガラス  回転痕跡あリ  

195  050 －0丁  D5  SX32  0．45  0．39  0．15  0．1   透明   ガラス  

柑6  050 －Og  D5  SX32  0．46  0．35  0．10  0．1   透明   ガラス  

197  051 －01  D5  SX32  0．50  0．46  0．13  0．2   透明   ガラス  

198  051 －02  D5  SX32  0．50  0．40  0．15  0．2   透明   ガラス  

199  051 －08  D5  SX32  0．48  0．31  0．18  0．2   透明   ガラス   
回転痕跡あリ   

第11表 出土数珠玉一覧表（4）  
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出土 地区  出土 遺   
番号一 番号    摩号  構  法皇      備考              直径cm厚さcm】重さg   

205    055 －01  新寛永  C6  包含屑  2・3 貞0・1F2・丁  

206   053 －01  新克永  C6  包含層  2．4  0．1  3．5  F銅  

210  H ‖  

211  2．4  0．1  1．7  銅  

48  
212   058 －03  新黄泉  

C4    SX  
3   

213  
l  2．4  0．1   鉄  

2   
2．4  0．1   6．4   銅   

厚永遠★？  2．4  0．2   銅  

2  2．4  0．1  銅  

】15・8    銅  220   
41  

4  銅  

5   銅  

221  2．5  

22Z  2．4   

寛永遠膚   2．6  0．1   銅  
Z  Z．丁  0．1  錮  

43    4  
3  061 －08    D  SX      19．0    銅  

銅  

5  2．5  0．1  銅  

230   061 －05  線種不明  2．8  0．1  3．2  鉄  

245  l  2．5  0．1   
6．3  
銅  

2   2．4  0．1  銅  

45  D5  SX 8  銅  

246   2．5   銅  
3  2．5  0．1  銅  
4   新寛永  2．5  0．1   銅   

新寛永   2．5  0．1   銅  
2  2．4  0．1  11．0  銅  

45   253  銅  
4   9  銅  

2．5  0．2  254   7．9  
銅  

2   2．4  0．1   鉄  

新主永   2．5  0．1   銅  

2  
2．4  0．1  鍋  

47  259   銅  
4  銅  

5  2．5  0．1  銅  

6   新寛永  2．5  0．1   銅   

268   067 －05  新寛点   2．5  0．2  2．4  銅  

269   067 －06  新寛点  2．4  

49  D5  SX                         2．4   銅  
12  270  

3  2．5  0．1  銅   

271   2．3  0．1   
5．1  
銅  

2   Z．5  0．1   銅  

寛永通膚？   Z．3  銅  

2  
2．4   銅  

存  

50   
3  

19．9  
銅  

4  銅  

5  2．5   銅  

6   2．5  0．1   鋲   

2・6  0．1   285  l  
2．5  0．1  

2．9  銅 銅  文践 か？  
D6  SX 14   銅  

51  
2．5  0．1  

2   
13．5   銅  
銅  

4   文践？  2．6  0．1   銅   

図版  
番号  遺物 番号   登録 番号  践種  出土 地区  出土 遺構       備考         直径cm  】厚さcm  重ささ＝   

匹  2．3  0．1   銅  

室2  2．5  0．1  

52    3 29g  17．4  
4  19  

「≡  

銅  

5  2．4  銅  

6  2．5   銅   

2，2  0．1   銅  

2  2．3  0．1  銅  

31．8  
銅  

53  307  

l   

20  銅  

l  

2．2  銅  

6   2．5   銅  

318   074 －04  新克永   2．4  0．1  2．0  銅  

新寛凛  2．4  0．1   銅  

54          E6  SX 24             319   10．9   銅   
3  2．5  0．2  銅  
4   新寛永  2．6  0．2  銅   

320   074 －05  新寛永  2．5  0．1  3．3  銅  

践差  

326   075 －05  寛永適膚   2．4  0．1  1．5  銅   紐？遇  
存  

32丁   075 l●  銭種不明  2．4  0．1  2．8  鉄  

55  
銭種不明  D5  銅  

2．3  0．1  
点含ま  

328   

3  2．4  0．1  
12．る   銅  
銅  

4   2．5  0．1   

第12表 出土銭一覧表（1）  

図版  法皇  

番号  遺物 番号  登録 i番号  器種  出土 地区  出土 遺構       備考        全長cm  関幅cm  厚さcrn  重さg   

40  209 m  057 －05  撞リ 鋏  C4  SX 3  14．3  3．4  】0．8  45．9  刃部外湾・ 布付着   

41  H 21g  059 －04  握リ 鋏  D 4・5  SX 5  15．5  2．7  0．5  43．2  

43  231  061 －04  刀子  D 4・5  SX 6  12．ア  1．6  0．2  14．丁   柄付   

尭全抜き  44  236  062 －02  刀子  D・E 4・5  SX 7  （10．9）  1．丁  0．3  （16．1）   身？   

45  249  063 －07  刀子  D5  SX 8  （20．3）  1．8  0．3  （37．5）   柄付   

46  255  064 －04  刀子  D5  SX 9  （18．5）  2．5  0．3  （42．8）  柄付・身部 布付着   

49  265  067 －04  刀子  D5  SX 12  6．丁  1．1  0．3  （6．4）  柄付・身部 外溶   

50  280  068 －07  刀子  D・E 6  SX 13  Ql．9）  1．2  0．4  2丁．9   柄付   

51  2g5  071 －01  刀子  D6  SX 14  （柑．6）  1．2  0．5  （21．4）   尭全抜き身   

52  2g8  072 －08  刀子  D5  SX 19  （11．0）    0．5  （34．0）   身部のみ   

307  073 －05  刀子  SX  
践と誘蒼  

53  

刀子   
D5   卸   茎如のみ・  

（6．1）    0．3  （3．8）   布付着   

54  323  074 －02  ロ  E6  SX 24  17．4  4．4  0．5  124．5   尭全抜き身   

55  3か  075 －04  刀子  D5  SX 32  10．5  1．5  0．2  14．8  柄付・両刃 か？   

第13表 出土工具一覧表  
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図版  
番号  遺物 番号  登録 番号  部位  出土 地区  出土 遺構  法主  備考  

201  052 －01  火皿  C6  包含層   

6．6  1．8  （11．2）   

202  052 －02  雁首  C6  包含層  

39  

203  056 －01  火皿  C6  包含層  1．7  1．6  3．1  

204  054 －01  吸口  C6  包含層  5．9  1．0  5．2   布付着   

207  057 －06  雁首  C4  SX  
40  

208  057 －01  吸口  C4  3   
肩部有リ   

41  217  059 －01  雁首  D 4・5  SX 5  3．9  1．6  7．5   ＝ 三・l＝   

226  061 －01  雁首  D  

43  

4・5   6．2  1．0  4．6  

44  234  062 －06  雁首  D・E 4・5  SX 7  3．8  1．6  7．4   肩如有リ   

241  063 －01  雁首   6．3  1．7  10．4   
布付着・使用痕あリ  

45         D5  SX 8           242  063 －03  吸口    4．4  1．0  3．4  

243  063 －02  吸口  5．3  1．1  3．1  

250  064 －01  雁首   
4．2  1．6  5．7   「火打」付属  

亜  D5  SX 9  
251  064 －02  吸口  （7．1）  1．0  （4．0）  

258  065 －01  雁首  D・E  使用痕有り  

47  5   

25丁  065 －02  吸口  
8．6  1．1  11．3   肩部有リ   

49  264  067 －01  雁首  D5  SX 12  7．3  1．8  15．3   使用痕有り   

272  068 －01  雁首  D・E  肩部有り・布付着  

50  

2丁3  068 －02  吸口  

6   
（6．1）   

肩部有り？   

281  
SX  

田   282   

283  070 －02  吸口  （3．5）  1．1  （1．8）   
肩部有り？   

2g6  072 －01  雁首   SX  
使用痕有リ  

52  

29丁  072 －02  吸口  

D5   19   
5．3  1．1  3．8  

使用痕有リ  

53   305  073 －01  雁首  D5  
306  073 －02  吸口  6．7  1．0  5．2  

324  075 －01  雁首   4．2  1．5  5．8   
使用痕右リ  

55  D5  SX 32  
325  075 －02  吸口  8．4  0．9  （4．6）  

出土  
図版 書号  遺物 寺号  登録 番号  器種   地区                遺構  全長cm  頭径cm  脚径c打l  重さg  引 H   

232  061 －07  鉄釘  D  
43  

4・5   
233  1061 －06  鉄釘  2．5  0．3  0．3  1．7  脚部曲 がる   

237  062 －07   鉄釘 ”   4．1  1．Z  0．3  1．7  

D・E  

44  
4・5   

23g  062 －04  鉄釘  3．2   

240  062 －08  鉄釘  （2．0）  0．5  0．3  （0．9）  

247  063 －05  鉄釘   SX  
45  

24さ  063 －06  鉄ir  
D5   8   

（5．5）    0．5  （3．2）  

260  065 －05  錠前金具   4．9    0．3  （15．1）  

4丁         D・E 5  SX              261  065  
－03   

262  065  
－06   3．0    0．2  （7．0）  

49  266  067 －02  錮鋲  D5  SX 12  （1．6）  0．6  0．2  （0．3）  

2丁5  068 －03  鉄釘   4．6  0．8  0．2  2．7  

D・E  

50  

2丁ア  068 －06  鉄釘  

6   
（3．0）  0．5  0．2  （0．6）  

2丁8  068 －04  鉄釘  2．3  0．8  0．2  1．2  脚部曲  がる   

287  071 －04  鉄ir   3．0  1．7  0．3  1．6  脚部曲 がる  

288  070 －09  鉄釘  2．3  0．6  0．3  1．g  脚部曲  がる  

289  070  
－06   3．6    0．2  7．0  

290  071  2．6    0．Z  4．3  

51  D6  SX 14  291  070  
－03   4．5    0．7  14．0  

293  070 －05  鉄釘  2．0  0．6    1．9  

294  2．4  0．7  

－04   
1．5  

294   鉄釘  3．3  0．6  

301  072 －06  鉄釘   （1．丁）  0．7  0．3  （1．9）  

302  072 －05  鉄釘  SX  
52  

303  072 －04  鉄釘  
D5   19  

4．6  0．6  0．3  2．9  

304  072 －07  鉄釘  （3．4）    0．2  （1．2）  

309  073 －06  鉄釘   （1．2）  0．3  0．2  （0．3）  

310  073 －10  鉄釘  （3．0）  0．7  0．3  （1．3）  

3‖  （1．9）    0．4  α．6）  

53         D5  SX ZO                                  312   

313  （3．4〉    0．3  （1．1）  

314   （4．1）    0．3  （1．4）  

315  073 －07  鉄釘  （3．0）    0．3  （1．8）  

第14表 出土煙管一覧表  

篇15表 出土緊結金具一覧表  
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図版  出土  法量  

番号  遺物 番号  登録 書号  型式   地区  土 遺構  
備考  

山田a類   
41  218  059 －05  山形  D 4・5  SX 5  5．4  2．4  0．2  （丁．0）  

43  乙巧  061 －03  山形  D 4・5  SX 6  5．8  2．7  0．5  9．2   
山田d類   

44  235  062 －01  山形  D・E 4・5  SX 7  5．4  1．8  0．2  8．1  山田d類・ 補修晶か？   

45  244  063 －04  山形  D5  SX 8  （5．2）  3．0  0．3  （12．3）  山田b類・ 木賃付着   

亜  252  064 －03  短冊 形  D5  SX 9  5．9  2．4  0．3  11．9  

山田d類・  

4丁  25る  065 －04  山形  D・E 5  SX 皿  7．2  2．9  0．5  盈．1   補償晶か？ 紐・布付着   

49  26γ  067 －03  鶴形  D5  SX 12  9．2  3．2  0．5  30．g  

50  田  069 －01  穂形  D・E 6  SX 13  12．8  3．0  0．3  （32．7）   
♯手遺存   

51  284  071 －02  山形  D6  SX 14  6．5  2．6  0．3  19．0  山田d類・ 希付着   

52  300  072 －03  山形  D5  SX 1g  5．3  3．0  0．3  12．1   
山田d類   

54  322  074 －01  山形  E6  SX 24  丁．0  3．P  0．4  25．丁  山田d類・ 木賃付着   

第16表 出土火打金一覧表  

図版  法皇  
番号   

材質  備考  

ト04   
4．6  

40  214  iO57   C4  】 旧   2．2  2．0  0．3  12．8  鉄   
216  057 －02  （5．8）  1．0  0．2  （5．5）  鉄  

煙草入れか？  223  059 －03   4．8  1．0  0．7  2．1  銅  

41       D 4・5  SX 5               224  

225   1．6  1．1  0．7  1．2  銅   

47  263  066 －01  D・E 5  SX n  （6．3）  （11．4）  鉄   
棺持手か？   

51  292  071 －03  D6  SX 14  （4．7）  1．1  0．3  11．9  鉄  

316  （1．4）  4．丁  0．琴  6．6  鉄  
53  D5  SX 20  
317   （γ．7）  3．7  0．1  10．9  鉄  

刀子か？   
54  321  074 －02  E6  SX 24  （3．0）  0．8  0．4  1．7 ‖  鉄  

火打金か？   

55  330  075 －03  D5  SX 32  （丁．1）  1．5  0．4  16．l  鉄  

第17表 出土不明金属器一覧表  
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表土・包含層堆積状況およぴSZl検出状況（東から）  

石組検出状況（北から）  
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写真図版2  

SX3墳丘（南から）  
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写真図版3  

SX3墓境内遺物出土状況（東から）  
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写真図版5  

83   



写真図版6  

SX7・10・20墳丘（北から）  

SX7墳丘（西から）   
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写真図版7  

SX7墓境内遺物出土状況（北から）  

S X8墳丘（西から）  
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写真図版8  

SX8墓境内漆器出土状況（南から）  
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写真図版9  

SX9墓境内遺物出土状況（西から）  

SXlO・20墳丘（北から）  
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写真図版10  

SXlO完掘状況（東から）  

SXll完掘状況（東から）  
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写真図版11  

SX12墳丘（南から）  

SX12墓墳断面（東から）   
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SX12墓境内遺物出土状況（東から）  

SX12墓境内地烙・玉石出土状況（東から）  

－90－   



写真図版13  

SX13墳丘（東から）  

SX13墓境内遺物出土状況（東から）  
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写真図版14  

SX14・15墳丘（西から）  

SX14・15墳丘断面（西から）  
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写真図版15  

SX14墓境内遺物出土状況（北から）  

SX19墓境内遺物出土状況（南から）  
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写真図版16  

SX20墓境内遺物出土状況（西から）  
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写真図版17  

SX23完掘状況（東から）   



写真図版18  

SX24墓境内遺物出土状況（北から）  

SX32墓境内遺物出土状況（北から）   
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SX32墓境内玉出土状況（南から）  

S K28石材検出状況（南から）  
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写真図版20  

S K28完掘状況（南から）  

S K33土層断面（西から）  
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写真図版21  

S K33完掘状況（南から）  

S F29検出状況（西から）  
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■  

S F29土層断面（西から）  

S F29完掘状況（東から）   
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真図版23  
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写真図版24  

表土・包含層出土土器・陶磁器  
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写真図版25  

表土・包含層・S X5・6出土土器・陶磁器  
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写真図版26  

S X5・6・7・8・9出土土器  
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．27  

S X9・12・19出土土器・陶磁器   
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写真図版28  

■・－－  

31  

32  

S X19・20・23出土土器・陶磁器   
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写真図版29  

S X32・S K31・33出土土器・陶磁器、S X8出土墓標  
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写真図版30  

S X3・11・14・15出土墓標  
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写真図版31  

45   
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写真図版32  
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S X20出土玉類  
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写真図版35  

S X20・32出土石製晶・玉類  
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写真図版36  

■
■
 
 
 

表土・包含層・S X3出土金属製晶  
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写真図版37  
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写真図版38  

■  

■   

S X5・6出土金属製晶  
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写真図版39  

S X6・7出土金属製晶  
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写真図版40  

S X7・8出土金属製晶  
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写真図版41  

巨毒‥、］  
251  

257  
256  

S X9・11出土金属製晶   
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写真図版42  

280   



写真図版43  

291  

C拝∫7  

S X14出土金属製晶  
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写真図版44  
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S X19・20出土金属製晶  
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写真図版45  
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309  

318  320   319  

321  

322  

S X20・24出土金属製晶  
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写真図版46  

325  
324  

S X24・32出土鉄製品   
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Ⅳ 周辺地域の石造品調査  

碑に分けることができる。また、墓地に関わるもの   

として斎場の施設がある。  

塔とは、本来は舎利塔として道立されたものをい   

い、層塔、五輪塔、宝塔、宝匪印塔、無縫塔などが  

ある。当初の多くは、有力僧や貴族の墓塔や供養塔  

として道立された。その後、時代が下るにつれて様々   

な人々の墓塔や供養塔として一般的に道立されてい   

く。  

像は、そのものの形態を模したものであるが、こ   

こでは仏教に関わる様々な尊像、各宗派の本尊や脇   

侍、宗祖などである。その姿を石に刻み供養し、人々   

の想いを込めたものをいう。  

碑は、個人や集団の供養を目的とするもので、形   

態にはとらわれずその道立趣旨によるものである。   

個人や先祖供養を目的としての墓碑もそうであるが、  

地域の集凶のための道立例が多くある。葬送に関わ  

るもの、様々な講衆行事に伴うものとして、さらに  

顕彰や記念を目的とした道立物である。その多くは  

墓地や社寺境内にみられる。一般的には様々な名号   

碑や鳥居、燈籠、狛犬、手水鉢、花立、禁札、道標、   

町石などである。  

1 はじめに  

人と石の歴史は、有史以来現在に至るまで延々と   

続いており、様々に姿を変えその関係を保っている。   

日々の生活および装飾的な道具、シンボル的な存在   

として、さらに人々の死にかかわる道立物としてそ   

の機能を果たしてきた。つまり石造品は人々のある   

意図により製作された加工物なのである。  

こうして道立された石造品は各所で目にすること   

ができる。しかし、現在の我々に最も身近なものと  

とらえられるものは、墓地に還る墓石などであろう。   

墓所内にはそれぞれの家にかかわる死者や先祖の供   

養、さらに一族の繁栄、それぞれの地域の宗教的な   

意識に則った結束を願い、様々な形態の石造品が道   

立されている。また墓地は地縁的なまとまりの中で   

形成される点や、その地域内のあらゆる人々が葬り   

まつられる地点といえる。  

この地に建てられた石造物はその時期の歴史・文  

化・親交など、地域のあり方や情報を伝えていると  

もいえるだろう。墓地内に伝えられる石造品の形態  

も多様で、石造品はそれぞれの形態からみて塔・像・  

50，000）『この地図は国土地理院発行の2万5千分1地形図  

（磯部）（安乗）を複製し、掲載したものである。」  
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第59図 三重県鳥羽市堅子・千賀地区位置図（1  



ついて写真撮影および法量計測を行なった。また、   

本稿記載の石造品紀年銘にみるDは判読不明の文字   

で、／は改行を表している。   

次項においては各調査地別にそれらの詳細にふれて   

みたい。   

3 調査の概要   

（1）堅子地区   

堅子墓地と宝珠寺の石造品を対象とし調査を実施   

した。  

堅子墓地  

堅子地区の北端付近、地区と湾を区切る道路脇に   

所在する。墓地入口には亡者への引導式を行なう斎   

場があり、その奥の平場および周辺の斜面を利用し   

て墓地が営まれている。墓地は入会のない当地区単   

ノ独の葬送地であり、地域の人々や寺院の歴代墓所と   

して利用されている。  

調査点数は中世末から現代までの個人墓碑、供養   

碑（塔）、墓地斎場施設など総計435点を確認した。  

斎場施設とは、墓地での葬送に関わる遺品をいう。   

六地蔵菩薩、迎え本尊、棺台、前机（供物台）など   

がそれで、基本としては個人の道立ではなく、村中  

や講衆による道立例が多くみられる。   

今回の調査は、大まかにはこのような分類により、   

当該地域に還る様々な石造品悉皆調査を実施した∩   

2 調査の方法  

今回の調査の目的としては、Ⅲ章で述べた浄土近   

世墓地発掘調査の行なわれた周辺地域の石造資料か   

ら当地の葬送供養の成り立ちなどを知り得る手がか   

りとするためである。  

調査の対象地は、浄・土近世墓地の所在する志摩市   

磯部町に隣接する鳥羽市堅子地区および千賀地区で  

ある。調査対象の多くは個人の墓碑であり、他は墓  

地の施設や寺院の境内に還るものである。調査にあ   

たり、墓地は斎場と墓域に分け、墓域は各家ごとに   

区番号を付けた。調査方法は、銘文・形態・材質の  

確認筆記を中心に実施し、優品や特徴のあるものに  

第60図 堅子墓地各区配置略図  
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そのうち中世末から近世のものは209点を数え、全体   

の4割強に相当する。当墓地の成り立ちをみる上で、   

明治期に至るまでの石造品が重要なため、本稿では   

中世末から近世の石造品209点を中心にみることに   

する。  

石造品の分類は、塔類としては一石五輪塔、五輪   

塔、無縫塔がみられ像は地蔵菩薩像、丸彫地蔵菩薩   

像、六地蔵菩薩像、丸彫如意輪観音像がある。碑と  

しては圭頭状三界万霊供養費、圭頭状（山形）墓碑、  

櫛形（位牌形）墓碑、方柱状墓碑などがあった。ま   

た斎場の設備である棺台、前机（供物台）を確認し   

た。   

塔類 斎場で五輪塔、一石五輪塔、無縫塔、55区で   

一石五輪塔を確認した。  

五輪塔とは密教でいう五大思想を表す塔婆のこと   

である。上より空風火水地に分けられる。五輪塔は   

我が国独自のもので、平安時代を初規とし現在に至   

るまで墓塔・供養塔として用いられている。通常、   

空風輪・火輪・水輪・地輪の各部四石組み合わせの   

ものが主流である。斎場で確認したものは、砂岩製   

の空風輪で高19．1cm、最大径15．1cmを測る。この部   

材からみると元は90cm前後の五輪塔であったとみら   

れる。形状から江戸初期頃の道立とみられる。  

一石五輪塔とは、組み合わせではなく一石で五輪   

塔形を彫成したものをいう。斎場に還るものは、空   

風輪欠失であるが高25．3cm、地輪幅12．8cmを測る砂   

岩製である。銘文の確認はできなかったが、江戸初   

期頃のものである。55区のものは、点紋片岩の完存   

品で総高36．3cm地輪幅13．1cmである。銘文は確認で   

きなかったが、形状からみると斎場のものを遡る室   

町末期頃の道立とみられ、堅子墓地では最古級の遺   

品である。  

無縫塔とはその名称通り、縫い目や継ぎ目、接線   

の稜角の無い塔をいい卵塔ともいわれる。鎌倉時代   

に禅宗の僧により伝来された墓塔である。当初は禅   

僧の墓塔として道立されたが、後には僧侶の一般的   

な墓塔として利用されるようになった。  

斎場で6基確認した。いずれも堅子宝珠寺に関係   

するとみられる墓塔である。各銘文および形状から   

みる道立時期は、近世のもの5基と現在のもの1基で   

ある。紀年銘順にみてみると次の通りである。（銘  

文等の詳細は別載の「堅子・千賀地区石造品調査優   

品一覧表」参照）  

近世  

天明三年（1783）十一月十四日  

宝珠前任 敬宗恭公首座  

文政二年（1819）八月初五日  

嘗庵 月渓智囲首座  

天保十二年（1841）  

（塔身背面銘、台石銘は別物）  

無紀年名  

前住着山謙譲束堂和尚前師 十一世  

無紀年名  

前住富山祇堂雄長老禅師 十二世   

現代  

昭和三十年（1955）  

南禅住持富山豪龍忍和尚禅師  

十四世   

材質は近世および無紀年銘のものはいずれも砂岩  

製で、現代のものは花崗岩製である。『鳥羽市史」  

によると、天明3年は第七世、文政2年は第8世の   

没年である。また。第11世は明治35年、第12世は大   

正2年の没である。いずれの塔も宝珠寺歴代の墓塔   

として道立されている。   

像類 像としては、斎場で六地蔵菩薩像2組、丸彫   

地蔵菩薩像2体、墓域では31区と55区で地蔵菩薩像   

を、2・4・5・30・33の各区で丸彫地蔵菩薩像を、45   

区で如意輪観音菩薩像を確認した。地蔵菩薩は人々   

を地獄から救済する役割をもち、また、死者を極楽  

へと導く尊像である。また、村境や国境、峠などに   

安置され、結界的な役割や道案内的な役割も果たし   

た尊像である。六地蔵菩薩は六道輪廻を救済する地   

蔵菩薩の六種の役割を6体の地蔵菩薩像で表現した   

もので、通常は墓地の斎場に安置され、この世とあ   

の世の境を示す存在である。如意輪観音は女人救済  

や西国順礼に関わる講衆関係の尊像としてその多く   

が道立されている。  

これらの尊像を時代順にみてみると次のようにな  

る（詳細は別載の「堅子・千賀地区石造品調査優品  

一覧表」参照）。まずは、55区の地蔵菩薩の立像6   
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体がある。点紋片岩製で総高26～36cmを測る。前述   

した55区の一石五輪塔と同材質で、道立時期も同じ   

室町時代末期から江戸初期とみられる。地蔵菩薩像   

の員数から元は六地蔵菩薩として道立された可能性   

もあるが、それぞれの造形に相違があるためその可   

能性は少ない。次いで大半の像類が近世期に道立さ   

れている。紀年銘のあるものとしては、次のものが   

ある。  

認できた集団供養碑である圭頭状三界万霊供養碑が   

ある。童顔状とは上郡を山形に加工したものをいい、  

三界万霊とは過去・現在・未来すべての人々やその   

御魂をいう。三界万霊供養碑は個人に対するもので   

なく、墓所全体、或いは村全体を対象として建てら   

れるもので、墓地の斎場においてよくみられる供養   

碑である。砂岩製で表面に  

「   
先祖  

三界万霊  

代々」  

正徳元年（1711） 丸彫地蔵菩薩立像  

砂岩製 2区   

宝暦四年（1754） 丸彫地蔵菩薩坐像  

砂岩製 30区   

安永九年（1780） 丸彫地蔵菩薩立像  

砂岩製 斎場   

天明七年（1787） 丸彫地蔵菩薩坐像  

砂岩製 5区   

天明八年（1788） 丸彫地蔵菩薩坐像  

砂岩製 5区   

天明  丸彫地蔵菩薩坐像  

砂岩製 5区2体   

近世  丸彫地蔵菩薩立像  

砂岩製 斎場、4区、   

近世  丸彫地蔵菩薩坐像  

砂岩製 3区   

近世  丸彫如意輪観音菩薩座像  

砂岩製 45区   

近代  地蔵菩薩像  

砂岩製 31区   

平成六年（1994） 六地蔵菩薩立像  

石英斑岩製 斎場   

と刻む。紀年銘は無かったが形状などからみて近世   

期のもので、堅千村の人々の先祖代々を供養しての   

道立とみられる。  

次に興味ある供養碑としては、斎場で確認した寛  

文五年（1665）銘の圭頭状供養碑がある。摩滅のた  

め全文の確認はできなかったが、「寛文五年」と共  

に「道修」の文字がみられる。道修とは個人が存命   

中に自分自身を供養する臼的の場合に用いる用語で   

ある。堅子村の某が本人の道修供養を目的として道   

立したのであろう。  

これら以外は堅子村の各家々の墓碑群である。こ   

れらを形態別に概略してみると、紀年銘を確認でき   

た最古のものとしては12区に還る砂岩製圭頭状墓碑  

がある。上部破損のため戒名の上部は不明であるが、  

「 寛永九壬申年 （1632）   

DD□姿弥禅尼  

十月晦日 」  

を刻む。続いて同時期の花崗岩製圭頭状墓碑1基を  

斎場で確認した。  正徳、宝暦、安永、天明銘や無紀年銘の近世、近   

代のものは、いずれも個人の墓標として道立された   

尊像である。次に碑関係をみてみたい。  

碑類 今回の調査で最も多くの遺品を確認したのが  

碑類である。堅子墓地の石造品435基中、碑に分類し   

たものが398基あり、その内訳は大半が個人の墓碑で   

ある。この398基中、今回の石造品調査の主たる対象   

遺品である明治以前の墓碑・供養碑は181基で全体   

の4割を占めている。この中には堅子墓地で唯一確  

「  寛永十四年 （1637）   

帰真安全道心禅定門霊位  

四月十九日  」  

と刻んでいる。これらの圭頭状墓碑はその後も道立  

されているが、22区の正徳二年（1712）銘砂岩製墓   

碑を最後にみられなくなる。これら以後は櫛形墓碑   
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が主流となり、近世後期で方柱状墓碑が出現している。   

櫛形墓碑とは位牌形墓碑ともいわれ、頂郡が弧状の   

ものをいう。紀年銘のある遺品の初規は、53区で確   

認した蛇紋岩製の元禄四年銘（1691）がある。  

は墓地の斎場に安置され、今世と冥土の填であるこ   

とを示す存在である。砂岩製の旧六地蔵菩薩像には  

享保五年（1720）の紀年銘以外に「三界万霊有縁」、  

「無縁各各霊位」、「村中」などの銘が刻まれている。  

これらの銘文から、享保五年に当墓地の斎場が堅子   

村の人々の総意により有縁無縁に関係なく葬送が行  

える場として整備されたことが判る。斎場脇にはこ   

の当時のものかどうかは不明であるが、1基の花崗   

岩製の板石状棺台が還っている。この棺台は平成四   

年銘（1992）の棺台が新造されるまで、斎場施設と   

して機能していたようである。平成六年銘（1994）   

の石英斑岩製新六地蔵菩薩は、平成四年銘の石英斑   

岩製棺台および前机（供物台）と順次セットで旧墓   

地施設の老朽化に伴い新造され、当墓地斎場施設を   

整備したとみられるもので、現在の堅子墓地におけ   

る葬送儀式を担っている。  

宝珠寺周辺   

堅子地区のほぼ中央部、堅子漁業協同組合の横に   

位置する。鳥羽市相差地区の梵潮寺を本寺とする臨   

済宗寺院である。現在、堅子地区一体が檀家であり、   

境内には本堂、庚申堂、集会所がある。調査対象遺   

品としては、本堂裏に道立された五輪塔・尊像類・   

板碑・供養碑など、さらに庚申堂内に安置された庚   

申像、漁業協同組合前の道標がある。これらの詳細  

については別載の「堅子・千賀地区石造品優品一覧   

表」を参照されたい。   

塔類 塔としては、本堂裏で確認した五輪塔があ   

る。無紀年銘であるため道立時期は不明であるが、   

各部の形態からみて室町時代末期から江戸初期の道  

立と考えられる。空風・水・地輪は流紋岩質溶結凝  

灰岩製で、火輪は玄武岩質i疑灰岩である。五輪塔の   

道立は基本的には材質を同じくする石材を用いてい   

ることからみると、一具のものとはみられず2基の   

五輪塔を組み合わせたものであろう。   

像類 像としては、本堂裏の丸彫地蔵菩薩像2体、   

弘法大師像1体、庚申堂安置の青面金剛像1体があ   

る。砂岩製丸彫地蔵菩薩立像のうち、像高48．4cmを   

測るものは頭部および両手首を欠損している。像の  

腹部には  

「 元禄四幸夫年  

○ 扇應祖専  

十月十五日 」  

を刻む。銘文の「O」は通常、月輪といわれ内部に梵  

字の種子を刻むことが多くある。しかしこの遺品に  

はみられない。その後は同時期の元禄十二年（1699）   

銘を有する砂岩製遺品を確認した。さらに三十三年   

後の享保七年銘（1722）を刻む36区の砂岩製櫛形墓   

碑があるが、この櫛形墓碑が近世を通じて道立され、   

個人や夫婦墓碑の主な形態となっていく。近世以降   

も砂岩製櫛形墓碑は道立され、22区の昭和二十年   

（1945）を最後にみられなくなる。  

方柱状墓碑は、その名のごとく平面の一辺を同じ   

くする方柱状の墓碑である。近世期には、いずれも   

砂岩製であるが15区の天保三年銘（1832）と17区の   

安政五年銘（1858）の2基を確認したのみで、他は近  

代以降の個人墓碑に多くみられる形態である。当墓  

地では明治以降現在に至るまで、砂岩製や花崗岩製   

の方柱状墓碑148基が道立されており、現在も個人   

墓碑や供養碑の主な形態となっている。  

他の墓碑関係遺品としては、斎場にある花崗岩製   

自然石墓碑が4基ある。いずれにも銘文は刻まれて   

おらず、道立時期や誰の墓碑などかは不明である。  

このうち高31．5cm幅34．7cmを測るものは通称「三吉  

塚」と伝えられている遺品で、現在も地区の人々に   

より供養されている。  

堅子墓地における墓碑類は銘文から見る限り、そ  

の多くが個人墓碑や夫婦墓碑、子供墓碑として道立  

されている。また、近代以降の遺品には各家の先祖   

供養を目的とする道立遺品も含まれる。  

斎場施設として確認したものには新旧六地蔵菩薩   

像2組、新旧棺台2基、前机（供物台）1基がある。  

これらの遺品は墓地の成り立ちや整備を考える上で  

重要な遺品である。六地蔵菩薩とは六道輪廻を救済   

する6体の地蔵菩薩像で表現したものである。通常  「 元禄十二卯年 （1699）  

－129－   



瑞岸禅定門  

三月廿日  」  

種子板碑は碑高102．9cm、碑幅21．9cm、碑厚10．8   

cmを測る緑泥片岩製である。止血上郡月輪内に胎蔵  

界大日如来の種子「アーンク」を浅く彫り込んでい  

る。他に銘文はみられず道立時期は不明であるが、   

中世の板碑にみられる種子や造形にみる力強さはな  

く、江戸期頃に入っての道立品と考えられる。   

五輪塔板碑は緑泥片岩製で下部は欠損している。   

碑高61．Ocm、碑幅39．7cm、碑厚8．2cmを測り、線刻さ   

れた五輪塔の法量は塔高59．6cmである。塔板碑にも   

紀年銘はみられないが、種子板碑と同様に江戸初期  

頃の道立と考えられる。   

圭頭状供養碑は花崗岩製で碑高71．4cmを測り、正  

面に次の銘文がある。  

が刻まれている。銘文から個人墓碑として道立され   

たことが判る。もう1体は著しく破損するものの高   

50．1cmを測る。元は堅子と千賀の分かれ道付近に所   

在した地蔵堂の本尊といわれているが、現在この堂   

は廃され存在していない。無紀年銘であるが近世中   

期頃の道立とみられる。  

弘法大師像は砂岩製の坐像である。真言宗の宗祖   

である弘法大師空海を顕彰して道立された尊像であ  

る。紀年銘はないが台石の正面に「山下弥助」なる  

人名が刻まれている。道立時期は近世とみられる遺   

品である。このような石造品の存在は当寺が現在の   

臨活宗となる以前に、真言系の寺院であった可能性  

を示すと考えられ、地域の信仰の変化や、布教によ  

る転派が行われたと考えられる。   

宝珠寺入口付近にある庚申堂内に砂岩製の青面金   

剛立像が安置されている。台石は花崗岩製で正面に   

鳥と鹿を陽刻する。青血金剛立像は像高71．3cmを測   

り像脇に次の銘文が刻まれている。  

「  元禄十三年庚辰年十月 （1700）   

卍 無食供養  」   

」れは、元禄十三年十月に当寺において行なわれ  

たであろう、無食（断食）供養を記念して道立され   

たことを物語る。  

漁業協同組合前に蛇紋岩製の道標が安置されてい   

る。高56．1cm最大幅50．Ocmのもので、正面に次の銘   

文が刻まれている。  「享保二年 志 堅子村  

酉十一月十日 奥村与四郎立之」   

「文化三丙寅三月日 （1806）   

右 まとや  

道   

左 かたこ   

鳥羽両町   

いせ  

講中  

あき者  」   

この銘文から、享保二年（1717）堅子村の奥村与四   

郎なる人物による道立であることが判る。通常、庚  

申の日や庚申の年に道立されることが多い尊像であ  

る。庚申供養とは、60日毎に訪れる庚申の日に身を  

慎み夜通し起きていることにより、福や長寿を得る   

とされる信仰のことである。古くは平安時代頃に始   

まり、近世になり一般的に普及していった。村々の   

講衆による集団供養が主体で、庚申待・庚申祭とい  

われる。青面金剛像や「庚申」という文字を刻むこ  

とが多くある。宝珠寺と本末関係を保つ梵潮寺門前  

にも庚申堂があり、明和元年（1764）銘の青面金剛   

像を安置している。当地域において庚申供養が盛ん   

に行なわれていたことを示す遺品として貴重である。   

碑類 碑は、本堂裏で種子板碑・五輪塔線刻板碑各  

1基、圭頭状供養碑1基、漁業協同組合前で道標1  

基を確認した。  

銘文からも判明するように、元は堅子と的央の分   

かれ道に安置されていた遺品である。また、鳥羽両   

町のいせ・あき者講中の人々により道立されたもの   

である。  

以上、宝珠寺周辺の石造品の概略を述べた。境内   

に還る遺品は比較的地域内における古い時期の信仰   

にかかわる資料が集中していた。現在の臨活宗以前   

の信仰、つまり真言系寺院に関係するとみられるも   

－130－  



第61図 千賀墓地各区配置略図   

のもあった。このようなことから、堅子地区の古い   

．段階の信仰形態を垣間みる資料として貴重である。  

（2）千賀地区   

当地区では千賀墓地に還る石造品の調査を実施し   

た。  

干賀墓地   

千賀墓地は千賀漁港前のエリアに所在し、浜に近   

い平場に斎場を設け、そこから北側の尾根上に墓域  

を形成している。その東側最奥部の一角に石垣で区  

画された箇所があり、これは「千賀志摩」にかかわる  

墓域といわれている。この区画以外は千賀地区の各   

家の墓所が尾根上に展開して道立されている。当墓   

地も入会のない地区単ノ独の葬送地であり、千賀地区   

の墓所として利用されている。 調査点数は中世末   

から現代までの塔・像・碑・その他を含めた総数302   

点を確認した。そのうち中世末から近世のものは124  

点を数え全体の4割強に柵当し、その在り様は聖子   

墓地とも共通している。以下、この124点を中心に   

塔・像・碑・斎場設備に分け、千賀墓地石造品の概  

略を述べることにする。詳細は別載の「千賀墓地近  

世期石造品一覧表」を参照されたい。  

塔類 塔としては1区の「千賀志摩」墓所で五輪塔  

およびその部材を6基確認した。材質は一定ではな   

く、安山岩や流紋岩、砂岩を用いている。流紋岩製   

の塔高60．4cm地輪幅20．3cmを測る遺品が道立当初の   

形態を保っているとみられ、各輪四方に四門の梵字  

を刻んでいる。また、正面に「キヤカラバア／道祐／  

禅門」と刻むものもあり、いずれにも紀年銘はみられ  

ないが江戸初期頃の道立とみられる。これらのうち   

千賀墓地最古とみられる遺品は五輪塔残欠類で室町  

時代末期頃の道立と考えられる。他には現代の五  

輪塔2基を確認するのみであった。   

像類 像関係は、2体の地蔵菩薩像と2組の六地蔵   

菩薩像があげられる。六地蔵菩薩は墓地斎場施設の   

ため後述する。近世の地蔵菩薩像としては、18区で   

確認した天保十年銘（1839）の砂岩製の立像がある。   

他にも銘文が刻まれており、それより夫婦と子供の   

墓碑として道立されたものであることが判る。もう   

1基は現代の道立品である。他には先述した堅子墓  

地にみられたような多種類の像類は確認されなかっ  

た。   

碑類 碑は圭頭状・櫛形・方柱状の個人墓碑と方柱  

状三界万霊碑を1基確認した。中世末から近世期の   

遺品124点中九割以上の117点が千賀地区の人々の   

墓標・供養碑で占められている。紀年銘のある個人   

墓碑のうち、当墓地の古い時期に道立された遺品は、  

塔類と同じく1区の「千賀志摩」墓所で確認した。慶  

安五年銘（1652）の流紋岩製圭頭状墓碑がそれで  

慶安五年  霊   

バク帰真宣久信男  

八月廿三日 位」  

が刻まれている。銘文にみられる釈迦如来の種子「バ  

ク」は月輪内に刻まれている。これに次ぐものは同じ   

1区に還る流紋岩製万治三年（1660）2基、砂岩製寛  
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文二年銘（1662）があり、いずれも圭頭状墓碑である。  

これら以外の童顔状墓碑としては、44区の寛文八年  

銘（1668）・42区の延宝八年銘（1678）・26区の元禄  

四年銘（1691）、元禄九年銘（1696）、元禄十二年銘  

（1699）・元禄十三年銘（1700）・17区の正徳二年銘  

（1712）の合わせて10基が残されている。この正徳  

二年銘を最後に圭頭状墓碑はみられなくなる。この  

傾向は堅子墓地と同様である。この道立時期と前後   

して櫛形墓碑が登場し千賀墓地内の個人墓碑の主流   

になっている。  

最古銘の櫛形墓碑は1区で確認した砂岩製の元禄  

十二年銘（1699）がある。  

近現代においても櫛形墓碑は道立され続ける。  

近世期の方柱状墓碑・向供養碑は、18世紀末以降   

の石造品として登場し、5基確認した。当墓地内最   

古銘としては11区で確認した砂岩製の方柱状三界万  

霊碑がある。寛政十年銘（1794）が刻まれるが、道立  

主にかかわる人々の過去・現在・未来を供養する目   

的により道立されたものである。方柱状墓碑の道立   

時期の変遷も堅子墓地と同様で近代以降主流になり   

現在に至っている。  

千賀墓地の斎場設備としては、新旧六地蔵菩薩2  

組、棺台、前机（供物台）を確認した。  

旧六地蔵菩薩は斎場奥の一角に安置されている。砂  

岩製で以下の銘文が刻まれている。向かって右より  

「  元禄十二卯年  

帰一瑞岩禅定門霊位  

五月廿二日 」  

〈1〉 「施主 濱中 兵作 善助」  

〈2〉 「施主 D□ 太郎兵衛 善兵衛」  

〈3〉 「施主 浜中 弥三郎」  

〈4〉 「妙蘭禅定尼 智清祥走尼 施主長助」  

〈5〉 「元禄十五壬午年 八月廿四日 施主  

六三郎」（1702）  

が刻まれる。材質に相違があるものの、元禄期の道   

立初現は堅子墓地と同じである。これ以後、近世期   

には砂岩製を中心に90基程が道立されている。また  
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〈6〉 「施主 祐林」  当墓地の石造品の形態や材質からみる時代変遷で   

あるが、第62凶の形態および第63凶の材質変遷グラ   

フにみるとおりで、墓地形成の中心となる個人墓碑   

の形態や材質変遷に特徴あることが判る。  

形態の変遷   

個人墓碑の形態変遷をみてみると、近世期の個人   

墓碑209点中、有紀年銘個人墓碑170点の形態変遷は   

第62図の1652年から1868年に示すとおりである。こ   

のグラフには表記していないが、近世期有紀年銘石   

造品に先行する遺品として、五輪塔や地蔵菩薩像が   

あった。これ以後、当地が墓地として機能していく  

ようである。まず、17世紀前半に圭頭状墓碑が道立  

され始める。その後圭頭状墓碑の消滅と前後して、   

17世紀末から18世紀初めに櫛形墓碑が登場し、わず   

かであるが20世紀の中頃まで道立され続けている。   

また丸彫地蔵菩薩像を用いた個人墓碑もこの時期に   

登場するが、19世紀以降は道立されていない。櫛形   

墓碑に続く墓碑形態としては19世紀中頃になり方柱   

状墓碑が登場している。しかし、近世期の道立例は2   

例確認したのみである。近代以降は墓碑形態の主流  

が刻まれ、元禄十五年に七人の村内の施主や僧侶ら   

しき祐林により道立されたことが判る。葬送行事を  

行なう設備である六地蔵菩薩がすえられ、村墓の斎  

場として整備され機能していったと考えられる。新  

造の六地蔵菩薩・棺台・前机（供物台）は、その形   

状や材質が堅子墓地斎場で確認したものと酷似して   

おり、同時期に当斎場の設備として道立されたので   

あろう。  

この項では堅子墓地や宝珠寺、さらに千賀墓地に   

還る石造品の概略を述べた。次項においては、堅子   

墓地と千賀墓地に還る石造品を形態・材質別に分類   

し、特に近世期を中心とした有紀年銘個人墓碑の変   

遷をみてみたい。各石造品の特徴や銘文などについ  

ては、別載の「堅子墓地近世期石造品一覧表」「千賀  

墓地近世期石造品一覧表」を参照されたい。  

4 墓地石造品の形態および材質   

（1）堅子墓地  
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となり現在に至っている。この全体の流れのありよ   

うは、現在日本中あらゆる地域の墓地でもみられる  

普遍的な傾向で、方柱状墓碑は墓碑形態の主流とし   

て道立されている。   

墓碑の全体的な形態からみた変遷は以上のような  

状況であるが、それぞれの墓碑面の整形方法につい  

て、圭頭状・櫛形・方柱状の墓碑に共通してもいえ  

ることであるが、いくつかの種類がみられる。箇条   

書きにすると、〈1〉一段もしくはこ段の彫り込みの   

有無、〈2〉蓮華座の有無、〈3〉蓮華座の彫り方の相   

違などである。これらはそれぞれの墓碑形態の時代   

的特徴も表しているが、基本的には墓碑面の装飾を   

目的とするとみられ、道立時におけるデザイン上の   

オプション的な成形で、戒名の字数や内容などの都  

合によっていたと考えられる。石工の技術的なもの  

もさることながら、道立者の死者（仏）に対する供  

養の念を示すひとつの形として表れているものであ  

ろう。  

材質の変遷  

堅子墓地の近世期道立墓碑にみる材質の変遷は第   

63図の1652年から1868年のグラフにみるとおりで  

ある。このグラフには表記されていないが、堅子墓   

地最古の遺品である五輪塔類や地蔵菩薩像は点紋片   

岩製である。その後の材質変遷を有紀年銘中心にみ   

てみると、17世紀中頃～18世紀初め頃にかけては、   

花崗岩・砂岩・石英斑岩・蛇紋岩製墓石が利用され   

ている。その後は近世期を通じて砂岩製の墓碑を中   

心に個人墓碑が道立されている。19世紀前半頃にわ   

ずか3例であるが花崗岩製の墓碑が造られている。   

砂岩製は近代に入っても道立され続け、現在の遺品   

にもその道立例がみられる。花崗岩製の墓碑は20世   

紀初め頃から道立され初め、20世紀中頃以降は砂岩  

製墓碑を凌ぐ存在となる。  

（2）千賀墓地   

当墓地の石造品の形態や材質からみる時代変遷で   

あるが、その様子は第64図と第65図のそれぞれの変   

遷グラフにみるとおりである。堅子墓地と同様に、   

墓地形成の中心となる個人墓碑の形態や材質変遷に   

特徴あることが判る。さらに個人墓碑や六地蔵菩薩   

の紀年銘が、堅子墓地と比べると10年あまり先行す   

る傾向にあった。村墓として成立後の様子は、堅子   

墓地と同様に、墓碑道立に増減があるものの現在に  
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至るまで変わることなく道立されている。  

形態の変遷   

千賀墓地では中世末から近世期とみられる個人墓  

碑を124点確認した。そのうち当墓地の形態からみ  

る最古遺品としては、1区「千賀志摩」墓所で確認  

した五輪塔があり、室町時代末期頃の道立である。  

これに次ぐ遺品としては近世期の遺品118点がある。  

そのうち有紀年銘遺品は108点で第64図のグラフの  

うち1632年から1868年にみるとおりである。   

まずは、17世紀の中頃に圭頭状墓碑が道立、18世  

紀の初め頃に消滅する。それと前後して櫛形墓碑が   

道立され始める。その後近世期を通じて道立され20   

世紀末を最後に造られなくなる。遺品例は少ないが、   

18世紀末頓に方柱状供養碑が登場する。その後50   

年近く造られていないが、19世紀中頃から徐々に道   

立され、近代以降は櫛形墓碑の墓碑面上に様々な装   

飾や刻銘の状況がみられた。そこにはそれぞれの墓  

碑に込められた道立者の死者（仏）に対する供養や  

祖先崇拝の念を感じ取ることができるのである。  

材質の変遷   

千賀墓地の紀年銘のある近世期個人墓碑の材質変   

遷は第65図の1632年から1868年のグラフにみると   

おりである。ここには表記していないが、当墓地最  

古の遺品は安山岩や玄武岩、流紋岩製の五輪塔があ  

る。これらの五輪塔は一部に砂岩製の部材も用いて   

いる。当墓地の有紀年銘中、最も言い違品は流紋岩   

製である。さらに17世紀後半になり石英閃緑岩や砂   

岩製墓碑が道立されている。その後は近世期を通じ   

て砂岩を中心に道立され続けている。その間、石英   

閃緑岩製墓碑もわずかに道立されている。18世紀中   

頃には花崗岩製墓碑も登場するが近世の遺品例とし   

ては砂岩製には及ばない。花崗岩製墓碑は20世紀中   

頃以降になり千賀墓地個人墓碑の主流になっている   

5 小結  

以上、堅子および千賀墓地で確認した近世期墓碑   

の形態や材質からみた墓碑の変遷を述べた。両基地  

は近世初頭の圭頭状墓碑材質に相違があるものの、   
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他の形態および材質からみた墓碑変遷は類似する傾   

向を示している。向墓地共に17世紀末に童顔状墓碑  

の道立ピークを迎えその後消滅している。その後は  

いずれの墓地も18世紀初めに成された墓地の斎場施   

設の整備に伴い徐々に墓碑道立が増加する傾向にあ   

った。その背景には当地の墓地が一部の有力者層の   

墓所から、完全に村全体の送葬地、村墓として機能   

していくことを示している。地縁的共同体である村   

の中で培われた葬制もこの頃には充分に成立してい  

たといえるだろう。まさしく近世的な墓所の様相が  

ここに完成している。そのような時期に砂岩製の櫛   

形墓碑が登場するのである。一般の人々の墓碑道立   

意識にともなう需要の増加によって、墓碑供給側が   

それまで使用していた石材から、量産可能な石材、   

つまり加工し易い材質による墓碑供給への変化がみ   

られたのである。両墓地における櫛形墓碑は、近世  

期の墓碑の主流となるが、その道立ピークには相違  

がみられる。堅子墓地では、1780年代と1830年代に  

ピークがみられ、千賀墓地は1860年代の幕末期にみ   

られる。それぞれの時期に例えば疫病流行や災害な  

ど、何らかの原因による死者の増加が考えられる。  

また、その後の近代以降墓碑形態の主流になる方柱  

状墓碑であるが、1930年から1940年代に道立ピーク  

を迎える。特に堅子墓地においてその傾向が顕著で  

ある。これは両墓地に還るこの時期の石造品銘が物   

語っており、太平洋戦争時に両地区から兵士および   

軍属として徴用された人々の墓碑がほとんどである。   

墓碑道立の増減は人々の自然死だけではなく、さま   

ざまな外的要因によってもあらわれている。  

このような墓地形成の歴史的傾向は、当地だけに   

限ったことではない。大和地方および周辺地域にみ   

られる近世期の墓地形成傾向にも共通するものであ   

る。奈良県北部域において実施された様々な石造調   

査の結果からも明らかなように、中世末の動乱期が   

終わり、様々な墓郷をもつ中世的な惣墓が解体され、   

徐々に各村々による墓地の整備形成が進んで行くの   

である。その背景には寺院の改宗や墓地に関わる僧   

侶の存在もあり、各村々との関わりに変化が生じる   

のである。このような状況で、近世村落としての組   

織が整い、一般の人々の生活が安定する18世紀初め  

噴から、多くの村において墓地斎場施設が整備され  

始め、村墓として成立し葬送儀礼を行なっていくの   

である。また、この時期はそれまでの墓碑形態にも   

変化が生じ、砂岩製の櫛形墓碑が主流になる時期で   

もある。しかし、今回の調査地である堅子および千   

賀墓地の形態および材質からみた傾向を大和地方お   

よびその周辺の墓地傾向に当てはめるのは早急であ   

る。面的にみても三重県の一地方の墓地傾向を示し   

ただけである。今後、このような調査が三重県各地   

で実施されることによって、様々な角度から仏教民  

俗的検証を加えることが必要である。今後、更なる  

墓地や墓碑データを含む仏教民俗調査が行なわれる   

ことを期待したい。（岡本広義）   

【参考文献】  

・『奈良市石造遺物調査報告書』（奈良市教育委員会、  

1989年）  

・『生駒市石造遺物調査報告書』（生駒市教育委員会、  

1996年）  

・「畿内とその周辺の近世石工一本拠地別の石工銘集成   

－（第1版）」（石造物研究会・摂陽文化財調査研究所、   

2000年）  

・関口慶久「奈良盆地における法名・戒名の類型学的考   

察」『近畿地方における中・近世墓地の基礎的研究』  

（2001年）  

・『三重県の地名』（平凡社、1983年）  

・『鳥羽市史』上・下巻（鳥羽市役所、1991年）  
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写真図版48  

堅子墓地46区櫛形墓碑  堅子墓地12区圭頭状墓碑  堅子墓地斎場圭頭状墓碑  

堅子墓地斎場圭頭状供養碑  堅子墓地53区櫛形墓碑  堅子墓地55区櫛形墓碑  

堅子墓地斎場旧六地蔵菩薩像  
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千賀墓地1区 圭頭状墓碑（万治3年・1660）   千賀墓地1区 五輪塔  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定   

堅子墓地  斎場  ロ  棺台  花崗岩  No．1。旧棺台  花崗岩   

堅子墓地  斎場  2  棺台   平成4年  1994  平成  石英斑岩  【正面】  No．2。新棺台  石英斑岩   

寄贈  
平成四年八月吉日  

故濱田者津枝  

堅子墓地  斎場  3  前机   平成4年  1994  平成  石英斑岩  No．3   石英斑岩   

堅子墓地  斎場  4  六地蔵菩薩  No．4。新六地蔵  

像   寄贈  菩薩。   
鳥羽市聖子町  

世古眞敏  
平成六年春彼岸  

聖子墓地  斎場  5  六地蔵菩薩  ①  No．5。旧六地蔵  

像   無縁各各霊位  菩薩。  

②  
村中  

④  
三界萬霊有縁  

⑤  
享保五年  

⑥  
子五月廿四日  

堅子墓地  斎場  6  丸彫一等像  江戸  砂岩  ‰．6。上半部欠  

失  

堅子墓地  斎場  7  丸彫地蔵菩  【正面】  No．7  

薩像   萬重患関禅尼  

【左面】  
安永九子四月十五日  

堅子墓地  斎場  8  一石五輪塔  江戸  砂岩  No．8  

聖子墓地  斎場  9  圭頭状墓碑  寛永14年  1637  江戸  花崗岩  【正面】  No．9   花崗岩   

寛永十四年  
蹄真安全道心禅定門霊位  

四月十九日  

聖子墓地  斎場  10  圭頭状墓碑  寛文5年  1665  江戸  花崗岩  【正面】  恥．10。銘文磨滅  

寛文五年  のため判読不  

逆修［］  明。   

［］  

聖子墓地  斎場  田  圭頭状三界  江戸  砂岩   【正面】   No．11  

萬霊供養碑  先祖  
三界寓霊   

代々  

聖子墓地  斎場  12  五輪塔残欠  江戸  砂岩  No．12。空風輪。  

堅子墓地  斎場  13  無縫塔   昭和30年  1955  昭和  花崗岩  【正面】  No．13。宝珠寺14  

南禅住持富山蒙龍和尚禅  

師  
【台石正面】  

十四世  

【台石右面】  
笹渕豪龍  

【台石左面】  
昭和ナ什年  
十一月十五目  

堅子墓地  斎場  14  無縫塔   天明3年  1783  江戸  砂岩   【正面】  No．14。宝珠寺第  
前住  7世墓塔。（鳥  
敬宗恭公首座  羽市史による）  

賓珠  
【台石正面】  
十一月十四日  

【台石左面】  
天明三甲辰天  

聖子墓地  斎場  15  無縫塔  江戸  砂岩   【正面】  No．15。宝珠寺12  

前任富山祇堂雄長老禅師   世墓塔。大正元  

第18表 堅子墓地近世期石造晶一覧表（1）  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

【台石正面】  牛没（鳥羽市史  

十二世  による）  

聖子墓地  斎場  16  無縫塔  江戸  砂岩   【正面】  No．16。宝珠寺11  
前任富山謙譲束堂和尚禅  

師  年没（鳥羽市史  

【台石正面】  による）  

十一世  

堅子墓地  斎場  17  無縫塔   文政2年  1819  江戸  砂岩   【正面】  No．17。宝珠寺第  

嘗庵月淡智囲首座  8世墓塔。（鳥  

【台石右面】  羽市史による）  

八月初五日  

【台石左面】  
文政二辰年  

聖子墓地  斎場  18  無縫塔   天保12年  1841  江戸  砂岩   【台石正面】  No．18。  

三界万霊  

【台石右面】  
道言有童子  

［］八才十一月廿  
九日  

［］童女  
【塔身背面】  
天保十二丑年六月四日寂  

聖子墓地  斎場  19  自然石墓碑  花崗岩  No．19   花南関緑  

四 臼   

聖子墓地  斎場  20  自然石墓碑  花崗岩  No．20。伝「三吉  

塚」。   四 臼   

堅子墓地  斎場  21  自然石墓碑  花崗岩  No．21   花崗閃緑  

しl」 臼   

聖子墓地  斎場  22  自然石墓碑  花崗岩  No．22   花南関緑  

LL」 臼   

聖子墓地  1区  ロ  櫛形墓碑  天保6年  1835  江戸  砂岩   【正面】  
智空禅定尼  
諦空禅定門  

良光信女  

【右面】  
天保六未八月十二日  

【左面】  
文政四羽七月十二日  

堅子墓地  1区  2  櫛形墓碑  天保11年  1840  江戸  砂岩   【正面】  
慈恩禅定尼  

【右面】  
十又月二日  

【左面】  
天保十一子年  

聖子墓地  1区  6  櫛形墓地   宝暦13年  1763  江戸  砂岩   【正面】  
妙貞信女  

【右面】  
九月十二日  

【左面】  
宝暦十三未天  

聖子墓地  1区  7  櫛形墓地  天明7年  1787  江戸  砂岩   【正面】  

得往信士  

雪吟信女  

【右面】  
天明七未十一月十四日  

【左面】  
宝暦十一巳九月廿八日  

堅子墓地  2区  ロ  圭頭状墓碑  寛文3年  1663  江戸  花崗岩  【正面】  No．23  

寛文三卯年  
虎恵林秀□信女  

十月十三目  

第19表 堅子墓地近世期石造晶一覧表（2）  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定   

堅子墓地  2区  5  丸彫地蔵菩  No．24   流紋岩質  

薩像   正徳元辛卯年  溶結凝灰  

虎林秀□信女  lJ」 臼   

十月十三目  

聖子墓地  2区  6  櫛形墓碑  文久2年  1862  江戸  砂岩   【正面】  
妙書信女  

【右面】  
五月二十日  

【左面】  
文久二成年  

堅子墓地  2区  7  圭頭状墓碑  元禄11年  1698  江戸  花崗岩  【正面】  

元禄十一寅正月三日  
同曾常心禅定門  

妙夏禅定尼  

元禄二巳七月九日  

堅子墓地  2区  9  櫛形墓碑  寛保元年  1741  江戸  砂岩   【正面】  
道源禅定門  

【右面】  
四月三日  

【左面】  
寛保元酉天  

堅子墓地  2区  四  櫛形墓碑  安政5年  1858  江戸  砂岩   【正面】  
真月浄観信士  

【右面】  
俗名文吉  

【左面】  
安政五午正月十四日  

聖子墓地  3区  ロ  櫛形墓碑  明和4年  1767  江戸  砂岩   【正面】  下部欠失。  
天真白道［1  

【右面】  
俗名［］  

【左面】  
明和四亥十二［］  

堅子墓地  3区  2  櫛形墓碑  文政7年  1824  江戸  砂岩   【正面】  
義運禅定門  

l右面】  

正月十一目  

【左面】  
文政七甲申年  

堅子墓地  4区  ロ  櫛形墓碑  嘉永4年  1851  江戸  砂岩   【正面】  

雲峯霊恰禅人  
伯山妙雲禅女  

【左面】  
嘉永四辛亥年俗名  
十一月廿六日重三  

郎  

聖子墓地  4区  3  櫛形墓碑  慶応3年  1867  江戸  砂岩   【正面】  

春岳宗椿信士  
春峯恵水信女  

【右面】  
慶応三卯三月四日  

俗名つい  

【左面】  
慶應二寅三月二目  

俗名藤吉  

堅子墓地  4区  4  丸彫地蔵菩  江戸  砂岩  No．25  

薩像  

聖子墓地  5区  3  櫛形墓碑  弘化3年  1846  江戸  砂岩   【正面】  
月窓妙輪信女  

【右面】  
十二月十一日  

【左面】  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

弘化三丙午年  

堅子墓地  5区  4  櫛形墓碑  文化5年  1808  江戸  砂岩   【正面】  
紅岳妙薬信女  

蹄空法屋光輪信士  

□観信女  

【右面】  
女天明八戊申八月廿六日  

【左面】  
女天明三巳年十月廿日  

士文化五戊辰年正月十八  
日  

聖子墓地  5区  5  丸彫地蔵菩  【台石正面】  坐像  

薩像   天明［］  

聖子墓地  5区  6  丸彫地蔵菩  【台石正面】  坐像  

薩像   蓮山智息信士  

華岳妙蓮信女  

【右面】  
天明八申六月廿六日  

聖子墓地  5区  7  丸彫地蔵菩  【台石正面】  坐像  

薩像   祐林自香信女  
玉蓉禅童女  

【右面】  
天明五巳七月廿九日  

【左面】  
天明七未月二日  

堅子墓地  5区  8  丸彫地蔵菩  坐像。台石に銘  

薩像   文あるが埋没の  
ため不明。  

堅子墓地  6区  ロ  圭頭状墓碑  寛文7年  1667  江戸  砂岩   【正面】  No．26  

寛文七未天七月四  
日  

高岸宗秋禅定門  
同蹄  両霊  
一渓妙鏡禅定尼  

聖子墓地  6区  3  櫛形墓碑  安政6年  1859  江戸  砂岩   【正面】  石英閃緑岩  
書嶽信士  

【右面】  
万太郎  

【左面】  
安政六未年口月十日  

堅子墓地  7区  ロ  櫛形墓碑  天保8年  1837  江戸  花崗岩  【正面】  
寂岸恵光信女  

【右面】  
十一月三日  

【左面】  
天保八酉年  

聖子墓地  7区  2  櫛形墓碑  寛政元年  1789  江戸  砂岩   【正面】  
心源責道信士  
賓山妙心信女  

【左面】  
寛政元己酉年十二月九日  

行年四十六  

聖子墓地  7区  3  櫛形墓碑  元文4年  1739  江戸  砂岩   【正面】  
宝暦妙珠信女  

同骨  
幻空禅定尼  

【右面】  
元文三年十月二日  

【左面】  
元文四未正月十六日  

聖子墓地  7区  4  櫛形墓碑  文化8年  1811  江戸  砂岩   【正面】  
本空了源信士  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

本源自性信女  

【左面】  
文化八未年十月二日  

聖子墓地  7区  6  櫛形墓碑  天明5年  1785  江戸  砂岩   【正面】  

仙岳書  

聖子墓地  7区  7  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  
寂然宣光禅人  

【右面】  
俗名久衛門  

【左面】  
［ ］  

正月十三日  

堅子墓地  8区  ロ  櫛形墓碑  文政13年  1830  江戸  砂岩   【正面】  
明雲智鏡信女  

【右面】  
俗名ふき  

【左面】  
文政十三寅九月十三日  

聖子墓地  8区  4  櫛形墓碑  安永7年  1778  江戸  砂岩   【正面】  
一相覚園信士  
囲峯妙覚信女  

【右面】  
安永七戊五月十五日  

【左面】  
［］  

堅子墓地  8区  5  櫛形墓碑  文化12年  1815  江戸  砂岩   【正面】  

桃岸妙天信女  
廣観禅定尼  
法空丁正信士  

【左面】  
天明五巳三月六日  
文化十二亥三月三日  

聖子墓地  8区  8  櫛形墓碑  明和5年  1768  江戸  砂岩   【正面】  
正覚信士  

同合  
妙霊イ言女  

【右面】  
安永四未五月十八日  

【左面】  
明和五六月八日  

聖子墓地  9区  ロ  櫛形墓碑  延享4年  1747  7工戸  砂岩   【正面】  

延享四卯年  

覚岸長囲信士  
平岸□延信女  

八月［］  

聖子墓地  9区  2  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  
霊岩祖光信士  
浄栄禅定尼  

聖子墓地  9区  3  櫛形墓碑  寛政13年  1801  江戸  砂岩   【正面】  

大徹道口信士  

【右面】  
俗名彦右衛門  

【左面】  
寛政十三酉正月廿二目  

聖子墓地  9区  4  櫛形墓碑  天保11年  1840  江戸  砂岩   【正面】  

大道義得庵主  

泰岸＝宣得大姉  

【左面】  
天保十一庚子稔十月十六  

日  

世古為右衛門  
行年六十一歳  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定   

聖子墓地  10区  ロ  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  

梅林徳翁信士  
正山妙覚信女  

堅子墓地  10区  2  櫛形墓碑  文化5年  1808  江戸  砂岩   【正面】  
空岩禅定門  

【右面】  
八月廿四日  

【左面】  
文化五辰年  

聖子墓地  10区  3  櫛形墓碑  宝暦6年  1756  江戸  砂岩   【正面】  
透囲信士  

【右面】  
六月二十日  

【左面】  
宝暦六子天  

聖子墓地  11区  ロ  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  

毒口信女  
ア室瑚□信女  

［］童女  

堅子墓地  11区  2  櫛形墓碑  安永8年  1779  江戸  砂岩   【正面】  
禅海定智信士  

禅室智定信女  

【左面】  
安永亥正月廿九日  

堅子墓地  11区  3  櫛形墓碑  天保6年  1835  江戸  砂岩   【正面】  
蓮室禅定尼  

祖屋如嬰信女  

【右面】  
天保六乙未七月十日  

【左面】  
享和三亥五月廿一日  

聖子墓地  11区  4  櫛形墓碑  宝暦8年  1758  江戸  砂岩   【正面】  

示英泰岳庵主  

【右面】  
俗名仲山彦太夫  

【左面】  
宝暦八寅十一月十五日  

聖子墓地  11区  5  櫛形墓碑  文政9年  1826  江戸  砂岩   【正面】  
諦岸了聴信士  

【右面】  
七月二十五日  

【左面】  
文政九成年  

堅子墓地  11区  7  櫛形墓碑  天保12年  1841  江戸  砂岩   【正面】  
真翁慈観禅人  

真岳智観信女  

【右面】  
天保十二午年六月［  

俗名［］  

【左面】  
［］二年  
俗名善五郎  

堅子墓地  11区  8  櫛形墓碑  文政4年  1821  江戸  砂岩   【正面】  
掃元JL、俸妙幻信女  

【右面】  
十一月十七日  

【左面】  
文政四巳  

堅子墓地  11区  10  櫛形墓碑  文久2年  1862  江戸  砂岩   【正面】  
機山承轄信士  

【右面】  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

俗名市太良  

【左面】  
文久二壬成年四月二日  

聖子墓地  11区  14  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  
繹尼智渉信女  

弧月口女  
真月清光信女  

【左面】  

中山ふさ  
きぬ  
さだ  

聖子墓地  12区  ロ  櫛形墓碑  文政4年  1821  江戸  砂岩   【正面】  台石は石英閃緑  
掃空梅窓信士  L⊥」 臼  

【右面】  
十二月十七日  

【左面】  
文政四巳年  

堅子墓地  12区  7  圭頭状墓碑  寛永9年  1632  江戸  砂岩   【正面】  No．29  

寛永九壬申年  
［］姿弥禅尼  

十月晦日  

聖子墓地  12区  9  櫛形墓碑  文久3年  1863  江戸  砂岩   【正面】  
幻窓妙影信女  

心源自性信女  

大童信女  

【右面】  
文久二戊三月十四日  

同後妻  

【左面】  
安政三四月廿五日  

［］  
文久三亥二月十五日  

［］  

聖子墓地  13区  4  櫛形墓碑  慶応2年  1866  江戸  砂岩   【正面】  
海月浄澄信士  

守心貞節信女  

【左面】  
慶鷹二丙寅五月五日  
幸助三十二才  

聖子墓地  13区  6  櫛形墓碑  文政7年  1824  江戸  砂岩   【正面】  
江月恵照信士  

【右面】  
俗名善祐  

【左面】  
文政七申八月十四日  

聖子墓地  13区  7  櫛形墓碑  文化4年  1807  江戸  砂岩   【正面】  
及影妙聞信士  
彰重患久信女  

【左面】  
文化四卯年八月八日  

聖子墓地  13区  8  櫛形墓碑  文化8年  1811  江戸  砂岩   【正面】  
慈眼禅定尼  

正山義法信士  

【左面】  
文化八巳十二月六日  

聖子墓地  13区  9  櫛形墓碑  明和7年  1770  江戸  砂岩   【正面】  

自嶺信士  

同禽  
嶺寿信女  

【右面】  
明和七寅十二月一汁二日  

聖子墓地  13区  10  櫛形墓碑  明和2年  1765  江戸  砂岩   【正面】  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

海岸信士  
同合  

定念信女  

【右面】  
明和二酉七月四日  

聖子墓地  13区  田  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  

了諦信士  
妙晴信女  

【右面】  
妙口童女  

聖子墓地  13区  12  櫛形墓碑  安永6年  1777  江戸  砂岩   【正面】  

了善信士  
妙誠信女  

【右面】  
明和九壬辰十二月  

【左面】  
安永六酉正月  

堅子墓地  13区  13  櫛形墓碑  嘉永元年  1848  江戸  砂岩   【正面】  
讃堂自覚信士  

讃重患覚信女  

【右面】  
嘉永元申七月廿二目  

【左面】  
文政七中二月二日  

堅子墓地  13区  14  櫛形墓碑  寛政2年  1790  江戸  砂岩   【正面】  
定識信士  
妙識信女  

【右面】  
天明九酉正月  

【左面】  
寛政二戊二月  

聖子墓地  13区  22  圭頭状墓碑  延宝5年  1677  江戸  石英斑岩  【正面】  No．27  

是時延宝五巳天  
蹄一湛月圃然禅定門霊位  

七月廿八日  

堅子墓地  13区  24  圭頭状墓碑  天和2年  1682  江戸  石英斑岩  【正面】  No．28  

天和二戊年  

囲春禅定門  
正月六日  

堅子墓地  14区  ロ  櫛形墓碑  文政10年  1827  江戸  砂岩   【正面】  
月相浄囲信士  

【右面】  
俗名周次良  

【左面】  
文政十亥七月九日  

聖子墓地  14区  2  櫛形墓碑  文化13年  1816  江戸  砂岩   【正面】  
一應観心信士  

【右面】  
八月二日  

【左面】  
文化十三丙子天  

聖子墓地  14区  3  櫛形墓碑  天保10年  1839  江戸  砂岩   【正面】  
賀陽玄慶禅人  

佳山妙慶禅女  

【右面】  
天保十戊六月六日去  

【左面】  
天保二卯正月廿九日  

堅子墓地  14区  4  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  

雪渓妙霜信女  
観室法音信士  

聖子墓地  15区  ロ  櫛形墓碑  嘉永6年  1853  江戸  砂岩   【正面】  

第25表 堅子墓地近世期石造晶一覧表（8）  

－150－   



所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

ロ雲禅定門  

【右面】  
俗名藤［］  

【左面】  
嘉永六午四月二十六日  

聖子墓地  15区  3  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  
梵重患輪信士  

同合  
貞囲禅定尼  

聖子墓地  15区  7  方柱状墓碑  天保3年  1832  江戸  砂岩   【正面】  
良覚禅定門  
文室  

聖子墓地  15区  8  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  左右面磨滅のた  
空宕信士  め判読不明。  

聖子墓地  16区  2  櫛形墓碑  慶応4年  1868  江戸  砂岩   【正面】  
正法常念信士  
法嶽妙盛信女  

【左面】  
慶鷹四辰四月十七日  

鎌谷幸治郎   

俗名卯助事  

聖子墓地  16区  5  櫛形墓碑  元文6年  1741  江戸  砂岩   【正面】  
黙室了然信士  
清室妙雲信女  

【右面】  
元文二巳八月廿八日  

【左面】  
元文六酉二月廿一日  

堅子墓地  16区  6  櫛形墓碑  嘉永2年  1849  江戸  砂岩   【正面】  
幻相信女  

智空禅定尼  

【右面】  
天保十一子正月廿四日  
俗名ツキ  

【左面】  
嘉永二酉六月十六日  
俗名カル  

聖子墓地  16区  7  櫛形墓碑  寛政10年  1798  江戸  砂岩   【正面】  
願誓信女  

法顔童子  

【右面】  
寛政十一己未七月十日  

【左面】  
寛政十一己未十月四日  

聖子墓地  16区  8  櫛形墓碑  元文5年  1740  江戸  砂岩   【正面】  
円泉妙光信女  

【右面】  
八月念七日  

【左面】  
元文五中天  

聖子墓地  16区  9  櫛形墓碑  寛政4年  1792  江戸  砂岩   【正面】  
花嶽栄春信士  

唯道信男  

【右面】  
天明八申十月十八日  

【左面】  
寛政四子二月十五日  

聖子墓地  16区  10  櫛形墓碑  安永10年  1781  江戸  砂岩   【正面】  
願心妙誓信女  

【右面】  
四月六日  

【左面】  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

安永十丑天  

聖子墓地  16区  四  櫛形墓碑  天保9年  1838  江戸  砂岩   【正面】  
観岳宗念信士  

秋夢禅定尼  

【右面】  
天保九戊八月廿九日  

【左面】  
文政四巳九月十日  

堅子墓地  16区  12  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  
禅室信士   

霊位  
妙禅信女  

聖子墓地  16区  16  櫛形墓碑  享和3年  1803  江戸  砂岩   【正面】  
別俸玄格信士  

【右面】  
十二月十日  

【左面】  
享和三亥年  

堅子墓地  17区  2  方柱状墓碑  安政5年  1858  江戸  砂岩   【正面】  

興正紹隆居士  

瑞峰貞相大姉  

【右面】  
安政五年戊午二月十五日  

瑞  
俗名仲山いき女  

【左面】  
興安政五年戊午十二月十  
一目  

俗名仲山清蔵  

聖子墓地  20区  8  櫛形墓碑  安政5年  1858  江戸  砂岩   【正面】  
諦九倍享信士  

【右面】  
俗名伊之助  

【左面】  
安政五年九月三日  

聖子墓地  21区  2  圭頭状墓碑  元禄11年  1698  江戸  花崗岩  【正面】  No．32  

元禄三年八月二目  
同合真宗正禅定門  

元禄十一年寅正月二  

日  

聖子墓地  21区  8  櫛形墓碑  文化2年  1805  江戸  砂岩   【正面】  
智海了然信士  
梅香信士  

【右面】  
明和五子十一月  

文化二丑十一月  

聖子墓地  21区  9  櫛形墓碑  天保10年  1839  江戸  砂岩   【正面】  
了蓮信士  

妙暢信女  

【右面】  
天保十亥年八月廿一日  

【左面】  
天保八酉年六月十八目  

聖子墓地  21区  12  櫛形墓碑  安永9年  1780  江戸  砂岩   【正面】  
即心信士  

月宗信女  

聖子墓地  21区  13  櫛形墓碑  安政5年  1858  江戸  砂岩   【正面】  
常興柴薫信士  

【右面】  
戊午八月念四日  

【左面】  
安政五年  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定   

聖子墓地  21区  16  櫛形墓碑  文政2年  1819  江戸  砂岩   【正面】  
義山妙方信女  

中山義方信士  

【右面】  
文政二卯九月十二日  

堅子墓地  22区  3  櫛形墓碑  文化12年  1815  江戸  砂岩   【正面】  
蹄空了重信男  

【右面】  
八月廿七日俗名浅吉  

【左面】  
文化十二亥年  

聖子墓地  22区  4  圭頭状墓碑  延宝8年  1680  江戸  砂岩   【正面】  No，31  

延賛八庚申天  
妙雪禅定尼  

十二月初八日  

堅子墓地  23区  2  櫛形墓碑  文化元年  1804  江戸  砂岩   【正面】  
春岳貞固信女  
定源良恵信士  

【右面】  
文化元子二月  

【左面】  
寛政十三酉二月  

聖子墓地  23区  3  圭頭状墓碑  貞享3年  1686  江戸  砂岩   【正面】  No．30  

貞享三刀年  
道秋禅定門  
九月五目  

堅子墓地  23区  4  櫛形墓碑  天保6年  1835  江戸  砂岩   【正面】  
園嶽玄明信士  
妙室恵相信女  

【左面】  
天保六未年四月三日  

聖子墓地  23区  5  櫛形墓碑  天保8年  1837  江戸  砂岩   【正面】  
全性信士  

【右面】  
俗名兵太良  

【左面】  
天保八酉十月廿六日  

聖子墓地  23区  6  櫛形墓碑  文化2年  1806  江戸  砂岩   【正面】  

孟山義孝信士  
義童貞心信女  

【右面】  
文化二丑三月  

【左面】  
寛政十午九月  

聖子墓地  23区  7  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  

格外了全信士  
繁室喜昌信女  

聖子墓地  26区  5  櫛形墓碑  宝暦5年  1755  江戸  砂岩   【正面】  
宝暦五乙亥天  

娠真書慶妙泰信女霊位  

六月廿七日  

堅子墓地  26区  6  圭頭状墓碑  延宝2年  1674  江戸  花崗岩  【正面】  No．34。  

延宝二寅年  

娠空在天毒高禅定尼臭  

十月四日  

聖子墓地  26区  8  圭頭状墓碑  正徳2年  1712  江戸  砂岩   【正面】  No．33  

正徳二辰十月六日  
一源道流信士  

同禽  
祥雲信士  

元禄十二卯五月廿  

二日  
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所在  地区 名  ‰．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定   

聖子墓地  26区  9  櫛形墓碑  天明9年  1789  江戸  砂岩   【正面】  
太源自覚信士  

夏屋妙貞信女  

【右面】  
天明九己酉五月廿二日  

【左面】  
紀伊国屋  

天明七丁未三月廿四日  

停泊郎  

聖子墓地  26区  四  櫛形墓碑  宝暦6年  1756  江戸  砂岩   【正面】  
雪岩禅定門霊  

【右面】  
十二月九日  

【左面】  
宝暦六子天  

聖子墓地  26区  12  櫛形墓碑  天保6年  1835  江戸  砂岩   【正面】  
妙玄信女  

全岳道□信女  
恵然信女  

【右面】  
全文政十亥五月八日  
恵天保六未十二月二目  

【左面】［］  

聖子墓地  26区  13  圭頭状墓碑  元禄10年  1697  江戸  花崗岩  【正面】  No．35。  

元禄十丑年  
物故岳雲道嶺禅定門芙  
七月四日  

聖子墓地  27区  ロ  櫛形墓碑  嘉永4年  1851  江戸  砂岩   【正面】  
貞□禅定尼  

【左面】  
嘉永四亥五月五目  

堅子墓地  27区  2  櫛形墓碑  天保5年  1834  江戸  砂岩   【正面】  

道桂童女  
月□信士  

【右面】  
天保五年八月九日  

【左面】  
文化十三年七月十日  

堅子墓地  27区  7  櫛形墓碑  享和3年  1803  江戸  砂岩   【正面】  
未帆船信士  
宗岸信士  

【右面】  
安永五申年五月十三目  

【左面】  
孝和三亥年九月初四日  

聖子墓地  27区  9  櫛形墓碑  宝暦7年  1757  江戸  砂岩   【正面】  
桂光童子霊  

【右面】  
九月十四日  

【左面】  
宝暦七丑天  

聖子墓地  27区  10  櫛形墓碑  文政2年  1819  江戸  花崗岩  【正面】  花崗斑岩   
嶺道丁心信士  
全芳妙機信女  

【右面】  
寛政十二申九月十四日  

【左面】  
文政二卯十二月十九日  

聖子墓地  29区  2  櫛形墓碑  嘉永2年  1849  江戸  砂岩   【正面】  

春巌普雪信士  
法性妙心信女  

【左面】  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

嘉永二酉一月三日  

堅子墓地  29区  3  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  
解空丁聡信士  

古月慈照信士  

【右面】  
春岳禅定門  

【左面】  
妙鏡禅定尼  

堅子墓地  29区  4  櫛形墓碑  嘉永2年  1849  江戸  砂岩   【正面】  
徳雲玄仙信士  

徳岳智仙信女  

【右面】  
天保九成六月十九目  

俗名［］  

【左面】  
嘉永二酉十月十五日  

俗名繁松  

堅子墓地  29区  5  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  
妙堂禅定尼  

妙桂禅定尼  

堅子墓地  29区  6  櫛形墓碑  寛政9年  1797  江戸  砂岩   【正面】  
融善因定信士  

智定信女  

【右面】  
寛政九丁巳二月二日  

【左面】  
寛政七乙卯霜月十八日  

堅子墓地  29区  8  櫛形墓碑  天保5年  1834  江戸  花崗岩  【正面】  
排法常輪信士  

大童妙法信女  

【右面】  
享和三亥正月廿二日  

【左面】  
天保五午五月廿九日  

聖子墓地  30区  2  丸彫地蔵菩  【正面】  No．36。定印坐  

薩像   【台石正面】  像。  
本然妙性禅尼  

桂岳善昌信士  

【台石右面】  
宝暦四甲成天  
二月廿六日  

【台石左面】  

［］  

堅子墓地  31区  7  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  
覚峯賓囲信士  

囲相妙覚信女  

聖子墓地  31区  8  櫛形墓碑  寛政8年  1796  江戸  砂岩   【正面】  
意相信女  

【右面】  
十二月廿五目  

【左面】  
寛政八酉年  

堅子墓地  32区  ロ  櫛形墓碑  天保9年  1838  江戸  砂岩   l正面】  

天徳自禅信女  

【右面】  
五月初七日  

【左面】  
天保九末年  

聖子墓地  32区  2  櫛形墓碑  明和2年  1765  江戸  砂岩   【正面】  上部欠失。  
明和二酉天  
［］霊  

［］  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定   

聖子墓地  32区  6  櫛形墓碑  寛政13年  1801  江戸  砂岩   【正面】  
除零信士  

観提信女  

【右面】寛政十三酉二月  

【左面】  
天明八申十一月  

堅子墓地  32区  7  櫛形墓碑  嘉永3年  1850  江戸  砂岩   【正面】  
天運諦保信士  

【右面】  
俗名勇蔵  

【左面】  
嘉永三成十一月十三目  

聖子墓地  33区  2  櫛形墓碑・  寛政13年  1801  江戸  砂岩   【正面】  

陽元禅定門  
妙光禅定尼  

【左面】  
寛政十三酉正月十八目  

堅子墓地  33区  3  丸彫地蔵菩  江戸  砂岩   【正面】  頭部欠失。坐  

薩像  瑚月妙珊信女  像。  

香露童女  

【右面】  
俗名和気  
くに  

【左面】  
俗名  
さき  

聖子墓地  33区  4  櫛形墓碑  寛政3年  1791  江戸  砂岩   【正面】  
宗栄書信士  

【右面】  
五月十一日  

【左面】  
寛政三幸亥天  

堅子墓地  33区  5  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  

賢峯道順信士  

聖子墓地  33区  6  櫛形墓碑  元治元年  1854  江戸  砂岩   【正面】  
教浄正信士  
妙口覚信女  

【右面】妻［  
【左面】  
元治元［］  
［］初四日  

堅子墓地  34区  6  櫛形墓碑  天明7年  1787  江戸  砂岩   【正面】  
梅岳智的信士  

花月妙春信女  

【右面】  
天明七未二月十三目  

【左面】  
天明六午二月八日  

聖子墓地  34区  7  櫛形墓碑  享和2年  1802  江戸  砂岩   【正面】  

清林禅定尼  

祖道禅定門  

【左面】  
孝和二戊三月  

聖子墓地  34区  8  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  

活哉清水信士  
宗毒禅定尼  

聖子墓地  34区  9  櫛形墓碑  文政13年  1830  江戸  砂岩   【正面】  

緑樹禅定門  

【右面】  

俗名藤助  

【左面】  
文政十三寅正月十七日  

第31表 堅子墓地近世期石造晶一覧表（14）  

－156－   



所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定   

堅子墓地  34区  10  櫛形墓碑  文化12年  1815  江戸  砂岩   【正面】  
源妙晴信女  

【右面】  
二月十日  

【左面】  
文化十二亥年  

堅子墓地  34区  12  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  正面以外は磨滅  
［］信士  のため判読不  

同禽 ［］  
［］信女  

聖子墓地  36区  ロ  櫛形墓碑  享保17年  1732  江戸  砂岩   【正面】  
ア疑雪信士美  

【左面】  
享保十七子五月十四日  

堅子墓地  36区  2  櫛形墓碑  享保7年  1722  江戸  砂岩   【正面】  
一應惟如禅定門  
泰恵禅定尼  

【右面】  
正徳元卯五月二十三日  

【左面】  
享保七壬寅五月廿五日  

堅子墓地  36区  3  櫛形墓碑  天明5年  1785  江戸  砂岩   【正面】  

悟翁信士  
同禽 各霊  
寂蓮信女  

【右面】  
天明五年巳七月十四日  

【左面】  
安永四年未十二月二日  

聖子墓地  36区  4  櫛形墓碑  延享2年  1742  江戸  砂岩   【正面】  
延享二丑年  

○葉陰信女  
十月廿五日  

聖子墓地  36区  5  櫛形墓碑  元文4年  1739  江戸  砂岩   【左面】  残欠のため他の  
元文四年［］  銘文判読不明。  

堅子墓地  36区  6  圭頭状墓碑  元禄11年  1698  江戸  砂岩   【正面】  

元禄十一［］  
妙周禅定尼  

十月朔日  

堅子墓地  36区  7  圭頭状墓碑  元禄14年  1701  江戸  砂岩   【正面】  No，37  

元禄十四辛巳年  
娠空妙園禅定尼霊位  

八月廿九日  

聖子墓地  37区  3  櫛形墓碑  安政4年  1857  江戸  砂岩   【正面】  
特峯全昌信士  
特雲艶昌信女  

【左面】  
安政四丁巳弥生十二日  

俗名給久二郎  

堅子墓地  37区  5  櫛形墓碑  安政6年  1859  江戸  砂岩   【正面】  
本覚宗薫信士  

【右面】  
俗名久八  

【左面】  
安政六未九月七日  

聖子墓地  37区  7  櫛形墓碑  文化10年  1813  江戸  砂岩   【正面】  
蹄空透鱗禅定門  

【右面】  
七月九日  

【左面】  

文化十酉年  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定   

聖子墓地  37区  8  櫛形墓碑  文政8年  1825  江戸  砂岩   【正面】  

覚岸宗智信士  

【右面】  
三月二十九日  

【左面】  
文政八酉年  

聖子墓地  37区  9  櫛形墓碑  天明4年  1784  江戸  砂岩   【正面】  
観7毎玄誓信士  

法観恵定信女  

【右面】天明四辰年二月  
廿九日  

聖子墓地  37区  10  櫛形墓碑  文政9年  1826  江戸  砂岩   【正面】  
顧海玄誓信士  
誓岸妙心信女  

【右面】  
文政九年戊八月廿六日  

堅子墓地  37区  四  櫛形墓碑  文□  江戸  砂岩   【正面】  
鉄船駕得信士  

【右面】  
七月十五目  

【左面】  
文□末年  

堅子墓地  37区  12  櫛形墓碑  寛政3年  1791  江戸  砂岩   【正面】  
□山智寛信士  

禅戒恵通信女  

【右面】  
［寛政］三幸亥七月十二  

日  

聖子墓地  37区  13  櫛形墓碑  文政11年  1828  江戸  砂岩   l正面】  

別峰宗俸信士  
丹岳恵方信女  

【右面】  
文化四卯四月十六日  

【左面】  
文政十一子十月廿一日  

聖子墓地  37区  14  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  
悟岳書道信士  

省雲妙孝信女  

聖子墓地  37区  15  櫛形墓碑  文化2年  1805  江戸  砂岩   【正面】  

弁格信男  
露光童子  

【右面】  
子天明五巳九月  

【左面】  
男文化二丑八月  

聖子墓地  39区  2  櫛形墓碑  天保9年  1838  江戸  砂岩   【正面】  
喝玄禅定門  

夏月信女  

【右面】  
天保九戊四月十三日  

【左面】  
文化六巳二月七日  

堅子墓地  39区  3  櫛形墓碑  延享4年  1747  江戸  砂岩   【正面】  

悟雲禅定門  
恵忍禅定門  

【右面】  
寛保十一子二月二十九日  

【左面】  
延事四卯十月十六日  

聖子墓地  39区  4  櫛形墓碑  安永8年  1779  江戸  砂岩   【正面】  
天心子瑞信士  

瑞慶妙心信女  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

【左面】  
安永八亥天五月念八日  

聖子墓地  39区  8  櫛形墓碑  天保14年  1843  江戸  砂岩   【正面】  
幻露童女  

【右面】  
四月十三目  

【左面】  
天保十四卯年  

堅子墓地  3、9区  9  櫛形墓碑  天保元年  1830  江戸  砂岩   【正面】  
春岳宗栄信士  

桂樹信士  
覚應徹心信士  

【右面】  
文政四巳十一月廿七日  

【左面】  
奉天保元寅二月廿四日  

桂文政元寅九月十五日  

聖子墓地  44区  2  櫛形墓碑  天保8年  1837  江戸  砂岩   【正面】  
法室妙観信女  

【右面】  
俗名［］  

【左面】  
天保八酉四月十一目  

聖子墓地  44区  3  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  

珪林妙香信女  

坂元  
道生童子  

堅子墓地  45区  ロ  櫛形墓碑  天明3年  1783  江戸  砂岩   【正面】  
丹山妙JL、信女  

【右面】  
六月□目  

【左面】  
天明三卯天  

聖子墓地  45区  2  丸彫如意輪  江戸  砂岩  No．38。頭部欠  

観音菩薩像  失。  

堅子墓地  45区  3  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  
長山道春信士  
妙霜禅定尼  

聖子墓地  45区  4  櫛形墓碑  弘化4年  1847  江戸  砂岩   【正面】  
渾雲玄湘禅人  

【右面】  
筆子中  

【左面】  
弘化四丁未年八月廿日  

聖子墓地  45区  6  櫛形墓碑  享和3年  1803  江戸  砂岩   【正面】  
道然禅定門  

妙善禅定尼  

【左面】  
享和三亥年四月  

堅子墓地  46区  ロ  櫛形墓碑  天明5年  1785  江戸  砂岩   【正面】  
来岳道如信女  

【右面】  
十月五目  

【左面】  
天明五巳年  

聖子墓地  46区  4  櫛形墓碑  元禄12年  1699  江戸  砂岩   【正面】  No．39  

元禄十二卯年霊  

物故涼渓禅定門  

五月二十二日位  

聖子墓地  46区  5  櫛形墓碑  寛政11年  1799  江戸  砂岩   【正面】  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

暢月響抄信女  

【右面】  
金五郎  

【左面】  
寛政十一未二月八目  

聖子墓地  46区  10  櫛形墓碑  天保5年  1834  江戸  砂岩   【正面】  

秋暁童子  

【右面】  
七月廿七日  

【正面】  
天保五甲午年  

聖子墓地  47区  2  櫛形墓碑  享保18年  1733  江戸  砂岩   【正面】  

享保十八丑年  
キリーク浄雲信士■  
二月十二日  

聖子墓地  47区  3  櫛形墓碑  天保15年  1844  江戸  砂岩   【正面】  
貞林禅定尼  

【右面】  
俗名つる  

【左面】  
天保十五年辰三月廿六日  

聖子墓地  47区  4  櫛形墓碑  天明5年  1785  江戸  砂岩   【正面】  No．50。上部に地  

天明五年  蔵菩薩坐像彫り  

俗名者や  込む。  
巳九月六日  

聖子墓地  47区  5  櫛形墓碑  文化3年  1806  江戸  砂岩   【正面】  
禅□明堂信士  

心室智安信女  

【右面】  
文化二丑四月八日長八妻  

【左面】  
文化三寅九月廿九日  

俗名長八  

聖子墓地  47区  7  櫛形墓碑  文化12年  1815  江戸  砂岩   【正面】  
良然信士  

妙教信女  

【左面】  
文化十二亥四月八日  

俗名   
長右工門  

聖子墓地  47区  13  櫛形墓碑  明和5年  1768  江戸  砂岩   【正面】  
玄峯禅定門  

同合  

妙寂禅定尼  

【右面】  
明和四亥二月念一日  

【左面】  
明和五子十月五日  

堅子墓地  50区  ロ  櫛形墓碑  宝暦9年  1759  江戸  砂岩   【正面】  
梓峯秋岳信士  
蓮外妙線信女  

【右面】正徳四年午四月  

三日  

【左面】  
宝暦九卯七月三日  

聖子墓地  50区  3  櫛形墓碑  文政2年  1819  江戸  砂岩   【正面】  
花賢妙紅信女  

宗江禅定門  

【右面】  
文政二卯十一月十九日  

【左面】  
文政二卯二月廿七日  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定   

堅子墓地  50区  6  圭頭状墓碑  宝永7年  1710  江戸  花崗岩  【正面】  No．40   黒雲母花  

宝永七寅年  崗岩   
阪本全穐道□信士之位  

九月七日  

聖子墓地  52区  5  櫛形墓碑  安政2年  1855  江戸  砂岩   【正面】  
卍船雲信士  

【右面】  
口口中山市太郎立之  

【左面】  
安政二卯一月廿一目  

堅子墓地  52区  6  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  破損著しい。  

桂□智光［］  

【右面】  

九月［］  

【左面】  
□暦二［］  

堅子墓地  52区  7  櫛形墓碑  元治2年  1865  江戸  砂岩   【正面】  
宗真信女  

【右面】  
行年十三才  

【左面】  
元治二午四月十二日  

堅子墓地  52区  8  櫛形墓碑  宝暦6年  1756  江戸  砂岩   【正面】  
源妙志信女  

【右面】  
正月廿一日  

【左面】  
宝暦六子天  

聖子墓地  52区  9  櫛形墓碑  宝暦4年  1754  江戸  砂岩   【正面】  

誓雲信士  
妙鴨信女  

【右面】  
宝暦四戊正月念一日  

【左面】  
宝暦三酉三月念二目  

堅子墓地  53区  6  櫛形墓碑  元禄4年  1691  江戸  蛇紋岩  【正面】  No．49。銘文の○  

元禄四辛未年  は月輪ヵ。   台石は和  
○扇應祖専  泉砂岩   

十月十五日  

堅子墓地  53区  9  櫛形墓碑  天明3年  1783  江戸  砂岩   【正面】  
仙岩雪道信士  

観室妙音信女  

【左面】  
天明三卯十二月十二日  

聖子墓地  55区  3  櫛形墓碑  元文元年  1736  江戸  砂岩   l正面】  No．41  

覚了宗圃信士  

白林書晴信女  

【左面】  
俗名沢田久衛門  

元文元辰五月十二日  

堅子墓地  55区  4  一石五輪塔  室町  点紋片岩   
末～  
江戸  

初   

堅子墓地  55区  5  地蔵菩薩像  室町  No．42。立像。元  
末～  は六地蔵菩薩  
江戸  カ。   

初   

堅子墓地  55区  6  地蔵菩薩像  室町  No．43。立像。元  

末～  は六地蔵菩薩  
江戸  カ。   

初   
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所在  地区 名  No，  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定   

聖子墓地  55区  7  地蔵菩薩像  室町  No．44。立像。元  

末～  は六地蔵菩薩  
江戸  カ。   

初   

聖子墓地  55区  8  地蔵菩薩像  室町  ‰，45。立像。元  

末～  は六地蔵菩薩  
江戸  カ。   

初   

堅子墓地  55区  9  地蔵菩薩像  室町  No．46。立像。元  

末～  は六地蔵菩薩  
江戸  カ。   

初   

聖子墓地  55区  10  地蔵菩薩像  室町  ‰．47。立像。元  

末～  は六地蔵菩薩  
江戸  カ。縦に二つに  

初   割れている。   

聖子墓地  55区  四  圭頭状墓碑  天和2年  1682  江戸  花崗岩  【正面】  No．48   三河産花  
天和二壬成年  崗岩   

物故宗現禅定門霊  
三月廿六日  

聖子墓地  55区  12  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  

秋岳月琴信士  

【右面】  
俗名五良兵衛  

【左面】  
伊豆外浦  

堅子墓地  55区  14  櫛形墓碑  享保13年  1728  江戸  砂岩   【正面】  
宗周禅定門  

弧林妙観禅定尼  

【右面】  
享保十三成十月二目  

【左面】  
元禄十五午六月十九日  

聖子墓地  55区  15  櫛形墓碑  元文5年  1740  江戸  砂岩   【正面】  

常閑禅定門  
法山妙道信女  
貞三禅定尼  

【右面】  
貞元文二巳十月廿四日  
常元禄十五午正月廿八目  
法元文五申九月廿四日  
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地区名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   奥田氏鑑定   

宝珠寺  1  種子板碑  江戸  緑泥片岩  【正面】  本堂裏。月輪内に  

（梵字）アーンク  胎蔵界大日如来の  

種子刻む。月輪径  
18．4cm。   

宝珠寺  2  五輪塔線刻  江戸  緑泥片岩  本堂裏。正面に塔  

板碑  高57．8cmの五輪塔  

を線刻する。   

宝珠寺  3  地蔵菩薩像  江戸  砂岩  本堂裏。立像。元  

は千賀との別れ道  
沿いにあった地蔵  

堂の本尊という。   

宝珠寺  4  地蔵菩薩像  元禄12年  1699  江戸  砂岩   【台石正面】  本堂裏。立像。頭  

元禄十二卯年  部欠失。   

瑞岸禅定門  
三月廿二日  

宝珠寺  5  丸彫弘法大  江戸  砂岩   【台石正面】  本堂裏。坐像。  和泉産砂岩   

師像  山下弥助  

宝珠寺  6  圭頭状供養  本堂裏   黒雲母三河  

費   元禄十三庚辰年十月  産花崗岩   
卍無食供養  

宝珠寺  7  五輪塔  江戸  凝灰岩  本堂裏   空風輪は流  
紋質溶結凝  

灰岩、火輪  
は玄武岩質  
凝灰岩   

宝珠寺  8  青面金剛像  享保2年  1717  江戸  砂岩   享保二年 志茄聖子村   境内入り口。庚申  台石は花崗  
酉十一月十日奥村与四郎  
立之   像。台石、花立は  

花崗岩製。像下部  
に鳥1と鹿1陽刻す  

る。   

漁協前  9  自然石道標  文化3年  1806  江戸  蛇紋岩  文化三丙寅三月日  聖子漁業協同組合  

右まとや  前にあり。元は堅  
道  子と的矢の分かれ  

左かたこ  道にあった。   

鳥羽両町  
いせ  

講中  

あき者  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定   

千賀墓地  斎場  ロ  六地蔵菩薩  ①  ‰．16。旧六地蔵  

像   施主  菩薩。銘文の番  
濱中  号は向かって右  

兵作  より数える。   

善助  

②  
施主  
［コ［コ  

太郎兵衛  
善兵衛  

③  
施主  
浜中  
弥三郎  

④  
妙蘭禅定尼  

智清禅定尼  
施主  

長助  

⑤  
元禄十五壬午年  
八月廿四日  

施主  
六三郎  

施主  

祐林  

千賀墓地  斎場  2  六地蔵菩薩  現代  石英斑岩  新六地蔵菩薩。  
像  聖子墓地の新六  

地蔵菩薩像と同  
型で道立も同時  

期とみららえ  

る。   

千賀墓地  斎場  3  棺台  現代  石英斑岩  新棺台。聖子墓  
地の新棺台と同  
型で造立も同時  

期とみららえ  

る。   

千賀墓地  斎場  4  前机  現代  石英斑岩  新前机。堅子墓  
地の新前机と同  
型で造立も同時  

期とみららえ  

る。   

千賀墓地  1区  ロ  五輪塔  室町  ‰．1。千賀志摩  
末～  道祐  墓所。火輪は砂  
江戸  キヤカラバア   岩製。   

初   禅門  

千賀墓地  1区  2  五輪塔  室町  No．2。千賀志摩  
末～  墓所。各輪四方  
江戸  に四門の梵字あ  
初   り。   

千賀墓地  1区  3  五輪塔  室町  No．3。千賀志摩  
末～  墓所。空風輪は  
江戸  安山岩製、火水  
初   地輪は砂岩製。   

千賀墓地  1区  4  圭頭状墓碑  慶安5年  1652  江戸  流紋岩  【正面】   No．4。月輪内梵  
慶安五年霊  

（バク）蹄真宣久信男   

八月十三日位  

千賀墓地  1区  5  圭頭状墓碑  万治3年  1660  江戸  流紋岩  【正面】  No．5。銘文の○  

万治三庚子［］  は月輪ヵ。径8．  

○金岩妙菊禅［］  5cm。   
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

九月廿一日  

千賀墓地  1区  6  圭頭状墓碑  万治3年  1660  江戸  流紋岩  【正面】  ‰．6。銘文の○  

万治三子定  は月輪ヵ。径1  
○益葉久昌禅  3．Oc皿。   

九月十二日門  

千賀墓地  1区  7  五輪塔残欠  室町  安山岩  ‰．7。空風輸は  
流紋岩製、火・  

水輪は安山岩  

製。   

千賀墓地  1区  8  五輪塔残欠  室町  安山岩  No．8。空風・水  

輪。   

千賀墓地  1区  9  圭頭状墓碑  江戸  砂岩  No，9。表面磨滅  
のため銘文判読  

不明。   

千賀墓地  1区  10  櫛形墓碑  元禄12年  1699  江戸  砂岩   【正面】  No．10  

元禄十二卯年  
蹄一端岩禅定門霊位  

五月廿二日  

千賀墓地  1区  四  圭頭状墓碑  寛文2年  1662  江戸  砂岩   【正面】  No．11  

寛文二壬寅年  
蹄眞宗金禅定門  

六月十四日  

千賀墓地  1区  12  圭頭状墓碑  江戸  砂岩  ‰．12。表面磨滅  
のため銘文判読  

不明。   

千賀墓地  1区  13  五輪塔残欠  室町  砂岩  ‰．13。空風輪  

千賀墓地  1区  14  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  
月蒼真光信士  

千賀墓地  7区  4  櫛形墓碑  天明2年  1782  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   
寂光恵戟信士  
了山妙諦信女  

【右面】  
明和七寅八月十七日  

【左面】  
天明二壬寅七月三日  

千賀墓地  7区  5  櫛形墓碑  文化12年  1815  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   
洞雲禅定門  

【右面】  
俗名十助  

【左面】  
文化十二亥三月廿日  

千賀墓地  7区  6  櫛形墓碑  享保6年  1721  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   
一境明乗信士  

【右面】  
六月六日  

【左面】  
享保六丑天  

千賀墓地  9区  ロ  櫛形墓碑  寛政9年  1797  江戸  砂岩   【正面】  
喜山全悦信士  

【右面】  
四月十七日  

【左面】  
寛政九巳年  

千賀墓地  9区  2  櫛形墓碑  天保3年  1832  江戸  砂岩   【正面】  
彩雲妙霞信女  

【右面】俗名とめ  

【左面】  
天保三辰二月十八日  

千賀墓地  10区  ロ  櫛形墓碑  安永元年  1772  江戸  石英閃緑  石英閃緑  
しL」 臼   福泡信士  し⊥J 臼   
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

【右面】  
〆吉  

【左面】  
安永元辰八月四日  

千賀墓地  10区  3  櫛形墓碑  文政4年  1821  江戸  砂岩   【正面】  
幻空信男  

【右面】  
俗名芳松  

【左面】  
文政四甲子二月十四日  

千賀墓地  11区  ロ  櫛形墓碑  文政11年  1828  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   
湛窓禅定門  

【右面】  
九月十二日  

【左面】  
文政十一年歳  

千賀墓地  11区  3  櫛形墓碑  安政2年  1855  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   
円翁自寂信士  

円室智寂信女  

【左面】  
安政二卯九月五日  

城山俸兵衛  

千賀墓地  11区  4  櫛形墓碑  弘化4年  1847  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   
禅林儀堂信士  
禅室智堂信女  

【右面】  
弘化四年未三月二目  

【左面】  
文政四巳年八月四日  

千賀墓地  11区  5  方柱状三界  【正面】  和泉砂岩   
万霊碑   三界萬霊  

【右面】  
寛政五年三月十一日  

智貞信女  
覚天禅定門  

寛政六年十二月廿五日  

【左面】  
寛政六年十一月［］  
□山禅定門  

如霜信女  
寛政三年十一月十一日  

千賀墓地  11区  6  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   
俊山浄英信士  

千賀墓地  11区  8  櫛形墓碑  宝暦4年  1754  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   
一空了心信士  

光岩妙囲信女  

【右面】  
宝暦四戊中二月二日  

【左面】  
延享二己丑十二月六日  

千賀墓地  11区  10  櫛形墓碑  明和6年  1769  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   
自性定観信士  

【右面】  
四月念七日  

【左面】  
明和六丑天  

千賀墓地  11区  田  櫛形墓碑  宝暦12年  1762  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   
春山浄智信士  

【右面】  
三月二目  

【左面】  
宝暦十二壬午天  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定   

千賀墓地  11区  12  櫛形墓碑  文化13年  1816  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   
仁山道義信士  

智玉禅定尼  

【右面】  
文化十三子三月十六日  

【左面】  
文化十年酉六月十六日  

千賀墓地  11区  13  櫛形墓碑  万延元年  1860  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   
議崇浄囲信士  
法厳妙議信女  

【右面】  
俗名とく  

【左面】  
万延元申七月五日  

濱中文七事  

千賀墓地  11区  14  櫛形墓碑  延享元年  1744  江戸  花崗岩  【正面】  庵治石  
囲相浄心信士  （花崗閃  

【左面】  緑岩）   

延享元子天六月二十九日  

千賀墓地  17区  3  櫛形墓碑  嘉永3年  1850  江戸  砂岩   【正面】  
蓮峰揺華禅人  

蓮室妙華禅女  

【右面】  
天保九戊五月五目  

俗名志も  

【左面】  
嘉永三成七月十四日  

俗名銀蔵  

千賀墓地  17区  7  櫛形墓碑  宝永4年  1707  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   
［］了菓信士  

【右面】  
十二月十三目  

【左面】  
宝永四丁亥年  

千賀墓地  17区  8  櫛形墓碑  天保6年  1835  江戸  石英閃緑  三河産石  

国 臼   嘉山一法信士  英閃緑岩   

清重患涼信女  

【右面】  
天保六未年七月四日  

【左面】  
文政六未七月廿五日  

千賀墓地  17区  9  櫛形墓碑  慶応2年  1866  江戸  花崗岩  【正面】  
智勧信士  
春泰妙三信女  

【右面】  
文化五辰三月七日  

同母  

【左面】  
慶應二寅十二月□日  

安兵衛之  

千賀墓地  17区  10  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   
善性信士  

陽春信女  

千賀墓地  17区  四  圭頭状墓碑  正徳2年  1712  江戸  石英閃緑  No．17   三河産石  

LLl 臼   正徳二辰年  英閃緑岩   
松岩英長信士霊  

十一月廿七日  

千賀墓地  18区  3  方柱状墓碑  天保15年  1844  江戸  砂岩   【正面】  
本空宗覚信士  

知道要心禅人  
心覚妙知禅女  

【右面】  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   鱒文   備考   
奥田氏  
鑑定  

天保十五七月十六日  

俗名ふく  

【左面】  
安永五申年五月七日  

文化四卯年十二月廿四日  

千賀墓地  18区  4  地蔵菩薩像  天保10年  1839  江戸  砂岩   【正面】  坐像。  
登道恵心信士  

繁林童子  
心法智璧信女  

俗名  

平吉  
濱中弥太  
ミツ  

【左面】  
天保十亥三月  

千賀墓地  19区  2  櫛形墓碑  天明8年  1788  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   

霜随禅門  

【右面】  
十月廿三日  

【左面】  
天明八申年  

千賀墓地  19区  5  櫛形墓碑  天保6年  1835  江戸  花崗岩  【正面】  黒雲母花  

賑空柾輪信女  崗岩   

【左面】  
天保六未年七月廿三日  

千賀墓地  19区  8  櫛形墓碑  嘉永2年  1849  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   
融岳関松信士  
嵩雲貞嘩信女  

【左面】  
嘉永二酉九月廿九日  

千賀墓地  20区  6  櫛形墓碑  文化9年  1812  江戸  砂岩   【正面】  
寒空禅定尼  

【右面】  
六月十八日  

【左面】  
文化九申天  

千賀墓地  21区  4  櫛形墓碑  文久3年  1863  江戸  砂岩   【正面】  
宗然明光信士  
自性本空信士  

□水道悟信士  

【右面】  
嘉永六丑四月二十一日  

明治四未［］  

【左面】  
文久三亥三月十三日  

俗名初蔵  

千賀墓地  21区  6  櫛形墓碑  安政5年  1858  江戸  砂岩   【正面】  
仙山猫翁信士  

霊山智仙信女  

【右面】  
庄治右二門夫婦  

【左面】  
安政五午年七月十八目  

千賀墓地  21区  7  櫛形墓碑  安政5年  1858  江戸  砂岩   【正面】  

先祖  
仁山道亮信士  

【右面】  
城山仁助  

妻つま  

同ふき  

【左面】  
安政五午年八月十二日  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

父安造  

母せい  

千賀墓地  23区  2  櫛形墓碑  文化8年  1811  江戸  砂岩   【正面】  
妙通禅定尼  

【右面】  
俗名つる  

【左面】  
文化八未十二月八日  

千賀墓地  23区  3  櫛形墓碑  文化10年  1813  江戸  花崗岩  【正面】  
明堂禅鑑信士  

妙純禅定尼  

【右面】  
文化十酉年十月廿四日  

【左面】  
享和三亥年霜月十七日  

千賀墓地  23区  6  方柱状墓碑  寛政10年  1798  江戸  砂岩   【正面】  
寒月道霜信士  

是法童子  

【右面】  
寛政十午六月八日  

【左面】  
天明七未十月十七日  

千賀墓地  23区  9  櫛形墓碑  万延2年  1861  江戸  砂岩   【正面】  
貞得信士  
真重信女  

【右面】  
萬延二幸酉正月五日  

俗名［］  

【左面】  
天保四突巳七月三日  

俗名長助  

千賀墓地  23区  10  櫛形墓碑  天明8年  1788  江戸  花崗岩  【正面】  

常空信士  
月穐信女  

【右面】  
天明八申八月八日  

【左面】  
天明七末六月十四日  

千賀墓地  24区  4  櫛形墓碑  文政9年  1826  江戸  砂岩   【正面】  
紅山妙薬信女  

【右面】  
二月二日  

【左面】  
文政九成年  

千賀墓地  24区  5  櫛形墓碑  寛政10年  1798  江戸  花崗岩  【正面】  

心庵貞故信士  

【右面】  
十蔵  

【左面】  
寛政十午十一月廿六日  

千賀墓地  24区  6  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  
喜道信士  

同曾  
心覚信女  

千賀墓地  25区  9  櫛形墓碑  弘化5年  1848  江戸  砂岩   【正面】  
安詳禅JL、信士  

安室妙照信女  

【左面】   

俗名  
弘化五末八月二日   

重吉事  

千賀墓地  25区  四  櫛形墓碑  宝暦10年  1760  江戸  砂岩   【正面】  

第44表 千賀墓地近世期石造晶一覧表（6）  

－169－   



所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

妙照信女  

【右面】  
二月廿五目  

【左面】  
宝暦十辰  

千賀墓地  25区  12  櫛形墓碑  文政11年  1828  江戸  花崗岩  【正面】  
清岸浄源信士  

智晴信女  

t右面】同妻  

【左面】  
文政十一子一月六日  
重三九十  

千賀墓地  25区  13  櫛形墓碑  宝暦12年  1762  江戸  砂岩   【正面】  
秋蔭泰山信士  

【右面】  
八月廿八日  

【左面】  
宝暦十二午天  

千賀墓地  26区  8  圭頭状墓碑  元禄9年  1696  江戸  石英閃緑   No．19   石英閃緑  

国 臼   元禄九子年  L⊥1 臼   

物故妙案禅定尼■位  
三月九日  

千賀墓地  26区  9  圭頭状墓碑  元禄13年  1700  江戸  石英閃緑  No．20   石英閃緑  

LU 臼   元禄十三庚辰年  四 臼   
物故智清禅定尼■位  

四月初四日  

千賀墓地  26区  10  圭頭状墓碑  元禄12年  1699  江戸  石英閃緑  No．21   石英閃緑  

tJ」 臼   元禄十二己卯年  Ll」 臼   

坂元真心禅定門■位  

七月念五日  

千賀墓地  26区  四  圭頭状墓碑  元禄4年  1691  江戸  石英閃緑  No．22   石英閃緑  

LL」 臼   元禄四辛未年  四 臼   
源宗覚禅定門霊位  

六月十日  

千賀墓地  26区  14  自然石墓碑  江戸  石英閃緑  【正面】   No．23。表面磨滅  石英閃緑  

（破石風）  四 臼   ［］  のため判読不  

林清禅定門  。   

□月□目  

千賀墓地  27区  ロ  櫛形墓碑  天保15年  1844  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   
ア貞美紹得禅人霊  

【右面】  
俗名善吉  

【左面】  
天保十五年辰六月晦日  

千賀墓地  27区  3  櫛形墓碑  文政9年  1826  江戸  砂岩   【正面】  
最岸信女  

【右面】  
俗名志や事  

【左面】  
文政九成八月廿四日  

千賀墓地  27区  4  櫛形墓碑  安政6年  1859  江戸  砂岩   【正面】  

清光舷賢信士  

【右面】  
俗名万吉  

【左面】  
安政六未九月廿四日  

千賀墓地  28区  ロ  櫛形墓碑  寛政10年  1798  江戸  砂岩   【正面】  
桃源信男  

【右面】  
三月十五日  

【左面】  
寛政十年四［］  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定   

千賀墓地  28区  5  櫛形墓碑  嘉永2年  1849  江戸  砂岩   【正面】  
智琳紹解信士  

【右面】  
俗名駒蔵  

【左面】  
嘉永二酉四月十一目  

千賀墓地  28区  6  櫛形墓碑  天保10年  1839  江戸  砂岩   【正面】  
緑山口童子  

【右面】  
年六  

兼松  

【左面】  
天保十亥四月廿五日  

千賀墓地  28区  7  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  
英照信士   

各霊位  
妙道信女  

千賀墓地  28区  8  櫛形墓碑  文久3年  1863  江戸  砂岩   【正面】  
大道宗徹信士  

【右面】  
俗名藤助  

【左面】  
文久三亥年二月七日  

千賀墓地  28区  9  櫛形墓碑  嘉永4年  1851  江戸  砂岩   【正面】  和泉砂岩   

艶室妙娼信女  

【右面】  
行年十六才  
俗名はる  

【左面】  
嘉永四亥十二月十日  

千賀墓地  29区  2  櫛形墓碑  安永元年  1772  江戸  砂岩   【正面】  
月桂禅定尼  

【右面】  
俗名りき  

【左面】  
安永元申九月廿二目  

千賀墓地  30区  2  櫛形墓碑  弘化2年  1845  江戸  砂岩   【正面】  
翠林貞積信「1  

【右面】  
俗名［］  

【左面】  
弘化二巳四月廿七日  

千賀墓地  30区  3  櫛形墓碑  天保9年  1838  江戸  砂岩   【正面】  
道樹玄積信士  

【右面】  
俗名兵蔵  

【左面】  
天保九戊四月十六日  

千賀墓地  30区  5  櫛形墓碑  弘化5年  1848  江戸  砂岩   【正面】  
法雲玄常信士  

【右面】  
［］治郎  

【左面】  
弘化五申四月五日  

千賀墓地  30区  6  櫛形墓碑  慶応3年  1867  江戸  砂岩   【正面】  
正法了覚信士  

【右面】  
俗名兵太良  

【左面】  
慶應三年十月晦日  

千賀墓地  30区  8  櫛形墓碑  寛政10年  1798  江戸  砂岩   【正面】  
常運信士  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

【右面】六月四日  

【左面】  
寛政十年  

千賀墓地  31区  ロ  櫛形墓碑  安永2年  1773  江戸  砂岩   【正面】  
先祖代々一切精霊  

【右面】  
安永二巳六月建之  

千賀墓地  31区  6  櫛形墓碑  文政7年  1824  江戸  砂岩   【正面】  
成岳智道信士  

【右面】  
俗名甚七  

【左面】  
文政七申十二月六日  

千賀墓地  31区  7  櫛形墓碑  文政2年  1819  江戸  砂岩   【正面】  
神道玄機信士  

貞順禅定尼  

【右面】  
文化元子九月二目  

俗名とら  

【左面】  
文政二丑四月十二日  

俗名甚蔵  

千賀墓地  31区  9  方柱状墓碑  元治2年  1865  江戸  砂岩   【正面】  
法念妙盛信女  

【右面】  
上村ロシ母  
大庵立之  

【左面】  
元治二乙丑六月十三目  

千賀墓地  32区  5  櫛形墓碑  享和3年  1803  江戸  砂岩   【正面】  

随境禅定門  

【右面】  
五月廿八日  

【左面】  
享和三亥年  

千賀墓地  32区  7  櫛形墓碑  寛政11年  1799  江戸  砂岩   【正面】  

法山大器信女  

春山貞栄信女  

【右面】  
寛政二戊二月廿九日  

【左面】  
寛政十一未二月十二目  

千賀墓地  35区  ロ  櫛形墓碑  元治元年  1864  江戸  砂岩   【正面】  

恵教童子  

【右面】  

伊之助倖花吉  
行年十一才  

【左面】  
元治元甲子二月十一日  

千賀墓地  35区  2  方柱状墓碑  嘉永元年  1848  江戸  砂岩   【正面】  
代山宜松信女  

【右面】  
俗名はな  

【左面】  
嘉永元申十月念二日  

千賀墓地  35区  5  櫛形墓碑  天保9年  1838  江戸  砂岩   【正面】  

宗薫禅定門  

【右面】  
俗名源吾  

【左面】  
天保九成閏四月十九日  

千賀墓地  35区  6  櫛形墓碑  天保9年  1838  江戸  砂岩   【正面】  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

翠山玄松信士  
翠個妙松信女  

【右面】  
二月八日  

俗名いち  

【左面】  
天保九戊閏四月九日  

俗名六治良  

千賀墓地  36区  ロ  圭頭状墓碑  元禄4年  1691  江戸  砂岩   【正面】  No．18   和泉砂岩   

元禄四  
盛本禅定門  
十月三日  

千賀墓地  37区  3  櫛形墓碑  天明8年  1788  江戸  砂岩   【正面】  
浄洗信女  

【右面】  
十一月二日  

【左面】  
天明八申年  

千賀墓地  37区  4  櫛形墓碑  元文2年  1737  江戸  砂岩   【正面】  
囲室定鏡信士  

妙□禅定尼  

観良信士  

【右面】  
四月十一日  

【左面】  
元文二巳天  

千賀墓地  40区  4  櫛形墓碑  寛政5年  1793  江戸  砂岩   【正面】  
禅明信女  

【右面】  
九月初二日  

【左面】  

寛政五丑年  

千賀墓地  40区  5  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  
白岩書翁信士  

了安禅定尼  

【右面】  
三月十二日  

千賀墓地  40区  6  櫛形墓碑  江戸  砂岩   【正面】  

妙玄禅定尼  

【左面】  
十二月廿九日  

千賀墓地  40区  7  櫛形墓碑  嘉永3年  1850  江戸  砂岩   【正面】  

楓岳妙紅  

【右面】  
俗名く口  

【左面】  
嘉永三成九月［］  

千賀墓地  40区  8  櫛形墓碑  元治元年  1864  江戸  砂岩   【正面】  
観芳紹音信士  
妙観英智信女  

【右面】  
元治元子五月廿一目  

妻サヨ廿八才  

【左面】  
上村由松  

千賀墓地  41区  2  櫛形墓碑  慶応4年  1868  江戸  砂岩   【正面】  
松発信女  

【右面】  
六月三日  

俗名おさき  

【左面】  
慶應四辰年  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定   

千賀墓地  42区  2  櫛形墓碑  安永3年  1774  江戸  砂岩   【正面】  
［］光瑞信士  

【右面】［］十四日  

【左面】  
安永三午天  

千賀墓地  42区  3  櫛形墓碑  文化7年  1810  江戸  砂岩   【正面】  

自林妙在信女  

【右面】  
十二月十三日  

【左面】  
文化七庚午年  

千賀墓地  42区  4  櫛形墓碑  享保19年  1734  江戸  砂岩   【正面】  

妙秋信女  

【右面】  
九月十九日  

【左面】  
享保十九寅天  

千賀墓地  42区  7  櫛形墓碑  文久3年  1863  江戸  砂岩   【正面】  

功琳妙英信女  

【右面】  
俗名きの  

【左面】  
文久三契亥年五月十日  

千賀墓地  42区  8  圭頭状墓碑  延宝8年  1678  江戸  流紋岩  【正面】  流紋岩   
延宝六戊午  

風波道春禅門  
正月廿八目  

千賀墓地  42区  9  櫛形墓碑  天保15年  1844  江戸  砂岩   【正面】  
柏翁道樹禅ノ  

【右面】  
俗名善四郎  

【左面】  
天保十五黄三月八目  

千賀墓地  42区  10  櫛形墓碑  享保16年  1731  江戸  砂岩   【正面】  
源空信士  

【右面】  
二月二十八日  

【左面】  
享保十六亥天  

千賀墓地  43区  ロ  櫛形墓碑  嘉永7年  1854  江戸  砂岩   【正面】  

英岳功勲禅人  

【右面】  
俗名栄吉  

【左面】  
嘉永七寅三月八日  

千賀墓地  43区  5  櫛形墓碑  文化8年  1811  江戸  砂岩   【正面】  
玉峯信男  

【右面】  
七月八日  
三郎  

【左面】  
文化八未年  

千賀墓地  43区  9  櫛形墓碑  安永8年  1779  江戸  砂岩   【正面】  

教山直情信士  

【右面】  
二月二日  

【左面】  
安永八亥  

千賀墓地  44区  3  櫛形墓碑  嘉永元年  1848  江戸  砂岩   【正面】  
蓮室妙華信女  

幻露童女  

【右面】  
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所在  地区 名  No，  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

嘉永元年六月俗名志ん  

天保九年五月俗名志も  

千賀墓地  44区  9  圭頭状墓碑  寛文8年  1668  江戸  石英閃緑  No，14   石英閃緑  

四 臼   寛文八戊申年  国 臼   
帰光妙音禅定尼美  

九月十八目  

千賀墓地  45区  4  櫛形墓碑  天保5年  1834  江戸  花崗岩  【正面】  
了念信士  

貞倫信女  

【左面】  
天保五午五月十六日  

俸蔵事  

千賀墓地  45区  5  櫛形墓碑  安政2年  1855  江戸  砂岩   【正面】  
蠣縁宣着信士  

鰯艶機着信女  

【左面】  
安政二乙卯七月十九日  

俗名南平蔵  

千賀墓地  45区  9  櫛形墓碑  寛保3年  1743  江戸  砂岩   【正面】  

天津玄説信女  

【右面】  
三月十日  

【左面】  
寛保三亥天  

千賀墓地  45区  10  櫛形墓碑  延享2年  1745  江戸  砂岩   【正面】  
智界定恵信女  

【右面】  
五月十八日  

【左面】  
延享二丑天  

千賀墓地  46区  ロ  櫛形墓碑  天保3年  1832  江戸  花崗岩  【正面】  

賓岸貞相信女  

【左面】  
天保三壬辰十一月四日  

千賀墓地  46区  2  櫛形墓碑  嘉永7年  1854  江戸  砂岩   【正面】  
環雲玄渓信士  

渓重患環信女  

【右面】  
俗名さは  

【左面】  
嘉永七寅六月十八目  

俗名善助  

千賀墓地  46区  3  櫛形墓碑  宝暦11年  1761  江戸  砂岩   【正面】  
囲海毒覚信士  

【右面】  
四月廿九日  

【左面】  
宝暦十一巳天  

千賀墓地  46区  6  櫛形墓碑  嘉永2年  1849  江戸  砂岩   【正面】  

秋岳童子  

【右面】  
俗名市松  

【左面】  
嘉永二酉七月五日  

千賀墓地  46区  7  櫛形墓碑  延享元年  1744  江戸  砂岩   【正面】  
慈光童女  

【右面】  
十一月十三日  

【左面】  
延享元子天  

千賀墓地  46区  9  櫛形墓碑  安政4年  1857  江戸  砂岩   【正面】  

寒庭禅定門  
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所在  地区 名  No．  名称   紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
奥田氏  
鑑定  

妙貞禅定尼  

【右面】  
安政四丁巳四月十一日俗  

名  

ぎん  

【左面】  
天保十四卯十二月十三日  

俗名  

庄蔵  

千賀墓地  46区  田  櫛形墓碑  天保14年  1843  江戸  砂岩   【正面】  
妙観禅定尼  

【右面】  
俗名こき  

【左面】  
天保十四卯閏九月十三日  

千賀墓地  46区  13  櫛形墓碑  天保9年  1838  江戸  砂岩   【正面】  

萩山禅定門  
妙演禅定尼  

【右面】  
天保九成年五月十七日  

俗名くにゑ  

【左面】  
文化元子年四月廿二日  

俗名庄助  

千賀墓地  46区  14  櫛形墓碑  慶応3年  1867  江戸  砂岩   【正面】  
桂岳慈法信士  

浄岳恵眞信女  

【右面】  
俗名トメ事  

【左面】  
慶応三卯九月十七日  
清五郎五十九才  
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No．  所在地  名称  総高  碑高  塔高  像高  幅／径  厚  紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
堅1  堅子墓地  棺 台  ＊24．0  80．0  75．0  花崗岩  斎場横。平成  

4年まで使用  
されていた。   

堅－2  聖子墓地  棺 台  ＊45．7  61．3  平成4年  1992  現代  石英斑  斎場横。   
：石   

平成四年八月吉日  
故濱田□津枝  

堅－3  堅子墓地  前 机  ＊40．7  91．0  現代  石英斑  斎場横。奥行  
田  44．8cIn。   

堅4  聖子墓地  六地蔵菩薩  ＊73．2  39．8  32．5  19．5  平成6年  1994  現代  石英斑   【台石】   斎場横。台幅  
臼   寄贈  34．8cm。   
鳥羽市堅子町  
世古眞敏  
平成六年春彼岸  

堅5  聖子墓地  六地蔵菩薩  67．0  33．8  26．0  12．5  享保5年  1720  江戸  砂岩  ①  斎場横。法量  
［］縁各各霊位  は③を計る。  
十  聖子墓地の旧  
（左）  六地蔵菩薩。   
村中  
④  
（右）  

口界萬霊有縁  
⑤  
（右）  

享保五年  
⑤  
（左）  

子五月廿四日  
堅6  堅子墓地  丸彫地蔵菩  ＊17，9  12，0  8．0  江戸  砂岩  斎場横。立  

薩像   像。台石上面  
に水請1、花  
立2あり。   

堅－7  堅子墓地  丸彫地蔵菩  ＊23．7  11．0  9．0  安永9年  1780  江戸  砂岩  【台石正面】  斎場横。立  

薩像   萬里恵関禅尼  像。台石上面  
【台石左面】  に水請1、花  
安永九子四月十五目  立2あり。   

堅8  堅子墓地  一石五輪塔  ＊25．3  12．8  江戸  砂岩  斎場横。空風  
輪欠失。幅は  
地輪幅。   

堅－9  堅子墓地  圭頭状墓碑  140．8  122．8  42．0  31．0  寛永14年  1637  江戸  花崗岩  【正面】  斎場横。   

寛永十四年  
帰真安全道心禅定門霊位  
四月十九日  

堅－10  堅子墓地  圭頭状墓碑  109，0  89．0  31．3  20．5  寛文5年  1665  江戸  花崗岩  【正面】  斎場横。「逆  

寛文五年  修」下および  
逆修［］  右綾部に刻銘  
［］  あるが磨滅の  

ため判読不  
明。   

堅11  聖子墓地  圭頭状三界  24．8  10．2  江戸  砂岩  【正面】   斎場横。   
万霊碑   先祖  

三界萬霊   
代々  

堅12  聖子墓地  五輪塔残欠  19．1  15，1  江戸  砂岩  斎場横。空風  
輪。幅は地輪  
を計る。   

堅－13  聖子墓地  無縫塔  101．8  46．9  21．0  昭和30年  1955  現代  花蘭岩  【正面】  斎場横。賓珠  
南禅住持富山豪龍忍和尚禅師  
【台石正面】  塔。幅／径は  
十四世  塔身径。台石  
【台石右面】  は御影石   
笹渕豪龍  
【台石左面】  
昭和什牢  
十一月十五目  

堅14  聖子墓地  無縫塔   99．5  44．8  21，0  天明3年  1783  江戸  砂岩  【正面】  斎場横。賓珠  
前任  寺第7世墓塔  
敬宗恭公首座  （鳥羽市史に  
賛珠  よる）。幅／  
【台石右面】  径は塔身径。   
十一月十四日  
【台石左面l  
天明三甲辰天  

堅－15  里子墓地  無縫塔   93．2  45．0  21，0  江戸  砂岩  【正面】  斎場横。賛珠  
前任富山祇堂雄長老禅師  
【台石】  塔。幅／径は  
十二世  塔身径。没年  

は大正元年（1  
912）（鳥羽市  
史による）．   

聖－16  聖子墓地  無縫塔   82．5  42．3  23．3  江戸  砂岩  【正面】  斎場横。賓珠  
前任宮山謙譲束堂和尚禅師   寺第十一世墓   
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No．  所在地  名称  総高  碑高  塔高  像高  幅／径  厚  紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考  
【台石】  塔。幅／径は  
十一世  塔身径。没年  

は明治35年（1  
902）（鳥羽市  
史による）。   

堅－17  聖子墓地  無縫塔   90．7  39．0  20．0  文政2年  1819  江戸  砂岩  【台石正面】  斎場横。賛珠  
首庵月淡智園首座  寺第8世墓塔  
【台石右面】  （鳥羽市史に  
八月初五日  よる）。幅／  
【台石左面】  径は塔身径。   
文政二辰年  

堅18  聖子墓地  無縫塔   80．5  32，5  16．0  天保12年  1841  江戸  砂岩  【台石正面】  斎場横。   
三界万霊  
【台石右面】  
道・童子  
［］八才十一月廿九日  
［］童女  
【塔身背面】  
天保十二丑年六月四日寂  

堅19  聖子墓地  自然石墓碑  ＊29，5  32．0  25．0  花崗岩  斎場横。   

堅－20  聖子墓地  自然石墓碑  ＊31．5  34．7  18．0  花崗岩  斎場横。通称  
「三吉」塚。   

堅－21  聖子墓地  自然石墓碑  ＊26，0  31．5  21．5  花崗岩  斎場横。   

堅－22  堅子墓地  自然石墓碑  ＊29．0  24．5  21．5  花崗岩  斎場横。   

堅23  聖子墓地  圭頭状墓碑  90，6  83．6  29．0  19．3  寛文3年  1663  江戸  花崗岩  【正面】  2区。   

寛文三卯年  
帰元祖越禅定門曾宇■位  
十月四日  

堅一24  堅子墓地  丸彫地蔵菩  51，0  17．7  12．0  正徳元年  1711  江戸  砂岩  【胴部正面】  2区。立像。  
薩像   正徳元辛卯年  幅／径は像  

虎林秀□信女  幅。厚は像  
十月十三目  厚。   

堅25  聖子墓地  丸彫地蔵菩  60．0  20．3  17，5  江戸  砂岩  4区。立像。  
薩像   幅／径は像  

幅。厚は像  
厚。   

堅26  聖子墓地  圭頭状墓碑  131．5  126．5  42．3  24．0  寛文7年  1667  江戸  花蘭岩  【正面】  6区。   

寛文七未天七月四日  
高岸宗秋禅定門  
同蹄  両霊  
一渓妙鏡禅定尼  

堅27  聖子墓地  圭頭状墓碑  119．8  106．3  33，5  16．2  延宝5年  1677  江戸  砂岩  【正面】  13区。   

是時延宝五巳天  
蹄一湛月園然禅定門霊位  
七月廿八日  

堅一28  堅子墓地  圭頭状墓碑  82．3  73．3  29，0  14．5  天和2年  1682  江戸  花崗岩  【正面】  13区。   

天和二成年  
圃春禅定門  
正月六日  

堅－29  聖子墓地  圭頭状墓碑  ＊84，2  32．7  9，5  寛永9年  1632  江戸  砂岩  【正面】  12区。上部  

寛永九壬申年  欠失。   
［］姿弥禅尼  
十月晦日  

堅30  聖子墓地  圭頭状墓碑  92．2  80．7  29．4  13．2  貞享3年  1686  江戸  砂岩  【正面】  24区。   

貞享三刀年  
道秋禅定門  
九月五目  

堅－31  聖子墓地  圭頭状墓碑  85，7  69．7  30．2  14．0  延宝8年  1680  江戸  砂岩  【正面】  22区。   

延宝八庚申天  
妙雪禅定尼  
十二月初八日  

堅一32  聖子墓地  圭頭状墓碑  80．5  74．5  30．4  16．0  元禄11年  1698  江戸  花崗岩  【正面】  21区。   

元禄三年八月二日  
同合真宗正禅定門  
妙鎮禅定尼  
元禄十一寅正月二日  

堅－33  聖子墓地  圭頭状墓碑  ＊79，0  34．3  12．4  正徳2年  1712  江戸  砂岩   26区。   

【正面】 正徳二辰十月六日  
一源道流信士  
同骨  
祥雲信士  
元禄十二卯五月廿二日  

堅一34  聖子墓地  圭頭状墓碑  55．5  23．8  13，0  延宝2年  1674  江戸  花崗岩  【正面】  26区。   

延宝二寅年  
娠空在天弄高禅定尼・  
十月四日  

堅35  堅子墓地  圭頭状墓碑  56．7  24．4  12．7  元禄10年  1697  江戸  花崗斑   【正面】  26区。   

元禄十丑年  
物故岳雲道嶺禅定門・  
七月四日  
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No．  所在地  名称  総高  碑高  塔高  像高  幅／径  厚  紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考   
聖36  堅子墓地  丸彫地蔵菩  29．0  23．1  15．0  宝暦4年  1754  江戸  砂岩  【台石正面】  30区。定印  

薩像  本然妙性禅尼  の坐像。台石  
桂岳善昌信士  上面に水請  
【台石右面】  1、花立2あ  
宝暦四甲戊天  り。   
二月廿六日  
【台石左面】  
［］  

堅－37  聖子墓地  圭頭状墓碑  85．3  29．0  13．8  元禄14年  1701  江戸  砂岩  【正面】  36区。   

元禄十四辛巳年  
販空妙囲禅定尼霊位  
八月廿九日  

堅38  堅子墓地  丸彫如意観  ＊20．5  21，8  15．9  江戸  砂岩  45区。頭部  

青書薩像   欠失。   

堅－39  堅子墓地  圭頭状墓碑  67．0  24．8  10．5  元禄12年  1699  江戸  砂岩  【正面】  46区。   

元禄十二卯年霊  
物故涼渓禅定門  
五月二十二日位  

堅－40  聖子墓地  圭頭状墓碑  43．1  20．4  13．3  宝永7年  1710  江戸  砂岩  【正面】  50区。   

宝永七寅年  
板木全穐道□信士之位  
九月七日  

堅41  堅子墓地  櫛形墓碑  95，8  73，8  26．3  21．5  元文元年  1736  江戸  砂岩  【正面】  55区。   

覚了宗園信士  
自林寿晴信女  
【左面】  
俗名沢田久衛門  

元文元辰五月十二日  
堅42  堅子墓地  一石五輪塔  36．3  13．1  12．0  室町 末 55区。幅／  

～  径は地輪。   
江戸  
初   

堅43  聖子墓地  地蔵菩薩像  26．0  12，4  15．5  7．0  室町  55区。立  

末～  像。   
江戸  
初   

堅－44  聖子墓地  地蔵菩薩像  36．5  14，5  12．4  6．5  室町  55区。立  

末～  像。   
江戸  
初   

堅－45  聖子墓地  地蔵菩薩像  32．0  16．5  14．3  7．0  室町  55区。立  

未～  像。   
江戸  
初   

堅46  聖子墓地  地蔵菩薩像  32．0  16．5  15．0  7．0  室町  55区。立  

末～  像。   
江戸  
初   

堅47  聖子墓地  地蔵菩薩像  32．9  15．1  15．0  7．0  室町  55区。立  

未～  像。   
江戸  
初   

堅48  聖子墓地  圭頭状墓碑  74．0  27．2  11．1  天和2年  1682  江戸  花崗岩  【正面】  55区。   

天和二王成年  
物故宗現禅定門霊  
三月廿六日  

堅49  聖子墓地  櫛形墓碑  56．4  34．3  19．9  元禄4年  1691  江戸  蛇紋岩  【正面】  53区。上部  
元禄四幸夫年  に月輪とみら  
○扇應祖専  れる○刻む。  
十月十五日  台石は砂岩   

堅－50  堅子墓地  櫛形墓碑  39．0  12，2  18，1  12．1  天明5年  1785  江戸  砂岩  【正面】  46区。上部  
天明五年  に地蔵菩薩坐  
俗名者や  像彫り込む。   
巳九月六日  

堅51  漁協前  道標   ＊56．1  50．0  18，2  文化3年  1806  江戸  蛇紋岩  【正面】  漁業組合前、  
文化三丙寅三月日  元は聖子と的  
右まとや  矢の分れ道に  

道  あり。   
左かたこ  
鳥羽両町  
いせ  
講中  
あき者  

宝－1  宝珠寺  種子板碑  102．9  21．9  10．8  江戸  緑泥片   【正面】 ア 本堂裏。月輪  
ーンク  径18．4cm。梵  

字は胎蔵界大  
日如来の種子  
（アーン  

ク）。   

宝－2  宝珠寺  丸彫地蔵菩  ＊38．1  17．2  10．6  江戸  砂岩  本堂裏。立  

薩像   像。頭部欠   
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No．  所在地  名称  総高  碑高  塔高  像高  幅／径  厚  紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考  
失。破損著し  
い。元は千賀  
との分かれ道  
にあった地蔵  
堂の本尊とい  
う。   

宝－3  宝珠寺  丸彫地蔵菩  ＊39．4  15．6  11．0  元禄12年  1699  江戸  砂岩  【像腹部正面】  本堂裏。立  

薩像   元禄十二卯年  像。頭部・両  
瑞岸禅定門  手首欠失。個  
三月廿二日  人墓碑として  

道立された。   

宝－4  宝珠寺  丸彫弘法大  24．0  12．1  江戸  砂岩  【台石正面】  本堂裏。坐  
師像   山下弥助  像。左膝部欠  

失。   

宝－5  宝珠寺  圭頭状供養  71，4  25．6  14．3  元禄13年  1700  江戸  花崗岩  【正面】  本堂裏。   
碑  元禄十三年庚辰年十月  

卍無食供養  
宝－6  宝珠寺  五輪塔  ＊59．6  21．2  室町  本堂裏。幅は  

末   地輪を計る。  
火輪は玄武岩  
質凝灰岩。   

宝7  宝珠寺  五輪塔線刻  ＊61．0  ＊59．6  29．0  8．2  江戸  緑泥片  本堂裏。五輪  
板碑  田  塔形を線刻す  

る。   

宝8  宝珠寺  青面金剛像  71．3  39，7  30．5  15．2  享保2年  1717  江戸  砂岩  【正面】  境内庚申堂  
享保二年志茄聖子村  
酉十一月十日奥村与四郎立  
之  出す。台石は  

花崗岩（御影  
石）。   

千－1  千賀墓地  五輪塔  54．4  19．0  室町  1区。千賀志  
未   道祐  摩墓所。幅は  

キヤカラバア   地輪を計る。  
禅門  火輪は砂岩  

製。正面各輪  
に四門の梵字  
刻む。   

千－2  千賀墓地  五輪塔  60．4  20．3  室町  1区。千賀志  
末   摩墓所。幅は  

地輪を計る。  
各輪四方に四  
門の梵字刻  
む。   

千3  千賀墓地  五輪塔  56．1  19．3  室町  1区。千賀意  
末   摩墓所。幅は  
臼  地輪を計る。  

空風輪（安山  
岩）と火・  
水・地輪（砂  
岩）は別物。   

千－4  千賀墓地  圭頭状墓碑  ＊57．3  28．3  18．4  慶安5年  1652  江戸  流紋岩  【正面】 慶安 1区。梵字は  
五年霊  釈迦如来の種  

バク締真宣久信男  子（バク）。  

八月廿三日位  径13，5cmの月  
輪内に種子刻  
む。   

干一5  千賀墓地  圭頭状墓碑  ＊35．5  24．0  11．5  万治3年  1660  江戸  流紋岩  【正面】  1区。月輪径  

万治三庚子［］  
○金岩妙菊禅［］  
九月廿一目  

千6  干賀墓地  圭頭状墓碑  ＊61．5  32，9  14．5  万治3年  1660  江戸  流紋岩  【正面】  1区。月輪径  

万治三年子ノ定  は13．Ocm。   

○益菓久昌禅  
九月十二日門  

千－7  千賀墓地  五輪塔残欠  ＊46．4  22，0  室町  1区。地輪欠  
末   失。   

干一8  千賀墓地  五輪塔残欠  ＊35．0  23．0  室町  1区。火・地  
未   輪欠失。   

千9  千賀墓地  圭頭状墓碑  ＊91．3  42．4  9．0  江戸  砂岩  1区。表面磨  
滅のため銘文  
判読不明。台  

石上面に水請  
1、花立2あ  

り。   

千－10  干賀墓地  櫛形墓碑  ＊66，4  52．6  27．3  15．0  元禄12年  1699  江戸  砂岩  【正面l  1区。   

元禄十二卯年  
蹄一瑞岩禅定門霊位  
五月廿二日  

千11  干賀墓地  圭頭状墓碑  46．2  29．5  15．5  寛文2年  1662  江戸  砂岩  【正面】  1区。   

寛文二王寅霊  
蹄眞宗金禅定門  
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No．  所在地  名称  総高  碑高  塔高  像高  幅／径  厚  紀年銘  西暦  時代  材質   銘文   備考  
六月十四日  

千12  千賀墓地  圭頭状墓碑  ＊55．5  30．0  13．5  江戸  砂岩  1区。表面磨  
滅のため銘文  
判読不明。台  

石上面に水請  
1、花立2あ  

り。   

干13  千賀墓地  五輪塔残欠  16．0  12．0  室町  1区。空風  
末   輪。   

千14  千賀墓地  圭頭状墓碑  79．3  29．6  15，1  寛文8年  1668  江戸  花嵐岩  【正面】  44区。   

寛文八戊申年  
帰光妙意禅定尼■  
九月十八日  

千－15  千賀墓地  櫛形墓碑  ＊61．4  48．4  22．6  15．3  明治4年  1871  近代  石英閃  斎場。   
緑岩   
同曾  
妙法信女  
【右面】  
明治四寅七月十二日  

千16  千賀墓地  六地蔵菩薩  34．1  24．1  12．8  元禄15年  1702  江戸  砂岩  ①  斎場。他に新  
像   【台石】  造の六地蔵菩  

施主  薩像と棺台・  
†蛋中  前机あり。   
兵作  
善助  
②  
【台石】  
施主  
濱中  
太郎兵衛  
善兵衛  
③  
【台石】  
施主  
濱中  
弥三郎丞  
④  
妙蘭禅定尼  
智清禅定尼  
【台石】  
施主  
長助  
（9  
元禄十五壬午年  
八月廿四日  
【台石】  
施主  
六三郎  

【台石】  
施主  
祐口  

千－17  千賀墓地  圭頭状墓碑  ＊58．5  32．0  13．3  正徳2年  1712  江戸  花崗岩  【正面】  17区   

正徳二辰年  
松岩英長信士霊  
十一月廿七日  

千一18  千賀墓地  圭頭状墓碑  85，0  74．5  29．5  12．5  元禄4年  1691  江戸  花闘岩  【正面】  36区   

元禄四  
盛本禅定門  
十月三日  

千19  千賀墓地  圭頭状墓碑  94．4  35．0  14，6  元禄9年  1696  江戸  石英閃  26区。   

緑岩   元禄九子年  
物故妙賓禅定尼・位  
三月九日  

千－20  千賀墓地  圭頭状墓碑  85．6  32．5  13，6  元禄13年  1700  江戸  石英閃  26区。   

緑岩   
物故智清禅定尼・位  
四月初四日  

千－21  千賀墓地  圭頭状墓碑  81，3  32．5  12．3  元禄12年  1699  江戸  石英閃  26区。   

緑岩   
坂元真心禅定門・位  
七月念五目  

千－22  千賀墓地  圭頭状墓碑  73．8  30．5  16．5  元禄4年  1691  江戸  石英閃  26区。   

緑岩   
源宗覚禅定門霊位  
六月十日  

千23  千賀墓地  自然石墓碑  ＊61．5  38．2  22．1  江戸  石英閃  26区。上部  
緑岩   ［］  線刻の区画が  
○林清禅門  あり月輪刻  

［］  む。銘文乱雑  
なうえ、磨滅  
で判読不明。   
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Ⅴ 周辺地域の民俗調査  

地観察調査をおこない、 行事の次第をデジタルカメ  

ラ、および8ミリビテナオで撮影し、報告書作成の上   

での参考資華トとした。  

このほか、近隣の的失地区・千賀地区・畔蛸地区・   

相差地区の集落および墓地の概観、葬送儀礼などに  

ついて予備調査をおこない、堅子地区の事例と比較  

するための参考とした。   

3 堅子地区の概況と民俗的特質  

鳥羽市堅子町は、同市域の南端に任地する的央湾   

に面した海辺の村で、浄土近世墓地のある志摩市磯   

部町的央の東隣にあたる地区である。堅子は、志摩   

国のなかでも一番小さな村といわれ、戸数は近世期   

から30へ40戸のあいだを推移していた。しかし、   

近年は若年仲代の他出によって過疎化・高齢化がす   

すみ、平成11年度の戸数は31戸、人口は83人と   

なっている。堅子の集落は、的失湾内の入江のひと   

つである堅子浦に面して展開してお古）、浄土近世墓   

地とは堅子浦をはさんで東西に向きあう場所に位置   

している（写真1）。  

堅子地区は、もともと陸上交通の而ではかなり不   

便な土地柄で、現在もこの地区にいたる路線バスや  

定期船などの交通機関は存在しない。また1969年に  

同市相差からのびる自動車道が敷設される以前は、   

村へ通じる道は細い山道があるばか8）で、隣の地区   

へおもむく場合も浜から船を出すか徒歩で行かなけ   

ればならない状況であった。このようなことから、   

堅子地区は生活習慣の面での都市化の進度が遅く、   

民俗的には葬送儀礼そのほかに古風な習俗が今日ま   

で残存している。  

堅子地区は、耕地が狭く地先の漁業圏ヤ磯場も乏   

しい。そのため村の男性は江戸時代から海運業に従  

事するものが多く、ながらく船主と船員の村として  

成り立っていた。物資輸送には、ダンベ船とよばれ   

る20トン未満の木造運搬船や、地元で大船（オヤプ   

ネ）とよぶ70トン以上の小型貨物船が使用された。   

大正期、昭和20年代にかけて、堅子には70トン以   

上の大型船が10隻前後、20トン未満の小型船が8  

1 はじめに  

本章は、浄土近世墓地の発掘調査にともない、遺   

跡にほど近い鳥羽市堅子町の民俗調査を実施し、お  

もにこの地区の葬送儀礼と仏教行事に関する習俗に  

ついて報告するものである。  

この調査によって、浄土近世墓地に関する葬送墓   

制の儀礼について、現行習俗との関連の中から、遺   

跡の墓制についてのある程度の理解を助けるととも   

に、的央湾岸の村々における葬送儀礼の地域的特色   

や、その変遷などもうかがい知ることができると考  

える。   

なお、堅子地区の葬送儀礼についての先行研究と   

しては、皇学館大学郷土研究会による千賀・堅子地  

し！〕 区の民俗報告があり、本報告でもこの事例報告を参  

照しながら、さらなる詳細な記述を目指した。   

また、鳥羽市の葬送墓制に関する民俗調査の事例  

② としては、『鳥羽市史下巻』をはじめとする自治体  

史の民俗編の報告、戦前期に活躍した鳥羽の民俗学  
③  

者・岩田準一の『鳥羽志摩の民俗』、和歌森太郎らい   

わゆる西日本民俗調査団による『志摩の民俗』にお  
④  

ける佐藤米司の報告などがある。また近年では、国  

立歴史民俗博物館の資華ト調査報告書『死・葬送・墓  

制資華卜集成 西日本編3』における鳥羽市松尾地区  
⑤  

の葬送墓制の報告などがあり、各部分で参考にして   

いる。  

2 調査の方法  

民俗調査では、鳥羽市堅子地区の住民の方々から、  

おもに葬送儀礼と盆行事について聞き書き調査を数  

回にわたって実施し、儀礼や行事の次第をできるだ  

け詳細にまとめた。また、宝珠寺の本堂や薬師堂に   

ある葬式用具等については、三重県埋蔵文化財セン   

ターの規定にあわせて35ミリネガフィルムで写真   

撮影をおこなった。   

また8月には、堅子地区の盆行事の調査を実施し、  

おもに8月13日の迎え念仏と盆踊り、翌8月14日   

の墓参り、また8月20日の精霊船送りについて実  
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た。なお、鳥羽市にある海の博物館には、堅子の大  

西家から寄贈された「宝永丸」（昭和14年に土佐沖  

で遭難沈没した大型の木造運搬船）の巨大な舵が常  

設展示されており、海運業で栄えた往時の村の様子   

をしのぶことができる。  

このほかの村の生業として、農業面では聖子は平   

地が少ないために、谷間や丘陵部などにわずかずつ   

広がる田畑で稲作や麦作、サツマイモ栽培などがお   

こなわれている。また、昭和30年代までは、集落   

のすぐ背後にまでせまる山地に自生するカシ類など   

の雑木を伐採して、燃料用の薪として出荷していた。   

また、地先の海では渡静かな浦潅を利用して青海  

苔・真珠・カキの養殖が、また岩礁附近では冬場に  

はイセエビ網漁や、海女によるサザエやウニ、ワカ   

メ・ヒジキ・アラメ・テングサなど海藻類の採取な   

どがおこなわれている。  

以上が、堅子における伝統的な生活の概要である  

が、概して村の男性は船舶関係の仕事につくために  

外洋に出て家をあけることが多く、このために男た  

ちに代わって女性たちが家を守ってきたといえる。  

このため、志摩の他地域との比較において、村の社   

会生活の場面などで女性たちの役割が卓越している   

ことが、この村の民俗的な特色としてあげられる。  

写真1 浄土近世墓地から眺めた堅子集落  

隻余あったといわれる。  

大正期から昭和初期のおもな輸送船の航路として  

は、小型船の場合は、尾鷲・紀伊長島を中心とした  

熊野灘沿岸から出材される材木の輸送をはじめ、山   

で採ってきた薪や粗菓、漁網や綱用にもちいる藁縄  

（出し縄）などを伊勢・名古屋方面へ出荷した。また  

大型船の場合は、大阪一束京航路においては紀州・  

熊野方而から工事用の足場丸太（ナル）を、また京  

浜方面でつくられた石油化学製品等を阪神方面へ輸  

送した。また、九州一名古屋・東京航路においては、   

おもに名古屋から瀬戸の陶器を輸送し、九州方面か   

らは石炭の輸送を名古屋・東京方面へおこなってい  

第66図 堅子地区詳細地図（縮尺任意）  
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写真3 宗珠寺の全景  

（1530）10月23日に示寂したとある。また、鳥羽  

藩の儒者であった葦田省甫が正徳3年（1713）に著  

したF志陽略誌』には、「宝珠庵 堅子村に在り、酒  

家宗にして相差村梵潮寺の末院也。又薬師堂在り」   

とあり、この頃までには今日の寺のかたちがほぼ整   

っていたと考えられる。  

宝珠寺は、堅子区の公民館などがたつ集落の中央  

部に位置しており、公民館とともに集落の中枢とし  

て機能しており、地区全体は寺を中心にして村の東  

部を上手、西部を下手と表現している。また、寺の  

境内には遊具が置かれて子供の遊び場にもなってい  

るなど、地区の人々が普段から多目的に集まる広場  

として利用されている。  

寺の境内の建物としては、昭和55年に再建され   

た鉄筋コンクリート建ての本堂のほかに、本堂真の  

一段小高い所に薬師堂（本尊は鎌倉期作の薬師如来  

立像）が建ち、毎月8日には薬師さんの会式が催  

されている（写真4）。また、寺の前庭に享保2年  

（1717）の記銘もつ青両全剛（庚申）の石像を面巳る  

庚申堂があり、現在も庚申の日ごとに村の家々のな   

かで順番に6戸が1組になり、当番の家で青面金剛  

の掛け軸をまつる「庚申さんの日待ち」がおこなわ  

れている。このほか境内に老人憩いの家がある。  

現在、宝珠寺の住職は、同市相差の梵潮寺住持が  

兼務しており、普段は無住寺となっている。寺の管  

理や仏事の準備は、檀家給代や念仏婆さんが中心と  

なっておこなうほか、堅子住民の日香制により寺の  

本尊仏へ仏眉向や仏華・茶菓などのお供えがおこなわ   

れている。   

なお、本堂には、葬式に用いる伏鉦（鉦鈷）や十   

いなかったため、県下で最も早く昭和6年に堅子地  

区に婦人消防団（昭和57年に解散）が発足したこ  

となどは、そうした暮らしのあり方の一端をしめし  

ている。また、堅子漁協前の前浜の出入口に置かれ  

ている「洗米石」とよばれる石（現在は3代目。護  

岸改修のため平成12年に新しく作り直された花崗  

岩製）には、海に仕事に出た人々の海上安全を祈っ  

て、家の女性が白米を升に入れて浜にもっていき、  

潮で洗い清めた洗い米を供える習慣があり、現在も  

石にあいた5個のく ぼみに洗米を供える風習  

が伝えられている（写真2）。   

また、村の葬儀や仏事については、「念仏婆さん」  

とよばれる念仏集団が儀礼の各場面において深くか  

かわりをみせ、その役割が大きいことも堅子の伝統  

的な村落生活における女性の役割を考える上で注目   

すべき習俗である。これについては後節において詳   

述する。  

4 堅子の寺院と仏事   

（1）宝珠寺の沿革   

願王山宝珠寺（臨済宗南禅寺派）は、朝熊山金剛  

証寺大の大慈山梵潮寺（鳥羽市相差）の末院で、古  

くは「宝珠庵」と号し、堅子地区および千賀地区の   

住民を檀家とする寺院で、寺の本尊は、厨子入りの  

小さな地蔵菩薩坐像（高さ19cm：江戸時代）であ  

る（写真3）。   

宝珠寺の創建については、記録もなく不明な点が  

多いが、宝珠寺が所蔵する文政12年（1829）の過  

去帳では、宝珠庵開山の月心和尚大禅師が享禄3年  
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写真4 薬師堂  

三仏の掛軸、枕刀用の脇差、葬儀の際に喪主以下の  

‾五役」が着用する自の麻祥や自推子、盆行事関係  

の道具一式などが保管されている。また、薬師堂に   

も、野辺送りに使用する道具類が保管されている。  

（2）堅子の念仏婆さんについて   

前項ですこし紹介した「念仏婆さん」とは、志摩  

の各村々でおこなわれる仏事や葬儀の場面で、念仏  

や御詠歌の詠唱をおこなう老女たちの念仏集団のこ   

とで、志摩地域に広くみられる信仰集団の一つであ   

る。  

念仏婆さんは、もとは檀那寺や村の仏堂を拠点に   

活動する任意の念仏衆であったと考えられるが、   

1950年代以降になると、各仏教宗派が在家布教活動   

の一つとして全国的に組織イヒした詠歌諸団体の傘下  

に入り、現在は各地で檀那寺付きの詠歌講（唄歌語）  

に編成しなおされる傾向にある。志摩地域では、今  

もこうした近代的な詠歌講のことを「念仏婆さん」  

と俗称するところが多い。ただし、こうした編成替  

えの過程において、それまで各地で伝承された古い   

念仏の節蹄が廃絶され、かわって各流派の御詠歌が  

新しく導入される場合も散見される。しかし、堅子  

の念仏婆さんの場合は、こうした外部団体の影響を  

直接的に受けなかったために、今日まで古い念仏婆   

さんの組織と節曲が残されており、その点で貴重な   

存在となっている。  

堅子の念仏婆さんの習俗がいつごろから存在する   

かについては、史料が乏しいために不明である。し  

かし、志摩の各地区でこうした老女の念仏集団が村  

の仏教行事や葬送儀礼の場面に深く関与してきたこ  

とは確かであり、志摩地域における村落信仰のあり  

写真6 念仏婆さんの御詠歌の眼本  

ようを知る上で興味ぶかい習俗である（写真5）。   

堅子の念仏婆さんは、地区の年齢集団の一つとし  

て存在しており、現在は65歳～75歳の地区の老女  

がこれを勤める決まりになっている。念仏婆さんの  

加入・引退は、2月15日に宝珠寺で催される捏菓   

会の際におこなわれるが、以前はもっと若い年齢で   

の加入もあり、上限もとくに決まりはなかったよう   

である。しかし近年は、65歳になった地区の女性  

も働きに出るなどして多忙な人が多いために、規定  

の年齢になった女性が加入しない現状もあり、念仏  

婆さんのなり手が減少している。   

念仏婆さんのおもな活動は、寺の行事や檀家の追  

善供養での念仏・御詠歌の奉唱と、月に一皮おこな   

われる宝珠寺・堅子墓地の清掃作業、そして葬儀に  

おける念仏申しである。念仏婆さんがおこなう行事  

は、毎月宝珠寺で行なわれる会式を中心に年間30  

回以上あるが、これについては後節で詳述したい。   

念仏婆さんが唱える念仏・御詠歌は、「心経（般若  

心経・消災呪・俄悔文）」、「念仏（百万遍念仏）」、「地   

185  



切り替えられるのは、平成5年（1993）ごろのこと  

であった。  

現在、堅子でおこなわれる葬送儀礼の形式は、本   

葬の前に遺体を火葬場において茶毘にふし、すでに  

火葬した焼骨を弔いの対象とした告別式をおこなう  

ようになり、それ以後の葬列には、故人の骨箱が霊   

棺に代わって加わるようになっている。   

こうした葬送儀礼の形式の変化は、火葬の導入さ  

れる以前からあり、葬法や経費の節約などについて  

もたびたび改正されていると考えられる。たとえば   

昭和38年ごろから座相にかわって寝棺を使用する   

ようになったことや、告別式を中心にして農協の葬   

儀部門が関与するようになるなど、時代に応じて葬   

儀をめぐるシステムが少しずつ変化してきている。  

しかし、堅子では現在も自宅で葬儀をおこなう場合  

が多く、喪家から地区の墓地にいたる道中では、野  

辺おくり（野おくり）の儀礼がおこなわれるなど、  

なおも古い葬送の習俗が受け継がれている。  

このように葬送儀礼の一部が変化していった背景  

には、火葬の普及という全国的な行政の指導がある  

一方で、地域社会のレベルでは、埋葬などにかける  

労力を簡素化するねらいがあると考えられる。しか   

し、堅子における現在の葬送儀礼のあり方は、以前   

にくらべると幾分かは簡略化されたとはいえ、土葬   

の時代から伝わる一連の儀礼や信仰を基本としてい  

ると考えられる。   

以下では、こうした現状も踏まえながら、この地  

域における伝統的な葬送儀礼の報告として、現時点   

において堅子の地元住民の万々からある程度詳細な  

聞き書きが可能な、1960年代ごろまでの≪座棺一土  

葬≫ による葬送儀礼を中心に報告をおこなう  

（2）死亡から本葬前夜まで  

死亡の通知   

死人が出ると、まず連絡を受けて近くの親戚や区   

の役員が喪家に集まり、今後の葬儀の段取りについ   

て相談する。その後、地区内に死亡の通知をおこな   

う使いの役を身内の者の中から2人たて、親類宅や   

村の世話役など関係の家々を2八一賭に訪ねさせ、  

口頭により葬式の日程や役割などを知らせる。   

使いが2人ずれであるのは、伝令の言い落としや  

間違いが無いようにするためと同時に、歩く通すが  

写真7 宝珠寺の伏鉦  

蔵の念仏」、御詠歌である「善光寺」・‾両国三十三  

香」イ十三仏」、葬儀の際に唱える「野もどりの念仏」  

などがあるが、念仏婆さんはこれらの詞章を書いた  

唄本をそれぞれ持っており（写真6）、行事や儀礼の  

場面ごとに御詠歌を組みあわせながら念仏申しをす  

すめる（念仏の詞章は、後で［資料1］として掲載）。  

このほか、薬師堂には昭和初期に善かれた『刈萱同  

心石童丸和讃』F賽の河原地蔵和讃』などの唄本が伝  

存しており、以前には和讃類の詠唱も法要などの際  

に唱えられていたようである。   

念仏申しをおこなう際には、楽器として宝珠寺に  

ある伏鉦（嘉永元年：1848年製）を使用し（写真7）、  

念仏婆さんの一人が鉦を打ち鳴らし、鉦の音にあわ   

せて全員で念仏を唱和する。この伏鉦は、寺での法  

要で使用される以外にも、薬師堂の会式や盆行事、  

また葬儀や法事の場においてもたびたび使用される  

ものである。ただし、年末の12月24日の地蔵縁日   

から翌年の1月24日の初地蔵縁日までの1ケ月間  

は、正月（神さん事の月）の期間であるために鉦を  

叩いてはならない習わしで、この間は鉦の代わりに   

竹ザルに紙を貼りつけ伏せたものを撞木で打ちなが   

ら念仏申しをおこない、万一この期間中に葬儀がお   

こなわれる場合にも、原則としてこの形で念仏申ト   

が執行される。  

5 堅子地区の葬送儀礼   

（1）葬送儀礼の変遷（昭和～平成）   

堅子における葬制は、鳥羽に広域火葬場が完成す  

る平成元年（1989）ごろまで一般に土葬の風習が  

伝えられてきた。塩葬方法が土葬から火葬へ完全に  
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らが怖くないように、また死者が伴をひかないため   

ともいわれる。もし、使いを1人でしなければなら   

ない場合には、まじないとして着物の裸や懐に手ご   

ろな石をいれておくと良いといわれていた。  

こうして一通8）の村中への通知が済むと、これと   

は別の2人を使いにたて、今度は寺の住職のところ   

へ出向き、今後の葬儀の次第について報告する。  

葬式の手伝い   

使いの知らせを受けて、村人はそれぞれ葬式の手   

伝いにあたる。  

堅子は、もともとの家数が少ないために、地区の   

内部に葬式組のような特別なまとま8）が存在しない。   

そのため地区で葬式がおこなわれる際には、必ず各   

戸から1名ずつが出て、葬儀の準備を手伝うことに   

なっている。こうした村人総出の共同作業（総出以  

外にも1名だけが村の用事をつとめること）を、堅  

子ではグンヤクあるいはグンニヤク（工役）という。  

葬式のグンヤクは、墓穴瀬川、花切8）、棺桶作り   

（大工が担当）、花籠や造花など葬式道具の工作をす  

る役、食事のまかない役などの役割分担があり、そ  

れぞれの人が適宜担当にわかれて作業をおこなう。  

作業内容については、後の項で詳述する。   

この間、故人の遺族は、特定の役割以外に葬儀の   

準備作業などに直接たずさわることはほとんどな   

く、諸役の大部分は親戚や村人に委ねられている。  

念仏婆さんの役割   

葬儀の手伝いには、村人による共同作業とはべつ   

に念仏婆さんが一定の役割をになう。  

念仏婆さんの役目の中心は、死者の弔いのために   

儀礼ごとに行なう念仏申しであるが、そのほか葬儀   

に関わるしきたりや作法の指導などにもあたる。ま   

た、故人の死出の旅支度として手甲・脚半・巾着  

（財布）・頭陀袋を晒し布でつくり、葬式の五役や死  

者の履きものである足半（アシナカ＝かかと部分の   

ない短い草履）を稲藁でつくる作業も、念仏婆さん   

の役割である。  

念仏婆さんが葬儀や追善供養で唱える念仏・御詠  

歌は、「心経（般若心経・消災呪）」、「念仏」、「善光  

寺」、「西国三十三香」、「十三仏」、「南無大聖不動明  

王」の6種であるが、枕念仏から一周忌までのあい   

だでは、下記のように念仏・御詠歌を儀礼ごとに組  

みあわせて奉唱する。  

①枕念仏  ：心経・念仏  

（む湯潅の念仏 ：念仏  

③夜とぎの念仏 ：念仏・善光寺・三十三香  

④出立ちの念仏 ：心経・念仏  

⑤野戻りの念仏 ：心経・不動∵念仏・十三仏  

・念仏・善光寺  

⑥仏入りの念仏  

⑦初七日  

⑧十四日  

⑨二十一日  

⑲二十八日  

⑪三十五日   

四十九日  

⑳百箇日  

⑬一周忌  

：念仏・善光寺・十三仏   

：心経・念仏・善光寺   

：心経・念仏・善光寺   

：心経・念仏・善光寺   

：心経∵念仏・善光寺   

：心経・念仏・善光寺  

・念仏・十三仏（同日に執行）  

：念仏・善光寺・十三仏   

：念仏・善光寺  

遺体の安置   

堅子では、現在も葬儀は自宅でおこなうのが通例   

であ古）、人が亡くなると遺体は自宅の座敷に安置さ  

れる。この際に葬儀のために座敷の畳の敷きかえを  

おこない、敷きかえ終えると、遺体を蒲団の代わ8）   

に敷かれた藁延の上に寝かせ、頭が北向き（無理な   

場合は丙向き）になるように安置される。   

畳の敷きかえは、座敷一間の畳の日と遺体を寝か  

せる蓮の日は一方向にそろうように敷きかえる習わ  

しで、これを「そば日にする」という。そば日にそ  

ろえると、畳と蓮の日は死者の身体に対して横方向   

にそろう。こうした畳の敷き方は葬儀の時のみにお   

こなわれ、日常では畳をそば目に敷いてはいけない   

と言われる。  

遺体が安置されると、親戚の者が身体をきれいに   

拭いてや古）、死装束として故人が生前に普段着てい   

た着物などを左前にして着付け、その上から布団の   

代わ8）に白幡子（カタビラ）を上下さかさにして（足   

元に衿、首に裾が来るように）被せる。また個人の   

顔を白布で覆う。  

白惟子は、白い麻または木綿でできた単衣の着物   

で、葬儀の際に作るということはせず、通常は故人   

が生前に用意しておいた。とくに女性の場合は、肉   
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親の葬儀などでも白幡子を着用する機会があるため、  

かつては結婚した際に自惟子を作っておく場合が多  

かったという。   

また、宝珠寺からは十三仏の掛け軸・枕刀の脇差・  

念仏用の伏鉦を借りてきて、政人の枕元に魔よけと   

して枕刀を置き、十三仏の掛け軸は床の間にかける。   

また、遺体の前に′ト机を置いて、水、灯明、シキビ  

の花、香炉などを供え、その前に伏鉦を置いて、弔  

いの場として部屋を設える。   

このほか、葬儀がおこなわれる期間は、屋敷内に   

ある神棚はすべて戸締りをして半紙で覆い隠し、家   

中の注連縄もはずしておき、葬儀後の精進あげが終   

わるまで一切の神を祭らない習わしである。  

枕念仏・死に水   

遺体の安置が済むと、肉親や親戚などが喪家に集  

まり、念仏婆さんをむかえて枕念仏をおこなう。枕  

念仏には、寺の住職は参加せず、念仏婆さんが儀礼   

の中心をにない鉦の音に合わせて「心経」と「念仏」   

をとなえる。   

この際、仏前には米粉で作った自団子1組を供え  

る。自団子は直径3，4cmの団子で、一組の盛物  

それぞれに3～4個ずつ、枕念仏の前と葬儀当日、   

改葬後の「野もどりの念仏」に、3度とも同じよう   

に供える。   

また、死者に死に水を摂らせるために、水入れ（茶  

碗）と割箸の先に3cmほどの綿を巻きつけたもの  

を死者の枕元に置き、これで死者の口元を濡らす（し  

めす）。これを‾水向け」という。なお死者の唇にも  

少量の綿が入れてある。水向けをおこなう時刻はと   

くに定まっておらず、各人が死者にはじめて対面し   

た時におこなう。  

葬具の準備（つくり）   

通夜がおこなわれる日の午前中には、本葬にむけ  

ての準備をおこない、地下の村人が宝珠寺の裏手に   

ある薬師堂に集まって、葬儀に必要な道具類を製作   

する。この作業は「つくり」とよばれ、グンヤクと   

して各戸から1名ずつ出て手伝うことになっている。  

宝珠寺真の薬師堂の物置には、おもに野辺おくり  

の際に用いる天蓋・龍頭・四幡・菅笠・燈篭・水桶・  

花筒などの道具が保管されているので（写真8・写  

真9）、手伝いの人々はこれらを装飾し、また新たに、  

写真8 棺にさし掛ける天蓋  

写真9 吊り灯籠   

霊棺、死花、花籠、造花、竹の杖、木製の杓文字、   

盛飯の箸、野おくりの松明、木の鍬、仮墓標、七枚  

塔婆、死者と三役がかぶる三角帽、香典帖などを分  

担して作る。  

このうち霊棺は、現在は葬儀屋が用意するが、以   

前は村の大工が製作した。霊柁はスギかヒノキの六   

分枝で作るが、このとき棺にたてまわす四而の板を  

「左打ち」といって継目が一方向に流れるように打  

ちつけた。このような箱の作り方は、霊棺を作る時  

にだけ施され、それ以外におこなうのは不善である   

とされた。  

野辺おくりの時に使用する花籠は、細く裂いた竹   

ひごを目籠状に編み、編み残しのひごを長く残して  

上方で束ね、そこに細かく切った練・黄・赤・自・  

青の色紙をはって装飾したもので、これを2メート   

ルほどの竹竿の先にとりつける。また花籠の中には、   

政人の年齢にひとつ足した数の小銭を入れた紙包み   

を入れ、野辺おくりの道の途中でこれをふるって籠   

の中の′ト銭をばらまく。  
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死花（紙花）は、半紙を縦長に祈り、ハサミでい   

くつも切れ目を入れたものを竹串に糊付けして巻き   

つけたもので、堅子では1本だけ作る。葬儀のあい   

だ、死花は花瓶に立てて祭壇の前に飾古）、埋葬の後   

もしばらくのあいだ墓に立てておく。また造花は、   

白い薄紙を花のように絞って作り、赤や黄で色をつ   

けたものを、周辺の111から採って来たツバキの枝に   

取古）付け、竹筒に立てて飾る。  

野おく りの際に先導役が持つ松明は、長さ40cm  

の細い竹を直径約5，6cmに束ねたもので、松明  

の先には火をあらわした赤い色紙を巻く。  

縦長の直方体の木枠になっている燈篭は、葬儀の   

たびに新しく枠に紙をはりつける。また水汲みに用  

いる水桶にも、‾甘露水」とかいた紙を葬儀ごとに新   

しくはる。  

埋葬後に墓の前へ建てる仮墓標は、六分のスギ板   

で長さ約70cm幅約10cmの板札型に作8）、表に「○   

新仮元〈 戒 名 〉」と墨書きする。また追善供養   

用の七枚塔婆も、大分のスギ板を高さ約30cm幅約   

40cmにつく古）、板の先を七枚の山型にして、戒名   

とそれぞれの忌日と仏の名前を墨書きする。  

このほか、男性2人が周辺の山よりモーチ・ツバ   

キの枝と青いマダケを切8）出してくる。モーチ・ソ   

バキは死者への供花とし、ツバキの枝には前記した   

紙の造花を取り付ける。マダケは、葬列の際に用い   

る天蓋・四幡・花籠・燈篭の柄として使用する。  

つく古）の終了後は、薬師堂の前にあつま古）、参加  

者へ身体を清める意味で銚子の酒が振る舞われる。  

墓穴掘りと花切り   

堅子では、墓穴瀬川のことを「家作8）」とよぶ。   

墓穴掘りはつく りの中でも重労働の一つであり、」  

の役にあたる者を「おんぼ（陰坊）」ともよんでいる。   

墓穴掘りにあたって家つく古）の者は、衣服が汚れ   

てもよいように喪家より着物と帯と穴掘りの工具を   

借8）て作業をおこなう。座棺の場合の墓穴の大きさ   

は、たてよこ約3尺四方、深さ約5尺の穴を掘る。   

完成すると墓穴を清酒で清め、掘った人も酒をいた   

だく。   

また仏の花であるシキビは、女性2人が「花切り」  

役としてこれにあたる。シキビは地区の山地の植生   

上自生していないため、かつては鳥羽市松尾方面に  

ある北向きの111まで枝を切りに出かけなければなら   

ず、このため花切古）役は、家作古）と同じく重労働の   

ひとつとして位置づけられた。  

花切り役と家作古）役は、その労をねぎらうために、   

葬儀の後も大切な客として三回忌までの法要には必   

ず招待され、あつくもてなされた。現在は、花切8）   

の必要がなくなったため、家つく りのみが招待され   

。  

湯潅の念仏   

通夜を前にして、遺族・親戚や念仏婆さんが喪家   

に集まって「湯潅の念仏」をおこない、念仏婆さん   

が死者を前にして「念仏」を唱える。  

なお、かつてはこの際に湯潅をおこなった可能性   

もあるが、聞き書き調査からはたどることができず、   

詳細は不明である。現在、湯潅の儀礼は本葬当日に   

おこなわれている（後述）。  

通夜（夜とぎの念仏）   

通夜は「夜とぎ」とよばれ、夜7時ごろよ8）喪家   

に寺の住職をまねいて、通夜の法要をいとなむ。こ   

の際には、親戚や近隣の人々なども弔問に集まって   

くる。   

また、住職による読経の後には、念仏婆さんが「夜  

とぎの念仏」として「念仏」・「善光寺」・「三十三香」   

を唱える。その後は、親戚の者が夜通し線香が絶え   

ないように交代で遺体の番をしながら夜を明かす。  

（3）本葬当日  

耳ふさぎ   

葬式の朝、死者と同年の者は、計報を聞いて死に  

引き込まれないための呪いとして「耳ふさぎ」の団   

子をつくる。この団子は、かならず5合の米粉から   

作り、自分の年齢に1個をたした数の団子をこしら  

える。このため、若い者ほど団子は大きく、年寄古）  

になるほどよ古）小さく数が多くなっていく。   

団子は蒸し器で蒸して、黄な粉をまぶして盆など   

に盛8）、同年齢の者が村中をまわって歩き、出会っ   

た村人たちに「同い年ヤないんなあ…」などと言い   

ながら団子を数個ずつもらってもらう。  

野の飯炊き   

喪家では、本葬を前にして屋敷の前庭で霊前に供  

えるご飯を炊く。これをノノメシ（野の飯）という。  

飯炊きの役は「嫁の水持ち、娘の飯持ち」といって、  
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故人の娘がおこなうことがしきたりで、葬列では野   

の飯を持って歩く飯持ち役をもつとめる。   

野の飯炊きは家の竃を使って炊くことはなく、屋  

敷の庭先に別にこしらえた焚口が北向きの石造りの  

小さなクド（竃）を使用して、別火によって炊飯が  

おこなわれる。また、野の飯を炊くための水は、村  

の共同井戸（里の井戸）の水をつかう。   

水汲みの仕事は、跡取りの嫁がつとめることにな  

っており、薬師堂に保管してある水桶を使って水を   

汲む。この際、嫁が水を汲みに家を出て行った後で、   

飯持ちの娘が途中まで嫁を呼びに行く。こうした行   

為は葬式の時にだけおこなわれ、生活水を井戸にた   

よっていた時代には、普段の水扱みは必ず一人で行  

き、水汲みに行った者を呼びに行ったり声をかけた   

りしてはいけないとされていた。   

野の飯は「野の飯三合」とよばれ、三合ホウロク  

という素焼きのホウUクを石の竃にかけて、水持ち   

の嫁が汲んできた水を使い、薪でなく稲わらを燃料   

にして三合の自飯をたく。かつては湯潅の湯も石の  

竃で沸かしていたが、現在は簡略化されて湯潅に湯  

を使わなくなっている。ちなみに堅子には、日常に  

おいて人と財産や土地を争うことを戒める警句とし  

て、‾野の飯三合の足しにもならん」（生前の財■産は  

死後あの世にはもっていけないという意味）という  

諺がある。  

炊き上がった野の飯は、このために作った木製の  

小さな杓文字を使って生前に故人が使用した茶碗に  

高く盛り、竹と杉の片一方（カタヒポ）になった箸  

を盛飯に突き刺す。また白飯とともに、カワラケに   

盛った塩と味噌を白木の僕勝に供える。葬式のとき  

以外には、カタヒポの箸で食事をすることは縁起が  

悪いこととされている。  

なお、残った野の飯とホウロクは、塩葬の時に棺  

の外側にできる墓穴のすき間に埋めておく（写真  

10）。  

出立ちの念仏   

葬儀当日の午前中、納棺に先立って「出立ちの念  

仏」がおこなわれ、死者を前に念仏婆さんが「心経」  

と「念仏」を唱える。このとき、霊前には枕念仏の  

時と同様に、米粉で作った自団子一対が供えられる。  

－   ・ ∴ ∴  ．． 写真10 浄土近世墓地におけるホウロクの出土状況   

湯潅   

納棺を前にして、湯潅の儀礼をおこなう。  

現在の湯潅はかなり形式的なものとなり、納棺を  

おこなう男性2名が縄のタスキをかけ、納棺の前に  

湯を使わずにわら縄で作ったタワシで死者を洗い清   

めるしぐさをおこなった後、遺体を棺に納める。こ   

の間、遺体の周りを屏風または戸板を逆さに建て、   

周囲からは中の様子が見えないようにしてある。   

かつての湯潅は、念仏婆さんがすぐ洗えるような  

単の着物を着て、左ないのわら縄をタスキにかけた  

姿でこれを担当した。また湯潅の湯は、野の飯炊き  

と同様に、屋敷の庭先に別にこしらえた焚口が北向  

きの石造りの小さなクド（竃）で沸かし、わら縄の  

タワシで故人の遺体を湯で洗い清め、使った湯は浜  

へ捨てに行ったという。   

湯潅が済むと、死者に着物を着せなおして頭の毛  

を剃り、頭に卍印のはいった三角帽をつける。また  

手甲・脚半をつけ、足袋を左右反対に履かせ、手に   

は数珠を持たせて、納棺にむけた死者の身ごしら妄   

をおこなう。  

納棺   

霊棺に遺体をおさめる納棺の作業は、故人の身内  

の男性2人によっておこなわれる。  

座棺に納める場合には、遺体の腕や膝を折り曲げ   

て納棺させたが、すでに遺体の死後硬直が始まって   

いることもあり、関節を一部折って棺におさめる場   

合もあった。このため、納棺の作業には力のある男   

性があたり、湯潅のときと同じく周囲から中の様子  

が見えないように、屏風または家の戸板を天地逆さ  

に建てて棺のまわりを覆い隠して作業をおこなう。  
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納棺の際、死出の旅支度として三節の長さの竹の   

杖や、死者の履物として足半を棺におさめ、また遺   

体を覆っていた白惟子もたたんだ状態で入れる。ま  

た、晒し布で作った四角い大きな頭陀袋の中に、生  

前たばこを吸わなかった人の場合にも煙管を入れる   

ほか、六文銭（戦前までは六文鎮、後に10円玉6   

枚、現在は紙銭）の入った巾着袋、裁縫道具の針や   

糸・はさみ、化粧道具の毛抜き・くし、また故人の   

配偶者がいる場合にはその髪の毛もすこし入れて、   

これを故人の首にかけさせて棺におさめる。このほ   

か、お供えの生花や、生前酒好きだった人の場合は、   

酒の入った酒瓶を相の隅に入れる場合もあった。  

納棺をおこなった後は、棺の蓋が完全に閉じられ   

るため、親族らは故人の最期の見納めをおこない、   

頃あいを見て上蓋を閉じ、喪主が棺の蓋に釘を打ち   

つける。この釘打ちの際には、槌ではなく石を使う   

ことになってお8）、平生は石で釘打ちをしてはいけ   

ないと言われている。その後、相にはわら縄がしっ   

かりとかけられ、その上より錦の打ち敷をかけて本  

葬の祭壇を設える。   

本葬時の祭壇の飾古）つけは、壇の奥に十三仏の掛  

軸をかけ、棺の背後に祭壇を組み立てる。祭壇の上   

段は位牌と遺影を安置し、両脇に燈篭を置く。また   

2段目には莫茶と莫揚を供える。3段目には死花、   

盛飯、シキミなどを供える。また、棺の前に置いた   

小机には灯明、香炉、線香のほか、団子、果物、菓   

子などを置き、その両脇にツバキの造花、モーチ、  

生花、花籠などを供える。  

五役の役割と衣装   

故人の遺族のうち死者との血縁が濃い者は、葬式   

では最も重要な「五役」という役目をつとめる。「五   

役」は、喪主である位牌持ち（跡取古）の男性）と、  

霊棺を担う相持ち2人（跡取りの息子）、また先述の  

水持ち（跡取りの嫁）、飯持ち（故人の娘）のことを   

さす。なお、位牌持ちと相持ちだけで「三役」とよ   

ぶ場合もある。  

葬儀における五役の衣装は、男性は白い着物に自  

の麻祥を着用し、それぞれの頭に、位牌持ちは「仏」、  

相持ちの後吊りは「法」、前吊りは「僧」の一字を書  

いた紙製の三角帽をつける。また位牌持ちは、野お   

く 8）の際に故人の枕刀にしてあった脇差を腰にさす。   

いっぼう水持ち・飯持ちの女性は、異の和装の喪   

服を着し、その上から白惟子を羽織る。また五役は、   

野おくり用の履物としてわら製の足半をはく。  

このほか故人の妻は、野送りの葬列には加わらず、   

家にいて故人を見送ることになっているが、本葬に   

は白惟子の左袖を頭に被った姿で参列する。  

本葬   

本葬は、導師と役僧が出仕をして午後1時ごろか   

らおこなわれる。通常本葬は、死亡の2日後あたり   

におこなわれるが、堅子では、暦の上で卯の日およ   

び友引の日にかかると、他人の死を誘うといって葬   

式をおこなわないことになっている。そのため日が   

重なると3，4日も葬式を延ばさなければならなく   

なる場合がある。  

本葬を始める直前になると、村人の一人が鉦叩き  

役として喪家のまえに寺の伏せ鉦を持って立ち、ま  

ず「寄せ鉦」といって1回ずつ鉦を打ち鳴らす（一   

つ鉦ともいう）。この鉦を合図に、葬儀の参列者は喪   

家に集まる。また、導師をはじめ役僧の僧侶らによ  

って法要が執卜行なわれている間には「二つ鉦」と  

いって2回ずつ鉦を打ち続け、現在葬儀がおこなわ   

れている最中であることを知らせる。  

会葬に参加した者は、式場の受付にて香典を係8）   

の者に渡し、香資帖（香典帖）に名前を記入する。   

香資帖は、あとで誰が会葬にきてくれたかを確認す   

るための記録とな古）、葬式のあとの香典返しや後の   

参考のために喪家で大切に保管しておく。  

葬儀や野辺おく古）の格式は、故人の生前の業績や   

家柄、財産などによって段階が定められている。最   

も立派なホンかイゴ（本会合）は、導師の和尚以外   

に近郷の寺の僧侶が役僧として5人出任して葬儀を   

おこない、戒名として居士・大姉号を得る。また次   

の段階をカタハチ（片鉢）またはハンカイゴ（半会   

合）とよび、3人の役僧が出仕して、禅人・禅女号   

の戒名がつけられる。また、和尚1人だけが出仕す   

る葬儀はヒトツガネとよび、信士・信女号の戒名が   

つけられる。  

また、夫婦のどちらかが亡くなった場合には、故   

人とともに生きている配偶者も同時に戒名をうける。   

これをワリガイ ミョウ（割り戒名）といい、石塔を建   

立する際にも生前から戒名を刻んでおくことも多い。  
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葬列を組む際、役のある人についてはあらかじめ   

並ぶ順番を巻紙に書き上げておき、それに従って行   

列をつくる。なおこの巻紙は、香資帖同様に家で長  

らく保管される（写真12）。   

葬列の先頭には、地下（村）の長老の男性2人が  

立ち、竹の松明をもって列を先導する。また、これ  

に続いて地下の長老4人が竹俸に掲げた晒し布の四   

幡をもつ。四幡にはそれぞれ「仏諸行無常」「法是   

生滅法」「僧生滅々己」「賓寂滅為楽」と墨書され  

ている（写真13）。   

次につづく伏鉦（鉦鼓）は、寄せ鉦・二つ鉦を鳴  

らした鉦叩き役の者が引き続きこれを担当し、鉦を  

3回ずつ打ち鳴らしながら行列をする（これを三つ  

鉦という）。   

また、竹籠を編んでつくった花籠を持つ人は、墓   

地に行くまでの遣の途中でこれをふるい、籠の中に  

ある故人の年齢に1つ加えた数の小銭をばら撒き、  

沿道で子供たちが競ってこれを拾う。花籠は、ホン   

カイゴの場合には2本、カタノ＼チの場合には1本出   

すが、ヒトツガネには登場しない。   

葬儀をつとめた導師以外の役僧は、地元で「テン・  

ボン・ジャラン」といわれる引磐（いんきん、鈴）・  

太鼓・鏡鉢（にょうはち）をそれぞれにもち、野お  

くりのあいだこれを交互に打ち鳴らしながら歩く。  

鳴り物は、ホンカイゴの場合には鈴と太鼓が2つ   

ずつに鏡鉢が1つ出て、カタハチの場合はそれぞれ   

出棺時の儀礼   

本葬が終了すると、野おくりに加わる者は全員表  

に出て葬列を作り、最後に三役の者が霊棺を表に運   

び出す。座棺の時代には、御輿型の屋根を棺の上に   

かぶせ、脇に菅笠を取り付け、また棺の左右に棺を  

担ぐための孟宗竹の担ぎ棒を縄で縛り付けた（写真  

11）。   

出棺の際には、五役は座敷の中で足半をはき、座   

敷の縁から霊棺を表に運び出す。これも葬儀の時に   

のみおこなう行為で、普段新しい履物をはく場合に   

は、必ず一度土に下ろしてから履かなければならな   

いといわれている。  

その後、三役は玄関の敷居の外側にたち、杉と竹  

が一本ずつ片一方（カタヒポ）の箸をつかって、飯  

持ちの勝とは別に用意されたご飯を一口ずつ食べ、   

カワラケに盛った塩と生味噌を少量ずつなめて、食   

い別れの儀礼をおこなう。  

また、霊棺を出した後で、親類の女性2人がわら  

束を3ケ所しばって簡易に作ったホウキをつかい、  

棺の通ったあとを掃き清める所作をおこなう。この  

ホウキは、葬儀だけに作られるもので、掃き終える   

と玄関の敷居の上の両隅におかれる。  

野おくり／葬列の順序   

野おくりの葬列の順序および諸役の関係は、［資   

料1］の通りである。  
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［資料1］   

堅子における野おくりの順列（ホンカイゴ）  ⑭ 善の綱  ：遺族・念仏婆さん  

明
 
 
 
松
 
 
 

①
 
 
 

酬
○
 
 

純
○
 
 

：地下の年配の男性2人  

＝
 
0
 
0
 
0
 
0
 
＝
 
○
 
＝
 
 

（参 四幡  ：地下の年配の男性4人  

⑮ 中＝霊相持ち  前：跡取りの次男  

後：跡取りの長男  

左＝鍬持ち  ：血縁の男性   

右＝天蓋持ち  ：娘の婿  

：親類の男性1人  

⑯ 位牌持ち  ：跡取りの男  

篭
 
 
 
篭
 
 

燈
 
 
 
花
 
 

④
 
 
 
⑤
 
 
 

0
 
 
0
 
 
 

0
 
 
0
 
 

：親類の男性2人  

⑩ 水持ち（水桶）  ：跡取りの嫁  

：親類の男性2人  

⑱ 飯持ち（霊膳）  ：政人の娘  

△ △ （む 盛物＝菓子  

△ △  ＝団子  

＝果物  

：親類の女性1人   

：親類の女性2人   

：親類の女性1人  

その他 参列者  

△ △  ⑦ 典茶・典湯 ：親類の女性名lノし  

△ △ （む 僕花＝シキビ  

△ △  ＝モーチ   

△ △  ＝ツバキ  

：親類の女性2人   

：親類の女性2人   

：親類の女性2人  

△ △ （9 蓮華（紙）  ：親類の女性2八  

＝
 
△
 
＝
 
△
 
＝
◎
 
◎
 
◎
 
◎
 
◎
＝
◎
 
○
 
 

⑲ 盛籠（果物）：親類の女性1人  

⑳ 紙花  ：血縁の女性1人  

⑫ 役僧  （臨演芸書院）5人  

（鈴1、太鼓2、鏡鉢2）  

ち
 
 

師
 
持
 
導
 
傘
 
 

⑬
 
 

（宝珠寺住職）l人  

：男性1人  
写真13 四幡   

193  



や死花、霊快勝などを供え、仮墓標を前に置く。  

その後、導師が棺を前に野おくりの読経をおこな   

うが、読経の間に導師一同は棺の周囲を右回古）にま   

わりながら、仮墓標に水桶の水を小さな柄杓でうけ   

て水向けをおこなう。その後、親族一同もおなじよ   

うに仮墓標へ水を向ける。このとき導師の背後で、   

参列者の焼香がおこなわれる。その後、導師が引導   

をわたす段では、導師は一喝の後、ただちに棺へ向   

かって木製の鍬を投げつける所作をおこなう。この   

所作によ古）、死者の霊魂は肉体から完全に離れたと   

みなされる。  

焼香が済んだ参列者は順に帰途につくが、このと   

き墓地の入口には親戚の者2名が立ち、参列者に対  

して会葬の御礼をして見送る。これを「野礼」とい  

う。その後、参列者は自宅へ帰る前にかならずもう   

一度、会葬による不浄を清めるために喪家を訪ねる。  

更衣の玄関には、葬列が出発したあと敷居の外側   

に水を張ったタライが置かれ、敷居の両側の上に出   

棺時に用いたわらのホウキが置いてある。野礼をう   

けて墓地から戻った人々は、タライの水で足を清め   

る略式の意味でタライの周古）をめぐる。タライは敷   

居のすぐそばに置かれているため喪家の玄関の敷居   

をまたぐことにな8）、これによって会葬者の身が清   

められ、自宅に不浄を持ち込むことなく帰宅できる   

とされる。  

埋葬   

導師よ古）引導が渡されたのち、棺は埋葬場所に運   

ばれ、残った遺族以下の会葬者によって墓穴に納め   

られる。  

このとき、家から運んできた延を二つに裂き、埋   

葬の際に墓穴の底と棺の上に敷く。また塵棺の中の   

死者は、墓の正面を向くように埋葬される。なお、   

茶碗にもった野の飯は、この際に墓穴のなかに空け、  

茶碗はあとで墓へ水を供えるために使う。また、野   

の飯を炊いたホウUクと、塩・生味噌を持ったカワ   

ラケは、相と一緒に墓穴に納める。埋葬のあいだは   

導師らにより読経が続けられる。墓穴を埋める作業   

は、なるべく血縁関係の遠い者が土をかける。そし   

て、土を盛り終わると、最後に位牌持ちの跡取りが  

盛土を軽く踏みおさえ、埋葬の儀礼をしめくくる。   

その後、墓の前には死花と「○新仮元〈 戒 名  

の鳴り物がlつずつが出る。またヒトツガネの場合   

は、役僧がいないために寺の伏鉦だけになる。役僧   

の列の後尾には、導師が払子を手に持って続き、墓   

地まで赤い大傘を差しかけられながら行列をする。  

相持ちは、血縁のより近い者（兄弟ならば兄）が   

後方を持つ。これは、棺桶の中の死者が後ろ向きに   

担がれているためである。また、霊棺の前部には棺   

をみちびく善の綱として一反の木綿布をつけられ、   

親類の女性や念仏婆さんがこれを引く。  

また棺の両脇には、天蓋持ちと鍬持ちとがならん   

で進行する。このうち棺に差しかける天蓋は、「寒   

天蓋」といって娘の聾が担当することになっている。   

聾天蓋については、むかし聾に来て間もない男が舅   

に死なれ、棺桶を担がなければならなくなった時、   

最初は重いのを我慢して運んでいたが途中で投げ出   

してしまったので、それ以来聾には天蓋を持たせる   

ことになったという逸話がある。  

なお、地区内でひと月に2回以上の葬儀が重なっ  

た場合には、不幸事がこれ以上あとを引き続かない  

ためのまじないとして、わら打ちにつかう木槌に長   

い縄をつけたものを霊棺にくくりつけ、これを引き   

ず古）ながら進行する。  

また、子どもの葬儀の場合は、通常よりも華ゃか   

な葬式をおこなうが、‾サカシマ（逆縁）を見ると、   

後に続く」ということで、葬列に子どもの親が加わ   

ることは忌み嫌われ、位牌持ちは親戚がつとめ、両   

親は野おく古）には参加しないことになっている。  

墓地での告別式   

野おく りの行列が墓地に近づくと、先に墓地に待   

機していたおんぼ（＝墓穴掘り・家作8））役の2人   

のうちの1人が、墓地の引導場にある六地蔵の前で  

稲束を焚き、やってきた葬列を迎える。またもう1  

人は、葬儀のあいだ死者の下に敷いてあったわら延   

を墓へ持っていくため、葬列が出たあと墓地へ後発   

する。  

葬列が六地蔵や相台のある墓地の前庭にいたる   

と、導師と役僧は列を離れて広場に立ち、そのほか  

の葬列は、引導場の中央に据えられた棺台石の周囲  

を左回古）に3回まわ古）、霊棺を棺台石にすえる。そ  

の後、霊棺の御輿型の屋根をはずして菅笠を棺蓋の   

上にかぶせて安置する。また棺台の前の小机に位牌  
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写真15 七枚塔婆   

座して、茶碗の生米を食べるまねをおこなう。  

野もどりの念仏   

すべての儀礼が終了したあと、‾野もどりの念仏」  

をおこない、白木の位牌の前に自団子の盛物一対を  

供えて、念仏婆さんを中心にして「心経」「南無大   

聖不動明王」「念仏」「十三仏」「念仏」「善光寺」を   

唱え、本葬の日の儀礼をしめくくる。  

（4）本葬の翌日以降の儀礼  

ほとけ入りの念仏・仕上げ   

本葬の翌日は、寺の住職をふたたび喪家にむかえ、   

家族と親戚とともに法要をいとなむ。そ・の後、念仏   

婆さんが「ほとけ入りの念仏」として「念仏」‾善光   

寺」‾十三仏」を唱え、位牌を家の仏壇の中へおさめ  

る。これを「ほとけ入り」という。その後、参列者  

一同は墓参りに行く。このとき墓前には、セ七日の  

七枚塔婆を立てて故人の追善供養をおこなう（写真  

15）。   

その後、喪家においていわゆる精進あげをおこな   

うが、堅子ではこれを「仕上げ」とよび、地区の役  

員や親戚、念仏婆さん、葬式を手伝ってくれた人、  

故人の生前に見舞いをもらった人々などを家に招い  

て食事を饗し、喪主が会葬の御礼をおこなう。   

仕上げの勝は、七晶以上の献立にお菓子もついた   

御一馳走を用意して、客を盛大にもてなす習わしにな   

っている。  

七々日・百箇日   

四十九日までの追善供養のあいだ、念仏婆さんは   

初七日・十四日・二十一日・二十八日には喪家で念   

仏申しをおこない、「心経」「念仏」「善光寺」をとな   

える。   

写真14 参考：土里葬後の墓上施設（的央）  

〉」と善いた板札型の仮墓標がたてられ、参列者はこ   

れに再び柄杓で水桶の水をそそいで故人を供養する。   

また、墓の周囲にシキミなどの仏花をたて、墓の両  

脇に花籠を突き刺して墓の上で2本を交差させて縛  

り、四幡・燈篭・天蓋をつけていた竹を花籠ととも  

にまとめて墓の側に立てておく（写真14）。   

また、墓前に供える野の飯などを置く白木の勝は、  

‾そば勝」といって膳の木目が墓に対して縦月（そ  

ば日）になるように勝をすえる。かつて日常の食事  

で勝を使用していた時代には、勝をそば日に据える  

ことは縁起が悪いこととされ、勝の木目はかならず  

横目にして食事をしたという。  

埋葬後の儀礼   

埋葬の後、「五役」といわれる位牌持ち・水持ち・  

飯持ち・相持ち（2人）の5人は、墓地の一角で履  

いていた足半を脱ぎ、裸足のままで家に帰る。この  

際には、「どんな金持ちの家でも、親が死んだら乞食   

をせないかん」として、水持ち役の嫁と飯炊き役の   

娘は、裸足のまま着物の裾をとって喪家の隣り7軒   

の家をたずね歩き、乞食のように生米を少量ずつ施  

してもらう（現在は2軒ほどの家からもらう）。   

そして帰宅した後、五役は玄関先のたらいでよく  

足を洗って家に上がり、家に持ち帰った白木の位牌  

は、位牌持ちが仏壇の前の机にひとまず安置する。  

その後、乞食をしてもらい受けた米は炊かずにその  

まま茶碗へ盛り、跡取りの男性が座敷の敷居の上に  
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また三十五日は弔いあげとして親戚を招き、四十  

九日の僕養をあわせておこなう。この日の法要は、  

まず念仏婆さんが三十五日の念仏として「心経」「念  

仏」「善光寺」を唱え、その後住職が滴中陰の読経を  

おこない、引き続いて念仏婆さんが「念仏」「十三仏」   

を唱える。その後、墓参りをおこなって七々日の追   

善供養をしめく くる。  

また古箇日の法要は、住職を喪家にまねいて読経  

をおこなったのち、念仏婆さんが「念仏」「善光寺」  

を奉唱し、その後で墓参りをおこなう。  

岳さん参り   

納棺前にそった故人の遺髪は、四十九日をすませ  

た後、伊勢にある朝熊Ilい金剛証書（タケ・タケサ  

ン）の奥の院へ納める。これを「岳さん参り」とよ  

んでいる。奥の院では、参道沿いに塔婆を立てて政  

人の追善供養をおこなう。近年は、葬儀を済ませた  

翌日などに行なう場合もある。  

また年忌の年ごとに遺族は、6月28日におこなわ  

れる金剛証書の開Ill忌の際に朝熊Illを登拝して、故  

人の追善供養を行なう。とくに新亡の家の場合は、  

開山忌には親戚一同で前日より朝熊山へ登り、開山  

堂でお籠もりする風習があったが交通の便がよくな   

った現在はなくなった。  

巫女の口寄せ   

現在は消滅してしまったが、戦前までは故人が海   

難で亡くなり埋葬ができなかった場合や、死んだ人  

が惜しくてあきらめられない場合、家によっては「巫  

女よせ」といって、朝熊山麓に任地する加茂郷の河  

内や伊勢方面から口寄せをする巫女を呼び寄せ、死   

者の言葉を聞く風習があった。  

この風習は、戦後も少しの問おこなわれ、遺族側   

より拝み屋のところへ出向いていき口寄せをしても  

らう場合もあった。  

年忌月   

堅子では、神無月である10月を「年忌月」と称し   

て、この月にまとめて各故人の年忌供養をおこなう   

習慣がある。  

年忌月の法要は、住職による読経の後、念仏婆さ  

んが「念仏」「善光寺」をとなえる。各家をまわる  

ため、10月は念仏婆さんにとって忙しい月である。  

また堅子では、百箇日以降になると追善供養で生  

写真16 生木の塔婆   

木の塔婆を墓に建てる。この塔婆は、地元で「塔婆   

の木」とよばれるマテバシイの梢を山から切り出し   

てきて、長さ90cmほどにして表皮の一部を削り、  

白い木芯部に「○伽迦羅婆阿為〈戒名〉何年忌」と  

いう塔婆の僕養文を墨書したものである（写真  

16）。建てられた塔婆は、そのあと自然に朽ちるま  

で墓におかれる。  

弔いあげ   

堅子では、政人の追善僕養は33回忌をもって弔い   

上げとするのが一般的であり、これも年忌月に供養   

がおこなわれる。   

弔いあげの際には、墓に供える生木の塔婆には枝  

葉がついたものを使用して、弔い上げの日印とする。  

6 年中行事と死者供養   

（1）念仏婆さんの年中行事   

堅子の念仏婆さんは、宝珠寺を活動の拠点として、   

檀家給代とともに寺の管理にあたるほか、地区で行  

なわれる仏事のほとんどに深い関わりをもっている。   

念仏婆さんに関係する行事は、毎月宝珠寺で行な  

われる会式を中心に、年間に30以上もあるが、その   

概要は以下の通りである。  

毎月 8 日…薬師さんの会式（薬師堂）   

：「心経」「念仏」「善光寺」  

毎月24日…地蔵さんの会式（宝珠寺）  
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：「心経」‾念仏」「善光寺」  

共同墓地の清掃   

2月15日…淫楽会（宝珠寺）  

：住職の読経・「念仏」「善光寺」「十三仏」  

念仏婆さんへの加入・脱退   

3月20日－・彼岸の念仏（宝珠寺）  

：住職の読経・「念仏」「善光寺」   

8月中 …盆の念仏（宝珠寺ほか）   

：行事内容は、次項において詳述  

9月20日…彼岸の念仏（宝珠寺）  

：住職の読経・「念仏」「善光寺」   

10月中 一・年忌月（各檀家宅）  

：住職の読経・「念仏」「善光寺」   

（2）盆行事   

堅子の盆行事は、8月1日から20日までおこなわ  

れ、家々に「精霊（ショーロ）さん」をむかえて先  

祖の供養をおこなう。期間中のおもな行事は、以下  

の通古）である。  

迎え幡   

七日盆 高燈篭建て   

施餓鬼会の準備   

大施餓鬼会  

精霊迎え（入りあい）  

迎え念仏 盆踊り   

墓参り   

墓参り（入りあい）   

盆踊り 精霊送り   

送り念仏 盆踊り   

二十日盆 精霊船送り  

8月1日   

8月 7 日   

8月11日   

8月12日   

8月13日  

8月14日   

8月15日  

上記した行事のうち、毎月8日の薬師会式（八日  

薬師ともいう）は、薬師堂に念仏婆さんのほか念仏   

婆さんをすでに引退した高齢の女性や篤信の女性な   

どがあつま8）、念仏や真言・諸仏への御詠歌の奉唱   

がおこなわれている。また法要の終了後には、供え  

た茶菓などを振舞うなど、参加者同士の気さくな座  

談の場にもなっている。  

毎月24日の地蔵会式の日は、まず午前中に、念   

仏婆さんが中心となって堅子墓地と宝珠寺境内の清   

掃をおこない、墓へ供えられた仏花をと8）のぞき、   

墓地内に生い茂る革や枯葉を取り払う。その後、念  

仏婆さんは宝珠寺で地蔵会式をおこない、「心経」  

‾念仏」「善光寺」等の御詠歌を奉唱する。   

また、1月と5月と9月（正五九）の地蔵縁日に   

は、念仏婆さんが念仏を一とおり唱えたあと、集ま   

っている地区の大人や子どもなど参列者仝貞で百万   

遍の大数疎く りをおこなう。大数珠く りの際には、   

参拝者全員がひとつの大きな車座になってすわり、   

座の中央で檀家総代が打つ伏鉦を合図にして大数珠  

を左回古）にまわしながら、寺の本尊である「南無地   

蔵大菩薩（ナムジノダイボサン）」の名号を108遍   

唱える。  

地蔵会式・薬師会式は、もともと夜におこなう行  

事で、かつては当日の夕方、夜中の8時ごろにかけ  

ておこなわれていたが、生活様式の変化にともない   

現在は、午後2時ごろから行なわれるようになって   

いる。  

8月16日   

8月20日  

迎え幡 8月1日   

8月1日の早朝、太陽がまだ昇らぬうちに、地下  

（自治会）の役員が麻布に「仏法僧 咤嘩咤埠刷畔  

発咤 若人欲了知／三世一切仏／応観法界性／一  

切唯心造」とかいた「迎え幡」を、長い竹竿の先に  

取り付け、宝珠寺の境内にある松の木の上にかかげ   

る。迎え幡は、このまま二十日盆（8月20日）の早   

朝まで掲げ続けられる。  

また、寺の本堂内には三界高霊の切子燈篭を吊り  

下げ、おなじく「三界高霊十方至聖等」と書いた位  

牌型の燈篭を仏前に設けて、寺の当番が燈篭に点し   

た灯火の番をする（8月16日まで）。   

七日盆 8月7日  

盆の七日は「ナヌカビ」といわれ、昨年の盆から   

1年間に亡くなった新亡者のある家では、屋敷の庭   

先に高燈篭（高子是灯）を建てる。これは、新亡者が   

あの世から家にもどってくる際の日印になり、また   

新亡家の日印にもなる。  

高燈篭は、長さ約4メートルの木の丸太に約3メ   

ートルの竹の横桁を十字に組み、足場をつけて建て、   

周囲に杭を打って木の撞から7本の縄を張って同定   

する。また、竿の頂点と両端には杉菓と笹を取り付   

け、それぞれを縄でつなぐ。そして、横木の一方に   
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写真18 家庭の盆の棚  

経をおこなう。法要の後半には、村人が中央の精霊  

棚の前に進み出て焼香・礼拝し、つぎに餓鬼棚へお  

もむいて、位牌に向かって洗い米と塩、細かく刻ん   

だナス・キュウリを軽くふりまき、さらにシキミの   

棄で茶碗の水を振りかけて「水向け」をおこなう。   

また、住職が餓鬼棚へ2回目におとずれ供養した後   

は、餓鬼棚に取り付けた五色幡を取ってもいいこと  

になっており、参言旨者はそれを争って取り一部を切  

って家に持ち帰る。また、精霊棚に手向けられてい  

た施餓鬼幡は行事終了後に係によって各戸に配られ   

る。  

法要の終了後には、夕方にかけて寺の住職が各檀   

家をまわり、棚経をあげる。また、施餓鬼会の棚は、  

村人によってその日のうちに解体して行事を終える。  

精霊迎え 8月13日   

堅子では、精霊を迎える際の儀礼はとくにないが、  

先祖の霊は13日の朝に家に帰る道すがら家の田畑の  

様子なども見てまわり、昼ごろになって家に帰って  

くるといわれている。昼頃にむかえた精霊には、夏  

の熟さを癒してもらうため、まず冷たい「ひや水」  

とあられやぼた餅など菓子をそなえる（写真18）。   

盆のあいだ、仏壇には七日盆の前に編んだカヤの   

莫塵を仏前に敷き、その上に畑でとれた季節の野菜  

や食事をささげる。また先祖への霊僕として、′トさ  

な器に盛った白飯とおかずとお茶を数人分そなえ、  

オガラつくった箸も数人分をそえ、13日から15日ま  

でのあいだ毎食ごとに食事を供える。次にその一例  

として、ある家の盆の献立をあげておく。  

新亡者の戒名を書いた紙を張りつけた木製の箱型の  

燈篭をつるす（写真17）。   

高燈篭が建てられた後、家に住職と念仏婆さんを   

招いて新亡者の供養をおこない、そのあと家の中よ   

り高燈篭の供養をおこなう。高燈篭は8月20日まで   

建てられ、盆のあいだは供物を供える。  

大施餓鬼会 8月12日   

昼過ぎに宝珠寺の本堂において大施餓鬼会の法要   

を修する。  

法要にあたっては、前日の11日にグンヤクとして   

各戸より1人ずつ参加して、施餓鬼会の準備をおこ   

なう。本堂の中央には、先祖の霊を祭る精霊棚を設  

け、また本堂入口の縁側に餓鬼棚を、本尊のある内  

陣に向かいあうかたちで設ける。   

このうち、精霊棚には寺で保管する過去帳を安置  

し、家の数だけ施餓鬼幡（五色の色紙をはさんだ幣  

串型の小幡）と果物などの供え物をそなえ、棚の前  

に焼香台をおく。他方、餓鬼棚には三界萬霊の位牌  

をまつり、その前に水向けをおこなうための水を満  

たした茶碗とシキミの枝、洗い米、塩、ナス・キュ  

ウリを細かく刻んだものを供える。このほか素麺・   

ウリ・ナス・かぼちゃ・トマト・青柿・枝豆など季   

節の野菜や果物も供える。また餓鬼棚の三方の壁面   

をシイの枝で荘厳し、棚の背而と四隅の柱に五如来   

の名号を書いた五色幡の笹竹を取り付ける。   

12日には、法要に先立って新亡者の家から、家の   

仏前に飾ってあった切子燈篭を寺の本堂にもって来   

て、堂内の三界萬霊の燈篭とともに吊るす。  

大施餓鬼会の法要は正午からおこなわれ、寺の住   

職が従僧を伴って椅子に座し、精霊棚に向かって読  13日 朝：おはぎ、あられ、漬け物、お茶   
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写真19 迎え念仏の法要（念仏婆さんの念仏）  

昼：冷や水、自ご飯、瓜の漬け物、お茶  

夕：白ご飯、ガポチヤの炊きもの、お茶  

14日 朝：自ご飯、けんちん汁、  

黄な粉団子（平たい団子）、お茶  

昼：白ご飯、ナス・高菜・ササゲの  

味噌あえ、お茶  

夕：自ご飯、冬瓜の炊きもの、お茶  

15日 朝：自ご飯、けんちん汁、お茶  

昼：素麺、自のころころ団子、お茶  

3時：白ご飯、えぐ汁（芋茎の味噌汁）、  

お茶  

夕：ささぎご飯（′ト豆飯）、  

大根棄の味噌あえ、お茶  

16日 夕：ささぎご飯、お茶   

写真20 傘鉾の内部   

法要をいとなむ。法要には、現在は住職（相差梵潮  

寺と兼任）は参加せず、新亡の遺族一同をはじめ地  

下の長老衆や一般の参列者などがあつまり、念仏婆  

さんが仏前において「心経」‾念仏」「地蔵の念仏」   

の奉唱をおこなう。  

念仏の終了後は、大念仏をおこなう時刻まで堂内  

でささやかな酒宴をもよおし、参加者はキュウリと  

アラメの酢の物を肴に、各自盃で御神酒をいただく。  

この間、宝珠寺住職を兼務する梵潮寺住職が到着し、  

酒宴が終わる午後7時過ぎより、宝珠寺の本堂の前   

庭において大念仏をおこなう。  

大念仏の儀礼においては、寺の本堂に飾られてい  

た切子燈篭を吊るした「傘鉾」が祭示巳の対象となる。  

傘鉾は、唐傘の縁に幕をつけ、その内側に切子燈  

篭・故人の遺髪・帯・ハサミ・煙管・鏡・毛抜きな  

どを吊るしたもので、行事の際には傘に竿がつく。  

傘鉾は、新亡者の遺族が故人の傘鉾をつくるほか、  

町内会（地下）で三界萬霊の傘鉾を用意する（写真  

20）。   

大念仏は、地下の人々のなかでも長老格の男性た  

ちが中心となって行事をとりおこなう。おもな役柄  

としては、傘鉾持ちが数名（三界萬霊1人と新亡家  

がおのおの1人）、大きな締太鼓をうつ太鼓打ちが  

l名、締太鼓を担ぐ太鼓持ちがl名、謡をうたう長  

老が3，4名、鉦打ちが1名、法螺貝が2，3名、  

笛吹きが1名、旗持ちが3名である。このうち、鉦  

打ちの鉦は、念仏婆さんの念仏や葬儀などに用いる   

寺の伏鉦である。ひしぎの音を発する笛は、以前は   

篠笛であったが、現在はリコーダーを用いている。   

また旗持ちがもつ白旗には、竿の飾りとして笹とス   

盆の献立は家ごとに多少ことなっているが、とに  

かく精霊さんは初物を好むといい、日頃初物を食べ   

たがる人のことを「ショーロさんみたいな…」とも  

いう。   

なお、志摩では各地区でよく見かける無縁仏をま  

つった精霊棚は、堅子地区では作られていない。  

迎え念仏（大念仏） 8月13日の夕刻   

大念仏は、その1年になくなった新亡（新仏）を  

村人が集まってともに念仏を唱え追善供養する行事  

で、志摩地方ではほぼ全地区において盛大に行われ   

ている。堅子地区の大念仏は、13日の夕刻には  

‾迎え念仏」を、16日の夕刻には「送り念仏」を  

宝珠寺においてとりおこなう（写真19）。  

13日の「迎え念仏」は、新亡の遺族の主催により  

行事がおこなわれ、午後6時半から宝珠寺の本堂で  
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ギ菓をつける。行事に際しては、寺の庭の中央に、  

締太鼓を置く台として木臼がすえられる。   

大念仏の次第は、最初に三界萬霊に対する大念仏  

をおこない、その後に新亡者の大念仏をおこなう。   

儀礼の次第は、まず長老衆がとなえる「道中念仏」   

の太鼓と念仏にあわせて、太鼓と傘鉾と旗持ちが庭  

の中央に据えた木臼を中心に、その周囲をゆっくり  

とめぐる（写真21）。  

み出て、本堂正面入口に立つ住職が傘鉾にむかって  

祭文を高 らかに朗謁する（写真22）。   

大念仏の祭文は、「迎え念仏」に使用する三界萬  

霊の祭文と新亡者の祭文、および「送り念仏」の祭   

文の3種類あるが、この祭文は代々の住職によって   

作りなおされることがある。   

次に、現在使用している三界萬霊の迎え念仏の祭  

文をあげる。  

【道中念仏の詞葺】：‥は太鼓の庵〈ガク〉打ち、   

●は太鼓の打点、○は法螺月・笛）  

南－あ無阿－あ弥陀－あ仏うー  

【迎え念仏の祭文：三界萬霊】  

「夫（そ）れ世間無骨の相を感ずるに、真に果敢  

（はか）なきものは人の一生なり。受けがたき  

人身、冥（くら）きより出で、復（また）元の冥  

きに帰るは愚なり。   

今ここに当区善男善女相集まりて、皆々悲願を  

企（こめ）て六字の名号を唱え、三界萬霊の為に  

回向して、同じく菩提の道に趣かしむるものな   

り。」   

●●  ●   

〈イーヨ〉○－ 〈ヨ〉○－  

●●  ●   

〈イーヨ〉○－ 〈ヨ〉○－  

●●  ●   

〈イーヨ〉○－ 〈ヨ〉○－  

●●●●●   

〈ヨ〉○－－－  

●●●●●   

〈ヨ〉○－－－  

●●●●●   

〈ヨ〉○－－－  

【以上3回線り返し】   住職が祭文を詠むあいだ、行事に集まった人々は  

一同に合掌をして祭文を聴く。そして、祭文の朗詞   

がおわると、つぎに傘鉾は反転して本堂を背にして   

立ち、庭の中火に据えられた締太鼓と長老衆にむき   

あって、長老衆のうたう大念仏の謡いと聯子をうけ  

る（写真23）。   

大念仏の謡いの歌詞は以下の通りで、太鼓の拍子   

にあわせて3度繰り返される  

このとき、締太鼓は太鼓持ちが肩にかつぎ、その   

後を太鼓打ちがついて太鼓を打ちながら右回りにま   

わる。また旗持ち3人と傘鉾持ちは、その外周を左   

回りにめぐる。この間、太鼓の拍子にあわせて鉦・   

笛・法螺貝が鳴らされる。  

その後、大念仏の謡が終わったころを見計らって   

長老の一人が扇をかざし、「東西東西、東西の浪を   

御鎮め」と発声し、念仏のl難子をいったん止める。   

と同時に、三界寓霊の傘鉾は本堂の階段の前にすす  

【大念仏の詞章】   

：●は太鼓の打点、○は法螺貝・笛の音）   
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● ● ● ●●●●●●●  

ああいえい いやほうはいや－  

● ● ● ●●●●●   

弥－い陀た－の－－む－  

● ● ● ●●●●●   

弥－い陀た－の－－む－  

● ● ● ●●●●●   

人は両夜の 星なれば－  

● ● ●  ●●●●●●●   

雲晴れね－ども 西ヘ一行－く－  

● ● ●  ●●●●●   

南－あ無阿－あ弥陀－あ仏うー  

● ● ●  ●●●●●   

〈ウーツ〉南－あ無阿－あ弥陀－あ仏うー  

老・若者・子供の場合などで祭文の種類があるが、  

次には代表的なものを上げておく。  

【迎え念仏の祭文：新亡者】  

「夫れ惟（おもんみ）れば、人命の無常なるは、  

たとえば風前の灯の如し。寧（むし）ろ豊（あ）  

に草露に異ならんや。   

昨日見（まみ）えし人も、今日既に昔の物語  

となり、朝（あした）に存して夕（ゆうべ）に  

死し、或いは夕に契りて朝に別れる。誰か生者  

必滅の理を免るる者あらんや。然れば一世の栄   

華をも空しく消える葉上の霜なり。依って誰人  

が石塔の無きを免（まぬか）れんや。   

今玄（ここ）に〈  戒 名  〉の為に、  

当区内老若を諭せず善男善女相集まりて大念仏  

の法廷（えん）を開き、各自一心に南無阿弥陀  

仏の名号を唱え、謹んで新精霊に供養し奉る者   

也。」  

●●  ●   

〈イーヨ〉○－ 〈ヨ〉○－  

●●  ●   

〈イーヨ〉○－ 〈ヨ〉○－  

●●  ●   

〈イーヨ〉○－ 〈ヨ〉○－  

●●●●●   

〈ヨ〉○－－－  

●●●●●   

〈ヨ〉○－－－  

●●●●●   

〈ヨ〉○－－－  盆踊リ 8月13日・15日・16日の夜   

大念仏が終了すると道具を片づけ、寺の庭の中央   

に踊りの櫓を移動させて、ひきつづき盆踊りがおこ   

なわれる。  

堅子の盆踊りは、いわゆる口説き踊りであり、『数  

え口説き』、『阿波の鳴門』、『那須与一』、『鈴木主水』、  

『お静音頭』、『清三くどき』など、太鼓と音頭取り  

の唄のみで踊りがおこなわれる。  

踊り子は、団扇や扇子を片手に振りかざしながら、   

「ソリヤエートサノサ」と「イヤ ヤーツトマーカセ   

ー、ヤットーマカセ」の聯し言葉をくりかえしなが   

【以上3回線り返し】   

謡いが終わると、三界寓霊の大念仏は終了し、ひ   

きつづき新亡者に対する大念仏がおこなわれる。   

新亡者の大念仏の次第は、三界萬霊の時とおなじ  

で、各新亡家からだした傘鉾を中心に儀礼をおこな  

い、新亡者の菩捷を弔う。なお、新亡者が複数の場   

合には、年長者より順に念仏がおこなわれることに   

なっている。   

また新亡者の祭文は、供養の対象により老人・中  
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ら、櫓の周りをゆったりと踊る（写真24）。   善供養の一環で8月13日と15日の夕方にイリアイ  

（入相）と称して、海難死者の霊を供養する行事が  

おこなわれた。  

入古）あいは、それぞれの遺族が、米俵に用いるサ   

ンダワラにカボチャの菓をのせ、その上に洗い米・   

シキミの菓・線香・お金・松のジンを添えたものを   

用意し、浜において松のジンに火をつけ沖に向かっ  

てこれを流し、海難死者への供養とする。これを「入  

古）あいを焚く」という。また、同じ船で遭難して亡  

くなった死者の場合は、その遺族同士が「もやい火」  

といって、ひとつのサンダワラにそれぞれの供え物   

をのせて火を焚き、一緒に海に送ることがおこなわ   

れた。  

堅子では、太平洋戦争当時、村人が船主・船長を  

勤める民間の運搬船や大型漁船などの多くが軍の徴  

用船となった。とくに戦争末期には、洋上での攻撃   

にさらされ沈没した船も多く、40戸たらずの堅子地   

区で働きざかりの男性が26人も軍属と して亡くな   

っている。  

入古）あいの風習は、弔いあげの三十三回忌をもっ   

て終わる習慣であるが、こうした戦没者の遺族のあ   

いだでは、戦後50年となる平成7年までおこなわれ   

た。  

墓参リ 8月14日と15日の早朝   

8月14日と15日の早朝には、堅子墓地へ墓参りに   

行く。シキビヤシワタ（ビシャコ）の葉をそれぞれ   

の墓に飾古）、やかんなどに入れて持ってきた水を墓  

に備え付けの茶碗などに入れ、線香を焚き、洗米を  

供えて供養する。  

その後、親戚や知人の墓地へも墓参りをおこない、   

丙の浜へ行き水際にシキミの枝を立てて、線香と洗  

米を供え、海難者の供養を行なう。  

精霊送リ 8月15日の夜  

15日の夜は、夜更けまで盆踊りがおこなわれるが、   

踊りが終了した夜半過ぎに、人々は先／阻の霊を浜辺   

におくる「精霊送8）」をおこなう。  

精霊送りは、盆のあいだ仏前に敷いていたカヤの  

莫産に弁当として小豆の握り飯や供え物をつつみ、  

墓地の裏手にある浜に持って行く。以前は海に流し   

ていたが、現在は潅が汚れるという理由から、浜辺   

で各家の供え物を回収し、後日焼却する方法に切8）  

【堅子の口説き踊りの歌詞（抜粋）】   

《音頭の唄い出し≫  

瓜やなすびやさや豆が 一つ走ればみな走る  

そばや稲は芙がはしる わたしゃお前さんにつ  

いて走る  

音頭取るのは今宵がはじめ （ソリヤエート  

サノサ） ぼつ古）ぼつりと始めまするぞ （イ  

ヤ ヤーソトマーカセーヤソトーマカセ）ち  

ょいと出ました三角野郎が （ソリヤエートサ  

ノサ） 四角四面のやぐらの上で （イヤ ヤ  

ーツトマーカセーヤットーマカセ） 音頭こ取  

るとはお恐れながら （ソリヤエートサノサ）  

八十婆さん豆刈るように ぼつりぼつ古）と始め  

まするぞ （イヤヤーソトマーカセー ヤット  

ーマカセ） （以下、聯子省略）  

ヤレサヨイヤサト［離子をたのむ 音頭と8）て  

も嚇子がなけりゃ 寺に坊さん無いのと同じ  

舟に櫓催の無いよなものよ 井戸に釣瓶が無い  

のと同じ シャンコシャンコと聯子をたのむ  

音頭悪いはこいつあ親ゆずり 声の悪いのはこ  

いつあ生まれつき どこをついても良いとこ無  

いが そこは聯子でご晶展たのみ 太鼓打ちに  

て導かれつつ ぼつりぼつりと口説いてみます   

《数え口説き≫  

一や立花 二にや杜若 三にやさが古）藤 四  

にや獅子牡丹 五つ岩間の千本桜 六つむらさ  

きあやめの姿 七つ南天 八つあ八重桜 ここ  

に哀れな巡礼口説き  

《阿波の鳴門≫  

国はどこよと訪ねて聞けば 阿波の鳴門の徳  

島町よ 主人忠義な侍なるが 家の宝の刀の詮  

議 何の不運か無実の難儀 国を立ち退き夫婦  

の願い 神ヤ仏へ心願こめて 授けたまえヤあ  

の国継の 刀商売研ぎ屋の店は 心静めて目配  

せなさる…（後略）  

入りあい 8月13日と15日の夕刻   

海運業で栄えた堅子は、海難事故による死亡者も  

多く、海難死者への供養の儀礼が伝えられている。   

肉親ヤ先祖を海難事故で亡くした家では、盆の追  
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替えられている。  

ちなみに、小豆飯の弁当はあの世に帰る先祖の霊  

に持たせるものであるため、普段の弁当に小豆飯を   

詰めてはいけないとされている。  

送り念仏（大念仏） 8月16日の夜  

16日の夜に行なわれる「送り念仏」は、盆の3日   

間を家で過ごした新仏と先祖の霊をふたたびあの畔  

に送りかえすための大念仏である。この‾送り念仏」  

は、町内会（地下）の主催により、宝珠寺の境内で  

執り行なわれる。   

行事の次第は、13日の「迎え念仏」とまったくお  

なじで、新亡者の傘鉾も出すが、大念仏は三界萬霊  

の傘鉾にのみ一度だけおこなう。このとき住職によ  

ってとなえられる祭文は、次のとおりである。  

写真25 精霊船作り   

飯を供える。また、精霊送りのための松明をつくる。  

松明は、よく乾燥したメダケを60～70cmほどに切り   

そろえ、15本ほどを紐で3ケ所しばり束にしたもの   

で、松明の上部にはシキミの枝を挿しておく。  

精霊船つくりは、当日の午後3時ごろから地区の  

有志が堅子区事務所前の広場に集まり、適宜に分担  

して作業にとりかかる（写真25）。   

堅子地区の精霊船「念仏丸」は、かつて鳥羽の沖   

を航行した木造帆船を模して作られている。船体は   

メダケを船の骨格にして、麦わらの束を紐でつなぎ   

ながら船型を作り出していく。船の大きさは、毎年  

有志の人々の作り方しだいで多少異同があるが、お  

よその大きさは全長約150cm・幅約65cm・帆柱の   

高さ約150cmになる。また、麦わらで和船独特の   

幅広の舵をつくり、メダケの舵俸をさしこんで船の   

櫨にとりつける。船型ができあがると、つぎに船の   

中央部にメダケの帆柱を建て、そこに紙製の大型の  

片帆を取り付け、舶先（船首）と帆柱との間にも三  

角帆を2枚取り付ける。また帆柱の上に卍印の旗を  

かかげ、船尾に「念仏丸」と書いた職旗を取り付け   

る。  

このほか、麦わらをつかって精霊船にのせる人形  

をつくる。この人形は、精霊を無事あの件へ送り届  

ける念仏丸の乗り子として、六地蔵になぞらえ6体  

（水夫5人と舵取り1人）つくる。それぞれの人形  

には、紙で顔と衣装がつけられ、舶先（1体）と左   

【送り念仏の祭文】  

「夫れ惟るに、人身受け難く仏法過ひ難しと、   

玄に三界萬霊を新亡者との厚くして近頃まで互い   

に和親しみ来たりしに、書経既に尽きて他界せら  

れたり。吾等追善に堪えざる所なり。   

今玄に、荘厳なる孟蘭盆の祭を修し、此功徳を  

贈り専ら三界萬霊と新亡者に回向して、速やかに  

其の再生をたすけ、彷て果ての浄土の建設を願う   

ものなり。」   

送り念仏の終了後は、前日同様に境内の庭で盆踊  

りがおこなわれ、連日続いた一連の行事をひとまず  

しめく くる。  

二十日盆 8月20日の早朝   

盆の最終日であり、まだ陽が上がらないうちに、   

自治会の役員らによって8月1日から寺の境内にか  

かげられていた「迎え幡」をおろす。また新亡者の  

家でも、庭先の高燈篭と本堂にある切子燈篭が片づ   

けられる。  

精霊船送リ 8月20日の夕刻   

夕方におこなわれる精霊送りは、盆のあいだ地区   

にやってきた三界萬霊をはじめとする精霊のすべて  

をあの世へ送りかえす行事である。堅子地区では、  

小麦わらをつかって「念仏丸」という精霊船をつく  

り、浜から海へ況して精霊を送りだす。  

この日、各家では、15日の時と同様に仏前に小豆  
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右の舷縁（4体）と艦（1体）の部分にとりつける。   

精霊船づくりは午後5時半ごろに終了し、完成し   

た船は集落の東端にもって行き、送る時間までその  

場所に置かれる（写真26）。   

午後6時半ごろから長老衆や近所の住民が集落の   

東端を出発して、精霊船送りの行列がはじめられる。   

念仏丸は一人の男性の肩に担がれて、行列の先頭を  

あるく担い太鼓と鉦を前ぶれにして西の浜へ運ばれ  

る。精霊船送りの鉦と太鼓は、声に出さないが「●  

ショー∴U●さ－ん、●お●く●ろ」（精霊さん送ろ）  

という打ち方になっているという。  

地区の住民は、それぞれ自宅の前で精霊船の行列  

を待ちかまえ、精霊船が家の前までやって来ると、  

船の中へ各自が用意した六文銭（現在は10円玉6  

枚）を包んだ紙のおひねりや供え物を投げ入れ、松  

明と焚いた線香を手に、行列の後について西の浜へ   

おもむく。その際、自宅の玄関や窓をすべてきっち   

り戸閉まりをしていく習わしである。これは、送ら  

れる精霊さんがこれ以後に家へ逆戻りしないように  

するためであるといい、精霊船で送り出すことによ  

って、盆のあいだ村に帰っていた諸精霊をあの世へ  

完全に送りかえす意味がある。  

精霊送りの一行が浜にたどり着くと、浜辺の水際   

で各人が持ってきた松明と線香を集めて焚きあわ   

せ、精霊さんの送り火とする。その後、浜の船着場   

の先から精霊船を入水させ、しばらく太鼓と鉦の育  

とともに送られる（写真27）。精霊船は、帆に夕凪  

をはらませながらゆっくりと的矢湾の万へ進んでい  

くが、参列者は焚火が消えないうちに帰らないと、精  

霊が家に戻ってくるとして、早々に家路につく。  

精進上げ 8月20日の夜   

精霊船送りの終了後、盆行事がすべて無事に済ん  

だことを祝い、‾精進上げ」として各戸から1名づ  

つ宝珠寺境内の老人憩いの家にあつまり、酒宴をひ   

らく。  

以前は、盆のあいだ魚の刺し身など生臭い料理を   

食べることをつつしむ習慣があり、この精進上げの   

時に生臭い料理をはじめて食したという。  

7 堅子の墓制   

（1）堅子地区の墓地空間   

堅子の共同墓地は、集落の西側にあたる字針ケ淵   

に位置し、宅地に隣接した小高い丘の一帯に墓域が   

広がっている。  

墓地の人口は、葬儀の野おくりの際に死者へ引導  

を渡す儀式をおこなうための引導場になっており、  

広場の中心に棺を置くための台石と石の小机があ   

る。またその奥の空間には、新旧の六地蔵や宝珠寺  

の代々の住職の墓、昭和31年（1956）に建立された  

太平洋戦争戦没者の忠魂碑、古い無縁墓などが建ち  

ならぶ一画がある（写真28）。   

堅子墓地にまつわる言い伝えとしては、堅子の草  

分けの家とされる「十二軒株」（家筋は必ずしも明  

確ではない）の家の墓には古い圭頭状墓碑があると  

いわれている。しかし、現在の堅子墓地には、村の   

本家・分家関係をしめす序列などはとくに空間には   

反映されていない。   

また、江戸時代にこの地域を大津波（宝永4年の  

地震津波か？）が襲った際に墓地の海辺に近い部分  

が被害に遭い、墓の一部が津波にさらわれたため、   
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写真28 聖子墓地の全景   

その後、墓域を山の上までひろげそこに一部の墓を   

移したといわれている。このため、家によっては墓  

の場所が墓地の下段と上段とに分かれて存在する場   

合がある。  

各家の墓域は、遺体を塩葬する基壇部分に石垣ヤ   

プロックが築かれ、家ごとの墓地区画が明確になっ   

ている。これは、志摩地域における埋葬墓地のひと  

つの特色ともいえる。遺体を塩葬する際には、上に  

ある墓石を傍らに一時的に寄せておき、埋葬する場   

所を作ることがなされている。  

このほか、聖子墓地は、毎月24日におこなわれる   

宝珠寺の地蔵縁日の午前中に、念仏婆さんが中心と   

なって清掃活動をおこなっている。  

（2）墓制の特色   

堅子の墓制は、埋葬地の上に石塔をまつるいわゆ   

る単墓制であり、近隣の千賀地区・畔蛸地区、また   

磯部町的失地区とも同じ墓制である。なお、寺の本   

末関係にある相差地区は埋葬地と石塔墓のふたつの   

墓地空間が存在する両墓制であり、堅子とは異なっ   

た様相をみせている。   

両墓制と単墓制という二つの墓制は、志摩の全域  

にそれぞれ点在し、禅宗寺院の多い当地城でも墓制  

のありようについては宗派別の傾向もあまりみられ  

ない。また、志摩では農村部に単墓制が多く、梅村  

部に両墓制が多いともいわれるが、堅子墓地の事例  

のように海辺の村にも単墓制が存在しており、墓制  

の差異が何に起因するのかはいまだ判然としていな   

い。今後さらなる調査研究の進展が期待される。  

このほか、墓標の傾向からみた特色としては、近   

畔から現代に通じて個人墓または夫婦塞が大部分を  

占め、他地域で近代以降に広くみられる「00家先  

祖代々」銘の墓標が、堅子墓地には現在もまったく  

存在しないことも、特色の一つにあげられる。こう  

した傾向は、堅子だけに限らず、周辺の地区の墓地   

でも言えることであり、近代以降の墓地認識につい   

ての地域的な特色を示していると考えられる。これ   

についても、今後さらなる検討がおこなわれること   

が望まれる。   

なお、墓標銘のデータ分析については、「石造物  

調査」の章および全体の給括を参照されたい。  

（3）墓参りの方法   

堅子における墓参の習俗は、七々日など葬儀にと  

もなった臨時の墓参と、盆や彼岸など年中行事とし  

ての墓参のかたちがある。（写真29）   

このうち、年中行事としての墓参りについては、  

2月15日の宝珠寺でおこなわれる捏菓会、3月の春  

彼岸の中日、旧暦4月8日の花祭り（卯月八日）、  

8月14・15日の盆の墓参り、9月の秋彼岸の中日、  

10月の「年忌月」、12月の正月前などにおこなわ  

れている。このほか、家によっては故人の祥月命日  

に月参りをおこなう場合もある。ただし、どの時で  

も同じ日に2皮墓参りをすることは縁起の悪いこと  

とされ、忘れ物があって家に取りに帰りって出直す  

場合もよくないこととされている。   

墓参りの方法は、年間を通してほぼ同様におこな  

われ、家の墓の草を引くなど適宜掃除をしたあとで  

墓前に仏花をたて、備え付けの茶碗に水を供え、線  

香を焚き、洗米や菓子を供えて合唱礼拝する。ちな   

みに、聖子の墓にはワリガイミョウを刻んだ夫婦墓  

も多く存在し、配偶者の生存中に墓石を建立するこ   
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付随した柴木をとる†llとして利用されていたよう   

で、明治期から昭和40年代にかけて数度にわたり、  

堅子と的央の何軒かの家のあいだで土地の転売がお  

こなわれている。このことから類推して、本来この   

墓地をまつるはずの特別な家筋の存在は、かなり以   

前から分からなくなっていたと考えられる。  

ただし、浄土近仲基地は単にうち捨てられた墓で  

はなく、地元ではいわゆる ‾無縁仏（無縁さん）」  

の墓として長らく認識されてきた。また、「無縁さ  

んをおろそかにしてはならない」という考え方から、  

年忌月（10月）などの法事の際には、土地の地権者の  

家が寺の住職を招いて、浄土近世墓地において「無   

縁仏」の供養をおこなっていた。   

8 ／ト結  

以上、堅子地区の葬送儀礼と仏教行事について報  

告をおこなった。堅子の葬送儀礼は、給体として志   

摩の他の地区とも共通する習俗をもっているが、そ   

れが古風なままに現在まで伝承されている点におい  

て、この地域の伝統的な葬送儀礼のかたちを知る上  

での貴重な事例となっている。   

以下では、堅子地区の事例を踏まえつつ、志摩地  

方の地域的な特色をもつ習俗の概要について紹介し、   

まとめにかえたい。  

（1）村の長老衆（念仏衆）の役割   

志摩の葬送儀礼では、村（地下）の長老の男性た  

ちが「念仏衆」や「念仏爺」あるいは「ジジラ」と  

よばれる念仏集団を組織して、葬儀の執行や葬列の  

先導役などをおこない、また盆行事で大念仏をおこ  

なうなど特定の役割をになう場合が多い。この念仏  

集団は、たとえば鳥羽市神島の事例のように、これ  

までに村の役などから一線を退き隠居した長老衆が  

一定の役割をにない、行事や葬儀に参加する場合も  

多い。また志摩市阿児町立神の事例のように九人衆  

といわれる首座の長老達が、盆にはそのまま念仏衆   

として活動する場合もある。  

また、その一方で村の年配の篤信女性たちも、檀  

那寺や仏堂を拠点として「念仏婆さん」と称する念  

仏集団を結成し、葬儀や仏事の場で念仏の奉詠をす  

ることなどが各地で行われている。   

堅子の場合は、地下の長老の男性とほぼ対等な立  

とが多いため、墓石へ直接水をかける（水向けする）  

ことは、生きている人にも水向けをすることになる   

ため基本的にはばかられている。  

また、自家の墓参りがひとまず済むと、線香の束   

を持って親戚や知人の墓地へも参って供養をおこな  

う。仏花としては、シキビやシワタ（ビシャコ）の  

棄をそれぞれの墓へ供えて飾る。シキビやシワタは、  

以前は山へ行って自生した木の枝をとって来たが、  

近年は屋敷や墓地の傍らに植えてある木の枝を切っ  

て供える場合が多い。ただし、旧暦卯月八日の花祭  

りには、山で採ってきたネンバリバナ（モチッツジ）  

またはヤマツツジ（ミツバツツジ）の花を墓に供え   

る。  

また、先祖のなかに海難死者のある家の場合には、  

墓地への墓参りのあとで墓地の裏手にある西の浜へ   

おもむき、浜の水際にシキミの枝を立て、そこに線   

香と洗米をたむけて潅にむかって海難死者の供養を   

行なう。丙の浜は、盆に精霊船送りをする場所であ   

り、堅子では浜辺も重要な供養の場所となっている  

といえる。（写真30）  

（4）近代の浄土近世墓地と無縁仏供養   

今回発掘された浄土近世墓地は、江戸時代の初め   

に造成された墓地であるが、今回の聖子地区および   

的失地区の住民の方々におこなった聞き書き調査で   

は、浄土近世墓地に関する情報については古い墓地   

として認識があるのみで、浄土近世墓地の塩葬者な  

どに直接むすびつく伝承等はまったく得ることがで   

きなかった。  

また、少なくとも近代以降には、浄土近世墓地の   

ある土地は墓地としてではなく、麓の畑地とそれに  
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場で念仏婆さんが葬儀や仏事で重要な役割をになう  

点に特性がある。こうした状況は、堅子のかつての  

村落生活においては、男性が海運業など海の仕事に  

出て普段不在のために、かわって家の女性が家の留   

守を預かるという社会的役割が比較的大きいため  

で、こうした村のあ8）方をしめす興味深い事例とな  

っている。また、堅子の念仏婆さんは、志摩の各地  

にある念仏婆さんの古い形態を知る上でも貴重な存  

在である。  

（2）ホウロクメシについて   

素焼きのホウUクを使って別火によって死者へ供   

える白飯を炊くホウロクメシも、志摩地方に広く分   

布する葬送習俗のひとつである。  

ホウロクメシは、カワラメシ・ノノメシともよば  

れ、故人の死後すぐに供えられる枕団子とは別に、  

葬儀の当日に霊前に供えられる清浄な白飯である。   

このホウロクメシは、野辺送8）の葬列で飯持ち役を   

担当する血縁の女性（多くは故人の娘）が飯炊を担   

当する。  

ホウロクメシを炊く際には、屋敷の庭に石を組み   

焚口を北向きに作った仮設のクドにホウロクをかけ   

て飯を炊く。また燃華トには薪ではなく稲わらを用い   

るなど、日常使用しているかまどでの炊飯とは、明   

確に差違を示している。そして、炊いた飯をこのた   

めに作った専用の杓文字で茶碗に高く盛って、竹と  

木の箸を添え葬式の祭壇に供える。そして、葬列で  

は飯持ちによって墓へと運ばれる。  

堅子地区では、ノノメシ炊きに使ったホウロクと   

食い別れの儀礼に用いる塩と味噌を盛ったカワラケ   

を、相とともに墓穴の中に埋めてしまうが、他の地  

区では、墓地の六地蔵の前で割ってしまう事例（鳥  

羽市神島・志摩市大王町船越など）や、墓の上にあ  

る時期まで置いておく事例（志摩市浜島町）なども  

あ古）、いずれの場合も、一度ホウロクメシを炊くた   

めに使ったホウUクは、使い捨てされることになっ   

ている。  

なお、i争土近仲基地からもホウロクメシを炊くた   

めに使用したとみられるホウロクが出土してお古）、   

出土状況も堅子の現行民俗とも一致して、この習俗  

の歴史的経過を考える上で重要な研究成果となって   

いる。これについては、全体の総括でも詳しく述べ  

。  

（3）その他特色のある葬送習俗   

このほか、志摩地方で特色のある習俗としては、   

巫女に頼んで死人の口寄せをおこなうミコヨセ（巫   

女寄せ）があ8）、戦前までおこなわれていたことが   

各地で報告されている。また、タケマイリ（岳参り）   

と称して伊勢市の朝熊111金剛証書の奥の院に参拝し   

て、遺髪や故人の着物などを納め、塔婆供養をおこ   

なうことなどがあげられる。   

また、海難事故によ古）亡くなった人々を手厚く供  

養する習俗としてみられることも、この地域の人と   

海との関わりをみた場合の民俗的な特質をしめして   

いると考えられる。これについては、文書調査およ   

び総括においても詳述する。  

（4）念仏信仰の影響と民俗行事   

禅宗寺院が多い志摩地方にあって、仏教行事につ  

いてみてみると、宗派に関係なく念仏信仰の影響が  

民俗行事のなかに広く認められる。なかで も、最も  

華やかな行事は、盆におこなわれる大念仏である。   

志摩の大念仏は、一年間に亡くなった新亡者の遺   

族の集ま古）（新亡会など）が主催で行なわれる場合  

が多く、新亡者の戒名をまとめて書いた「総牌」と  

よばれる灯篭式の大きな位牌や切子灯篭を、寺の本   

堂や「茶屋」とよばれる仮設の小屋にまつり、新亡   

者に対してさまざまな供養を行なうものである。大  

念仏行事のおもな儀礼としては、村人らによる新亡  

者の戒名読み（名乗り）と太鼓打ちと念仏歌の唱和   

などがある。  

このうち念仏歌については、各地区で「ナンマイ   

ダンプ」「ナムアミダイボ」「ナンマイダ」「ナモデ   

ヤ」「アモレヤ」「アッボーデン」など古風な念仏の  

暁子が伝えられている。また、「弥陀頼む、弥陀頼  

む、人は両夜の月なれや、雲晴れねども西へゆく、   

南無阿弥陀仏やなまうだと、誰か頼まざらん、誰か   

頼まざるべし」という室町期に広く流行し、能『百   

高』にも登場する中世歌謡がもとになっていると考   

えられる大念仏の歌謡がうたわれる地区もあり（鳥   

羽市石鏡・堅子、志摩市磯部町的央、同市志摩町越   

賀など）、このよう な中世歌謡の系統を引く念  

仏歌が、志摩の大念仏には数多く伝承されている。   

このほか、志摩の大念仏では、この地方独特の供  
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間上の比較や、浄土近世墓地の発掘成果などにみる   

時間上の比較などから、さまざまな問題寺是起がなさ   

れると考える。  

堅子の墓地は、遺骸と石塔が同一地点にある単墓   

制であり、この点は、近隣の千賀・畔蛸、磯部町的   

央地区と同じであり、浄土近世墓地の発掘状況とも   

一致している。また墓地の区域を石積みする点も、  

現行事例と遺跡は類似しており興味深い点である。   

しかし、現在の堅子墓地は、家を単位にして墓域   

の区画が整理され、同じ区画のなかで幾人もの遺骸   

を埋葬するような構造になっているのに対し、浄土   

近世墓地の場合は、個人の墓穴が整然と並んだ状況   

になっている。このような墓地構造の相違を歴史的  

な変遷としてどのようにとらえるのか、また民俗的   

にいかに理解するかについては、さらなる発掘調査   

や民俗調査による研究蓄積を待たなければならな   

い。  

しかし、今回おこなった総合調査の成果をひとつ   

の試金石として、志摩地方の墓制研究には新たな研  

究視覚がひろがるものと考える。（蘇理剛志）  
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［資料2］   

鳥羽市聖子：念仏婆さんの念仏・御詠歌  

四番 くもりなき  

くもりなき 身は晴れやかな 善光寺  

御判いただく 極楽の印  

■心経   

「般若心経」（3回）   

「消災妙吉祥神呪」（3回）   

「俄悔文」（我昔所造諸悪業… 3回）  五番 やまたにを  

山谷を はるばる越せば 善光寺  

あの世この世の みやげ血脈  ■念仏  

光明遍照十方世界念仏衆生摂取不捨  
ろ－ む あ み だ 一  

両無阿弥陀仏  
な む あ み だ 一  
両無阿弥陀仏  
な む あ み だ 一  
両無阿弥陀仏  
な む あ み だ 一  
両無阿弥陀仏  
な む あ み だ －  

南無阿弥陀仏  

ろ－ む あ み だ 一  

両無阿弥陀仏  
な む あ み だ 一  
両無阿弥陀仏  
な む あ み だ 一  
両無阿弥陀仏  
な む あ み だ 一  
両無阿弥陀仏  
な む あ み だ －  

南無阿弥陀仏 …  

六番 よしみつも  

善光も 弥生の花よ 親も子も  

ただ人ならぬ ほとけなるらん  

七香 とほくとも  

遠くとも 一度はまいれ 善光寺  

救いたまヘヤ 弥陀の誓願  

（3節くりかえし）  

願以此功徳平等施一切   

同発菩捷心往生安楽国  

【以上3回くりかえし】  八番 わかきとて  

若きとて すゑをはるかに 思ふなよ  

無常の風は 時をきらわん  ［回向文］   

願わくは 此の功徳を以って 普く一切に及ぼし   

我らと衆生と皆ともに 仏道を成ぜんことを  

十方は 三世一切の 諸仏 諸尊菩薩  

摩詞薩 摩詞般若波羅密 頓首  

九香 ひとたびわ  

ひとたびは 消ゆるいのちを 思いなば  

後生をねがへよ のちの件のため  

十香 うまれきて  

生まれきて 一度は死ぬる 身をもちて  

罪をつくるな さきの世のため  

■善光寺  

信州は信濃の国 川中島の善光寺の  

御詠歌を唱えたてまつる  

十一番 ごくらくの  

極楽の みのりの船に 乗りたくば  

胸のあいだの 波をしづめよ  

一番 うずもれし  

埋もれし なんばの他の 弥陀如来  

背なをこしとは 本田善光  

十二番 いそがまぢ  

急がまじ むかゑんことは 待てしばし  

その日の時と さだめおくなり  

二番 こころざす  

こころざす 国は信濃の 善光寺  

うすいすゑます これぞさべしき  

十三番 ごくらくえ   

極楽へ ねごおて早く しょうずべし  

如来の前で 御礼もうせよ   

三番 みはここに  

身はここに 心は信濃の 善光寺  

みちびきたまゑ 弥陀の浄土へ  
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十四番 とのむれば  

とのむれば ここにいなから 極楽の  

ほとけの数に いるぞうれしき  

四番 和泉の横尾の寺  

深山路や ひばらまつばら わけゆけば  

まきのおてらに 駒ぞいさめる  

十五番 さきだてば  

さきだてば おくるる人を 待ちあわせ  

花のうてなに ともに成仏  

五番 河内の葛井寺  

請るよ8） 頼みをかくる ふぢいでら  

花のうてなに むらさきの雲  

十六番 のちのよも  

のちの世も この世もともに 南無阿弥陀  

ほとけまかせの 身こそヤすけれ  

六番 大和の壷阪寺   

岩をたて 水をたたえて つぼさかの  

庭のいさごも i争土なるらん  

十七番 ありがたや  

ありがたや 三国一の 弥陀如来  

いかなる罪も 救うみほとけ  

七番 大和の同寺   

今朝みれば つゆおかでらの 庭の苔  

さながら瑠璃の 光な古）け古）  

十八番 あ8）がたや  

ありがたや 玉のすだれを 巻きあげて  

念仏のこゑ 聞くどうれしき  

八香 大和の長谷寺  

幾度も まいる心は はつせでら  

111もちかいも ふかき谷川  

信州は信濃の国 川中島の善光寺   

みちびき給へ 弥陀の浄土へ   

南無大慈大悲の 観世音菩薩   

種々重罪 五道消滅   

自他平等 即身成仏  

九香 奈良の南円堂  

春の日は なんゑんどうに 輝きて  

三笠の山に はるるうす雲  

十番111城宇治の三重戸寺  

夜もすがら 月をみむろと わけ行けば  

宇治のかわせに たつは白浪  ［回向文］（前に同じ）  

十一番 上の酉是醐寺  

逆縁も もらさで救ふ 願なれば  

准操堂は たのもしきかな  

■西国三十三春   

一番 轟己伊の国那智山  

ふだらくや きしうつ波は み熊野の  

那智のお山に ひびく滝つ瀬  

十二番 近江の岩間寺  

水上は いずくなるらん いわまでら  

岸うつ波は 松風のおと  

二番 紀伊の国紀三井寺  

ふるさとを はるばるここに 紀三井寺  

花のみやこも 近くなるらん  

十三番 近江の石111寺  

のちの世を ねがう心は かろくとも  

ほとけの誓い 重きいしやま   

三番 紀伊の国粉河寺  

父母の 恵みもふかき 粉河寺  

ほとけの誓い たのもしきかな  
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十四番 大津の三井書  

いでいるや 波間の月を みいでらの  

鐘の響きに あくるみずうみ  

二十四番 摂津の国中111寺  

野をもすぎ 里をもすぎて なかやまの  

寺ゑまゐるも のちの世のため  

十五番 山城の今熊野  

昔より＋たつとも知らぬ いまくまの  

ほとけの誓い あらたなりけり  

二十五番 播磨の清水寺  

あはれみや あまねきかどの 品々に  

なにをか彼の ここにきよみづ  

十六番 京の清水寺  

松風の 音羽のたきは きよみづを  

むすぶ心は すづしかるらん  

二十六番 播磨の法華寺  

春は花 夏はたちばな 秋は菊  

いつもたえなる のりの花山  

十七番111城の大波羅寺  

重くとも いつつの罪は 世もあらじ  

ろくはらどうへ まいる身なれば  

二十七番 播磨の書写111  

遥々と 登ればしょしゃの 山おろし  

松の響きも みの古）なるらん  

十八番 京の六角堂  

わが思ふ 心のうちは むつのかど  

ただまろかれと 祈るなりけり  

二十八香 丹後の戌相  

彼の青 松のひびきも なりあいの  

風ふきわたる 天の橋立  

十九香 京の草堂寺  

花をみて いまは望みも かうどうの  

庭の千草も さかりなるらん  

二十九香 丹後の松尾の寺  

そのかみは いく世へぬらん 使古）をば  

千年はここに まつのおのてら  

二十番111城の善峰寺  

野おもすぎ 山路にむかう あめの空  

よしみねよりも はるる夕立  

三十番 近江の竹生島  

月も日も 波間にうかぶ ちくぶしま  

舟に宝を つむ心地して  

二十一番 丹波の六大寺  

かかる世に 生れあう身の あなほやと  

おもはで頼め とこゑひとこゑ  

三十一番 近江の長命寺  

八千年や 柳にながき いのちでら  

はこぶあゆみは かざしなるらん  

二十二番 摂津の国総持寺  

おしなゑて 老いも若きも そうぢじの  

ほとけの誓い 頼まぬはなし  

三十二番 近江の観音寺  

あらとうと 導きたまへ かんのんじ  

遠き国よ8） はこぶあゆみを  

二十三番 摂津の国勝届書  

重くとも 罪にはのりの かちおでら  

ほとけを頼む 身こそやすけれ  

三十三香 美濃の谷披  

よろず代の 願いはここに 納めおく  

水は苔よ古） いづるたにぐみ   
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八番 観件昔  

わが親も 大慈大悲の 観世音  

みの古）の舟に 浮かべ竿させ  

同じく  

世を照らす ほとけの印 ありければ  

まだともし火も 消ゑずありけり  

九香 勢至菩薩  

あ8）がたや 二十三夜の 月影に  

まよふ闇路に われを照らさん  

同じく  

今までは 親とたのみし おいづるを  

ぬぎて納むる 美濃のたにぐみ  

南無阿弥陀仏 南無阿弥陀仏   

南無阿弥陀仏  

十香 阿弥陀如来  

南無仏と となへる弥陀の 六字をば  

とりもなほさぬ そのままの弥陀  

［回向文］（前に同じ）  

十一番 阿悶如来  

南無仏と ちかいあしゅくの 如来かな  

この世は夢ぞ 未来成仏  

■十三仏   

一番 不動尊  

ありがたや しまこうぶくの 示現こそ  

あらんのにじお つねに忘れな  十二番 大日如来  

あけ空や ろくぼいこげんの 風ふけば  

自他平等に あびらうんけん  二番 釈迦如来  

消滅や 無常をさとる 釈迦如来  

仮の淫楽に いらせたまへや  十三番 虚空蔵菩薩  

さわりなく 祈れや月の 十三夜  

老少不定は ともに成仏  三番 文殊菩薩  

ただたのめ 文殊菩薩の 利益なり  

しるべのがんを 施せとする  南無阿弥陀仏 南無阿弥陀仏   

南無阿弥陀仏  

四番 普賢菩薩  

のちの世は 普賢菩薩と 拝むべし  

この世は夢の 仮の宿かな  

［回向文］（前に同じ）  

■地蔵の念仏（百万遍）  

な－むじ－の－だ－いぼさ一   

両無地蔵大菩薩 南無地蔵大菩薩  

南無地蔵大菩薩 南無地蔵大菩薩  

南無地蔵大菩薩 南無地蔵大菩薩  

五番 地蔵尊  

六道を すくわせたもふ 地蔵尊  

われらがために かわる六道  

六番 弥勤菩薩  

何ごとも 今よりのちは 弥勤尊  

地獄転じて 極楽となる  

■野もどりの念仏   

なむだいしようふどうみよう   
南無大聖不動明王 南無大聖不動明王  

南無大聖不動明王 南無大聖不動明王  

南無大聖不動明王 南無大聖不動明王   七番 薬師如来  

とら薬師 千里のみちを けふこゑて  

弥陀の浄土へ 行くぞうれしき  

212  



Ⅵ 周辺地域の文書調査  

（∋「浄土」という地名が指す地域が、現在よ8）も広   

い領域におよんでいること。これは、第57表に示  

したように浄土墓地周辺に施された付箋の記述よ  

り推察される。  

③浄土墓地周辺の平坦地は、元禄5年（1692）、享   

保10年（1725）の間に新検地されている。第57  

表にまとめた付箋の記述によれば、そのうちの一  

つには「本田四ケ所地下田」とあり、これは的央  

村が近世初頭に検地された時から存在した田地で   

あると考えられる。しかし、その他の付箋の記述   

からは、絵図の中央、すなわち内陸部より的央湾  

沿岸に向かって開発が進められた様子が窺われ  

る。浄土墓地直下の土地は、宝永2年（1705）に  

新検地されている。検地までの3年間程度は、鍬  

下年季として年貢免除期間が設けられるので、付  

箋に記載された年よ古）数年前に開発された可能性  

が高い。  

元禄16年（1703）には、的矢村近隣の井濱村・坂   

峰村より的失村領内の磯部浦での新田開発が計画さ   

れ、その土地を代官が見分の上、ほうじ（傍示）竹   

を立てたことが記録され、これに対して的失村では、   

庄屋・肝煎∴百姓惣代・国府村大庄屋が連名で、漁   

業への差障りを理由として、新田開発の差し止めを  
③  

求める嘆願書を捷出したことが記録されている。  

また時代は下がるが、大正時代に筆写されたとみ   

られる〔乾家豪語〕には、第四代当主・乾伊八郎の  

事績として、「字浄土新開墾ヲナス、刀剣ヲ好ミ大  

二見ルヘキモノ求ムル（中略）、万延年間、国府組  

1 調査の方法  

文書調査に際しては、文書の保管場所・保存容器、  

文書の形状に変更を加えないように留意し、現地で  

作業を行った。文書の写真撮影には、一眼レフ・カ   

メラで白黒35mmフイルム（ILFORO FP4）を使   

用した。また一部文書については、所蔵機関の指定   

する業者に写真撮影を依頼した。それらの成果は、   

以下のとお古）である。  

2 浄土近世墓地周辺の景観  

近世における浄土墓地周辺の様子を端的に表現す   

る史料として2枚の村絵図が残されている。これら   

は、徳川林政史研究所に所蔵されている志摩国内の   

村絵図37点（英虞郡13点・答志郡24点）のうち、   

以下の2点である。  

巻頭図版3 〔答志郡的失村村絵図控〕  

（縦81×横118cm）   

巻頭図版4 答志郡堅子村絵図（縦82×横88cm）  

巻頭図版3・4ともに耕作地が詳細に書き込まれ   

ており、耕作地の把撞を目的として作成された村絵  

図とみられる。また巻頭図版4には ‾天保七年  

（1836）六月 庄屋 為右衛門・肝煎 与七」と署   

名がある。徳川林政史研究所の所蔵する志摩国内の   

村絵図がほとんど天保期に作成されたものであるこ   

と、また絵図が元々は名古屋税務監督局に保管され  

ていたことを考えれば、これらは天保期に鳥羽藩庁  
（か  

へ捷出された書類の一部である可能性が高い。   

巻頭図版3は的央村の全域を詳細に措いてお古）、  

画面中央右手に建物群が見え、これが的矢村の集落   

にあたる。そして、画面上部中火に「堅子村」と丸   

で囲まれた箇所の直下が、i争土墓地の所在地に該当  

する。絵図のこの箇所の観察より、以下の事項が指  

摘できる。  

①「浄土」は的失村領であったこと。これは、画面   

上部左端の付箋に「是より東かたこ村領、是より  

西鳥羽道峠ミネ筋大笠こ取マテ的矢村領」とあるこ  

とからも明白である。  

字浄土   宝永元年甲申九月御改   

字浄土新田   享保十乙巳十一月御改   

字i争土   宝永二年乙酉九月御改   

字浄土奥谷  宝永二年乙酉九月御改   

字i争土   宝永二年乙酉九月御改   

字浄土奥谷  宝永元年甲申九月御改   

字浄土   本田四ケ所地下田   

字浄土   元禄五年壬申九月御改   

第57表 的矢村村絵図の字浄土に関する記述  
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候」とあり、これは「はさま谷」での津波被害を指  

していると考えられる。   

また、史華ト3にも安改元年（1854）11月4日に   

起こった地震・津波により田畑・境・石垣などに被   

害があったこと、またその後、大時化・高浪が続き   

被害が拡大したことが記されている。これについて   

は、天災の側面と近件前期に空閑地開発が鳥羽藩領   

内で急務として進められた結果の人災としての側面  

との両面で捉えることができる。   

以上よ古）、浄土墓地の立地は的央村領のうちでも   

17世紀後半から開発が進められた新しい開墾地に   

位置していると結論づける ことができる。また浄土   

墓地が丘陵地に立地していることは、津波被害を受  

ける可能性が高いこの地域の実情を踏まえたもので  

あると推察される。   

3 周辺村落と寺院   

（1）周辺村落の様子   

近件を通じてi争土墓地周辺の村々は、志摩および   

伊勢・三河・近江の一部を領有した鳥羽藩が領知し   

た。鳥羽藩は、水軍をもって志摩を席巻した九鬼嘉   

隆（1542－1600）に始まり、寛永11（1634）年に内   

藤氏、延宝8年（1680）に幕府領、天和元年（1681）   

に土井氏、元禄4年（1691）に松平乗邑、宝永7   

年（17川）に松倉重治、享保2年（1717）に松平光   

慈と藩主が変遷した後、享保10年（1725）以後の稲   

垣氏の治世は明治4年（1872）の廃藩置県まで続い   

た。また地方支配の上では、貞享5年（1688）に国   

府村の南儀右衛門が大庄屋に任命されて以後、周辺   

村々は国府組に所属した。  

稲垣氏の鳥羽落人封に伴い、領内の村々が享保   

11年（1726）に村の概要を書き上げ藩庁に寺是出した  

「差出帳」によると浄土墓地周辺村々の石高と舟数  

は第58表のとおりである。  

第58表から、これらの村々はいずれも幾分かの田   

畑と舟を保有していたことが分かる。  

『鳥羽市史』によれば、ちょろ舟行は一枚棚の構造   

の鳥羽で代表的な漁労用和船で、一本釣や館楯漁な   

ど一般の漁民が刺網投入に使用し、その他に磯漁・   

海女船、米の収穫時の運搬船として使用されていた   

とされる。また、サッパ船は二枚棚構造の漁船で、  

即国府村・相差・畔蛸・千賀・堅子・三ケ所・安乗・   

国府・甲賀・志嶋・畔名・山田・的央・渡鹿野、  

十四ケ村ノ大庄屋ヲ命セラレ（以下略）」との記述  

があり、浄土墓地周辺の土地が幕末期におよんでも   

開   

墾の対象となっていたことが示唆されている。  

そして、このようにi争土墓地周辺が近件期を通し  

て開墾の対象となったことについては、史華ト1の「志  

摩国答志郡的央村差出帳」（享保11年（1726））に、   

一六ヶ所 ちやうと山 ふしや山 大笠取山 立   

花山 平石山 小笠こ牧山 右之山しだ柴松木草山二   

而御座候、山年貢出シ申儀無御座候、百姓共薪自由  

二伐り取申候御事」と記載されているように、浄土  

墓地周辺に広がっていた入会地との関連が想定され   

る。  

また、的失村の文人・奥野林右衛門によって著さ   

れた和歌で綴られた的矢村の地誌、〔志州的矢浦名   

前童子実見〕（嘉永2年（1849））では、「墓下・浄・  

土奥」の項に、「はか下や浄土の奥の川の瀬に な  

にをたよりと登る白魚」「鰐か嶋 わにかじま大口  

あ古）て恐ろしや 浄土のおくの流れ呑み込む」と和   

歌に詠み込まれてお古）、浄土墓地の周辺が当時は寂   

しい土地としてイメージされていたことが窺われる。  

巻頭図版4も堅子村の全域を描いているが、耕作   

地が少ないためか巻頭図版3と比較するとやや粗雑  

な印象を与える。ただし、画面下部の集落を描いた  

部分に関しては、各家の名前・高札場・郷蔵・寺・  

お堂などの詳細な書き込みがなされている。  

巻頭図版4からは、以下の点が指摘できる。  

①集落周辺の耕作地については詳細に描かれている   

のに対して、浄一土墓地周辺の耕作地は‾的や領田」  

と記されるのみである。  

（∋「は古）かふち（針ケ渕）」では延宝8年（1680）   

に、「はさま（迫間）谷」・「かた谷」では宝永  

2年（1705）に新田開発が行われている。また「はさ   

ま谷」については、開発2年後の宝永4年（1707）   

には津波被害により耕作が不可能になっている。  

史華ト2の「志摩国答志郡堅子村差出帳」（享保11年  

（1726））には「下々田四畝拾八歩 八ノ盛 分米  

三斗六升八合 走免弐ツ 右新田弐拾年以前亥ノ年   

津浪二而潮入場所二罷成御見分之上一作御引被下  
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⑤ が確認できる。  

（2）周辺寺院の様子   

第59表に浄土墓地周辺に現存する寺院をまとめた。  

このうち、浄土墓地から最も近岸巨離に位置する寺院   

は、的矢湾の狭い入江を挟んで墓地の眼下に見える   

願主山宝珠寺である。宝珠寺は、堅子集落の中火に   

位置しており、堅子地区と千賀地区に檀家を持つ臨  

渚宗寺院で、現在は朝熊山金剛証寺末の梵潮寺（相  

差地区）の住持が寺務を兼帯されている。   

『志陽略誌』（正徳3年（1713））には「宝珠庵、   

堅千村に在り、清家宗にして相差村梵潮寺の未院也、  

（か 又薬師堂在り」とある。  

史串ト4は、安政5年（1858）に千賀・堅子村両村  

の代表から梵潮寺へ寺是出された書類で、朝岳万屋院  

隠居春堂和尚を留守居として宝珠庵に迎えるにあた  

っての身元引請書である。また史華ト5は、同様に万   

延2年（1861）に朝熊村永松庵岱巌和尚の弟子掲   

首座を宝珠庵に迎えることを梵潮寺へ願い出た書類   

である。以上のように、『志陽略誌』に記載があるよ  

うに、宝珠寺は近世においては「宝珠庵」と呼ばれ、  

梵潮寺の末院であ古）、寺務を掌る者として金剛証寺  

塔中の隠居あるいは弟子を迎えていたことが確認で   

きる。  

また『志陽略誌』にみえる薬師堂は現在も宝珠寺   

のすぐ近くにあり、薬師如来立像（鎌倉時代）がま   

つられている。この薬師堂については、梵潮寺に嘉   

永2年（1849）に堂宇が再建された際の記録が残さ   

れている（史華ト9）。  

この中では、薬師如来立像について「抑堅千村薬  

鳥羽では「トッペイ」と呼ばれていたようである。   

また、いさば船は鳥羽で漁獲された魚や産物を伊勢   

河崎・津・名古屋・熱田へ運ぶ船であったとされて  
③  
いる。  

これを参考に、第58表を見ると的矢・畔蛸・相差   

では、これら漁船が主体となっているのに対して、   

堅子・千賀では商売船・田畑肥こ取船が挙げられてい   

る。これは、堅子・千賀では他村と比較して漁業権   

が弱く、商売舟を遠く紀州まで出して、交易により  

生計を立てていたためと考えられる。   

このことは、史料6の「浦護文」から窺うことが   

できる。‾浦諒文」は海難証明書のことで、破船が   

不可抗力によるもので浦方も救助義務を果たし、双   

方に過失がないことを証明する書類である。ここで  

は、慶応2年（1866）5月に、堅子村の船頭・藤七  

（44才）以下、賄・水主・炊を含め5八乗古）の商売  

舟（200石積）が尾州知多郡常滑村沖で海難事故に  

あった時の経緯が記録されている。  

この記録によると、舟糾ま紀州熊野引本浦（規三重  

④ 県紀北町海山区引本浦）から松材3500本を尾州鳴  

海湊へ運び、商売を終えた後、空船の状態で常滑沖  

へ向かい、そこで大時化に遭遇し船が沈没している。   

この史華トから分かることは、船頭が自ら資金を出し   

商売をする営業形態であったこと、また堅子の村民   

だけで商売舟の構成員をなしていたこと、交易ルー   

トとして紀州熊野から尾洲鳴海、そして常滑へのル   

ートが想定できることである。ここからは、漁業と   

ともに海運業がこの地域の主な生業であり、日常的   

に紀伊あるいは尾張との交易が行なわれていたこと  

村名   石高・舟数（内訳）   

的失  247石1斗9升1合・123般  

（さつは船3 通橋船1 ちょろ船119）   

堅子  55石4斗7升5合・9般  

（商売舟4 田畑肥こ取舟5）   

千賀  45石1斗2合・18般  

（商売舟7 田畑肥取舟11）   

畔蛸  川1石4斗7升・33般  

（二階作館あミ船1 ちょろ船32）   

相差  845石8斗9升・101般（いさは6  

漁船3 鰭取船3 ちょろ船89）   

地 区  寺 院  宗 派   備 考   

的失   禅法寺  曹洞宗   常安寺末   

（志摩市）  永平寺派  （鳥羽市）   

堅子   宝珠寺  臨済宗   梵潮寺末   

（鳥羽市）  南禅寺派   

千賀  ケ   ／ケ   ／ケ   

（鳥羽市）  

畔蛸   西明寺   金剛証寺末   

（鳥羽市）  （伊勢市）   

相差  梵潮寺   ／ケ   ／ケ   

（鳥羽市）  

第58表 享保11年「差出帳」にみる各村の様子  第59表 浄土墓地周辺の寺院   
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師如来者往昔、其村拾弐軒之頃より此願主111ニ安置  

し奉シ」と述べられている。「拾弐軒之頃より」と  

あるのは、堅子村の村民はその昔、松尾（鳥羽市）   

から移住してきたもので、その最初の12軒仲間が寺   

を建立したという伝承に基づくものであると考えら  
（刀  

れる。   

また、‾子孫村中安全、五穀成就、悪魔降伏之祈   

祷」が今まで怠慢なく執行されていたと記されてお   

り、近世において薬師堂が村の祈願所として機能し   

ていたことが分かる。  

この他、薬師堂には表面に「富士大日如来」、裏   

面に‾奉寄進天和二年（1682）二月吉日」と記された   

木札（写真31）が残されており、ここで富士講が行わ  

れていたことを物語るものであると考えられる。堅  

子集落の北方には、堅子・千賀・山田・松尾の各地  

区の境界となる浅間山があり、また先にみた「答志   

郡堅千村絵図」（巻頭図版4）には、この浅間山山頂   

に「役行者」と記されており、現在でもここに行者堂   

があり、役行者像がまつられている。ここには富士   

信仰と浅熊山金剛証寺への信仰が複合した姿をみる  
、  

ことができ、修験者の何らかの関与が想定される。  

宝珠寺の本寺である大慈山梵潮寺は相差地区に所   

在する。F志陽略誌』には、「清家宗にして朝熊金剛   

証寺の末寺也、又禅通庵、明心庵あり宗派梵潮寺に   

同じ、薬師堂、大日堂在り」とある。   

「大慈山梵潮寺伝記」（史料7）によれば、梵潮  

寺はその昔「真言道場」であり、開基は不明ながら、  

文暦2年（1235）に阿閣梨園成および金剛仏子専念  

によって書写された大般若経六百巻が残り、十一両   

観世音菩薩像が安置されており、これは近在の漁民   

が罪過から逃れられるようになされたことであると  
（訝  

している。その後、京都の慧日山高毒寺（東福寺）の   

僧、虎開国師が諸国巡歴の時、この地に逗留し伽藍   

を再興し、これを機に禅宗に改宗したとされる。天   

正6年（1573）火災にあい什宝、72石の朱印状をは   

じめとする古記録を消失し、豊臣秀吉の時代に寺領   

を没収され、慶長年間に九鬼長門守（守隆）より18   

石の寄進があったものの、寛永年間に内藤伊賀守   

（思量）により没収されたとしている。またその後、   

正保2年（1645）に諸寺院の本末改が行われたのを   

様に金剛証寺の末寺になり、さらに元禄5年（1692）  

に松平和泉守（乗邑）による本末改が行われ、「本  

寺誼文」を正式に金剛証寺よ古）受け取ったとして、   

その文面が記載されている。  

この他、畔蛸には清江山西明寺があり、この寺院   

も文久2年（1862）まで梵潮寺末寺で、その後、金   

剛証書末寺となった臨渚宗寺院である。康元元年   

（1256）に北条時頼が諸国巡歴の途次にこの地に立   

ち寄古）、当時荒廃していた真言宗寺院を再興するよ  

うに命じたとの伝承を持ち、阿弥陀仏を本尊として  

僧フt庵を開山、時頼を開基としている。  

的矢にある龍江山禅法寺は、九鬼氏の菩提寺であ   

る常安寺（鳥羽市）末の曹洞宗寺院で、本尊として   

如意輪観世音菩薩（室町時代）がまつられている。   

大永六年（1526）に在地領主・的央美作守により再   

興された後、寛文11年（1671）12日に前住宗儀首座   

が再建、元禄15年（1702）5月5日に大器和尚が中  
■■  

興したとされる。  

以上のように、梵潮寺・丙明寺はいずれも真言宗   

寺院であったものが、中世に禅宗に改宗したとの伝  

承を持つ。また「大慈山梵潮寺伝記」からは近世に  

入り、鳥羽藩による諸寺院の本末改めが実施される   

におよび、各寺院間の関係が固定されたことが分か   

る。このように金剛証寺と梵潮寺の本末関係が固定   

するとともに、梵潮寺と宝珠庵他の寺院との本末関   

係も固定したことは、享保3年（1718）に梵潮寺が   

鳥羽藩へ禅通庵・明心庵・西明寺・宝珠庵が末寺に  

間違いない旨を述べた謡文（史料8）からも窺える。  

また堅千村では、宝珠寺が菩捷寺としての役割を   写真31 「富士大日如来」木札  
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そして、現在も梵潮寺のIll門前に地蔵尊像（給高  

322．1cm、幅69．Ocm、奥行50．5cm）が現存している  

（写真32）。台座に刻まれた銘文は以下の通りである。  

果たしていたのに対して、薬師堂では村の祈祷が行  

われていた。このような分業のもと一ケ村の中に寺  

と村堂が並存するあり方は、浄土近世墓地遺跡周辺  

地域の信仰形態における特徴の一つであると考えら   

れる。   

4 葬送関連史料   

（1）海難者供養   

次に当地域に残る葬送関連史華トをみておきたい。   

先に当地域では海運業が盛んであったことを述べた   

が、それに対応するように遭難者を供養するために  

地蔵尊像を建立したことを記録する文書が残る（史  

⑫ 華ト10）。これによれば、紀州此井浦（親和歌Ill県日  

高町此井）の船頭・久右衛門他あわせて16人の乗る  

船は、文政7年（1824）12月3日の夜、相差村  

字御崎で破船、即時に8人が溺死する海難事故が起  

こった。そ・こで、遭難者の菩提を弔い、また「諸廻  

船渡海安全有縁無縁三界万霊」のために梵潮寺山門  

前に地蔵尊像を建立する計画が立てられ、勧進の結  

果、翌年文政8年（1825）に完成、同年10月に入仏  

供養が行われた。この時、地蔵尊像台座には法華経  

一部を一字一石に書き記したものが納められ、梵潮   

寺・禅通庵・明心庵・西明寺・宝珠魔の僧侶と各村  

の代表者が集まって法要が行なわれ、その後、毎年  

7月24日の地蔵盆には地蔵尊像前で大施餓鬼会の  

法要が執り行われるようになったと記されている。  

＜梵潮寺山門前地蔵尊像台座銘文＞  

（上段背面）  

干時文政人乙酉歳／九月書祥日建之／梵潮寺現住   

巨陵／禅通庵 走首座／西明寺 周首座／宝珠庵   

□首座／明心庵 碇首座／世話人／庄屋 中山太四   

郎／辰巳屋書兵衛／世古重兵衛／松井佐治工門／西   

村清兵衛／施主 山田河崎町／石工 久留林惣人   

定庵  

（下段正而）三界萬霊  

（下段左面）諸廻船渡海安全  

（下段右面）首相／畔蛸／千賀／堅子／郷内／安全   

この他、台座上段正面と両側面には数百名分に及  

ぶ法名・俗名が彫り込まれており、いかに多くの人  

々の喜捨によりこの地蔵尊像が完成されたかが窺わ   

れる。  

また相差区墓地には、以下の6基の近世における  

遭難者の墓碑が残っている（写真33）。これらの銘  

文は以下の通りである。このうち（∋～（さはこの時の  

遭難者のものと考えられる。これら墓碑は、当地域  

での海難事故の多さを物語るとともに遭難者を手厚  

く葬る習俗を読み取れる史料である。  

＜相差区墓地 遭難者墓碑銘文＞  

写真32 地蔵尊像  写真33 遭難者墓碑   

217  



①文政七申十二月四日／南無阿弥陀仏／／俗名 七三  

郎／／俗名 重蔵／／俗名 豊吉／／紀州日高郡方杭浦  

（∋文政七申十二月四日／南無阿弥陀仏／／俗名 伴   

［］／俗名 新［］／俗名 安兵［コ／／俗名  

［］／紀州比井浦 愛宕新造丸  

③文政七申十二月／／〔表面欠損〕／／紀州比井浦 俗   

名 平井久之助  

④天保十一甲子年／南無阿弥陀仏 三州吉田在下条   

村住／／俗名／清人 ちか／兵助 喜代蔵／／上総国  

周准郡尾車村住／俗名／／喜助 喜三次／伊之二郎  

千太郎／施主 当村惣中／六月二十三日  

⑤明治四辛未年七月七日／／東雲了海信士／／讃州小豆   

嶋 俗名 兵蔵／吉江  

⑥万延元申十一月廿八日／／同年同日／喚［］／／露   

［］／豊前国中津住人／幸四郎／俗名 芳蔵  

（ホンカイゴ）と共通しており、僧侶の葬儀におい   

ても地元の習俗が取り入れられていたこと、また聞   

き取古）調査による葬送儀礼が近世後期からそれほど  
⑫  

の変化を受けていないことが確認できる。  

また、史華ト12は明治・大正期の葬式の次第を寺院   

の側で書き留めたものである。要点をまとめると以   

下のとおりである。  

①葬式道具および大傘などの貸し渡し。  

（∋血脈の作成、法名三枚の書き上げ（一枚は寺の仏   

壇、二枚は葬家へ）。  

③11時葬家へ行き、法名一枚を葬式用の位牌へ張り、   

これは葬式後、墓地へ納める。もう一枚の法名は  

葬主へ渡し、葬式後、葬家の仏壇へ祭る。血脈は  

死者へ授与する。  

③枕経（心経消災呪）にて本尊来迎仏の回向、施餓   

鬼大悲呪三陀羅尼にて新亡者の回向。  

④村役場埋葬認許証の確認と記載事項の過去帳への  

転写。  

⑤葬式出頭、墓地埋葬詣経。  

⑥寺の仏壇にて新霊安牌諷経。  

⑦夜、葬家にて安牌諷経。  

⑧翌朝、葬家の迎えの人と同道にて埋葬墓地へ到古）、   

灰寄せ、諷経。  

⑨寺にて経木塔婆を書き、卵塔場にて収骨忌諷詣、   

仏壇霊牌へ諷経。  

⑲当日、葬家にて初七日供養を勤める時は、小練忌   

塔・大練忌塔・卒業忌塔の三基、四十九院へ供え   

る餅四十九を葬家よ古）寺へ持参するので、これを  

受け取8）、塔婆布施玄米三升を霊前へ供え、霊前  

半斎諷経。  

⑪葬家親類の卵塔詰りに際し、三本の塔を立て詣経   

後、仏壇にて霊牌諷経、四十九の餅を半分づつ参  

詣者へ施与する。   

5 小結  

浄土近世墓地と関連する事項として、文献史料調  

査からは以下の点が判明した。  

絵図等の分析により、浄土近世墓地が形成された   

17世紀後半には墓地周辺の土地は新たな開墾地とし   

ての性格をもっていたこと。また、この時期に墓地   

周辺の寺院の本末関係が固定化し、それは鳥羽藩の   

（2）葬送儀礼   

近世後期の葬儀の一端を窺える史料が残されてい   

る。史料11は梵潮寺第23件巨陵和尚の葬列（野辺送  

り）の様子を伝えるものである。その概要は以下の  

ようにまとめられる。  

明松（2人）一鉦（1人）一露私（2人）一高張（2   

人）一幡（4人）一柄香炉（1人）一主杖（1人）   

一盛物（4人）一冊禄（l人）一水桶（1人）一紙   

花（2人）一香炉（1人）一燭台（1人）一葉茶   

（1人）一葉揚（1人）一御膳（1人）一鉢（1人）   

一法衣（1人）一弘子（1人）一語録－（1人）一  

立花（1人）一花籠（2人）一位牌（1人）一事燈  

籠（2人）一若党（3人）一霊禽（4人）一天蓋   

（1人）一台傘（1人）一履（1人）一鋤（1人）   

一野礼（2人）一焼香台（1人）一日酒場（1人）   

当地域の葬儀は、ホンカイゴ（本会合）、ハンフ．   

イゴ（半会合）、ヒトソガネなどとその規模により   

呼び分けられているが、この時の葬列は現行の習俗   

と比較しても例を見ない大規模のもので、高僧の葬   

列として盛大に執り行われたことが分かる。ただ、   

その葬列の構成要素については、明松・鉦・幡・盛   

物・水桶・紙花・莫茶・莫湯・花籠・燈籠・紙花・   

台傘が堅子地区での聞きこ取り調査による野辺おく り  
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領主の交替によって促進されたこと。また墓地周辺   

の村落の生業は、漁業・海運業の比重が大きく、海で   

の遭難の危険が日常的にあり、このことは海難者を   

はじめとする無縁仏を手厚く埋葬・供養する習俗を   

生んだことである。そして、このような習俗は、被   

葬者が誰であったのかが地元でも忘れ去られた浄土   

近仲基地が供養され続けられてきた要田であると考  

えられる。（山形隆司）   

【註】  

①これら村絵図の移管の経緯については、徳川林政史研究   

所編『研究紀要』22（同研究所、1987年）参照。  

②中田四朗「近世の回船交通と志摩の諸港」『海と人間』   

23こ海の博物館、1995年）および「誼文之事」F磯部   

町史 上巻』（同町、1997年）。  

③『鳥羽市史 下巻』（同市役所、1991年）。  

①史料中には記載はないが、本数からみて薪であったと   

考えられる。  

（を明治以降も同様の交易ルートで海運業が営まれたここ   

については、前掲書F鳥羽市史 下巻』に記述がある。  

⑥尤下、『志陽略誌』は、岩田準一・岩田貞雄『志摩のは   

しりがね』」鳥羽志摩文化研究会、1972年）より引用。  

⑦堅子地区の12軒仲間についての言説については 皇学館   

大学郷土研究会「志摩（鳥羽市）千賀・堅子の民俗」『郷   

土志摩』通巻41号（志摩郷土会、1970年）および中山   

楠平『竃子への道』（私家版、1997年）参照。  

⑧この地域の「アサマ信仰」の複合性については、宮田登  

「アサマ信仰」F志摩の民俗』（吉川弘文館、1965年）   

参照。  

⑨この大般若経六百巻は現存し、鳥羽市指定文化財となっ   

ている。  

⑲西明寺・禅法寺についての記述は、前掲書『鳥羽市史下   

巻』およびF磯部町史 下巻』（同町、1997年）を参考に   

した。  

⑪『紀伊国続風土記』（天保10年（1839））には、湊が広く船   

懸りがよいため村では廻船の船頭・水主等をして漁業   

はしないと記述されている。  

⑫堅子地区の葬送儀礼についての聞き取りについては、本   

報告書民俗調査の成果を参照。また本史料中で、明松は   

松明（たいまつ）、高張は高張提灯、幡は4本の長色旗、   

柄香炉は緑に長柄をつけた樺持用の香炉、主杖は僧の携   

える手杖、盛物は仏前の菓子・果物などの供物、曲禄は   

法会の際などに禅僧が腰掛ける椅子、野礼は墓地人口で   

会葬者に挨拶する役割の人物を指すと推定される。  
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首
 
 

座
明
心
唐
金
礎
首
座
西
明
寺
蘇
周
首
座
賛
珠
魔
法
達
首
座
 
 

当
時
彦
蔵
主
戒
蔵
主
当
村
役
人
中
山
太
四
郎
巽
屋
台
兵
衛
 
 

世
話
人
松
井
佐
次
右
衛
門
世
古
十
兵
衛
西
村
清
兵
衛
瀬
崎
 
 

文
右
衛
門
石
庭
者
河
崎
出
産
数
久
留
林
惣
八
也
、
仇
之
毎
年
 
 
 

七
月
廿
四
日
於
地
蔵
尊
前
こ
大
施
餓
鬼
会
修
行
者
也
、
是
等
 
 

之
事
ハ
皆
大
善
根
を
末
世
に
植
置
給
ふ
者
な
ら
ん
欺
 
 

史
料
1
1
 
（
史
料
1
0
と
同
一
帳
面
に
記
載
）
 
 

葬
式
之
次
第
 
 

一
任
先
例
早
速
岳
普
明
院
へ
書
附
を
以
注
進
仕
、
代
香
御
下
山
 
 

趣
願
入
、
惣
代
人
足
帰
ル
や
日
取
茶
毘
之
儀
来
五
日
二
相
定
 
 

候
由
中
上
直
也
、
翌
三
日
役
人
壱
人
人
足
引
連
表
向
御
願
二
 
 

登
山
御
聞
済
之
上
、
明
日
迎
の
人
足
有
之
趣
中
人
置
也
、
明
 
 

日
御
代
香
観
音
院
寛
海
和
尚
上
下
拾
人
計
二
而
御
下
山
門
 
 

前
迄
出
迎
、
此
節
金
弐
百
疋
常
役
よ
り
香
資
来
弐
朱
普
明
院
 
 
 

よ
り
釆
ル
、
先
例
如
斯
二
御
座
候
 
 

五
日
八
ツ
時
行
列
之
次
第
 
 

一
明
松
 
 
井
村
権
太
郎
 
 

井
村
善
太
郎
 
 
 

一
露
払
 
 
小
崎
利
吉
 
 

上
村
久
四
郎
 
 
 

大
野
善
太
郎
 
 

一
幡
 
 

上
村
勘
五
郎
 
 

巽
崖
吉
兵
衛
 
 

野
村
兵
書
 
 
 

一
主
杖
 
 
小
崎
仁
助
 
 
 

一
曲
禄
 
 
道
沸
囲
歳
 
 

一
水
桶
 
 
中
 
内
 
 

一
盛
物
 
 
野
村
佐
之
助
 
 

村
山
小
次
郎
 
 

宗
田
市
之
助
 
 

松
下
四
郎
善
 
 
 

一
紙
花
 
 
中
村
留
吉
 
 

下
村
吉
五
郎
 
 
 

一
高
張
 
 
宗
田
平
七
 
 

野
村
平
作
 
 
 

一
柄
香
炉
 
中
山
市
之
丞
 
 

一
鉦
 
 

中
世
古
藤
蔵
 
 



天
正
六
年
第
十
世
瑞
巌
祐
雪
座
元
之
時
伽
 
 

藍
羅
災
七
十
二
石
 
御
朱
印
及
什
宝
旧
記
 
 

悉
皆
為
烏
有
臭
至
天
正
中
 
豊
太
閤
之
時
 
 

没
収
寺
蘭
慶
長
某
年
 
城
主
九
鬼
長
門
守
 
 

殿
更
寄
施
十
八
石
室
寛
永
年
間
 
城
主
内
 
 

藤
伊
賀
守
殿
又
没
収
之
当
寺
衰
微
極
臭
以
 
 

故
無
復
依
本
寺
慧
山
逮
第
十
四
世
竺
巌
祐
 
 

仙
座
元
之
代
因
官
検
問
諸
寺
院
本
末
於
是
 
 

姶
為
勢
州
朝
熊
金
剛
謹
寺
末
寺
鳶
元
禄
五
 
 

年
壬
中
 
城
主
松
平
源
治
郎
殿
摘
絹
見
 
 

検
領
内
諸
寺
院
本
末
之
時
金
剛
澄
寺
見
送
 
 

本
寺
澄
券
 
 讃

文
 
 

志
州
相
差
村
大
慈
山
梵
潮
寺
老
木
覚
国
師
 
 

虎
関
大
和
尚
之
開
基
禅
林
霊
場
也
往
昔
正
 
 

保
二
年
錐
相
定
当
山
之
末
寺
至
今
無
本
末
 
 

之
謹
跡
現
住
春
谷
座
元
頻
需
其
遼
依
玄
伝
 
 

与
判
紙
永
仰
祖
師
家
風
勤
行
法
事
等
無
怠
 
 

慢
可
為
堅
勤
者
也
仇
如
件
 
 
 

元
禄
五
壬
申
歳
三
月
廿
五
日
 
 

朝
熊
嶽
 
 

祖
龍
 
 

金
剛
詮
寺
 
維
那
 
 

住
山
 
木
禅
酉
堂
 
 
 

梵
潮
寺
 
 

史
料
9
 
 

史
料
8
 
 澄

文
 
 

一
志
州
答
志
郡
相
差
村
禅
通
庸
明
心
庵
畔
蛸
村
西
明
寺
堅
子
 
 

村
宝
珠
庵
右
者
自
前
々
禅
宗
五
山
派
二
而
当
寺
末
寺
こ
紛
 
 

無
御
座
候
、
為
後
日
謹
文
仇
如
件
 
 

嘉
永
二
乙
酉
年
聖
子
村
薬
師
堂
 
 
 

再
建
入
仏
供
養
之
次
第
 
 

志
州
鳥
羽
御
城
主
 
 

松
平
孫
四
郎
様
御
役
所
 
 

吉
武
助
太
夫
殿
 
 

享
保
三
成
年
 
 
 

七
月
廿
五
日
 
 

志
州
答
志
郡
相
差
村
 
 

禅
宗
梵
潮
寺
 
英
岳
 
印
 
 

一
抑
堅
子
村
薬
師
如
来
者
往
昔
其
村
拾
弐
軒
之
頃
よ
り
此
願
 
 

（
マ
マ
）
 
 
 

王
山
二
安
置
し
奉
シ
よ
り
以
来
幾
雪
霜
を
経
る
事
を
知
ら
 
 
 

す
と
い
ゑ
と
も
今
こ
至
て
正
月
八
日
其
子
孫
村
中
安
全
五
 
 

穀
成
就
悪
魔
降
伏
之
祈
祷
怠
慢
な
く
今
二
執
行
候
事
ハ
村
 
 

中
能
知
所
也
、
然
と
い
ゑ
と
も
近
頃
大
破
二
及
、
実
に
雨
露
 
 

之
漏
懸
る
事
、
見
る
に
堪
か
た
く
既
二
此
難
儀
除
か
ん
と
欺
 
 
 

き
候
へ
共
微
力
の
村
方
仲
々
自
力
二
及
難
、
仇
両
村
役
人
衆
 
 
 

姶
世
話
人
中
当
組
内
江
も
助
成
を
た
の
み
又
ハ
再
建
講
杯
 
 

も
取
結
ひ
日
な
ら
す
円
成
及
、
仏
之
冥
慮
二
相
叶
候
哉
と
一
 
 

統
随
喜
之
涙
を
促
し
け
る
、
仇
両
人
仏
供
養
之
次
第
左
之
通
 
 

一
同
廿
三
日
役
人
壱
人
会
合
物
請
之
儀
願
二
参
ル
 
 

一
同
廿
四
日
早
朝
迎
船
来
、
早
速
出
船
着
岸
之
醐
ハ
村
役
人
世
 
 
 

話
人
申
出
迎
ひ
 
 

一
同
四
ツ
時
粥
座
了
而
本
威
儀
出
頭
薬
師
堂
二
お
ゐ
て
安
置
 
 

供
養
大
般
若
経
理
趣
分
読
南
天
下
泰
平
五
穀
成
就
村
中
安
 
 
 

全
悪
魔
降
伏
之
祈
祷
有
終
而
標
巌
児
大
衆
退
散
 
 
 

此
節
供
養
塔
を
立
、
役
人
中
世
話
人
中
皆
上
下
二
て
列
座
 
 

一
同
九
ツ
時
、
帰
院
本
尊
江
献
鉢
諷
経
井
歴
代
二
献
鉢
引
続
而
 
 

大
施
餓
鬼
惣
供
養
 
 

一
同
八
ツ
時
大
饗
応
井
中
酒
 
 
 

此
節
両
村
役
人
始
世
話
人
中
船
頭
中
相
伴
拾
弐
軒
之
 
 
 

面
々
惣
饗
応
万
 
 

一
饗
応
夜
こ
入
惣
泊
こ
相
成
夜
中
浄
る
り
会
村
中
薬
師
堂
二
 
 

而
通
夜
之
御
、
夜
食
ハ
地
下
よ
り
振
舞
、
村
中
之
混
雑
前
代
 
 

未
聞
之
賑
合
也
、
随
喜
之
人
々
潮
月
老
和
尚
井
中
性
順
老
三
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二
而
、
常
々
六
間
数
相
暮
シ
口
論
等
も
不
仕
候
者
共
こ
御
座
候
、
 
 

尤
自
分
船
自
分
船
頭
殊
二
空
船
之
儀
こ
候
得
老
生
所
居
村
江
 
 

御
沙
汰
二
も
不
及
中
衛
地
大
工
理
右
衛
門
方
二
て
作
事
仕
儀
 
 

成
者
こ
御
座
候
故
、
理
右
衛
門
儀
諸
事
引
請
謹
人
請
人
こ
相
立
 
 

呉
可
申
難
渋
之
儀
者
御
見
聞
被
成
下
候
通
之
為
体
故
、
一
日
も
 
 

早
く
御
浦
仕
廻
被
成
下
候
様
御
願
中
上
候
得
者
尤
之
次
第
左
 
 

候
ハ
、
取
寄
可
申
と
散
乱
流
失
船
具
船
浮
御
取
寄
海
中
沈
之
 
 

品
迄
も
悉
く
御
曳
揚
被
下
、
私
共
立
会
之
上
、
御
入
札
直
段
御
 
 

積
り
被
下
、
諸
事
御
行
届
キ
御
丁
寧
之
御
取
扱
御
非
分
之
儀
、
 
 

毛
頭
無
御
座
御
厚
情
之
段
難
有
仕
合
奉
存
、
然
ル
上
着
御
浦
仕
 
 

舞
被
成
下
候
様
奉
麒
上
候
処
、
地
元
初
清
二
疑
念
心
残
之
儀
無
 
 

之
哉
柳
無
心
置
一
盆
二
て
申
出
旨
、
御
深
切
二
被
仰
下
、
重
々
 
 

難
有
仕
合
二
奉
存
候
、
誠
天
災
と
ハ
乍
申
御
村
方
を
初
、
浦
々
 
 

迄
も
御
厄
介
御
苦
労
相
懸
り
候
処
諸
事
二
人
を
御
添
御
手
厚
 
 

キ
御
取
計
微
塵
も
心
残
之
義
者
無
御
座
候
間
、
前
顕
船
具
等
私
 
 

江
貰
ひ
請
度
奉
願
上
候
所
御
聞
済
御
渡
シ
被
下
僕
上
、
双
方
故
 
 

障
無
之
義
こ
候
ハ
、
、
可
任
其
意
と
御
浦
仕
舞
御
取
懸
難
有
季
 
 

存
候
、
則
左
こ
 
 

船
頭
大
工
地
元
立
会
直
段
 
 

一
船
壱
腹
 
但
シ
乗
出
シ
 
 

代
金
百
八
拾
両
也
 
横
立
候
処
如
此
候
 
 

弐
房
 
代
金
六
両
也
 
 

一
苧
綱
 
 

一
株
呂
綱
 
 
壱
房
 
代
金
壱
両
弐
分
 
 

五
ツ
 
代
金
三
両
也
 
 

一
根
ざ
し
 
 

一
碇
四
頭
 
 

代
金
廿
両
也
 
 

右
着
船
頭
水
主
澄
人
地
元
村
役
人
浜
万
年
青
役
其
外
役
々
之
 
 

者
共
立
会
之
上
取
調
、
前
顕
之
通
代
金
こ
見
積
り
船
頭
任
願
船
 
 

具
船
淳
二
至
迄
相
渡
御
定
之
分
一
雑
用
請
取
之
夫
々
割
渡
双
 
 

方
無
故
障
浦
仕
廻
相
済
候
こ
付
、
為
後
謹
連
印
之
置
一
札
請
取
 
 

之
海
上
之
儀
者
不
存
候
得
共
、
船
頭
水
主
中
ロ
何
応
相
尋
候
共
 
 

相
違
無
之
候
こ
付
、
差
出
シ
中
浦
手
形
超
文
、
依
而
如
件
 
 
 

慶
応
二
年
 
 

一
ス
ク
リ
綱
 
 
 

一
定
附
 
 

一
帆
足
 
切
々
 
 

筋
綱
 
 
 

一
船
淳
 
 
 

一
身
綱
 
 

〆
 
 

志
州
答
志
郡
聖
子
村
 
 

直
乗
船
頭
 
 

賄
 
 

水
主
 
 

同
 
 
 

寅
五
月
 
 

代
金
五
両
也
 
 

弐
房
 
代
金
弐
両
也
 
 

壱
房
 
代
金
壱
分
 
 
 

壱
ツ
 
代
金
壱
分
 
 

代
金
三
両
也
 
 

藤
七
殿
 
 
 

五
郎
吉
殿
 
 

青
書
殿
 
 

末
吉
殿
 
 

尾
州
知
多
郡
常
滑
村
 
 

庄
屋
 
 
長
次
郎
（
印
）
 
 

組
頭
 
 
五
兵
衛
（
印
）
 
 

同
断
 
平
左
衛
門
（
印
）
 
 

濱
万
年
青
役
 
 

松
本
新
左
衛
門
（
印
）
 
 

大
慈
山
梵
潮
寺
伝
記
 
 
 

志
摩
国
答
志
郡
相
差
村
大
慈
山
梵
潮
寺
者
 
 

往
昔
為
真
言
道
場
不
知
共
開
掛
在
何
年
閉
 
 

経
経
桑
姶
之
変
本
尊
十
一
面
観
世
音
菩
薩
 
 

井
大
般
若
経
六
百
巻
幸
得
不
毀
損
至
今
完
 
 
 

存
蔦
山
豆
非
由
菩
薩
大
悲
与
闘
士
願
力
之
故
 
 

而
然
哉
按
大
般
若
経
巻
尾
云
文
暦
二
年
乙
 
 

末
…
故
踊
阿
闇
梨
園
成
及
金
剛
仏
子
専
念
 
 

書
写
距
今
五
百
九
十
二
年
惟
海
浜
漁
戸
以
 
 

網
苦
為
業
無
知
殺
生
罪
重
然
非
此
無
以
為
 
 

生
活
是
以
古
之
高
僧
安
置
十
一
面
観
世
音
 
 

菩
薩
尊
像
欲
便
意
蒙
男
女
及
海
中
魚
鱗
速
 
 

脱
苦
輸
値
遇
仏
法
勝
縁
至
力
涯
丹
佃
書
写
 
 

般
若
全
部
六
百
巻
実
出
乎
慈
悲
深
重
之
志
 
 

願
兵
蕨
後
一
百
有
余
年
洛
陽
慧
日
山
萬
寿
 
 

寺
第
二
世
虎
開
国
師
銅
…
…
銅
来
遊
義
 
 

地
痛
旧
構
廃
杷
留
錫
有
年
遂
再
建
堂
宇
利
 
 

導
合
議
於
是
改
密
宗
為
禅
宗
而
法
系
相
続
 
 

史
料
7
 
 

超
人
請
人
 
 
 

常
滑
村
 
理
右
衛
門
殿
 
 

炊
 
 

菊
松
殿
 
 

（
宝
珠
寺
文
書
）
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村
宝
珠
庵
江
留
守
居
二
仕
度
段
願
出
候
処
、
右
願
之
通
被
 
 

仰
付
一
統
難
有
仕
合
二
奉
存
候
、
勿
論
何
等
之
儀
出
来
仕
候
 
 

共
役
人
罷
出
申
披
可
仕
候
、
為
後
日
請
書
一
札
、
如
件
 
 

遼
文
 
 

当
村
宝
珠
庵
儀
無
住
二
罷
在
候
所
、
此
度
勢
州
朝
熊
村
永
松
 
 

庵
岱
巌
和
尚
弟
子
掲
首
座
檀
中
共
望
候
こ
付
、
右
之
段
一
統
 
 

願
出
候
間
、
右
願
之
通
卸
間
済
被
下
僕
ハ
、
難
有
仕
合
二
奉
 
 

存
候
、
猶
此
僧
儀
二
付
如
何
様
之
儀
出
来
仕
候
共
私
共
罷
出
 
 

急
度
噂
明
可
申
候
、
則
師
匠
請
遼
文
取
添
差
上
申
候
、
以
上
 
 
 

万
延
二
幸
酉
年
二
月
 
 

千
賀
村
惣
代
 
 
 
弥
惣
吉
（
印
）
 
 

同
肝
煎
 
 

伊
之
助
（
印
）
 
 

同
庄
屋
 
与
三
右
衛
門
（
印
）
 
 

史
料
5
 
 

安
政
五
年
 
 
 

千
賀
村
惣
代
 
 

午
八
月
 
 

堅
子
村
惣
代
 
 

千
賀
村
肝
煎
 
 

聖
子
村
肝
煎
 
 

千
賀
村
庄
屋
 
 

堅
子
村
庄
屋
 
 
 

梵
潮
寺
様
 
 

知
事
禅
師
 
 

与
惣
右
衛
門
（
印
）
 
 

辻
松
（
印
）
 
 

栄
吉
（
印
）
 
 

幸
蔵
（
印
）
 
 

藤
松
（
印
）
 
 

兵
太
郎
（
印
）
 
 

清
澄
文
之
事
 
 

当
月
十
四
日
丑
之
刻
頃
よ
り
東
風
強
、
大
雨
こ
相
成
候
こ
付
、
 
 

翌
十
五
日
未
明
よ
り
海
辺
見
廻
り
候
処
、
船
々
難
渋
之
体
、
其
 
 

内
両
三
腹
必
至
難
渋
、
既
二
破
船
二
可
及
哉
こ
見
請
候
こ
付
、
 
 

手
当
罷
有
候
内
弐
腹
破
船
こ
相
成
、
人
命
之
程
無
覚
束
相
見
へ
 
 

候
故
、
助
船
差
出
シ
申
度
と
存
知
候
得
共
、
烈
風
高
浪
こ
而
渡
 
 

海
難
相
成
風
間
見
合
、
巳
之
刻
助
船
差
出
助
ケ
参
り
相
尋
候
処
、
 
 

志
州
答
志
郡
堅
子
村
藤
七
船
弐
百
石
入
、
船
頭
水
主
炊
共
五
人
 
 

乗
二
御
座
候
、
昨
夜
よ
り
之
大
時
化
こ
而
、
甚
難
渋
仕
候
処
、
 
 

御
助
船
被
下
御
蔭
を
以
上
陸
助
命
仕
難
有
季
存
候
、
誠
今
暁
よ
 
 

り
之
烈
風
雨
凌
兼
命
限
二
相
働
大
二
疲
申
候
旨
申
候
故
、
夫
々
 
 

手
当
仕
候
上
、
船
中
之
様
子
相
尋
候
処
、
紀
州
熊
野
引
本
浦
二
 
 

而
松
才
三
千
五
百
本
横
請
当
月
八
日
、
尾
州
鳴
海
湊
江
入
津
商
 
 

史
料
6
 
 

清
澄
文
 
志
州
答
志
郡
堅
子
村
 
 

直
乗
船
頭
 
藤
七
 
 

相
差
村
 
 

梵
潮
寺
様
 
 

知
事
禅
師
 
 

聖
子
村
惣
代
 
 

同
肝
煎
 
 

同
庄
屋
 
 
 

（
包
紙
）
 
 

初
助
（
印
）
 
 
 

為
之
助
（
印
）
 
 

清
蔵
（
印
）
 
 

ひ
仕
、
空
船
二
て
罷
有
岡
十
三
日
酉
刻
よ
り
北
風
順
風
故
、
右
 
 

湊
出
帆
走
り
下
り
同
夜
亥
之
刻
頃
、
日
永
沖
江
参
り
候
処
、
風
 
 

凪
候
故
、
風
待
可
仕
と
船
懸
り
罷
有
、
翌
十
四
日
中
之
刻
、
又
々
 
 

北
風
放
出
帆
罷
下
り
候
処
、
同
夜
亥
ノ
刻
御
当
浦
沖
二
て
東
風
 
 

こ
吹
替
、
強
雨
烈
風
と
相
成
候
故
、
船
懸
り
手
当
罷
有
候
得
共
、
 
 

十
五
日
寅
之
刻
頃
よ
り
高
浪
打
込
表
之
方
の
ぼ
り
と
申
所
よ
 
 

り
漁
之
道
出
来
面
梶
之
方
江
船
滑
キ
破
船
二
お
よ
ひ
驚
入
辿
 
 
 

も
人
力
二
不
叶
儀
と
神
仏
江
祈
願
を
籠
、
身
命
限
二
相
働
候
処
、
 
 
 

御
助
船
被
下
御
蔭
を
以
、
上
陸
助
命
仕
難
有
仕
合
二
奉
存
、
甚
 
 
 

夕
中
上
兼
候
得
共
、
散
乱
致
シ
候
船
具
船
樟
初
メ
沖
面
二
漂
居
 
 

候
分
共
風
間
二
御
役
船
を
以
御
曳
寄
流
失
品
流
着
之
儀
等
御
 
 

浦
法
通
御
取
扱
被
下
候
旨
申
候
故
、
押
寄
滑
々
江
廻
状
人
夫
等
 
 

差
出
船
中
之
様
子
再
応
相
尋
候
所
左
之
通
 
 

志
州
答
志
郡
堅
子
村
 
 

自
分
船
自
分
船
頭
 
 

水
主
 
音
吉
 
 
廿
四
才
 
 

同
 
 
末
吉
 
 
拾
七
才
 
 

炊
 
 
菊
松
 
 
拾
四
才
 
 

〆
 
 
 

右
人
別
之
者
江
難
事
之
始
末
逐
一
可
申
旨
相
尋
候
処
、
前
顕
之
 
 

申
口
二
替
儀
無
之
候
故
、
若
入
組
喧
嘩
等
致
防
方
等
閑
二
而
破
 
 

船
こ
お
よ
ひ
候
義
二
而
ハ
無
之
哉
と
相
尋
候
処
、
御
入
念
之
御
 
 

礼
御
厚
情
之
段
難
有
仕
合
奉
存
候
得
共
、
数
年
来
乗
組
居
候
老
 
 
 

藤
七
 
 
 

賄
 
 
五
郎
吉
 
 
四
拾
四
才
 
 
 

三
拾
三
才
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一
船
九
腹
 
 

片
之
山
 
 

前
之
山
 
 

右
六
ヶ
所
之
山
前
々
よ
り
定
成
二
山
年
貢
持
上
ケ
申
候
 
 
 

故
百
姓
共
自
由
こ
仕
候
御
事
 
 

一
山
田
村
沓
掛
村
二
束
山
と
中
山
御
座
候
小
木
柴
山
こ
而
御
 
 

座
候
右
之
山
当
村
よ
り
右
両
村
江
先
鋭
よ
り
山
年
貢
出
し
 
 

申
候
而
百
姓
共
自
由
二
仕
候
御
事
 
 

一
山
六
ヶ
所
 
 

図
次
第
相
勤
申
候
御
事
 
 

一
語
廻
船
破
損
仕
候
節
ハ
舟
頚
相
断
申
こ
付
様
子
承
候
而
早
 
 

速
人
足
出
シ
申
候
而
荷
物
舟
具
共
二
取
揚
鳥
羽
御
役
人
中
 
 

様
江
も
御
註
進
差
上
ケ
申
候
舟
頭
方
よ
り
荷
主
井
舟
主
方
 
 
 

へ
飛
脚
遣
荷
主
参
次
第
庄
屋
肝
煎
立
合
荷
物
相
改
衡
定
之
 
 

通
沈
荷
物
ハ
拾
分
一
浮
荷
物
ハ
廿
分
一
請
取
申
候
舟
頭
荷
 
 

主
代
方
よ
り
置
手
形
念
入
取
置
捕
手
形
出
シ
申
候
御
事
 
 

壱
社
八
王
子
 
此
は
え
木
杉
松
椎
 
 
 

一
宮
山
四
ケ
所
 
 
内
 
壱
社
神
明
 
 
雑
木
御
座
候
 
 

二
社
山
ノ
神
 
 
 

右
四
ケ
所
之
宮
山
山
年
貢
出
シ
不
申
候
先
規
よ
り
御
城
 
 
 

主
様
御
用
こ
付
御
伐
被
成
候
儀
無
御
座
候
御
事
 
 

内
 
四
肢
 
商
売
舟
 
 

五
捜
 
田
畑
肥
取
舟
 
 

池
之
谷
山
 
 

堂
之
田
山
 
 
 

内
 
針
渕
山
 
 

迫
間
田
山
 
 
此
は
え
木
小
木
し
だ
 
 
 

柴
小
松
少
々
御
座
候
 
 

右
商
売
舟
二
而
先
御
代
五
知
村
山
田
村
よ
り
御
材
木
為
 
 

御
伐
下
之
郷
村
浜
へ
御
出
シ
鳥
羽
廻
し
之
儀
浦
内
八
ケ
 
 

村
よ
り
舟
持
役
こ
相
廻
し
申
候
勿
論
舟
役
出
シ
申
儀
無
 
 

御
座
候
御
事
 
 

一
当
村
前
浦
こ
而
し
ぶ
藻
あ
じ
藻
先
鋭
よ
り
田
畑
肥
し
こ
取
 
 
 

揚
申
候
御
事
 
 

一
当
村
御
高
札
場
井
覆
か
き
前
々
よ
り
村
こ
而
仕
候
御
事
 
 

一
庄
屋
給
壱
人
こ
付
高
壱
石
宛
御
免
状
二
而
御
引
被
下
候
御
 
 
 

事
 
 

一
松
平
和
泉
守
様
弐
拾
壱
年
以
前
戊
之
年
西
方
へ
御
巡
郷
被
 
 

為
遊
候
節
人
足
井
駕
籠
志
摩
方
中
御
割
符
こ
被
仰
付
鳥
羽
 
 
 

よ
り
小
俣
迄
人
足
出
シ
相
勤
申
候
貨
銀
ハ
不
被
下
候
先
御
 
 
 

代
ハ
御
巡
郷
不
被
遊
候
こ
付
人
足
出
し
不
申
候
御
事
 
 

右
先
規
之
通
少
も
無
偽
書
上
申
所
実
正
二
御
座
候
若
相
違
之
 
 

儀
書
上
ケ
仕
候
欺
又
ハ
隠
置
縦
後
日
二
御
聞
被
遊
候
ハ
、
何
 
 
 

様
之
曲
事
二
も
可
被
仰
付
候
為
後
日
偽
而
如
件
 
 

享
保
十
一
年
丙
午
年
四
月
 
 

聖
子
村
 
庄
屋
 
宗
右
衛
門
 
（
印
）
 
 

肝
煎
 
久
右
衛
門
 
（
印
）
 
 

百
姓
惣
代
 
長
右
衛
門
 
（
印
）
 
 

郡
御
奉
行
所
様
 
 

（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
文
書
）
 
 

史
料
3
 
 

史
料
4
 
 請

書
一
札
之
事
 
 

一
熊
岳
方
産
院
隠
居
春
堂
和
尚
儀
檀
中
共
帰
依
二
付
今
般
拙
 
 
 

乍
恐
奉
願
口
上
之
覚
 
 

一
堅
子
村
松
木
之
儀
、
年
々
御
冥
加
金
上
納
二
而
村
方
江
御
任
 
 
 

二
相
成
申
候
、
然
ル
所
、
去
寅
十
一
月
四
日
地
震
津
浪
二
付
、
 
 
 

田
畑
堤
石
垣
等
所
々
破
損
仕
儀
得
共
是
迄
者
 
迫
々
普
請
 
 

出
来
仕
候
所
、
夫
よ
り
度
々
大
時
化
高
浪
二
而
所
々
破
損
仕
、
 
 

難
渋
二
相
成
申
候
、
猶
此
上
普
請
こ
取
掛
り
申
度
候
得
共
、
 
 

難
渋
之
村
方
こ
御
座
候
ハ
、
自
力
こ
難
及
慎
二
付
、
小
前
一
 
 

同
相
談
之
上
、
御
願
中
上
候
間
、
右
松
木
不
残
村
方
江
村
方
 
 

江
御
払
被
 
仰
付
候
様
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
被
為
 
仰
付
 
 

被
下
置
候
ハ
、
小
前
方
ハ
不
及
中
上
、
私
共
迄
一
同
難
有
奉
 
 

存
候
、
依
之
乍
恐
以
書
付
御
願
可
奉
中
上
候
、
以
上
 
 
 

安
政
二
年
卯
八
月
 
 

堅
子
村
百
姓
惣
代
 
辻
松
 
 

肝
煎
 
宇
助
 
 

庄
屋
 
兵
太
郎
 
 

大
庄
屋
 
奥
村
権
之
助
 
 

同
 
奥
村
十
兵
衛
 
 
 

木
村
庄
左
衛
門
様
 
 
江
壱
通
 
 
 

山
方
御
役
人
衆
中
様
 
江
壱
通
 
 

本
紙
岩
国
や
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者
右
之
外
二
廻
シ
表
御
願
中
上
弥
減
米
御
座
候
節
ハ
其
廻
 
 

俵
二
御
取
被
成
候
惣
米
へ
足
申
候
御
城
米
之
儀
ハ
別
而
入
 
 

念
候
而
右
之
通
納
申
侯
松
平
丹
波
守
様
御
代
ハ
升
取
村
方
 
 

江
被
仰
付
廻
シ
候
御
事
 
 

八
匁
 
 
三
月
納
 
 

一
銀
弐
拾
目
 
 
内
 
六
匁
 
 
七
月
納
 
 
山
年
貢
 
 

六
匁
 
十
二
月
納
 
 
 

是
ハ
定
成
二
而
年
々
右
之
通
り
差
上
ケ
林
山
雑
木
し
だ
 
 
 

柴
等
百
姓
自
由
二
仕
候
御
事
 
 

一
糟
弐
俵
 
 
 
但
シ
壱
俵
二
付
五
斗
入
 
 
 

是
ハ
先
年
よ
り
不
残
糟
二
而
納
申
候
得
共
四
拾
四
年
以
 
 
 

前
亥
之
年
よ
り
御
用
之
糟
ハ
鳥
羽
町
請
負
之
者
へ
金
子
 
 
 

相
渡
シ
請
負
人
方
よ
り
槽
差
上
ケ
申
候
残
分
ハ
金
納
こ
 
 
 

被
仰
付
候
所
板
倉
近
江
守
様
御
代
拾
弐
年
以
前
未
之
年
 
 
 

よ
り
不
残
金
納
二
被
仰
付
直
段
金
壱
分
こ
付
三
拾
六
俵
 
 
 

替
二
差
上
ケ
申
候
但
シ
去
ル
巳
之
年
御
割
符
辻
右
之
通
 
 
 

こ
御
座
候
両
替
六
拾
匁
替
こ
差
上
ケ
申
候
事
 
 

一
勝
藁
弐
束
 
 
但
シ
壱
束
こ
付
壱
貫
五
拾
目
 
 
 

右
糟
と
同
断
直
段
金
壱
分
こ
付
四
拾
五
束
替
こ
差
上
ケ
 
 
 

申
候
両
替
右
同
断
 
 

一
草
藁
弐
束
 
 
但
シ
壱
束
こ
付
八
貫
五
百
目
 
 
 

右
同
断
直
段
金
壱
分
こ
付
拾
弐
束
替
こ
持
上
ケ
申
候
両
 
 
 

替
右
同
断
 
 

一
葛
葉
壱
俵
 
 
但
シ
弐
貫
目
入
壱
俵
二
付
 
 

代
銀
壱
匁
五
分
宛
被
下
僕
 
 
 

先
御
代
七
年
以
前
御
用
二
付
差
上
申
候
得
者
壱
俵
こ
付
 
 
 

代
銀
壱
匁
五
分
宛
被
下
其
後
御
用
こ
無
御
座
差
上
ケ
不
 
 
 

申
候
御
事
 
 

一
真
茅
御
用
こ
而
差
上
ケ
申
侯
節
ハ
其
茅
壱
尺
廻
り
壱
把
こ
 
 

付
代
銀
四
分
宛
毛
茅
壱
尺
廻
り
壱
把
こ
付
代
銀
弐
分
宛
被
 
 

下
僕
得
共
其
後
御
用
二
無
御
座
差
上
ケ
不
申
候
御
事
 
 

一
中
絶
御
用
二
付
差
上
ケ
申
侯
節
ハ
六
百
尋
二
付
代
銀
壱
匁
 
 

宛
被
下
院
御
事
 
 

一
郷
歳
之
儀
者
先
年
よ
り
村
こ
而
立
置
蔵
屋
敷
御
年
貢
之
儀
 
 

者
村
中
よ
り
弁
申
候
御
事
 
 

一
土
井
周
防
守
様
御
代
御
中
間
五
拾
弐
人
志
摩
方
中
へ
被
仰
 
 

付
御
給
金
壱
ケ
年
壱
人
こ
付
金
壱
両
弐
分
内
壱
両
ハ
御
先
 
 

金
被
下
残
弐
分
ハ
其
年
之
暮
二
被
下
候
松
平
和
泉
守
様
弐
 
 

拾
弐
年
以
前
酉
之
年
御
家
中
渡
り
奉
公
人
志
摩
方
中
へ
拾
 
 

八
人
被
仰
付
御
給
金
上
之
男
金
壱
両
三
分
中
之
男
壱
両
弐
 
 

分
下
之
男
壱
両
壱
分
其
内
江
戸
行
之
儀
ハ
壱
両
増
こ
被
下
 
 

僕
板
倉
近
江
守
様
御
代
拾
年
以
前
酉
之
年
よ
り
御
宛
人
御
 
 

直
御
家
中
渡
り
共
壱
人
二
付
弐
朱
宛
増
金
被
下
候
所
こ
先
 
 

御
代
ハ
上
之
男
壱
両
弐
分
中
之
男
壱
両
壱
分
下
之
男
壱
両
 
 

弐
朱
宛
被
下
候
江
戸
行
之
儀
ハ
金
三
分
宛
増
金
被
下
候
右
 
 

御
代
之
御
給
金
二
而
ハ
奉
公
人
無
御
座
候
故
村
々
よ
り
仕
 
 

添
金
仕
出
シ
申
候
こ
付
難
儀
二
奉
存
候
尤
年
二
よ
り
奉
公
 
 

人
多
少
御
座
候
去
巳
之
年
志
摩
方
中
二
而
百
弐
人
出
シ
申
 
 
 

候
御
事
 
 

一
田
畑
破
損
井
道
橋
境
川
除
等
之
普
請
少
々
之
儀
ハ
村
こ
而
 
 

繕
申
候
大
分
破
損
仕
候
節
者
御
願
申
上
御
奉
行
様
御
出
被
 
 

遊
其
村
他
村
之
人
夫
被
召
遣
御
扶
持
米
之
儀
ハ
土
井
周
防
 
 

守
様
御
代
松
平
和
泉
守
様
御
代
一
日
壱
人
こ
付
米
五
合
宛
 
 

被
下
候
得
共
五
合
宛
二
而
ハ
百
姓
難
勤
候
こ
付
共
後
よ
り
 
 
 

一
日
壱
人
こ
付
七
合
五
勺
宛
被
下
候
御
事
 
 

一
御
上
便
様
志
摩
国
御
廻
り
被
為
遊
候
節
ハ
人
足
伝
馬
志
摩
 
 
 

方
中
之
割
合
こ
仕
候
御
事
 
 

一
土
井
周
防
守
様
御
代
御
役
人
中
様
郷
中
江
御
出
被
遊
侯
節
 
 
 

ハ
人
足
出
御
賄
共
こ
相
勤
申
候
但
シ
御
扶
持
米
之
儀
ハ
壱
 
 

片
ケ
上
下
二
不
寄
米
五
合
御
手
形
こ
而
被
下
院
松
平
和
泉
 
 

守
様
御
代
三
拾
六
年
以
前
未
之
年
よ
り
中
之
十
月
迄
ハ
上
 
 

下
二
不
寄
壱
片
ケ
五
合
宛
被
下
候
同
十
一
月
よ
り
被
仰
付
 
 
 

候
ハ
御
中
小
姓
以
上
壱
片
ケ
五
合
ツ
、
歩
行
並
壱
片
ケ
三
 
 
2
2
6
 
 

合
七
勺
五
才
下
ハ
壱
片
ケ
弐
合
五
勺
宛
御
手
形
二
而
被
下
 
 

候
板
倉
近
江
守
様
松
平
丹
波
守
様
御
代
ハ
上
下
共
一
片
ケ
 
 

米
五
合
宛
御
年
貢
二
御
指
継
被
下
院
御
事
 
 

一
土
井
周
防
守
様
御
代
江
戸
御
屋
敷
御
普
請
之
節
ハ
五
知
村
 
 

山
田
村
御
林
二
而
松
御
材
木
為
御
伐
津
出
シ
之
儀
志
摩
方
 
 

中
高
掛
り
被
仰
付
出
申
候
松
平
和
泉
守
様
御
代
江
戸
御
屋
 
 

敷
御
普
請
二
付
鳥
羽
樋
野
山
井
五
知
村
御
林
二
而
御
材
木
 
 

為
御
伐
被
成
候
節
も
津
出
シ
之
儀
右
同
前
こ
被
仰
付
相
勤
 
 

申
候
御
扶
持
米
ハ
不
被
下
僕
御
事
 
 

一
御
城
米
横
船
破
損
荷
打
之
節
ハ
船
頭
上
乗
口
上
書
取
侯
而
 
 

早
速
番
人
付
置
村
よ
り
御
註
進
書
持
上
申
候
井
安
乗
村
御
 
 

城
米
役
人
も
則
註
進
鳥
羽
御
役
人
中
様
御
出
被
為
成
御
指
 
 
 



史
料
2
 
 

（
付
箋
）
 
「
当
時
庄
屋
弐
人
二
御
座
候
御
事
」
 
 

右
先
規
之
通
少
も
無
偽
り
書
上
ケ
申
所
実
正
こ
御
座
候
若
相
 
 

違
之
儀
書
上
ケ
候
欺
又
ハ
隠
置
縦
後
日
御
聞
被
遊
候
共
何
様
 
 

之
曲
事
二
も
可
被
仰
付
候
為
後
日
偽
而
如
件
 
 

享
保
十
一
年
午
四
月
 
 

的
矢
村
 
庄
屋
 
弥
右
衛
門
 
（
印
）
 
 

肝
煎
 
平
吉
 
 
（
印
）
 
 

同
 
次
郎
右
衛
門
 
（
印
）
 
 

百
姓
惣
代
 
半
右
衛
門
 
（
印
）
 
 

同
 
 
書
兵
衛
 
（
印
）
 
 

同
 
 
嘉
右
衛
門
 
（
印
）
 
 

郡
御
奉
行
所
様
 
 

一
高
五
拾
五
石
四
斗
七
升
五
合
 
 

内
四
石
七
斗
弐
升
六
合
 
水
主
米
高
前
々
よ
り
引
 
 

此
水
主
米
高
之
儀
ハ
寛
文
四
辰
年
小
物
成
高
と
申
借
 
 

り
高
二
被
仰
付
年
々
定
引
二
罷
成
候
 
 

残
高
五
捨
石
七
斗
四
升
九
合
 
 
 

享
保
十
一
年
 
 
 

志
摩
国
答
志
郡
里
子
村
差
出
帳
 
 
 

午
四
月
 
 

（
竪
帳
）
 
 里

子
村
 
 

分
米
四
拾
四
石
七
斗
五
升
弐
合
 
 
 

上
畑
弐
畝
歩
 
 

分
米
弐
斗
四
升
 
 
 

下
畑
五
反
四
畝
三
歩
 
 

分
米
四
右
三
斗
弐
升
八
合
 
 
 

屋
敷
上
畑
壱
反
壱
畝
歩
 
 

分
米
壱
右
三
斗
弐
升
 
 

反
数
合
六
反
七
畝
三
歩
 
 

分
米
五
石
八
斗
八
升
八
合
 
 

高
壱
斗
九
合
 
 

此
訳
 
 

上
田
壱
町
壱
畝
弐
拾
七
歩
 
 

分
米
拾
五
右
弐
斗
八
升
五
合
 
 

中
田
八
反
四
畝
三
歩
 
 

分
米
拾
石
九
斗
三
升
三
合
 
 
 

下
田
壱
町
六
反
五
畝
歩
 
 

分
米
拾
八
石
壱
斗
五
升
 
 
 

下
々
田
四
畝
弐
拾
四
歩
 
 

分
米
三
斗
八
升
四
合
 
 
 

町
数
合
三
町
五
反
五
畝
弐
拾
四
歩
 
 

是
ハ
前
々
よ
り
弁
高
二
而
場
所
分
明
こ
知
れ
不
申
俵
 
 

田
畑
分
米
合
五
捨
石
七
斗
四
升
九
合
 
 
 

外
新
田
畑
 
 

下
々
田
三
反
弐
拾
四
歩
 
 

分
米
弐
石
四
斗
六
升
四
合
 
 
 

新
田
八
ノ
盛
 
 

定
免
三
ツ
 
 
 

八
ノ
盛
 
 
 

定
免
弐
ツ
 
 
 

拾
弐
ノ
盛
 
 

拾
弐
ノ
盛
 
 

拾
壱
ノ
盛
 
 

拾
三
ノ
盛
 
 

拾
五
ノ
盛
 
 
 

八
ノ
盛
 
 

是
ハ
九
鬼
大
隈
守
様
御
代
人
夫
多
ク
被
召
遣
百
姓
共
難
 
 
 

儀
仕
候
二
付
水
主
米
と
中
米
持
上
ケ
申
候
而
人
夫
遣
御
 
 

赦
免
被
成
被
下
候
と
申
伝
候
共
以
後
本
役
半
役
三
分
一
 
2
2
7
 
 

役
弐
分
役
壱
分
役
家
相
応
こ
御
懸
ケ
被
成
年
々
多
少
御
 
 
 

座
候
所
こ
内
藤
飛
騨
守
様
御
代
よ
り
定
成
二
被
仰
付
右
 
 
 

之
通
り
こ
御
座
候
御
事
 
 

一
口
米
ハ
本
米
壱
石
こ
付
三
升
宛
納
申
候
御
事
 
 

一
目
立
米
ハ
惣
米
壱
石
こ
付
四
合
宛
納
申
候
御
事
 
 

一
納
米
壱
俵
こ
付
四
斗
弐
升
入
四
斗
之
御
勘
定
二
相
立
申
候
 
 

御
事
 
 

一
御
年
貢
米
郷
蔵
江
納
申
時
ハ
庄
屋
納
四
斗
弐
升
俵
二
仕
鳥
 
 

羽
御
蔵
へ
納
申
候
時
ハ
俵
数
百
俵
よ
り
内
ハ
壱
俵
宛
廻
シ
 
 

俵
二
御
取
被
成
候
百
俵
よ
り
上
ハ
二
俵
或
ハ
三
俵
も
廻
シ
 
 

俵
二
御
取
被
成
侯
前
か
き
二
計
り
四
斗
弐
升
入
二
而
納
申
 
 

候
升
取
之
儀
者
御
中
間
御
出
シ
被
成
候
若
減
米
立
申
候
得
 
 
 

下
畑
三
畝
歩
 
 

分
米
壱
斗
八
升
 
 
 

反
畝
〆
三
反
八
畝
拾
弐
歩
 
 
 

田
畑
分
米
合
三
石
壱
升
弐
合
 
 

小
物
成
 
 
 

一
米
四
石
四
斗
七
升
六
合
 
 
 

下
々
田
四
畝
拾
八
歩
 
 

八
ノ
盛
 
 
 

分
米
三
斗
六
升
八
合
 
 

定
免
弐
ツ
 
 
 

右
新
田
弐
拾
年
以
前
亥
ノ
年
津
浪
二
而
潮
入
場
所
二
 
 
 

罷
成
御
見
分
之
上
一
作
御
引
被
下
候
 
 

六
ノ
盛
 
 
 

定
免
弐
ツ
 
 

水
主
米
 
 



是
ハ
弥
陀
堂
大
破
二
付
御
願
中
上
居
村
山
之
神
森
居
村
 
 
 

畑
廻
り
二
而
御
伐
七
被
下
普
請
仕
候
御
事
 
 

一
田
畑
破
損
井
道
橋
堤
川
除
ケ
等
之
普
請
少
々
之
儀
者
村
こ
 
 

而
繕
申
候
大
分
二
破
損
仕
候
節
老
御
願
中
上
御
奉
行
中
様
 
 

御
出
被
遊
其
村
他
村
之
人
夫
被
召
仕
侯
御
扶
持
米
之
儀
土
 
 

井
周
防
守
様
御
代
松
平
和
泉
守
様
御
代
一
目
壱
人
二
付
米
 
 

五
合
ツ
、
被
下
候
得
共
五
合
宛
二
而
ハ
百
姓
普
請
難
勤
候
 
 
 

こ
付
其
後
よ
り
一
日
壱
人
二
付
七
合
五
勺
ツ
、
被
下
侯
板
 
 

倉
近
江
守
様
松
平
丹
波
守
様
御
代
二
ハ
米
五
合
宛
暮
御
年
 
 

貢
米
こ
御
入
被
下
候
諸
御
奉
行
所
様
郷
中
へ
御
用
こ
御
出
 
 

被
遊
候
御
扶
持
米
之
儀
壱
片
ケ
上
下
共
米
五
合
宛
御
手
形
 
 
 

こ
而
被
下
暮
御
年
貢
二
御
入
被
下
候
御
事
 
 
 

（
付
箋
）
 
「
当
時
之
処
高
百
石
こ
付
五
拾
人
者
村
方
こ
而
相
 
 

弁
其
余
之
処
者
壱
人
二
付
五
合
宛
夫
食
米
御
貸
 
 

渡
相
成
候
御
事
」
 
 

一
御
上
使
様
志
摩
国
江
御
通
被
為
遊
候
節
ハ
人
足
伝
馬
志
摩
 
 

方
中
之
割
合
二
仕
候
御
事
 
 

日
天
八
王
子
脇
こ
七
社
有
之
 
 

弁
才
天
 
 

一
五
ケ
所
宮
山
 
 
篠
崎
大
神
明
 
三
社
者
此
森
松
木
雑
木
 
 

山
神
 
 

水
神
 
 
 

右
五
ケ
所
宮
山
松
木
雑
木
杉
山
年
貢
出
シ
不
申
候
先
年
 
 
 

よ
り
御
城
主
様
御
用
二
付
御
伐
せ
被
成
候
儀
無
御
座
候
 
 
 

御
事
 
 

申
候
御
事
 
 
 

一
御
林
増
谷
 
 

但
シ
 
 

一
六
ヶ
所
 
ち
や
う
と
山
 
ふ
し
や
山
 
大
笠
取
山
 
 

平
石
山
 
 
小
笠
取
山
 
 
 

立
花
山
 
 

右
之
山
し
だ
柴
松
木
草
山
こ
而
御
座
候
山
年
貢
出
シ
申
 
 
 

儀
無
御
座
候
百
姓
共
薪
自
由
二
伐
り
取
申
候
御
事
 
 

一
右
六
ヶ
所
ハ
的
央
村
領
 
但
シ
里
子
村
山
田
村
と
の
さ
か
 
 

い
ハ
長
漬
奥
谷
川
限
り
鳥
羽
道
峠
よ
り
峯
筋
大
笠
取
迄
的
 
 

矢
村
領
三
ケ
所
村
領
少
シ
入
組
申
候
渡
鹿
野
村
と
簡
さ
か
 
 
 

い
下
之
小
濱
崎
よ
り
松
崎
迄
的
矢
村
領
こ
御
座
候
御
事
 
 

一
松
平
和
泉
守
様
御
代
弐
拾
弐
年
以
前
戊
之
年
西
方
江
御
巡
 
 

郷
被
遊
候
節
人
足
井
駕
籠
志
摩
方
中
御
割
符
被
仰
付
鳥
羽
 
 

よ
り
小
俣
迄
人
足
出
シ
相
勤
申
候
賃
銀
之
儀
者
不
被
下
院
 
 

先
御
代
二
者
西
方
へ
御
巡
郷
不
被
遊
慎
二
付
人
足
出
シ
不
 
 

右
之
山
江
松
平
和
泉
守
様
御
代
弐
拾
弐
年
以
前
酉
之
年
 
 
 

よ
り
同
亥
之
年
迄
大
庄
屋
殿
方
よ
り
杉
苗
請
取
植
付
申
 
 
 

候
得
共
潮
風
二
而
段
々
枯
申
候
而
残
り
木
之
内
先
御
代
 
 
 

松
平
丹
波
守
様
御
用
こ
巳
之
年
弐
拾
八
本
御
伐
り
被
成
 
 
 

候
御
事
 
 

一
杉
弐
拾
八
本
 
但
シ
九
尺
よ
り
六
尺
迄
 
 
 

杉
山
 
壱
ケ
所
 
 

長
七
拾
四
閉
 
演
奥
山
江
平
均
 
 

横
拾
五
間
 
 
同
断
 
 

杉
苗
 
千
五
百
本
 
 
植
村
 
 

内
 
六
百
九
拾
本
 
生
木
 
 

千
拾
本
 
 
 
枯
木
 
 

一
船
百
弐
拾
三
股
 
 

三
腹
ハ
 
 

漁
さ
つ
は
 
 

先
御
代
々
御
用
之
松
御
材
木
五
知
村
山
田
村
御
林
山
よ
 
 
 

り
磯
部
浦
江
御
出
シ
被
遊
候
節
鳥
羽
江
相
廻
申
儀
浦
内
 
 
 

為
船
持
相
廻
シ
侯
船
横
人
夫
水
主
之
儀
者
畔
蛸
村
千
賀
 
 
 

村
堅
子
村
的
矢
村
三
ケ
所
村
渡
鹿
野
村
坂
崎
村
井
濱
村
 
 
 

右
八
ケ
村
高
割
こ
仕
鳥
羽
江
相
廻
シ
侯
こ
付
御
帰
城
御
 
 
 

参
勤
之
節
者
船
人
夫
出
シ
申
儀
無
御
座
候
右
船
横
之
節
 
 
 

井
漬
村
前
本
船
江
い
か
た
こ
仕
廻
シ
候
儀
八
ケ
村
よ
り
 
 
 

夫
人
足
出
シ
申
候
右
之
外
船
御
運
上
出
シ
申
儀
無
御
座
 
 

候
御
事
 
 

一
高
壱
石
庄
屋
壱
人
御
給
分
御
免
定
二
而
御
引
被
下
候
御
事
 
 
 

是
ハ
松
平
丹
波
守
様
御
用
こ
去
巳
之
年
御
伐
り
被
成
慎
 
 

一
御
城
米
債
船
破
損
荷
打
之
節
着
船
頭
上
乗
口
上
書
取
候
而
 
 

早
速
番
人
付
置
村
よ
り
御
注
進
書
差
上
申
候
井
安
東
村
御
 
 

城
米
役
人
江
も
則
注
進
仕
候
鳥
羽
御
役
人
中
様
御
出
被
為
 
 

成
御
指
図
次
第
二
相
勤
申
候
御
事
 
 

一
諸
廻
船
若
破
損
仕
候
節
者
船
頭
相
断
申
二
付
様
子
承
候
而
 
 

早
速
人
足
出
シ
申
候
荷
物
船
道
具
共
取
揚
ケ
鳥
羽
御
役
人
 
 

中
様
へ
も
御
注
進
書
差
上
ケ
申
候
船
頭
方
よ
り
荷
主
井
船
 
 

主
方
江
飛
脚
遣
候
荷
主
参
次
第
庄
屋
肝
煎
立
合
荷
物
相
改
 
 

御
定
之
通
沈
荷
物
者
拾
分
一
浮
荷
物
ハ
弐
拾
分
一
語
取
申
 
 

候
両
船
頭
水
主
荷
主
代
方
よ
り
置
手
形
念
を
入
取
置
浦
手
 
 
 

形
出
シ
申
候
御
事
 
 

百
拾
九
腹
ハ
 
ち
よ
ろ
船
 
 

内
 
壱
腹
ハ
 
 

通
橋
舟
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一
名
書
初
漁
之
節
 
弐
本
ツ
、
 
 

先
々
御
代
様
迄
 
御
殿
様
御
在
城
之
節
者
 
御
台
所
江
差
 
 

上
ケ
申
候
江
戸
二
御
詰
被
遁
候
節
者
御
請
不
被
遊
候
御
家
 
 

中
様
江
配
り
申
儀
御
年
寄
衆
中
様
郡
御
奉
行
所
様
御
支
配
 
 

之
御
代
官
様
浦
御
奉
行
様
江
初
漁
御
注
進
二
差
上
ケ
申
候
 
 

尤
無
漁
之
節
ハ
御
注
進
不
仕
候
御
事
 
 

（
付
箋
）
 
「
当
時
御
用
無
御
座
候
御
事
」
 
 

竹
年
貢
 
 
 

一
銀
拾
匁
 
 

是
者
隔
年
こ
御
運
上
差
上
ケ
百
姓
屑
屋
鋪
壁
外
畑
薮
竹
 
 
 

雑
木
百
姓
共
自
由
二
仕
儀
先
年
竹
御
伐
せ
被
成
候
得
共
 
 
 

四
拾
四
年
以
前
亥
之
年
よ
り
隔
年
こ
御
運
上
差
上
ケ
申
 
 
 

候
御
事
 
 

但
シ
壱
俵
こ
付
五
斗
入
 
 
 

一
糠
拾
三
俵
 
 

走
者
先
年
よ
り
不
残
糠
こ
而
納
申
候
得
共
四
拾
四
年
以
 
 
 

前
亥
之
年
よ
り
御
用
之
糠
者
鳥
羽
町
請
負
之
者
江
金
子
 
 
 

相
渡
シ
請
負
人
方
よ
り
糠
差
上
ケ
申
候
残
分
者
金
納
こ
 
 
 

被
仰
付
候
所
板
倉
近
江
守
様
御
代
よ
り
不
残
金
納
被
仰
 
 
 

付
直
段
金
壱
歩
二
付
三
拾
六
俵
替
こ
差
上
ケ
申
侯
但
シ
 
 
 

去
巳
之
年
割
符
辻
右
之
通
り
二
御
座
候
両
替
六
拾
目
替
 
 
 

二
差
上
ケ
申
侯
御
事
 
 

一
勝
藁
拾
三
乗
 
 
壱
束
二
付
壱
貫
五
拾
日
詰
 
 
 

右
糠
と
同
断
直
段
金
壱
歩
二
付
四
拾
五
朱
替
こ
差
上
ケ
 
 
 

申
候
両
替
右
同
断
 
 

一
草
藁
拾
壱
束
 
 
但
シ
壱
束
二
付
八
貫
五
百
目
詰
 
 
 

右
同
断
直
段
金
壱
歩
こ
付
拾
弐
朱
替
差
上
ケ
申
候
両
替
 
 
 

右
同
断
 
 
 

一
葛
藁
三
俵
 
 
 
壱
貫
八
百
目
 
 
 

先
御
代
七
年
以
前
御
用
差
上
申
侯
得
ハ
壱
俵
二
付
代
銀
 
 
 

壱
匁
六
分
宛
被
下
候
其
後
ハ
御
用
二
無
御
座
差
上
ケ
不
 
 
 

申
候
御
事
 
 

一
ち
か
や
 
 
 

御
用
こ
而
差
上
ケ
申
候
節
老
兵
か
や
壱
尺
廻
り
壱
わ
こ
 
 
 

付
代
銀
四
分
ツ
、
毛
か
や
壱
尺
廻
り
壱
わ
二
付
代
銀
弐
 
 
 

分
ツ
、
被
下
候
得
共
其
後
毛
か
や
代
銀
壱
分
ツ
、
被
下
 
 
 

候
四
拾
四
年
以
前
亥
之
年
よ
り
御
用
無
御
座
差
上
ケ
不
 
 
 

申
候
御
事
 
 

（
付
箋
）
「
当
時
御
用
之
節
者
時
相
場
二
而
代
銀
被
下
候
御
事
」
 
 

一
中
絶
御
用
こ
付
差
上
ケ
申
候
節
者
六
百
尋
こ
付
代
銀
壱
匁
 
 

宛
被
下
候
御
事
 
 

（
付
箋
）
 
「
右
同
断
」
 
 

一
郷
蔵
之
儀
者
先
年
よ
り
村
二
而
立
置
申
候
蔵
屋
鋪
御
年
貢
 
 

之
儀
者
村
中
よ
り
弁
申
侯
御
事
 
 

一
土
井
周
防
守
様
御
代
御
中
間
五
拾
弐
人
志
摩
方
中
江
被
仰
 
 

付
御
給
金
壱
ケ
年
壱
人
こ
付
金
壱
両
弐
分
内
壱
両
者
御
先
 
 

金
被
下
残
弐
分
ハ
其
年
之
暮
二
被
下
候
松
平
和
泉
守
様
御
 
 

代
弐
拾
弐
年
以
前
酉
之
年
御
家
中
渡
り
奉
公
人
志
摩
方
中
 
 

江
拾
八
人
被
仰
付
御
給
金
上
之
男
金
壱
両
三
分
中
之
男
壱
 
 

両
弐
分
下
之
男
壱
両
壱
分
其
内
江
戸
行
之
儀
者
壱
両
増
被
 
 

下
候
板
倉
近
江
守
様
御
代
拾
年
以
前
酉
之
年
よ
り
御
宛
人
 
 

御
直
御
家
中
渡
り
共
壱
人
こ
付
弐
朱
ツ
、
増
金
被
下
僚
処
 
 

一
弐
本
 
 

先
御
代
二
ハ
上
之
男
金
壱
両
弐
分
中
之
男
壱
両
壱
分
下
之
 
 

男
金
壱
両
弐
朱
ツ
、
被
下
候
江
戸
行
之
儀
着
金
三
分
宛
増
 
 

金
被
下
候
右
御
代
々
御
給
金
こ
両
者
奉
公
人
無
御
座
候
故
 
 

村
々
よ
り
仕
添
金
仕
出
シ
申
候
こ
付
難
儀
奉
存
候
尤
年
二
 
 

よ
り
奉
公
人
多
少
御
座
候
去
巳
之
年
志
摩
方
中
二
而
百
弐
 
 

人
出
シ
申
候
御
幸
 
 

（
付
箋
）
 
「
当
時
御
給
金
七
両
被
下
東
京
行
之
節
者
弐
両
御
増
 
 

被
下
男
ノ
上
中
下
無
御
座
候
御
津
中
様
不
便
之
 
 

処
者
御
相
対
二
而
御
願
相
成
給
金
御
藩
同
様
ノ
 
 

御
事
」
 
 

一
三
百
五
拾
本
 
 
松
坑
木
 
 
 

是
ハ
六
年
以
前
丑
之
年
浜
辺
通
田
地
潮
囲
波
除
ケ
堤
打
 
 

禿
申
候
こ
付
松
坑
木
御
断
中
上
候
得
者
御
奉
行
中
様
御
 
 
2
9
 
ウ
】
 
 
 

見
分
之
上
居
村
山
之
内
二
而
御
伐
七
被
下
普
請
仕
候
御
 
 

事
 
 

古
新
田
外
新
田
玖
木
其
外
道
具
木
 
 
 

一
四
拾
壱
本
 
 

是
ハ
古
新
田
外
新
田
玖
両
度
迄
破
損
二
付
上
二
本
田
多
 
 
 

ク
御
座
候
得
者
本
田
為
囲
御
願
中
上
侯
得
者
御
代
宮
山
 
 
 

中
郷
太
夫
様
御
見
分
之
上
層
村
山
畑
廻
り
二
而
御
伐
七
 
 
 

普
請
仕
儀
御
事
 
 

一
三
百
四
拾
壱
本
 
松
坑
木
土
ム
ロ
木
共
 
 
 

是
ハ
去
巳
之
年
破
損
場
所
御
願
中
上
侯
処
御
代
官
山
中
 
 
 

郷
太
夫
様
上
下
五
人
こ
而
御
出
所
々
場
所
御
見
分
之
ヒ
 
 
 

松
坑
木
御
伐
七
村
中
罷
出
普
請
仕
儀
御
事
 
 
 

同
村
弥
陀
堂
 
 
 



内
 
三
反
三
畝
拾
壱
歩
 
 
新
屋
鋪
分
 
 

七
反
弐
畝
九
歩
半
 
 
 
新
畑
分
 
 

（
付
箋
）
、
「
稲
垣
様
御
代
享
保
十
二
末
御
改
 
拾
弐
盛
 
 

新
屋
敷
弐
拾
七
歩
 
分
米
壱
斗
八
合
」
 
 

小
物
成
 
 

一
米
三
拾
弐
右
七
斗
八
升
壱
含
 
 
水
主
米
 
 
 

是
ハ
九
鬼
大
隈
守
様
御
代
人
夫
多
ク
被
召
遣
百
姓
難
儀
 
 
 

仕
候
こ
付
水
主
米
と
中
米
差
上
ケ
申
候
人
夫
仕
御
赦
免
 
 
 

被
成
被
下
候
と
申
伝
候
共
以
後
本
役
半
役
三
分
役
弐
分
 
 
 

役
壱
分
役
迄
家
相
応
こ
御
掛
ケ
被
成
年
々
多
少
御
座
候
 
 
 

処
内
藤
飛
騨
守
様
御
代
よ
り
定
成
こ
被
仰
付
右
之
通
こ
 
 
 

御
座
候
御
事
 
 

一
口
米
ハ
本
米
壱
石
二
付
三
升
宛
納
申
候
御
事
 
 

一
目
立
米
ハ
惣
米
壱
石
二
付
四
合
宛
納
申
候
御
事
 
 

一
納
米
壱
俵
二
付
四
斗
弐
升
入
四
斗
之
御
勘
定
二
相
立
申
候
 
 

御
事
 
 

一
御
年
貢
米
郷
蔵
江
納
申
候
時
者
庄
屋
納
四
斗
弐
升
俵
二
仕
 
 

鳥
羽
御
蔵
江
納
申
候
時
者
俵
数
百
俵
よ
り
内
ハ
壱
俵
宛
廻
 
 
 

シ
俵
御
取
被
成
百
俵
よ
り
上
ハ
弐
俵
或
ハ
三
俵
も
御
取
被
 
 

成
侯
前
か
き
二
計
り
四
斗
弐
升
入
こ
而
納
申
候
析
取
之
儀
 
 

者
御
中
間
御
出
シ
被
威
儀
若
滅
米
立
申
候
得
者
右
之
外
こ
 
 

廻
シ
俵
御
願
中
上
ケ
弥
か
ん
米
御
座
候
節
者
其
廻
シ
俵
こ
 
 

御
取
被
成
候
惣
米
足
シ
申
候
御
城
米
之
儀
者
別
而
入
念
を
 
 

右
之
通
納
申
候
松
平
丹
波
守
様
御
代
二
ハ
析
取
村
方
へ
被
 
 
 

仰
付
廻
シ
候
御
事
 
 

一
金
拾
両
二
付
三
拾
壱
俵
弐
歩
 
 

三
拾
俵
弐
歩
 
 

一
同
 
 

弐
拾
九
俵
弐
歩
 
 
 

一
同
 
 

（
付
箋
）
 
「
当
時
析
取
之
儀
者
御
役
所
ヨ
リ
御
差
止
被
下
候
尤
 
 

御
用
米
之
外
者
金
納
仕
儀
直
段
之
義
者
十
月
被
 
 

仰
渡
候
而
十
一
月
上
納
之
節
右
御
直
段
ヨ
リ
壱
 
 

俵
高
ヲ
以
相
当
之
御
直
段
二
而
上
納
被
仰
付
候
 
 

御
事
」
 
 

一
先
々
御
代
当
村
御
物
成
金
納
二
去
巳
之
年
迄
差
上
ケ
申
候
 
 

御
直
段
之
儀
者
毎
年
平
均
左
之
通
 
 

一
金
弐
拾
両
 
 

右
之
通
月
二
壱
俵
上
り
去
巳
之
年
御
直
段
金
納
差
上
ケ
 
 
 

申
候
御
直
段
之
儀
者
其
年
之
相
場
を
以
被
仰
付
候
但
両
 
 
 

替
六
拾
目
替
こ
差
上
ケ
申
候
御
事
 
 

七
拾
目
ハ
 
七
月
納
 
滞
役
 
 

一
銀
百
六
拾
目
 
 

五
拾
目
ハ
 
十
月
納
 
 

四
拾
目
ハ
 
十
二
月
納
 
 
 

走
者
定
成
二
而
磯
浜
諸
漁
海
藻
百
姓
共
自
由
こ
仕
候
両
 
 
 

替
之
儀
者
六
拾
目
替
二
差
上
ケ
申
候
御
事
 
 
 

拾
両
ハ
十
二
月
納
 
 

是
ハ
定
成
こ
而
年
々
差
上
ケ
磯
部
村
々
前
海
迄
不
残
終
 
 

網
名
書
網
小
あ
く
り
網
引
網
漁
諸
色
二
而
魚
漁
仕
候
鋪
 
 

網
と
申
ハ
前
後
之
海
二
両
道
申
候
口
海
安
乗
村
と
海
さ
 
 

か
い
ハ
あ
せ
崎
亀
か
嶋
限
り
畔
蛸
村
と
海
さ
か
い
者
つ
 
 

ゝ
か
濱
限
り
是
よ
り
内
海
下
之
郷
村
穴
川
村
前
東
西
南
 
 
 

内
 
拾
両
ハ
三
月
納
 
終
鰭
請
漁
 
 

十
月
御
直
段
 
 

十
一
月
御
直
段
 
 

十
二
月
御
直
段
 
 

北
潮
指
申
所
浦
々
迄
的
矢
村
請
漁
海
二
而
請
漁
仕
候
外
 
 
 

こ
浦
御
運
上
差
上
ケ
申
儀
無
御
座
候
御
事
 
 

一
当
村
御
高
札
場
井
覆
垣
等
前
々
よ
り
村
こ
而
仕
儀
御
事
 
 

一
御
献
上
御
用
之
干
師
 
 
 

大
ハ
八
寸
よ
り
九
寸
迄
拾
本
こ
付
代
銀
壱
匁
宛
被
下
僕
 
 
 

中
ハ
六
寸
よ
り
七
寸
迄
拾
本
こ
付
代
銀
八
分
宛
被
下
候
 
 
 

右
者
毎
年
五
月
中
旬
よ
り
六
月
中
旬
迄
去
巳
之
年
迄
差
 
 
 

上
ケ
申
候
得
者
右
之
通
代
銀
被
下
候
井
不
揚
節
者
前
以
 
 
 

御
断
中
上
候
得
者
御
殿
様
よ
り
他
所
こ
而
御
調
被
遊
候
 
 
 

御
事
 
 

（
付
箋
）
 
「
当
時
御
用
無
御
座
候
御
事
」
 
 

一
御
用
名
書
 
 

大
壱
尺
弐
寸
ハ
壱
本
こ
付
代
銀
八
分
宛
被
下
院
 
 

中
壱
尺
壱
寸
ハ
壱
本
こ
付
代
銀
七
分
宛
被
下
候
 
 
 

是
者
先
々
御
代
御
用
二
付
差
上
ケ
申
候
得
者
右
之
通
代
 
 
 

銀
被
下
候
若
揚
り
不
申
候
得
者
御
断
中
上
候
御
事
 
 

（
付
箋
）
 
「
当
時
右
御
同
様
御
座
候
御
事
」
 
 

一
大
神
官
様
江
 
六
月
十
五
日
九
月
十
六
日
例
年
御
辺
之
肴
 
 

差
上
ケ
申
候
御
事
 
 

一
土
井
周
防
守
様
御
代
江
戸
御
足
鋪
御
普
請
之
節
五
知
村
山
 
 
 

田
村
御
林
二
而
松
材
木
御
伐
せ
津
出
シ
人
足
志
摩
方
中
高
 
 

掛
り
こ
被
仰
付
出
し
申
候
松
平
和
泉
守
様
御
代
江
戸
御
屋
 
 

鋪
御
普
請
二
付
鳥
羽
樋
山
井
五
知
村
御
林
二
而
御
材
木
御
 
 

伐
被
成
慎
も
津
出
シ
之
儀
右
同
前
二
被
仰
付
相
勤
申
侯
御
 
 

扶
持
米
ハ
不
被
下
候
御
事
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史
料
1
 
 
 

一
上
田
壱
町
八
反
九
畝
拾
三
歩
 
 
 

分
米
弐
拾
八
石
四
斗
壱
升
五
合
 
 
 

中
田
四
町
五
反
三
畝
弐
拾
弐
歩
 
 

一
高
弐
百
四
拾
七
石
壱
斗
九
升
壱
合
 
 

内
 
 

分
米
五
拾
八
石
九
斗
八
升
五
合
 
 

下
田
四
町
九
反
三
畝
拾
五
歩
八
朱
 
 
拾
壱
ノ
盛
 
 
 

分
米
五
拾
四
石
弐
斗
八
升
八
合
 
 
 

下
々
田
四
反
壱
畝
拾
五
歩
 
 

八
ノ
盛
 
 
 

分
米
三
石
三
斗
弐
升
 
 

下
々
田
弐
反
六
畝
弐
拾
壱
歩
 
 

新
田
八
ノ
盛
 
 
 

分
米
弐
石
壱
斗
三
升
六
合
 
 
 

上
田
弐
畝
拾
七
歩
 
 
堤
鋪
池
巳
之
年
よ
り
定
引
 
 
 

浦
役
高
前
々
よ
り
引
 
 
 

五
石
ハ
 
 

五
拾
八
石
三
斗
弐
升
六
合
 
水
主
米
高
前
々
よ
り
引
 
 
 

此
高
之
儀
寛
文
四
年
辰
之
年
小
物
成
と
申
か
り
高
二
被
 
 
 

仰
付
年
々
定
引
二
罷
成
候
 
 
 

残
高
百
八
捨
石
七
升
三
合
 
 

此
訳
 
 

享
保
十
一
年
 
 
 

志
摩
国
答
志
郡
的
矢
村
差
出
帳
 
 
 

午
四
月
 
 

（
竪
帳
）
 
 
 

拾
三
ノ
盛
 
 

拾
五
ノ
盛
 
 

的
矢
村
 
 

高
六
石
八
斗
壱
升
八
合
五
夕
 
 

無
地
 
 
 

是
ハ
前
々
よ
り
弁
高
こ
而
御
座
候
反
畝
分
明
こ
知
れ
不
 
 
 

申
候
 
 

町
数
〆
三
町
三
反
四
畝
三
歩
五
朱
 
 
 

分
米
合
弐
拾
九
石
九
斗
弐
合
五
夕
 
 

田
畑
分
米
合
百
八
拾
三
石
三
斗
三
升
三
合
 
 

分
米
百
四
拾
六
石
六
斗
壱
升
弐
合
 
 

上
畑
壱
反
三
畝
拾
五
歩
 
 
 

分
米
壱
石
六
斗
弐
升
 
 

中
畑
五
反
弐
拾
九
歩
八
朱
 
 

分
米
五
石
九
升
九
合
三
夕
 
 

下
畑
壱
町
五
反
弐
歩
七
朱
 
 
 

分
米
拾
弐
石
七
合
弐
夕
 
 

下
々
畑
弐
反
五
畝
六
歩
 
 
 

分
米
壱
石
五
斗
壱
升
弐
合
 
 

下
々
畑
弐
反
七
畝
拾
八
歩
 
 
 

分
米
壱
石
六
斗
五
升
六
合
 
 
 

屋
鋪
六
反
六
畝
弐
拾
弐
歩
 
 
 

分
米
八
石
八
合
 
 

分
米
三
斗
八
升
五
合
 
 
 

中
田
壱
畝
四
歩
 
 

分
米
壱
斗
四
升
七
合
 
 
 

是
ハ
松
平
丹
波
守
様
御
代
去
巳
之
年
御
見
分
之
上
堤
鋪
 
 
 

池
定
引
二
被
遊
被
下
候
 
 

町
数
〆
拾
弐
町
壱
畝
五
歩
八
束
 
 
 

新
畑
六
ノ
盛
 
 

拾
弐
ノ
盛
 
 

拾
弐
ノ
盛
 
 

六
ノ
盛
 
 

拾
ノ
盛
 
 

八
ノ
盛
 
 

右
同
断
 
 

下
々
田
三
畝
拾
五
歩
 
 
 

分
米
弐
斗
八
升
 
 

町
数
〆
壱
町
九
畝
七
歩
 
 
 

分
米
八
石
七
斗
三
升
八
合
 
 

新
屋
敷
三
反
三
畝
拾
壱
歩
 
 

分
米
四
石
四
合
 
 
 

下
々
畑
弐
反
九
畝
弐
拾
六
歩
五
朱
 
 
 

分
米
壱
石
七
斗
九
升
三
合
 
 

下
々
畑
四
反
壱
畝
七
歩
 
 
 

分
米
弐
石
四
斗
七
升
四
合
 
 
 

下
々
畑
壱
畝
六
歩
 
 

分
米
七
升
弐
合
 
 

町
数
〆
壱
町
五
畝
弐
拾
歩
五
朱
 
 
 

分
米
八
右
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Ⅶ 結   

1 はじめに  

前章までに、浄土近仲基地と堅子・千賀地域の考  

古学・民俗学・文献史学・仏教民俗学的調査と、各  

学問領域の手法を用いた分析・検討を行ってきた。  

本章では前章までの結果をふまえ、「墓地形成の契  

機」、「葬制の変化と村落社会」、「浄土近世墓地を巡   

る流通・交通」、「海難者と無縁仏の供養について」、  

‾和泉砂岩搬入の可能性について」の5項目を共通  

課題として設定し、それぞれの分野の成果を持ち寄   

ることで調査全体の意義付けを行う。   

2 墓地形成の契機  

これまでに検討した通8）、浄土近世墓地では17世   

紀半ばに、堅子墓地では16世紀末頃に墓地形成の画  

① 期があることが判明した。堅子墓地では16世紀末ま  

で遡ると考えられる一石五輪塔を初見として墓地が  

成立し、1632年の圭頭状板碑の出現をもって近世的   

個人墓標が顕現する。  

狭川真一氏は中世墓地遺跡を（ア）中世末期で廃   

絶した墓地、（イ）中件末期にその成立が求められる  

墓地、（ウ）中世前期に成立し、中世末期を乗り越え  

て現代まで継続する墓地に分類し、（ア）を各地域に  

根ざした在地領主の墓、（イ）を造墓階層が低階層化   

した後に成立した墓地で、当初から庶民層に近い階  
（慧  

層の墓地であったとする。志摩地域において、（ウ）  

タイプの墓地は不明であるが、近隣の志摩市磯部町   

侍岡中世墓は、やや廃絶時期が早いものの、（ア）夕  

（亨1 イプの墓地であり∴今回調査した堅子墓地が（イ）  

タイプに該当することから、狭川氏が想定した類型   

が当地域でも成膏立ちうることが確認できる。各類   

型の背景を参考にすると、堅子墓地は中世的な墓地   

とは一線を画して出現する典型的な近仲基地である  

といえる。   

ではこれらの近世的墓地出現の背景は如何なるも   

のであろうか。今回調査を行った千賀墓地では、戦   

国期に過ると思われる五輪塔が存在する。当該期に   

組み合わせ式五輪塔で個人供養を行い得る人物は、  
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舌井敏幸氏による畿内の事例からの指摘を待つまで  

もなく、その数の少なさから特定階層に限定される   

ことが指摘できる。つまり千賀墓地は戦国期には在   

地領主の墓所として機能していたことが指摘できる  

⑤ のである。同様の事例として、近隣に存在する志摩  

市磯部町的央の墓地には多数の近世墓標と少数の一  

石五輪塔、そして永禄6年（1563）の経供養碑があ   

る。この経供養碑は天真如裕と昌源栄公という人物   

が、父母の三十三回忌供養のために建立したもので   

ある。一般村落構成民が墓地すら滴足に持たない時   

代に、三十三回忌供養を行いうる階層はやは古）在地  

領主層を考えるほかはない。この経供養碑は昭和初   

期に的矢墓地周辺より出土したものであ8）、元位置   

をさほど動いていないと考えられる。周辺に同時期   

の墓標は存在せず、永禄年間の的央墓地は在地領主   

の供養の空間として機能してお古）、村民の葬送地で  

はなかったといえる。   

このように、当地域において戦国時代末から江戸   

時代初頭の時期に、領主の供養空間が急速に村民の   

墓地となる現象が進行する。おそらく中世末期にお   

ける在地領主層の没落・移動を契機として遣墓階層   

の転換があったことが指摘できよう。堅子墓地には   

在地領主の墓地に相当するものが見出せないが、堅   

子地区と千賀地区が民俗調査や文書調査で明らかに   

なったように、もともと同一集団に属していたこと   

を考え合わせると、千賀地区の在地領主層の制約が   

消滅した段階で、はじめて堅子村独自の墓が形成さ   

れることが指摘でき、近世的村墓の出現を典型的に  

示しているといえよう。   

このように、堅子墓地の成立背景には、周辺地域   

一帯で中世太から近世初頭にかけて起こった、中世   

的支配構造の解体と、近世的ムラの成立が深くかか   

わっていることが指摘できた。これに対し、浄土近   

世墓地は、堅子墓地とは日と鼻の先にあ古）ながら墓   

地形態が大きく異なる。次に浄土近世墓地の成立背   

景について考察する。  

発掘調査の結果、i争土近世墓地は墓地配列と副葬   

品の年代、規則的な列構成、墓境内納入品の強い一   



が出土した。遺物は大きく分けて、①棺内に納入し  

たもの、（∋納棺前に墓場内に置かれたもの、③納棺  

後に納入されたものの3類型に分かれる。（∋に関し  

てはなお不明な点が多い。①は墓出現当初から通時  

的に存在する要素で、喫煙具や発火具、刀子といっ   

た道具類を主体とする。袋などに収め死者に添え置  

かれる。これに対し、③は17世紀後半頃に突如出現  

する物であり、土師器胞熔や土師器皿といった煮炊   

具・供膳具を主体とする。胞熔1に対して土師器皿   

2が原則であ古）、漆器がこれに代わる場合も見られ   

る。浄土近世墓地の出土品のうち砲烙と土師器皿に  

ついては、現行の堅子の葬送儀礼の事例とも照合し  

てみることが可能である。   

砲烙は、葬式の際に死者に供える野の飯（ノノメ  

シ）を炊く道具として使われ、家の竃を使わず、北  

向きに焚き口を作った仮設の石の竃に砲烙をかけて   

飯を炊く。この習俗は、現在でも志摩地域にひろく   

分布しており、ホウロクメシともカワラメシとも呼  

ばれている。土師器川．は、現行の事例では塩と生味  

噌を入れる手塩皿として使用され、茶椀に盛られた   

野の飯とともに死者への快勝具として使われ、現行   

でもカワラケが2枚使用されている。砲烙、カワラ   

ケはいずれも墓地まで持って行き、最後には埋葬後   

墓境内に納入する。  

このように発掘調査で出土した抱烙および土師器   

皿、漆器はその構成要素のみならず、廃棄のパター   

ンも類似することが指摘できる。使用された道具が   

同じで、廃棄される状況も共通することは、これら   

の道具を使用した儀礼そのものが類似したものであ   

ったことを物語る。民俗例では砲烙は‾野の飯」、土   

師器川．は死者への供勝と、死者と縁者の「食い別れ」   

の儀式に使用されてお古）、発掘調査の成果からはこ  

れら「食」に関する道具が17世紀後半、新たに葬送  

儀礼に付加された事が確認できる。このことは、現  

行の「野の飯」や死者への供騰がこの時期に新たな   

儀礼要素として発生したものであることをものがた   

る。ではなぜ17世紀後半という時期に新たに‾食に   

関する儀礼が葬制の中に加わるのであろうか。  

現行の民俗例では野の飯と塩と生味噌は、ともに   

死者に供される食物であるが、出棺の直前には、出   

立ちの勝として死者と血縁関係にある者が死者と同  

貫性、川年前後の造営間隔などから一族の墓地であ   

り、17世紀中頃に、他所からの移住者によ古）築かれ  

たことが判明した。『答志郡的失村村絵図控』（巻頭  

図版3・5）には、耕作地に付箋が多数施されてお  

り、その記述から浄一土近世墓地周辺の土地は、17   

世轟己後半から開発が進められた新しい開墾地に位置   

していることが判明した。  

的央湾周辺では、延宝3年（1675）に伊勢国多気  

郡五桂村（現三重県多気町）の農家5戸が移住して  

夏草新田が開拓され、元禄15年（1702）には同国度   

会郡憧柄浦（現三重県南伊勢町）の中西彦右衛門によ   

り栗木広新田が開拓されている。また元禄年間（1688   

、1703）に開発が進められた伊雑浦新田は、尾張国   

春日井郡舟津村（現愛知県小牧市）新之丞など他地  

域の人が請負人となったとされる。以上のような文  

献史華トからみた新田開発の状況からも、浄土近世墓   

地造営の背景に新田開発の進展に伴う新たな居住者   

の移入があった蓋然性は高いと考えられる。これら   

移住者の出自についてはなお不明であるが、遣墓集   

団の第1世代にあたる人物の墓標であるS X15出土   

の寛文6年銘墓標、SX14出土寛文10年銘墓標が、   

同時期の堅子墓地の墓標と形態、石材において明確  

な差異を有する事は、当墓地の造営主体が堅子集落  

から分村した集団ではなかった可能性を示す。  

浄土近仲基地と堅子墓地は成立時期と、その出現  

経緯を違えるだけでなく、その後の展開も大きく異  

なる。堅子墓地はその後享保5年（1720）に六地蔵   

菩薩像が道立され、斎場が整備されることで現在に   

至る村の墓地が形成されてゆく。これに対しi争土近   

世墓地は一貫して一族墓として展開、イエの原理を   

貫いたまま19件紀半ばに廃絶する。  

吉井敏幸氏は畿内の墓地の変遷を一族墓－→垣内墓  
（訝  

－→村墓－→惣墓という流れで整理したが、当地におい  

ては一族墓と村墓（垣内墓）が交錯して存在してい   

たことになる。こういった原理の異なる墓地の交錯   

は大和盆地など広域に地縁共同体が発達した地域に   

はあまり見られず、東111中など111間部などに散見さ  

れる。当地域の地域性を示す現象であると考える。  

3 葬制の変化と村落社会  

今回の調査では墓場内からまとまりの良い遺物群  

233   



じ膳を食する「食い別れ」の儀礼にも使われている。   

葬送におけるさまざまな儀礼的行為は、死者を弔い   

霊魂を鎮めるために行われると同時に、その過程に   

おいて死者と遺族との関係、および親族関係や近隣   

関係をあらためて確認し、補強する機能を担ってい   

る。たとえば葬式の準備段階では、一切を親族や近   

隣の人にまかせてしまい、遺族は特定の役割以外に   

は手を出さないことも、その一 例としてあげること   

ができる。  

また一方で、位牌持ちなど血縁者が中心になって   

行う儀礼の場面では、逆に故人との血縁関係がより   

強調される傾向にあ8）、志摩地方の葬送儀礼ではそ  

うした場面がとくに顕著であるといえる。堅子の事  

例では、砲烙を使った野の飯炊きは故人の娘が担当   

し、飯炊きに使う水は跡取りの嫁が井戸に汲みに行   

くこと、また出棺の際に行う食い別れの儀礼を、位   

牌持ちの跡こ取りと相持ち2人の三役が行うこと、埋   

葬後に跡取8）が墓を踏みしめること、埋葬からの帰   

途で水持ちの嫁と飯持ちの娘が乞食の物まねをする   

ことなどは、そうした一例である。  

このような儀礼は、単に死者と血縁者との関係を   

確認するためだけのものではなく、言わばそのよう   

な儀礼を通して、その家の継承者が誰であるかなど   

を他者に知らしめる意味があ8）、数々の儀礼を手順   

どおりにおこない、所定の配列に葬列を組んで野辺   

おくりを行うことを通して、血縁者も村の人々も家  

の継承を再確認し、そのことを認証するといえる。  

むしろ、血縁者を中心としたさまざまな儀礼も、そ   

の告知対象としての地縁的共同体の存在無しには、   

このように顕著に強調されないと考える。  

このような意味にたって、浄土近仲基地で確認さ   

れた、血縁者が行う儀礼に伴う葬礼道具が17世紀後  

半に出現するという現象の意味を問うと、当該期に  

なって周辺地域において近世的な地縁社会が完成   

し、先に述べたような地縁的共同体に対する血縁原   

理の告知儀礼が必要となったことを意味していると   

考えられる。また、浄土近仲基地の被葬者一家は一   

族墓を営みつつも、当時完成しつつあった近世的地  

域共同体に関わ古）をもっていたことをも示すと言え  

よう。  

以上の想定を堅子・千賀墓地に残された石造物か  

ら再確認する。堅子地域の葬送は宝珠寺を中心とし   

て展開している。享保の本末証文に見られるとおり、   

近世に入古）江戸幕府の宗教統制のもとに位置づけら   

れた宝珠寺は、周辺地域の布教によ古）臨渚宗南禅寺   

派の寺院として村の檀那寺となっていった。享保3   

年（1718）以降、各寺の本末関係が整理され当地に   

おける各寺院の関係が明確になり、固定化されてゆ  

くことがうかがえる。このことから、堅子村では18  

世紀はじめ頃に本格的な寺院の再編が成古）、村の先  

祖供養に関わっていったと考えられる。この動きを   

示す大きな基点が、墓地内に設けられた六地蔵菩薩   

像（享保5年銘）の道立時期であるといえるだろう。   

この六地蔵菩薩は、石造晶調査の章でも触れたとお  

古）、現世と冥界の境界を表し、銘文にも「三界高霊有  

縁／無縁各各霊位」「村中」などが刻まれ亡者の安ら  

かなる供養の実現を願うための石造晶である。この   

六地蔵菩薩・棺台は村民の共有財産であ8）、村墓に   

入る全ての村民が平等に使用する物である。言い換   

えるならば、当市遺品が出現することは村民が共同   

で墓地利用を行うようになったことを示し、村民総  

意による葬送地の認識がなされた証しであると言え   

。  

堅子地区、千賀地区ではいずれも18世紀前半から   

墓標の著しい増加傾向が見られる。これは先に指摘   

した村墓の整備と連動する現象であると考えられ、   

村民を中心とした檀那寺と墓地施設の整備が墓地造   

営、葬送儀礼参加階層の低層化・均質化を招いたも  

のと理解できよう。この点については18世紀初頭以  

降、相対的に低階層の戒名である「信士」「信女」号   

を持つ墓標が増加することからも推定できる。  

以上のように16件紀末、17世紀初頭に当地域にお   

いて出現した近世村落は、17世紀後半には強固な地  

縁的共同体を顕現させ、18世紀初頭には村墓を出現  

させる。こういった近世村落形成のプロセスは、当   

地域のみならず西日本一帯で起こった近世村落の変   

化を体現したものであったと言えよう。   

4 浄土近世墓地をとりまく  
流通・交通について  

第Ⅵ章では、享保11年（1726）に作成された浄土   

近世墓地周辺村落の「差出帳」にみえる舟の種類が  
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の出土事例から志摩地域の特質を抽出してみる。管  

見に触れた範囲で現在のところ三重県内では73遺   

跡において砲烙が出土している。出土している砲烙  

は、もっともポピュラーなものとしてa南伊勢系鍋   

の系譜を引く薄手で口緑部を外反させた後端部を引   

き上げるタイプ、b内耳鍋の系譜を引く内湾する口   

綾部と内耳を持つタイプ、C羽釜の系譜を引く鍔つ   

きの形態を持つ瓦質のもの、dその他産地不明であ  

るが、在地産であると考えられるものがある。aは  

南伊勢系のものとして捉えられ、bについては東海  

地方のもの（おそらく尾張が大半を占める）と考え   

られる。なお、東海系のものについては中世に遡る   

鍋についても分布図に落とした。Cは瓦質のものが   

大半を占める。dは伊賀地域に分布の中心を置く、   

やや厚手で口綾部を外反させるものと、中伊勢地域   

に分布の中心を置くものとがある。  

まず、東海系砲烙の分布であるが、地理的に尾張   

と近接する北伊勢地域での出土が日立つ。中・南伊   

勢地域にも1遺跡づつ見られるが、志摩地域に2遺   

跡出土しているのが特徴的である。この傾向は内耳   

鍋では更に顕著で、北伊勢地域と志摩地域に2極化   

した出土状況を示す。また、尾鷲でも1例見られる   

点は興味深い（第67図上）。  

次に南伊勢系砲烙の分布であるが、やはり南伊勢   

地域から伊賀地域まで広く分布する。しかし志摩地   

域での出土は浄土近世墓地のみで、非常に希薄であ  

る。近世遺跡の調査事例の少なさに起因する可能性  

もあ古）、今後の調査に注意が必要である（第67囲下）。  

羽釜の系譜を引く瓦質のものは中～北伊勢地域に   

分布する。南伊勢系砲烙とは北部地域で競合しない   

分布を示すが、分布の中心である中伊勢地域では南   

伊勢系と分布域がラップし、排他的関係にあったも   

のではないことがわかる（第68図上）。  

その他在地系のものについては資華トの実見を含め   

さらなる検討が必要で、現段階では詳細な検討がで   

きない。幾内系のものは浄土近世墓地以外では、名   

張藤堂家邸跡で大和のものと類似する形態のものが   

出土しているのみである（第68囲下）。  

以上が三重県内における胞熔及び内耳鍋の分布状   

況であるが、この分布囲から看取しうる志摩地域の   

特徴として、東海系砲烙の分布が日立つ点がまず挙  

的央・畔蛸・相差では、漁船が主体となっているの   

に対して、堅子・千賀では商売船・田畑肥取船のみ  

が記載されていること、また相差でみられる「いさば  

船」は鳥羽で漁獲された魚や産物を伊勢河崎・津・   

名古屋・熱田へ運ぶ船であったといわれていること   

を指摘した。  

これは的央村が安乗・畔蛸両村海域を除く的央湾   

内および伊雑浦において、ボラ、コノシロなどの漁   

業権を占有していたため、堅子・千賀では商売舟を   

遠く紀州まで出して、交易により生計を立てざるを   

得なかったことに起因する。慶応2年（1866）5月   

に、堅子村の商売舟（200石積）が尾州知多郡常滑  

村沖で海難事故にあった時の経緯が記録された史華ト  

には、船が紀州熊野引本浦（現三重県紀北町海山区   

引本浦）から松材木を積んで、尾州鳴海湊へ運び商  

売を終えた後、空船の状態で常滑沖へ向かい、そこで   

大時化に遭遇し胎が沈没したことが記されている。   

交易ルートとして紀州熊野から尾洲鳴海、そして常   

滑へのルートが想定できる。  

このことは、志摩国答志郡小浜村（現鳥羽市小浜  

町）に残る安政2年（1855）の「諸廻船改控帳」で  

も同様の傾向が読み取れる。この記録によれば、同   

年12月から翌年3月の4ケ月間に小浜港に入津した   

船73娘のうち常滑の胎が18般と最も多く、内海船が   

5般、他に大野・横須賀など知多半島の船が多数を   

占めている。そして、その出港地は江戸が16般、名   

古屋が11般、四日市が6般、大坂が6般、兵庫が3   

般の順で、堅子村の商売船と同じように引本浦より   

杉丸太を運んでいた船もみられる。また先に第Ⅵ章   

でみた相差墓地に残る海難者供養碑の中に、紀伊国   

比井浦や讃岐国′卜豆島、豊前国中津の人のものがみ   

られるのは、志摩地域が近畿から東海そして関東へ   

と続く海上輸送の結節点であったことを示すもので   

ある。  

このような志摩地域の地域性は浄土近世墓地で出   

土した多数の砲烙からも読みこ取れる。今回出土した   

抱烙は南伊勢系、尾張系（おそらく尾張産と考えら   

れる）、そして大阪湾岸に多く見られる畿内系のもの  

である。これら他地域の胞熔が一遺跡でまとまって  

見つかったことは、伊勢湾をめぐる流通を考える上   

で非常に興味深い。そこで、 三重県内における抱熔  
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遺跡  
遺跡名   所在地   

文献  
仙  No．   
口  浄土近世墓地   志摩市磯部町的矢字浄土  
2  待岡中世墓   志摩市磯辺町上之郷字別所   
3  西殿遺跡   志摩市阿児町国府   2   

4  東海道遺跡   志摩市阿児町国府字東海道・一色   3   

6  松尾前田遺跡   鳥羽市松尾町字前田   5   

60  伊坂城跡   四日市市伊坂町   59   

62  桑部城跡   桑名市大字桑部字城下   62   

63  南小山廃寺   桑名市多度町小山中ノ谷   63   

64  多度B遺跡   桑名市多度町西城・下川原・梅塚   80   

65  山田城跡   員弁郡乗員町山田宇山城   81   

66  大久保遺跡   三重郡菰野町潤田字大久保   81   

82  向井遺跡   尾鷲市向井町向井   81   

第60表 東海系内耳鍋出土遺跡一覧表  

遺跡  
遺跡名   所在地   

文献  
No．  Ho．   
口  浄土近世墓地   志摩市磯部町的矢字浄土  
5  真名井神社裏包含地   志摩市大王町名田   4   

22  田丸城跡   度会郡玉城町田丸   18   

49  安濃津遺跡   津市柳山津興字松村   48   

60  伊坂城跡   四日市市伊坂町   59   

61  四日市代官所跡   四日市市北町2－23   60   

62  桑都城跡   桑名市大字桑部字城下   61   

第61表 東海系旭烙出土遺跡一覧表  

遺跡  
遺跡名   所在地   

文献  
No．  No．   
5  真名井神社裏包含地   志摩市大王町名田   4   

34  川島遺跡   松阪市川島町・東久保町   31   

38  筋連遺跡   松阪市嬉野新屋庄町字筋違   37   

46  六大B遺跡   津市大里窪田町字出口   45   

47  森山東遺跡   津市渋見町、河見町宮の前   46   

48  嶋抜遺跡   津市雲出島貢町字町中ほか   47   

49  安濃津遺跡   津市柳山津興字松村   48   

54  大石遺跡   安芸郡芸濃町椋本   53   

57  糀屋垣内遺跡   亀山市羽若町字椛屋垣内   56   

58  東樺野遺跡   亀山市菅内町上野   57   

59  市場遺跡   亀山市関町加太市場   58   

61  四日市代官所跡   四日市市北町2－23   60   

72  法華堂西館跡   伊賀市佐那具町字法華堂871－1ほか   71   

第62表 瓦質旭烙出土遺跡一覧表  

遺跡  
遺跡名   所在地   

文献  
No．  No．   
13  亀谷郡C遺跡   伊勢市前山町字亀谷郡   
42  多気北畠氏遺跡（世古地区）   一志郡美杉村下多気   40   

43  多気遺跡群（村上地区）   一志郡美杉村下多気字上村   42   

46  六大B遺跡   津市大里窪田町字出口   45   

50  里前遺跡   津市野田字里前   49   

51  上津都田城址   津市一身田上津部田   50   

55  下川遺跡   安芸郡芸濃町雲林院字下川   54   

56  伊勢亀山城   亀山市本丸町外   55   

61  四日市代官所跡   四日市市北町2－23   60   

67  名弓長藤堂家邸跡   名張市丸之内54－3   64   

68  上野城跡（崇鹿堂武場跡・武家屋敷跡）   伊賀市上野丸之内78   65   

69  国史跡旧崇鹿堂   伊賀市上野丸之内78－1   67   

70  上野城下町遺跡（野崎新平下屋敷跡）   伊賀市上野田端町918－11   68   

72  法華堂西館跡   伊賀市佐那具町字法華堂871－1ほか   71   

76  比土遺跡   伊賀市比土字東賀柳   74   

78  下郡遺跡   伊賀市下郡   76   

第63表 その他在地系旭烙出土遺跡一覧表  
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南伊勢系旭熔  
遺跡  
No．   遺跡名   所在地   

文献  
No．   

口  浄土近世墓地   志摩市磯部町的矢字浄土  
7  荘遺跡   度会都二見町荘   6   

8  安養寺跡   度会郡二見町溝口・山田原   7   

9  里中遺跡   度会郡御薗村長屋字里中   8   

10  離宮院跡   度会郡小俣町元町ほか   9   

皿  隠同遺跡   伊勢市倭町字隠岡   10   
12  井戸谷遺跡   伊勢市前山町字井戸谷   
13  亀谷郡C遺跡   伊勢市前山町字亀谷郡   ＝   

14  中起遺跡   伊勢市勢田町字中起   
15  河原谷遺跡   伊勢市前山町字河原谷   

16  古市・中之地蔵町遺跡   伊勢市中之町・桜木町   12   
17  有滝遥遠跡   伊勢市村松町享有滝道・藤治垣内   13   
18  野篠里中遺跡   度会郡玉城町野篠   14   
19  波瀬B遺跡   度会郡玉城町下田辺   15   
20  楠ノ木遺跡   度会郡玉城町勝田字楠ノ木ほか   16   
21  山神城跡   度会郡玉城町積良字浦ノ内   17   
23  麻加江城   度会都度会町奥屋敷   19   
24  外山遺跡   多気郡明和町蓑村   20   
25  本郷遺跡   多気郡明和町蓑村   20   

26  発シA遺跡   多気郡明和町有爾中字発シ■高田   21   
27  明星地区内遺跡群   多気都明和町大字明星地区   22   

28  斎宵跡   多気郡明和町斎宮・竹川   23・24・25   

29  東前遺跡   多気郡大台町菅合字川合   26   

30  河田古墳群   多気都多気町河田字東谷   27   

31  巣護遺跡  多気都多気町大字相可字巣護   28   

32  若宮遺跡   多気郡勢和村丹生   29   

33  粥見小林遺跡   松坂市飯南町粥見辛小林   30   

34  川島遺跡   松阪市川島町・東久保町   3ト32   

35  楠田地区内遺跡群（池ノ端地区・奥ノ垣地区）   松阪市櫛田町池ノ端t字奥ノ垣内   33・34   

38  薮ノ下遺跡   松阪市岩内町字載の下   35   

37  堂ノ後遺跡   松阪市深長町堂ノ後   36   

39  田村西瀬古遺跡   松坂市嬉野田村町字西瀬古   38   

40  家野遺跡   一志郡白山町家城字家野   20   

41  南遺跡   一志郡美杉村太郎生   39   

42  多気北島氏遺跡（小田地区）   一志都美杉村下多気   40   

43  多気遺跡群（法光寺調査区・村上地区）   一志郡美杉村下多気宇土井沖・宇村上   41・42   

44  森南田遺跡   久居市森町南田   43   

45  戸木城圭止   久居市戸木町   44   

46  六大巳遺跡   津市大里窪田町字出口   45   

48  嶋抜遺跡   津市雲出島貢町字町中ほか   47   

49  安濃津遺跡   津市柳山津興字松村   48   

52  安着院跡   津市大里窪田町   51   

53  山添遺跡   安芸郡安濃町大字清水宇山添・林崎   52   

68  上野城跡（崇庚堂武場跡・武家屋敷跡）   伊賀市上野丸之内78   65   

69  国史跡旧崇庚堂   伊賀市上野丸之内78－6・78－1   66・67   

70  上野城下町遺跡（野崎新平下屋敷跡）   伊賀市上野田端町918－11   68   

71  上野城下町遺跡（入交家・土蔵）   伊賀市上野相生町2828   69・70   

72  法華堂西館跡   伊賀市佐那具町字法華堂871－1ほか   71   
73  木津氏館跡   伊賀市大野木   72   

74  神ノ木舘跡   伊賀市大野木   72   

75  蓮花寺跡推定遺跡   伊賀市服部町中ノ坊   73   

77  和田遺跡   伊賀市境代和田   75   

79  浮田遺跡   伊賀市上神戸   77   

80  菊永氏城跡   伊賀市上友田字向山ほか   78   

81  恒同氏城跡   伊賀市円徳院   79   

畿内系旭烙  
浄土近世墓地  志摩市磯部町的矢字浄土  
名張藤堂豪邸跡  名張市丸之内54－3  

第別表 南伊勢系及び畿内系旭烙出土遺跡一覧表  
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文献  
仙．   報告書名   副題   発行年   発行機関   

■  三重県の中世墓  1992  三重県埋蔵文化財センター   

2  西殿遺跡発掘調査報告   一般地方道安東港繰道路特殊改良車実に伴う   1992  三重県埋蔵文化財センター   
3  東海道遺跡発振調査報告   磯部大王自転車道整備事業に伴う   1989  三重県教育委員会   

4  真名井神社裏包含地発掘調査報告  2003  三重県埋蔵文化財センター   

5  松尾前田遺跡発掘調査報告   平成12年度（主）鳥羽磯部線緊急地方道路整備事業にかかる  2001  三重県埋蔵文化財センター   

6  荘遺跡発掘調査報告  1980  三重県教育委員会   

7  埋蔵文化財試姫調査報告  1992  二見町教育委員会   

8  山添遺跡（第2次）・里中遺跡ほか  19g7  三重県埋蔵文化財センター   

9  離宮院跡（法楽町地区）発握調査報告  2000  小俣町教育委員会   

10  隠同遺跡発堰儲査報告  1987  伊勢市教育委員会   

‖  近畿自動車道（勢和一伊勢）  三重県教育委員会・  
埋蔵文化財発掘調査概報Ⅶ  

1991  
三重県埋蔵文化財センター   

12  近畿自動車道（勢和～伊勢）  三重県教育委員会－  
埋蔵文化財発掘調査概報Ⅷ  

1992  
三重県埋蔵文化財センター   

13  有滝道遺跡  2001  三重県埋蔵文化財センター   

14  野篠里中遺跡発掘調査葡告  2002  三壬県埋蔵文化財センター   

15  渡瀬B遺跡発掘調査報告  1992  三重県埋蔵文化財センター   

16  近畿自動車道（勢和一伊勢）   楠ノ木遺跡   三重県教育委員会・  
埋蔵文化財尭姫調査報告一策3分冊－  

199l  
三重県埋蔵文化財センター   

17  近畿自動壷遥（勢和一伊勢）   泉頁窯跡・山神城跡   三重県教育委員会・  
埋蔵文化財発掘韻査報告一策2分冊－  1g92  三重県埋蔵文化財センター   

18  田丸城跡大手門橋発掘調査報告  1g86  玉城町教育委員会   

19  麻加江城発掘調査報告  1981  度会町遺跡調査会   

20  埋蔵文化財発掘調査報告 一策1分冊－   平成元年度農業基盤整備事業地域   三重県教育委員会・  
1990  
三重県埋蔵文化財センター   

21  発シA遺跡   割Il用水第二期地区埋蔵文化財発掘調査報告Ⅲ   2002  三重県埋蔵文化財センター   

22  埋蔵文化財発姫調査報告 一策2分冊－   昭和83年度農業基盤整備享農地域   1989  三重県教育委員会   

23  史跡斎宮跡   斎宮小学校内発掘調査報告   1985  明和町教育委員会   

24  史跡斎宮跡   昭和59年度現状変更緊急発掘調査報告   1985  明和町・ 三重県斎宮跡調査事務所   

25  史跡扇宮跡   平成14年度現状変更緊急発掘調査報告   2004  明和町   

28  乗前遺跡発掘胡査報告  2004  三重県埋蔵文化財センター   

27  河田古墳群発姫調査報告Ⅰ  1974  多気町教育委員会   

28  明気窯跡群・大日山古墳群・甘糟遺跡・巣護遺跡  一般国道吸号松坂・多気／くイパス建設地内発纏調査報告Ⅰ  1995  三重県埋蔵文化財センター   

29  埋蔵文化財発掘調査報告 一策1分冊－   昭和63年度農業基盤整備事業地域   1989  三重県教育委員会   

30  粥見井尻遺跡発掘儲査報告   附編 粥見小林遺跡発掘調査報告   1997  三重県埋蔵文化財センター   

31  川島遺跡（第2次）ほか発掘調査報告   川島遺跡・東久保北浦遺跡・魚見下起遺跡   2004  三重県埋蔵文化財センター   

32  川島遺跡群（第1次）発掘調査報告   奥垣内（Ⅰ－Ⅳ）地区・道場（トⅡ）地区・  
塩角（Ⅰ～Ⅲ）地区・東久保東浦（Ⅰ・Ⅱ）地区   2002  三重県埋蔵文化財センター   

33  称田地区内遺跡群発掘調査報告Ⅱ   池ノ端地区・かん志ゆう地区   1997  三重県埋蔵文化財センター   

34  棚田地区内遺跡群発掘調査報告Ⅱ   奥ノ垣内地区   1997  三重県埋蔵文化財センター   

35  埋蔵文化財発掘調査報告書   昭和58年農業基盤整備車業地域   1984  三重県教育委員会   

38  埋蔵文化財発掘調査報告Ⅰ   昭和61年度農業基盤整備事業地域   1989  三重県教育委員会   

37  筋違遺跡発掘調査報告 一幕1分冊－  2004  三重県埋蔵文化財センター   

38  田村西瀬古遺跡  1999  三重県埋蔵文化財センター   

39  育造跡発掘儲査報告書  2000  三重県埋蔵文化財センター   

多気北畠氏遺跡発糎調査概報  
40   小田地区策2・3次調査・せ古地区第1次調査・  2003  三重県美杉村教育委員会   
六日地区第1次調査   

41  多気遺跡群発掘調査潮告  1993  三重県埋蔵文化財センター   

42  多気遺跡群発掘調査報告Ⅱ  1996  三重県埋蔵文化財センター   

43  森甫田遺跡発掘儲査報告  2000  三重県埋蔵文化財センター   

44  戸木城址発掘調査報告  1979  久居市教育委員会   

45  六大B遺跡（A地区）発掘調査報告   一般国道23号中勢道路（9エ区）建設事業に伴う   1g99  三重県埋蔵文化財センター   

48  松ノ木遺跡・森山東遺跡・太田遺跡発纏調査報告  一般国道23号中勢道路（9エ区）道路建設事業に伴う   1993  三重県埋蔵文化財センター   

47  鴫抜Ⅱ  2000  三重県埋蔵文化財センター   

48  安濃津  199丁  三重県埋蔵文化財センター   

49  里前遺跡発掘調査報告   一般国道23号中勢道路（10エ区）建設事業に伴う   2002  三重県埋蔵文化財センター   

50  上津部田城址（第2次）発掘調査報告  1992  津市教育委員会   

51  安養院跡発掘調査報告  lll  津市教育委員台   

52  山添遺跡発掘調査潮告暮  2000  安濃町教育委員会・  

安濃町遺跡調査会   

53  埋蔵文化財発掘調査報告 一策1分冊－   平成3年度農業基盤整備事業地域   
三重県教育委員会・  

1992  三重県埋蔵文化財センター   

54  伊勢寺廃寺t下川遺跡ほか  1990  三重県埋蔵文化財センター   

55  伊勢亀山城跡発掘調査報告雷皿  1999  亀山市教育委員会   

56  糀屋垣内遺跡  
1994  三重県埋蔵文化財センター・  

亀山布教育委員会   
57  東樺野2号填・東樺野遺跡発掘調査蘭書   国道308号線道路改良事業に伴う   1992  三重県埋蔵文化財センター   

58  市場遺跡発掘儲査報告  2003  三重県埋蔵文化財センター   

59  伊坂城跡発掘調査報告   近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）  
愛知県境十四日市JCT建設手業に伴う   2003  三重県埋蔵文化財センター   

第65表 参考文献一覧表（1）  
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文献  
仙．   報告暮名   副堰   発行年   発行機関   

60  四日市代官所跡  2000  四日市市教育委員会   

n  桑都城跡第2次発掘調査報告書  1997  桑名市教育委員会   

62  桑部城跡第4次発掘調査報告暮  1998  桑名市教育委員会   

63  甫小山廃寺発掘調査報告  1986  多度町教育委員会   

84  名張藤堂家邸跡  1993  名張遺跡調査会   

65  上野城跡（2次）発掘調査報告   崇廣堂武場跡・武家屋敷跡   2000  上野市教育委員会・  

上野市遺跡調査会   

66  国史跡旧崇廣堂乗場調査報告  
1994  上野市教育委員会・  
上野市遺跡調査会   

67  国史跡旧巣廣堂（4－7次）発掘調査報告   国史跡旧崇廣堂保存整備事業に伴う発掘調査の記録   2000  上野市教育委員会・  
上野市遺跡調査会   

68  上野城下町遺跡発掘儲査報告   野崎神平下屋敷跡   1999  上野市教育委員会・  

上野市遺跡調査会   
89  上野市埋蔵文化財年報9  2003  上野市教育委員会   

70  上野市埋蔵文化財年報柑  2004  上野市教育委員会   

7l  法華堂西館発掘調査報告  
2002  上野市教育委員会・  
上野市遺跡調査会   

72  埋蔵文化財発掘調査報告   昭和54年度県営圃場整備事業地域   1980  三重県教育委員会   

73  蓮花寺跡推定地遺跡発掘調査報告  
1997  上野市教育委員会・  
上野市遺跡調査会   

74  比土遺跡発掘儲査報告  
1997  上野市教育委員会・  
上野市遺跡調査会   

75  和田遺跡発掘儲査報告  1986  上野市教育委員会   

76  下郡遺跡発掘儲査報告  1986  三重県教育委員会   

77  埋蔵文化財発掘調査報告 一策3分冊－   平成2年度農業基盤整備事業地域   
199l  三重県教育委員会・  
三重県埋蔵文化財センター   

78  菊永氏城跡発掘調査報告  
1987  阿山町教育委員会・  
阿山町遺跡調査会   

79  恒同氏城跡発掘調査潮告  1981  三重県教育委員会   

80  多度町史 資料編1  2002  多度町   

81  申せ土器研究第70号   伊藤裕偉1993「申せ伊勢・志摩・兼紀伊における内耳鍋資料  1981  三重県教育委員会   

第66表 参考文献一覧表（2）   

げられる。これについては先に文献から指摘した志   

摩地域の物資販売先として尾張方面を志向していた   

ことと調和的である。この特徴は内耳鍋の分布に既  
（刀  

に見られ、中世以来の特質であることがわか名。こ  

のほかに、志摩地域では南伊勢系抱烙と中伊勢地域   

に分布する瓦貸地熔も少量分布する。尾張方面への  

志向のみならず、伊勢湾沿岸各所との交流もうかが  

えると言えよう。また、今回大阪湾岸に分布する畿   

内系砲烙が出土したことによ8）、廻船の記録に見ら   

れる伊勢湾周辺と大阪を初めとした畿内を繋ぐルー   

トが考古学的にも垣間見えてきたといえる。  

以上胞熔の分布からは、志摩地域が伊勢湾西岸地   

域を対象とした近距離の交流、尾張など中居巨離の交   

流、そして近畿など遠距離の交流が結節する地域で   

あ8）、海上交通を媒体とした生業基盤を有していた   

ことを窺わせる。今回の集成は定性データであり、   

組成率を元にした定量データを分析することで今後   

更に詳細な検討が可能になると思われる。感覚的な   

発言が許されるならば、志摩地域における他地域産  

地烙の出土状況は1遺跡あたり数点程度と非常に散   

発的であり、商品として大量の砲烙が一定の供給地   

から恒常的に供給されていたというよ8）も、交流先  

で個別に購入していたような感がある。これは当地  

域が大規模消費地を近辺に控えた物資の荷揚げ・集  

荷・出荷を行う集散地としての機能を有していた地   

域ではなく、寄港地のような中間的位置にあったこ   

とを窺わせる。畿内系抱烙に見られるように大規模   

流通網への関与はあったものの、雇われ船頭のよう  

な間接的関与であったのでないだろうか。志摩地域   

の砲烙の背景には文献や後述する海難者の記録に見   

られるような広域にまたがる大量・大規模なモノの   

動きがあるものと思われる。   

5 海難者と無縁仏の供養について  

今回の総合調査では、海難者供養にまつわる事例  

についても、文献調査や金石文調査、また民俗調査   

を通して多角的な視点から分析することができた。   

これら海難者の供養に関連する近世に建立された海   

難者供養碑は、文書調査の章で紹介したものの他に  

も、鳥羽市菅島町の墓地入り口の「喜平治の墓」（寛  

政8年（1796）、越後国出雲崎の人）および「庄作  

船海難者の墓」（安政5年（1858）、摂津国八部郡袖   

戸の人）、志摩市大王町波切所在の大慈寺前「辰力  
、  

丸遭難者碑」（天保6年（1835））が確認されている。   
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鳥羽市相差地区の埋葬墓地には、近件期～明治初   

期にかけて沿岸を航行し、当地で海難に遭い亡くな   

った廻船の乗組員たちの塞がならぶ一画がある。ま   

た同所の梵潮寺境内には、文政7年（1824）12月3   

日に当地で遭難し溺死した8人の海難者の菩捷を弔   

うために建立された地蔵尊像（文政8年（1825））が   

ある。海難者の墓地と地蔵尊蔵は、現在も地区の人   

々が墓参りをする際などに礼拝の対象になっている。  

また、堅子地区における民俗調査でも、墓参古）の  

際に行なわれる浜辺での海難者供養や盆の「入古）あ   

い」の習俗などが伝わっている。また昭和初期まで  

は、村人が海難事故に遭い死亡者がでた際には、浜  

辺に施餓鬼棚を設けて海難者の霊魂を鎮める浜施餓   

鬼の法要がおこなわれたという。堅子でみられた習  

俗は、肉親が海難事故に遭って死亡した場合に行わ  

れる特殊な習俗であるが、こうして海で亡くなった   

有縁無縁の人々を供養した痕跡や習俗は、志摩地域   

の沿岸部に位置する村々の地域的な特質のひとつと   

して指摘することができる。またこれに関連して、  

志摩地域の盆行事などの際には先祖霊と同時に「精  

霊（しょ－ろ）さん」とよばれる無縁仏も一緒にま   

つる風習のあり方も、地域的な特色を有している。  

志摩地域の無縁仏の信仰は、もとは禅宗寺院で行   

われる三界万霊の施餓鬼供養などと深い関連がある   

と考えられる。また、海難者を手厚く供養する習慣  

も、この施餓鬼供養が深く関連していると考えられ   

る。   

志摩地域の盆行事では、先祖霊もふくめた有縁無  

縁の三界高霊を総称して精霊さんと呼ぶ場合も多   

く、このような地域では先祖霊のほかに無縁仏も丁   

重にまつる習慣がある。今回の調査でも、鳥羽市相  

差地区や畔蛸地区などは、各家で仏壇に先祖を祭る  

盆の棚を作るほかに、屋敷の庭先に精霊棚（しょ－   

ろだな）を設けて、先祖霊以外の無縁仏（精霊さん）   

を対象にした供養をおこなっていた。しかし、堅子地   

区のように精霊棚を特別に作らない場合も存在する。  

また精霊さんは、先祖霊が盆の8月15日ごろに送   

り出された後も、送古）主がないために村にしばらく  

留まるという考え方があ古）、最終的には盆の最終日  

（8月20日または8月晦日）に村の人々によって外  

部へと送却する行事が、志摩地域の各地でおこなわ  

れている。   

精霊さんを送り出す方法は、志摩地域の各地にい  

くつかのバリエーションがあり、たとえば堅子地区  

の事例のように村人があつまって精霊船をつくりそ  

れに各家の供物などを入れて浜から海に送り出し、   

精霊さんと家庭の災厄をも村の外へ送却するという   

方法がある。精霊船送りの習俗は、鳥羽市の安楽島   

（おいやれ舟）、答志島桃取（おんやれ舟）、菅島（じ   

んかん舟）、神島（やりましょ舟）、浦村町本浦（舟   

送り）、同町今浦（つごも送り）、畔蛸（お－やれ）、   

志摩市阿児町安来（送8）船）など、志摩地域でも北   

部の海辺の村に分布している。  

また他の地域では、鉦を叩きつつ村の人々が「お  

行きやれ」「精霊さん、行かしゃれ」などと声をあ  

げながら村を巡り歩き、最終的に精霊さんを海や村   

境へ送りだす場合（鳥羽市小浜、国崎、志摩市阿児   

町甲賀など）ヤ、村の出入8）口にあたる辻々で念仏   

衆の人々が「精霊払い」として百万遍の数珠繰りを   

行なって、精霊さんを追い払ってしまう場合（鳥羽   

市神島、志摩市大王町波切・船越など）もある。  

いずれにしろ、こうした風習は盆のあいだに村に   

戻ってきた先祖霊とともに、無縁仏である精霊さん   

も供養の対象として祭8）、それを丁重に送り返すこ   

とで村中や家内の安全がもたらされるという考え方   

が根底にあると考えられる。またこの意味で、i争土  

近世墓地が墓を供養すべき家筋を襲った後も、‾無  

縁さんをおろそかにしてはならない」として近隣に  

住む村人が供養していたという事例も、こうした無  

縁仏供養の習慣に基づいたものであったといえる。  

このように海難者供養が重要視されていたのは、   

海難者の出自が丙日本各地に及ぶことに現れている   

ように、志摩地域が海上交通に直面していた地域で   

あったことを物語る。   

6 和泉砂岩搬入の可能性について  

今回の調査における重要な問題提起に和泉砂岩搬   

入の可能性が指摘されたことが挙げられる。その端  

緒となったのが奥田尚氏による浄土近世墓地、堅子  

墓地、千賀墓地、的央墓地の墓標石材鑑定のデータ   

である。石材鑑定の内容については本書所収の鑑定   

結果を参照されたいが、和泉砂岩の伊勢湾地域・東  
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海地域への搬出が確認されれば石遣物研究のみなら  

ず近世流通史を考える上で貴重な成果となる。しか  

し重要な問題寺是起となるがゆえに自然科学分析のみ  

でなく考古・文献や周辺地域の石切り場の石材観察   

などから今一 度和泉砂岩搬入の可能性について検討   

する。  

和泉砂岩は大阪府南部の阪南から泉南一帯で産出   

する軟質の砂岩で、畿内では墓標や狛犬、石灯篭、   

石鳥居などに広く使用されている石材である。大阪   

府狭山市狭山池の重源改修碑に使用されているもの   

が古い例で、中世後期には広く使用されるようにな   

る。和泉砂岩が遅くとも明治8年には三重県方面へ  

搬出されていた事が大阪府阪南市に残る「明治七年  

第九月上旬 備忘録」F山中家文書』からわかる。  

できるかどうかについても、現段階では積極的な証   

拠を捷示できない。ただ、山城・摂津・大和方面で   

は確実に近世段階で和泉砂岩が定量搬入されてお   

古）、すくなくとも畿内方面への搬出状況は江戸時代   

と大きな変化はないと考えられる。  

以上の文献から和泉砂岩が遅くとも明治8年には   

伊勢に搬出されていることがわかったが、なお志摩   

地域の墓標に使用されていた根拠は見出せない。近   

世に入ると石造物への砂岩利用が著しく増加する。   

堅子・千賀・的央墓地が属する的央清一帯は四万十   

帯に属し、周辺でも三ケ所峠で近代まで砂岩石材の  
髄  

採取が行われていた。イ引こ当地域の砂岩梨墓標が和   

泉砂岩を用いていないとすると、こうした近隣の砂  

岩岩脈から採取している可能性が考えられる。写真  

34は三ケ所峠付近の露頭から採取した砂岩石材で  

ある。堅子墓地において和泉砂岩の可能性が指摘さ   

れている石材（巻頭図版6、享保19年石塔）に比し   

て亜角礫状の流紋岩の含有率や構成粒子の大きさな   

どに明らかな差異があり、むしろ的央湾付近の砂岩   

とされている自然石塔に類似する。的央清一帯の露  

頭を数箇所踏査したが、和泉砂岩の特徴とされてい  

る、長石・石英と亜円・角礫状流紋岩を含む砂岩は   

確認できなかった。  

次に近世伊勢において多くの砂岩製石造物を残し、   

近代まで採石を行っていた石切場である一志郡井関   

村付近の石材を見てみる。一志郡井関村は現在津市  

一志町井関に存在する。天保4年（1833）成立の  

『勢陽五鈴遺響』には「一村民居二石工多シ、凡テ  

此地ヨリ久居方位ノ近邑二路傍及ビ、寺社等ノ庭御   

二庚申塚或ハ石経塚等ノ覆屋二石室ヲ巧ミ扉軸二重   

ルマデ彫刻ス習俗ナり、井関ノ地111ヨり石材ヲ産シ  

⑩ 及石巧アリ」と見られ、当地が江戸時代末期には大   

規模な砂岩石材産出地であったことが確認できる。   

近代まで石材切り出しを行っていた谷よ古）採取した   

未製品石材の写真が写真35である。これを見ると一   

見して不純物の少ない粒径の細かい砂岩であること   

がわかり、i争土近仲基地及び周辺墓地で観察された   

長石・石英と亜円・角礫状流紋岩を含む砂岩とは異   

なることがわかる。石切り場の存在する谷とは道側   

の谷および山塊周辺部も踏査を行ったが、同様の石   

材のみであった。   

八年四月調   

字四ノ谷・三ノ坂民有地産出石 箱作村  

稼人十七人   

一、年歴最初産出不詳   

一 
.wa 

一、作用ハ石碑・築道・敷石・象物等二用ユ  

ー、現今産出壱ケ年三千才 但壱尺六部石壱才トス  

内 凡千才 細工石 凡二千才 築造石  

現今相場壱才二付 細工石 二十銭  

築道石 十五銭   

一運搬津出不便   

一輸出ノ地 山城・大和・摂津・播磨・伊予・伊  

勢・尾張其他へ送ル   

これによれば、明治8年（1875）4月には石碑（墓   

石であろう）や建築材を使用目的として石が切り出   

され、伊勢や東海方面へも移出されていたことが分  
（諦  

かる。ここでは1尺6部（分）を1才（切）とし、  

年間3000才（切）もの石材が切り出されていたこと  

が記載されてお8）、相当量の産出があった事と、石  

材が大型のブロックで計算され出荷されていたこと   

がわかる。これらの石材がブロックのまま直接他地   

域に搬出されていたのか、大阪など大都市に居住す   

る石工に集約され、墓石に再加工されて出荷されて  
⑲  

いたのかは不明である。また、この記載に見られる   

ような広域にわたる販売網が江戸時代に遡ることが  
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以上、的矢湾および井関村の石切り場を踏査し、   

石材の観察を行ったが、いずれも和泉砂岩と同じ特   

徴を有するものは見られなかった。しかし石材の中  

の含有物は採取地点により異なることが多く、また、  

踏査した石切場の数が少ないことから、なお今回の   

データをもって浄土近世墓地及び周辺墓地墓標の石   

材産地を断定することはできない。   

次に、墓標の形態比較から検討を行う。堅子墓地  

において江戸時代に最も多量に存在する墓標は櫛形  

墓標である。まず、畿内の墓地において石材別に多  

くの櫛形墓標の法量データが公表されている、奈良  

県新庄町平岡極楽寺墓地の墓標279基について、高さ  
⑳  

と幅をもとに作成した法量散布図が第69図である。   

ここでは石材鑑定から複数の石材が存在することが  

明らかになっているが、考察の目的に即して「砂岩」  

と「花崗岩」、「その他」の3項目に分類して図化し  

た。そ・の結果、花崗岩・その他の石材についてはや  
⑭  

やばらつきがあること、これに対し、砂岩製のもの   

はおおよそ高さ45～80cm、幅20～30cmの領域にお   

さまることがわかる。次に、和泉砂岩の産地である   

阪南市飯ノ峯畑旧・新墓地の墓標94基について見  
（箔  

てみる（第70図）。ここでは砂岩が圧倒的多数を占め、  

その分布範囲はやはり幅20～30cm、高さ45～80cm   

に領域を形成する。飯ノ峯畑旧・新墓地の砂岩はほ  

写真34 三ケ所l峠砂岩拡大写真  

0  20  40  80  80  

高さ（cm）   

第69国 禁良県新庄町平岡極楽寺墓地櫛形墓標法量散布図  

244  

100  120  140  1¢0   



100  120  140  160  0  20  40  60  80  

高（¢m）  

第70図 大阪府阪南市飯ノ草丈田旧・新墓地櫛形墓標法量散布図  

0  20  40  60  80  

高さ（cm）  

第71国 三重県鳥羽市堅子墓地櫛形墓標法量散布国  

ぼ確実に和泉砂岩であり、また大和盆地の墓地で使   

用される砂岩製墓標はほとんどが和泉砂岩であると  

考えられる事から、櫛形墓標においては遠く離れた  

両基地に共通する幅20～30cm、高さ45～80cmの領  

域が和泉砂岩製墓標の領域と考えることができよう。   

これに対し、堅子墓地の墓標146基の分布につい  
闇  

て散布図を作成したものが第71図である。これを見  
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100  120  140  160  

るとまず、堅子墓地の櫛形墓標の法量分布が、幅13   

～25cm、高さ27～63cmの領域にまとまることが看  

取できる。この領域は先にみた畿内における和泉砂  

岩製櫛形墓標の領域と大きく異なる。しかしここで  

注意したいのは、堅子墓地の砂岩製墓標が、その製   

作規範となる幅・高さの比率において非常によくま   

とまるという点である。和泉砂岩という同一石材を   



同一の墓地内で使用している飯ノ峯畑墓地でもこの   

ような厳密なまとま古）は見られない。また、石塔の   

法量は時期によって変化する可能性もある。実際領   

域の斜め方向の広が古）は階層や時代性を背景にした   

石塔の「大きさ」を示している。しかし、堅子墓地   

では、各ドットが一直線に並ぶように、石塔の大き   

さに関係なく高さと幅の比率はほぼ一定の範囲に収   

まる。これは墓標製作において大きさに関係なく高  

さ・幅の比率に強い規範が存在していることを意味  

する。このような状況を踏まえた上で、和泉砂岩の   

特徴を持つ墓標と、在地砂岩の特徴を持つ墓標の両   

者が同じ領域に収まることは以下の可能性を喚起す   

る。   

・和泉砂岩が大型素材で搬入され、在地産砂岩とと   

もに地元石工により同一法量で再加工されている。   

・和泉砂岩の特徴を持つ石材もすべて地元砂岩であ   

り、地元石工により加工されている。   

・生産地（和泉地域）において地元の注文サイズの   

製品を加工・出荷している。   

・生産地（和泉地域）において遠隔地向け製品と近   

隣向け製品の間で異なった法量のものが作られ、搬  

出され、地元石工は和泉砂岩のサイズに合わせて地   

元石材を加工した。  

以上の可能性のうち、後2者については可能性が   

低いと思われ、前2者の可能性を想定することがで   

きる。   

これまでの事項を整理すると、和泉砂岩に関して  

は、   

1明治8年には伊勢・東海方面に和泉砂岩が出荷さ   

れている。   

2調査地周辺墓地の墓標石材は周辺部産出石材とも、   

井関石とも岩相が異なる。   

3堅子墓地の櫛形墓標は和泉砂岩梨櫛形墓標の領域   

と一致しない。   

4堅子墓地の墓標には一貫して強い規格性が見られ   

る。  

といった事実が判明し、和泉砂岩が搬入されている  

とすると、地元での再加工が、搬入されていないと   

すると地元において和泉砂岩に類似する岩脈と採石  

地が存在したことになる。結論的には現段階では石   

材鑑定以外に決定項が見出せず、今後の課題の捷示  

に留まらざるを得ないが、今後、生産地において和   

泉砂岩がどういった出荷形態をとっていたのか、半   

完成品の状態で搬出されたのか、ブロック状の素材   

で搬出されたのかという点を検討すること、的央周   

辺における和泉砂岩に類似する岩相の捜索をするこ   

とと、伊勢・志摩地域における墓標の法量分布の検   

討などを経て、和泉砂岩の搬入については議論が深   

まってゆくと思われる。近世の和泉系石工は広範囲  

に移動し、各地で石造晶を残していることがわかっ  
⑰  

ている。今回検討した墓標製作の規範の問題につい  

ても技術拡散を念頭に置いた系譜論のなかで理解で  

きるかもしれない。  

以上、現段階で提示しうる可能性と、問題解決の  

ための方向性を示す事で考察を閉じたい。   

7 おわりに  

以上調査成果を踏まえ、調査が喚起する課題につ   

いて検討を行った。本章での成見をまとめると、ま   

ずi争土近世墓地周辺は16世紀末、17世紀初頭に近   

世村落の成立をみる。これらの村落は17世紀後半に  

は地縁共同体が発達、18世紀初頭には村墓の完成な  

ど近世村落の姿が完成する。これに対し浄土近世墓   

地は移住者の小規模な一族墓として出現、イエ原理   

を貫いて19世紀半ばには消滅する。地縁共同体とイ   

エ共同体の交錯した状況が当地域の特徴といえる。   

こういった地域性の背景には砲烙の出土状況や海難   

民供養などに見られる広域にわたる交易を中心とし   

た生業形態、農業共同体の未発達などもその背景に   

考えることができる。和泉砂岩の流通などはこうい   

った地域性を考える上で今後さらに検討を重ねてゆ   

く必要がある。   

情報網や交通網の発達に伴い、‾地域」の枠組み  

が急速に解体しつつある今日、民俗調査を含めた総   

合調査は困難の一途を辿っている。こういった民俗   

慣行の記録化が、民俗学のみならず将来における考  

古資料の解釈にとっても重要である事を痛感した調  

査であった。（佐藤帝聖・藤井章徳・岡本広義・蘇   

理剛志・山形隆司・小山憲一）  
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・『畿内とその周辺の近世石工』（石造物研究会・摂陽文  

化則調査研究所、2000年）   

【註】  

①浄土近世墓地においても組み合わせ式五輪塔が出土して   

いるが、これは各墓の墳丘構築材として使用されており、   

墓の造営開始年代を示すものはない。  

②狭川真一「戦国時代における墓地の様相」『戦国時代の   

考古学』（高志書院、2003年）   

③『侍岡中世墓発掘調査報告』（磯部町教育委員会、1982   

年）  

④吉井敏幸「中世群集墓遺跡からみた惣墓の成立」『国立   

歴史民俗博物館研究報告』第49集（国立歴史民俗博物館、   

1993年）  

（をこの在地領主に「千賀志摩守」なる人物を当てることも   

可能かもしれないが、現段階では断定を避ける。  

⑥吉井敏幸「大和地方における惣墓の実態と変遷」『帝京   

大学山梨文化則研究所シンポジウム報告集 中世社会と   

墳墓』（名著出版、1993年）  

⑦伊藤裕偉氏は尾鷲市向井遺跡での出土例も含め、伊・志   

摩 尾張～遠近江の海洋交通を指摘されている。（伊藤   

裕偉「中世伊勢・志摩・東紀伊における内耳鍋」『中世   

土器研究』第70号、中世土器研究会、 1993年）  

⑧平賀大蔵編「三重県下の海の石碑・石塔（3）海難お   

よび遭難の碑・供養塔」『海と人間』23（海の博物館、   

1995年）  

（致大阪在住石工については天岸正男氏の報きに詳しい。  

（天岸正男「大阪三郷の石工」『歴史考古学』第3号、   

歴史考古学研究会、1979年）  

⑲この場合は1オこ切）が一つの計量単位であり、この大   

きさの石材を大量に作っていたのではないと思われる。   

したがって2才（切）分の石材や3才（切）分の石材を   

製作していた可能性もある。  

⑪『磯部町史』（磯部町、1997年）  

⑫『三重県の地名』（平凡社、1983年）  

⑬白石太一郎・什木次郎編『国立歴史民俗博物館研究報告  

111 大和における中近世墓地の調査』（国立歴史民俗   

博物館、2004年）  

⑭帽30～40じm、高さ100～120じmの大型品の領域が存在す   

るがこれら大型石塔の大半は近代以降のものである。  

⑮元興寺文化財研究所「阪南丘陵における民俗文化財の調   

査」『ミノバ石切場追跡』（財団法人大阪府埋蔵文化則協   

会、1988年）なお、この墓地のデータには楠形方柱状   

墓標も含まれている。  

⑬調査の都合で樹形墓標の全てを測ることができなかった   

が、データの傾向には影響ない。  

⑰・天岸正男「大阪三郷の石工」『歴史考古学』第3号（歴   

史考古学研究会、1979年）  

・天岸正男「石材の徴発「禁制」史料」『歴史考古学』第  

16号（歴史考古学研究会、1985年）  

・天岸正男「和泉国近世石工資料」『歴史考古学』第17  

号（歴史考古学研究会、1986年）  
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附編1 浄土近世墓地及び周辺墓地等における使用石材の石種と採石推定地   

浄土近世墓地から出土した石材、および遺跡周辺   

の墓地、寺院の石造物に使用されている石材につい   

て肉眼で観察し分析を行った。なお、墓地の墓石に   

ついては主として江戸時代中期以前のものを対象と   

した。  

志摩地域の地質   

浄土近世墓地付近は、白亜紀後期に堆積した砂岩   

泥岩互層からなる四万十帯の的失層群が分布し、仏   

像構造線に相当する五ケ所一安楽島構造線の北側に   

チャートや石灰岩が顕著な秩父帯の地質体が分布す   

る。また、菅島から中之郷にかけての付近には緑色   

岩類や超塩基性岩等が分布する御荷鉾帯があり、こ   

の北側には結晶片岩が顕著な三波川帯が分布する。   

志摩地方のこのような地質をもとにして、観察した   

石材の採石推定地について述べる。  

浄土近世墓地の石材の石種と採石推定地   

出土した遺物の石種と推定される採石地について   

述べる。   

SX14出土墓標（43） 寛文十辰戌二月九日の銘が   

ある。石種は玄武岩質凝灰岩質点紋片岩である。  

玄武岩質凝灰岩質点紋片岩は、灰緑色を呈し、顕   

著な片理がみられる。また片理にほぼ平行して濃緑   

色と緑色の縞模様がみられる。濃い部分には緑泥石  

が多くみられる。白色で球状をなす点紋は、粒径が  

1、1．5mmで量が多い。  

このような石は岩相的に三波川帯の北部に分布す   

る点紋帯の石である。志摩付近では鳥羽から伊勢に   

かけての付近に分布する緑色片岩の岩相の一部にみ   

られる。   

SX15出土墓標（42） 寛文六丙午十二月升七日の   

銘がある。石種は玄武岩質凝灰岩質点紋片岩である〈   

SX14と同質である。   

SXll出土墓標（4n） 享保十五戌天正月一日の銘   

がある。石種は中粒砂岩Aである。  

中粒砂岩Aは灰色を呈し、中粒砂からなる。構成   

砂粒は流紋岩・石英・長石である。流紋岩は青灰色   

で粒形が円形を呈し、粒径が0．5、2mmで量が僅かで   

ある。石英は無色透明で粒形が角形を呈し、粒径が  

0．5、1mmで量が多い。長石は灰白色で粒形が角形   

を呈し、粒径が0．5へ1mmで量が中である。  

このような石は岩相的に大阪府泉南市から岬町に   

かけての付近に分布する和泉層群の砂岩の岩相の一  

部に似ている。‾和泉石」と呼ばれている石である。  

SXll出土五輪塔火輪（41）石種は中粒砂岩Aで、   

SXll出土墓標と同質である。   

S X23五輪塔地輪（44） 石種は中粒砂岩Bである。  

中粒砂岩Rは灰色を呈し、中粒砂からなる。構成   

砂粒は流紋岩・石英・長石である。流紋岩は青灰色   

で粒形が角形を呈し、粒径が3mmで量が稀である。   

石英は無色透明で粒形が角形を呈し、粒径が0．5～   

1mmで量が多い。長石は灰白色で粒形が角形を呈   

し、粒径が0．5へ1mmで量が多い。  

このような石は岩相的に的央湾付近一帯に広く分   

布する四万十帯の的央層群の砂岩の岩相の一部に似   

ている。   

SX8出土墓標（39） 享保十九寅六月十三日の銘   

がある。石種は中粒砂岩Aで、SXll出土墓標と同   

質である。   

SX3出土台石および墓標（38） 石種は中粒砂岩   

Cである。  

中粒砂岩Cは灰色で、中粒砂からなる。構成砂粒   

は石英・長石・角閃石である。石英は無色透明で粒   

形が角形を呈し、粒径が0．5、1mmで量が多い。長   

石は灰白色で粒形が角形を呈し、粒径が0．5へ1mmで   

量が多い。角閃石は異色で粒形が角形を呈し粒径が   

0．5、1mmで量が僅かである。  

このような石は岩相的に大阪府泉南市から岬町に   

かけての付近に分布する和泉層群の砂岩の岩相の一   

部に似ている。‾和泉石」と呼ばれている石である。   

S X12出土玉石（49・50） 白色の亜円礫である。   

石種は石英質片岩である。片理が顕著で、片理に沿   

って不定形の孔がある。  

このような石は三波川帯の石英脈がみられる海岸  

に散在する石に似ている。鳥羽市付近や和歌山市付   

近の海岸でみられる。岸巨離的には鳥羽市付近の海岸   

が近い。  
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頭状墓碑（第52表 堅－9）に使用されている。色  

は淡桃色である。石英・長石・黒雲母の斑晶が散在  

する。石英は無色透明を呈し粒径が6、8mmで量が  

多い。長石は桃色を呈し粒径が4、8mmで量が多  

い。黒雲母は黒色で板状を呈し粒径が2、4mmで量   

が僅かである。石基はガラス質である。  

このような石は熊野付近に分布する熊野酸性岩の  

一部に類似するが、近年各地でみられる「熊野石」  

あるいは「熊野花崗岩」と呼ばれている石は尾鷲付  

近に分布する熊野酸性岩であり、この花崗斑岩とは   

岩相的に異なる。そのことは、一般に石垣等に使用   

されている「熊野石」には濃緑色不定形の軽石が含   

まれ、石英と長石の斑晶が顕著であることから一見   

して区分できる。本資華トの花崗斑岩の採石地として   

は三重県熊野市付近が推定される。  

黒雲母花崗岩A 宝珠寺境内「庚申」銘青面金剛像   

台石（第55表 宝－8）に使用されている。色は淡   

フ桃色である。石英・長石・黒雲母が噛み合っている。   

石英は無色透明を呈し、粒径が2、4mmで量が中で   

ある。長石は桃色と灰白色のものとがある。桃色の  

長石は、粒径が3、10mmで量が多い。灰白色の長  

石は粒径が2、6mmで量が多い。黒雲母は黒色で、粒  

状を呈し粒径が1～4mmで量が僅かである。  

このような石は岩相的に山陽地方に分布する広島   

型花崗岩の岩相の一部に似ている。採石地としては   

兵庫県神戸市の御影から兵庫県芦屋市にかけての付  

近が推定される。一般に「御影石」と呼ばれている   

石である。   

黒雲母花崗岩B 宝珠寺境内「元禄十三庚辰年十月   

日」銘圭頭状供養碑（第55表 宝－5）に使用され   

ている。色は灰白色である。石英・長石・黒雲母が   

噛み合っている。石英は無色透明を呈し粒径が2～   

4mmで、量が僅かである。長石は灰白色を呈し、粒  

径が2、6mmで量が非常に多い。黒雲母は黒色で板  

状を呈し、粒径が1、3mmで量が僅かである。  

このような石は岩相的に愛知県中部の矢作川流域   

に広く分布する黒雲母花崗岩の岩相の一部に似てい   

。   

花崗閃緑岩 堅子墓地入口付近の近代無縫塔（第52   

表 堅－13）に見られる。色は灰白色で、斑晶状の   

長石がある。石英・長石・黒雲母・角閃石が噛み合  

S X3出土砥石（45） 加工破片。石種は泥岩であ   

る。色は淡青灰色で、微かに片理があり、勇断され   

ている。  

このような石は岩相的に秩父帯の中生層に分布す   

る泥岩の一部に似ている。   

E4区表土出土円礫 石種は中粒砂岩である。粒形   

が円で、構成粒が中粒である。  

このような石は三重県鳥羽市安楽島から和歌111県   

由良町にかけての海岸にみられる砂岩礫の一部に似   

ている。   

D6区表土出土玉石 石種は終結凝灰岩である。色   

は灰白色で、洛枯がみられる。  

このような石は和泉国南部や播磨国付近にみられ   

る溶結凝灰岩の岩相に似ている。   

墓地に使用されていた自然石 石種は砂岩である。   

粒形は角、亜円を呈し、粒径が15、50cmである。   

石英と長石の粒が日立つ。  

このような石は付近の地層を構成している砂岩の   

岩相の一部に似ている。角がある礫は遺跡付近から、   

帝円礫は海岸や河川の礫を採こ取したと推定される。  

以上のように浄土近世墓地出土の石製墓標には鳥   

羽市付近と和泉国付近の石が主として使用され、墓   

地の敷石には遺跡付近の砂岩が使用されている。ま   

た、副葬品には鳥羽市付近や付近の海岸等で採石で   

きる石がみられる。  

周辺の墓地等に使用されている石材と採石推  

定地   

浄土近世墓地に近接する集落である堅子・千賀・   

的失地域の墓地に使用される石材および、堅子集落   

内にある臨清宗寺院である宝珠寺境内に安置されて   

いる石製標石の石材を対象として観察を行った。  

墓地の石遣物に使用されている石材の石種は花崗   

斑岩・黒雲母花崗岩A・黒雲母花崗岩B・花崗閃緑   

岩・石英閃緑岩・中粒砂岩A・中粒砂岩B・流紋岩   

質溶結凝灰岩A・流紋岩質溶結凝灰岩B・玄武岩質   

凝灰岩質点紋片岩・蛇紋岩である。各調査地点にお   

いて、それぞれ相当数の資料について観察を行った   

が、紙面の都合等もあり、同質と認められるもの1   

点を代表として、石種の特徴と推定される採石地に   

ついて述べる。  

花崗斑岩 堅子墓地「寛永十四年四月十九日」銘圭  
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っている。石英は無色透明を呈し、粒径が1～3mm   

で、量が中である。長石は灰白色で、斑晶をなすも   

のが僅かにみられる。斑晶をなす長石は粒状を呈し、   

粒径が5、7mmで量が僅かである。基質をなす長   

石は粒径が2、4mmで量が多い。黒雲母は黒色、粒   

状・板状を呈し、粒径が1へ3mmで量が中である。   

角閃石は異色で柱状を呈し、粒径が0．5～1mmで量   

が僅かである。  

このような石は岩相的に香川県高松市東方の牟礼   

半島に分布する花崗閃緑岩の岩相の一部に似ている。   

一般に「庵治石」と呼ばれている石で、御影石に変  

わ8）、昭和50年噴から各地で多くみられるようにな   

った石である。  

石英閃緑岩 千賀墓地「安永元年八月四日）銘櫛形  

墓碑（第40表 10区の1）にみられる。色は灰白   

色である。石英・長石・黒雲母・角閃石が噛み合っ   

ている。石英は無色透明を呈し粒径が3、5mmで、   

量が僅かである。長石は灰白色を呈し粒径が5へ20   

mmで、量が非常に多い。黒雲母は黒色で板状を呈   

し、粒径が2、3mmで量が極めて僅かである。角   

閃石は黒色で棍状を呈し、粒径が2、4mmで量が   

僅かである。  

このような石は岩相的に領家帯の花崗岩類中に新   

期の岩体をなして分布する石英閃緑岩の岩相の一部   

に似ている。三河国付近に分布する石であろう。  

中粒砂岩A 宝珠寺境内「庚申」銘青面金剛尊像（第  

55表 宝－8）に見られる。先述の黒雲母花崗岩A   

使用台石と組み合うものである。色は灰色で、中粒   

砂からなる。構成砂粒は流紋岩・石英・長石である。   

流紋岩は灰色・暗灰色で、粒形が円形を呈し粒径が   

1～2mmで、量が僅かである。石英は無色透明で   

粒形が角形を呈し、粒径が1、2mmで量が中であ   

る。長石は灰白色で粒形が角形を呈し、粒径が1、   

2mmで量が中である。  

このような石は岩相的に大阪府泉南市から岬町に   

かけての付近に分布する和泉層群の砂岩の岩相の一   

部に似ている。「和泉石」と呼ばれている石である。  

中粒砂岩B 的失墓地「永禄六□亥年」銘大乗妙典  

供養碑にみられる。色は淡灰褐色で、中粒砂からな   

る。構成砂粒は流紋岩・石英・長石である。流紋岩   

は青灰色で粒形が角形を呈し、粒径が0．5、1mmで  

量が僅かである。石英は無色透明で粒形が角形を呈   

し、粒径が1、2mmで量が多い。長石は灰白色で粒  

形が角形を呈し、粒径が1～2mmで量が多い。   

このような石は岩相的に的央湾付近一帯に広く分   

布する四万十帯の的矢層群の砂岩の岩相の一部に似   

ている。   

流紋岩質溶結凝灰岩A 千賀墓地五輪塔（第55表   

千－2）にみられる。色は灰色で、終結が顕著であ   

る。構成鉱物は石英・長石・黒雲母である。石英は   

無色透明を呈し、粒径が1、2mmで量が中である。   

複六角錐あるいはその一部が認められるものが多い。   

長石は灰白色透明で、短柱状を呈し、粒径が1へ   

2．5mmで量が多い。黒雲母は異色で板状を呈し、粒   

径が0．5、1mmで量がごく僅かである。基質はガラ   

ス質である。  

このような石は岩相的に奈良県宇陀郡から三重県   

一志郡の西部にかけて広く分布する室生火山岩の岩   

相の一部に似ている。室生火山岩の分布の東部は三   

重県中丙部の三重県一志郡美杉村の倶留尊111や大洞   

山などの山体の上部である。  

流紋岩質溶結凝灰岩B 堅子墓地「正徳元年十月十  

三日」銘丸彫地蔵菩薩像（第53表 堅－24）にみら   

れる。色は淡青灰緑色で、洛粘が顕著である。流紋   

岩粒が細片化しているために一見砂岩のようにみえ   

る。構成粒は流紋岩と長石である。流紋岩は淡青灰   

色で粒形が角、亜角形を呈し、粒径が1、2mmで  

量が多い。長石は灰白色で短柱状を呈し、粒径が1  

～2mmで量が僅かである。基質はガラス貸である。  

このような石は岩相的に兵庫県加西市高室付近に   

みられる流紋岩貿溶結凝灰岩の岩相の一部に似てい   

る。現在、採石はなされていないが、高重付近には  

採石跡がみられる。「高重石」と呼ばれている石で   

ある。   

玄武岩質凝灰岩質点紋片岩 色は灰緑色で、片理が   

顕著である。片理にほぼ平行して濃緑色と緑色の縞   

模様がみられる。濃い部分には緑泥石が多くみられ   

る。白色で球状をなす点紋は、粒径が1、1．5mmで   

量が中である。  

このような石は岩相的に三波川帯の北部に分布す   

る点紋帯の石である。志摩付近では鳥羽市から伊勢   

市にかけての付近に分布する緑色片岩の岩相の一部  
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第72図 石材の採石推定地  

第73図 浄土近世墓地付近の石材の使用傾向  
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にみられる。  

蛇紋岩 堅子墓地「元禄四辛未年十月十五日」銘櫛  

形墓碑（第54表 堅－49）にみられる。色は暗線灰   

色である。蛇紋石化している。  

蛇紋岩の岩体は伊勢市の朝熊山などにみられる。  

石材観察の糸吉果について   

堅子・千賀・的央の3墓地にみられる中件末から   

江戸時代中頃までの石材の搬入地と搬入時期の概略   

を図示すれば、第73囲のようになる。江戸時代の前   

期までは鳥羽から一志郡にかけての地域の石材、結   

晶片岩ヤ蛇紋岩、室生火山岩が使用され、江戸時代   

の中期になれば三河国・和泉国・摂津国・轟己伊国熊   

野方面の石材が運ばれている。i争土近仲基地の墓石   

は前期から中期にかけての石材使用の変換期にあた   

り、3墓地と比較すれば石材の使用傾向が均質であ  

る。（奥田 尚）  
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附編2 事業関連の周辺調査   

浄土近世墓地周辺では、県道鳥羽磯部線整備事業  

に伴い範囲確認調査や分布調査も行っている。以下   

にその概要を記し、採集遺物の資華卜紹介を行いたい。  

範囲確認調査（平成15年9月18日実施）   

浄土近世墓地の西側に位置する谷筋で範囲確認調   

査を行った。調査地は丘陵端に造成された水田の跡   

地で、調査時は荒地であった。調査の結果、遺構は   

検出されず、施工可となった。当該調査では、遺跡   

に伴わない他所からの流れ込みと判断した土師器杯   

（331・332）が2点出土している。2点ともに斎官  

（か 編年でいう杯AのⅠ期第4段階、Ⅱ期第1段階に相  

当し、奈良時代後期から平安時代初頭に属する遺物  

と考えられる。  

分布調査（平成16年7月1日実施）   

浄土近仲基地の現地調査実施の際に、地元の郷土   

史家の方から、墓地の近隣地で土器の散布が見られる   

場所があるという情報を得たため、分布調査を行った。   

調査地は、墓地の南東に位置する長浜製塩遺跡の遺  

跡範囲内を流れる谷川の岸辺である。調査の結果、   

土師器嚢（333）や製塩土器（334）、青磁椀（335）、   

111茶椀（336・337）、常滑産嚢など、奈良時代から中   

世にかけての遺物を表面採集することができた。採   

集現場は谷川の河口付近の岸辺で、河川の増水時に   

遺構もしくは遺物包含層が侵食された結果、土器が   

岸辺に表出・散布したものと考えられる。333は‾く」   

字状に屈曲した口縁部の内面がやや肥厚する。8世   

紀代の遺物であろう。334は志摩式の製塩土器であ   

る。外面は簡易なエビオサエのみの調整で、粘土紐   

の接合痕跡が明瞭に残されるが、内面には板状工具  

によるナデ調整が施される。山本雅靖氏の分類では  
③  

A－Ⅲ頬に相当する。335は龍泉黒糸の青磁椀で、オ   

リーブ灰色に発色した粕薬がかかる。12世轟己代の   

遺物と思われる。336・337はともに渥美産の111茶椀  

③ で藤澤編年の第5型式に相当する。12世紀末、13世  

紀初頭の遺物である。（小山憲一）   



【註】  

①泉雄二「斎宮跡の土器様相」：記念シンポジウム「斎宮  ③藤澤良祐「山茶碗研究の現状と課題」『研究紀要』第3  

の土器・みやこの土器」資料、斎宮歴史博物館、2000年）  号（三重県埋蔵文化財センター、1994年）  

②山本雅臍「志摩式製塩土器考」『考古学論集』第3集  

（考古学を考える会、1990年）  
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図版  出土  
番号  遺物 番号  登録 番号  器凄   位置  出土 状況   調整（技法）の特徴   胎土  焼 －  色調  残存虔  備考  

浄土近  橙  
331  083－   土師器    世基地   外面：ヨコナデ・ナデ  やや密（1叩 以下の砂  

01   林    西側隣  内面：ヨコナデ・ナデ  粒含  
む）   

1／12  
接地   
浄土近  橙  

外面：ヨコナデ・ナデ  やや密（1mm 以下の砂粒含  

332  083－ 02  土師器 杯   世基地 西側騨  内面：ヨコナデ・ナデ  並  
む）  

1／12  
接地   

浅黄  
外面：ナデ  やや密（lmm 以下の砂粒舎  

内面：ナデ  並  
333  084－ 04  土師器 秦  長浜 製塩 遺跡  蓑採  む）  

小片  

第67表 事業関連周辺調査出土遺物観察表  
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第82図 No」272付着繊維のF T－1Rスペクトル  

糸と撚りがほとんどみられない糸を用いた乎織の布   

で、織密度は低く粗い。  

以上の結果、3点の銭付着布および繊維の内、2   

点は苧麻、1点は綿であった。   

その他 No209鋏の付着布は、錬化により繊維が消   

失していたため、ごく微量を採こ駁し、その断面をS   

EMで観察した。  

その結果、丸みを帯びた三角形の断面が見られ絹   

製であることが判明した。  

No224煙草入れ金具の付着布の繊維はFT一IRお   

よび顕微鏡観察の結果、苧麻製であることが判明し   

た。  

N（）258火打金は布が幾重にも重なっている箇所が   

見られる。付着布は強い右撚りの糸と、ほとんど撚   

古）の見られない糸を用いた平織の布である。布は祈   

古）曲がっているため織密度は測定できなかった。ご   

く微量を採取しその断面をS EMで観察した結果、   

潰れたループ状の断面が見られ苧麻ヤ大麻のような   

麻製と考えられる。  

以上の結果、鋏に付着していた布は絹、煙草入れ   

は苧麻、火打金に付着していた布は麻類（苧麻また   

は大麻）であることが判明した。（井上美知子）  

結果と考察  

煙管類 煙管に付着した布はすべて乎織である。No   

250の付着布を除いた繊維は、FT一IRによる分   

析の結果、164n、1430、1370、1330、1180、11川、  

1060、900cm－1付近の特徴的な吸収ピーク、1730  

cm－1に吸収がみられないこと、顕微鏡観察で繊維   

に条線があることなどから苧麻（ラミー）であるこ   

とが判明した。多くは右撚りの糸か撚8）の緩い糸を   

用いた布で、織密度は低く粗い。  

N（〕250の火打および火川．に付着した布は、劣化が   

著しく組織の観察をおこなうことができなかった。  

火皿に付着したと考えられた布の破片から微量採取  

し、その断面をSEMで観察した。その結果、丸み   

を帯びた三角形の断面が見られ絹製であることが判   

明した。  

以上の結果、4点の煙管付着布の内、3点は苧麻、   

1点は絹の布であった。   

銭 No213に布着した布は堆積物に覆われ織り組織   

を観察することができなかった。しかし、繊維はF   

T一IRおよび顕微鏡観察の結果、苧麻製であるこ   

とが判明した。  

N（〕220の銭を覆う繊維はFT－1Rによる分析の結  

果、セルロースの吸収ピークがあること、顕微鏡観  

察で天然撚古）がみられることなどから、木綿である   

ことが判明した。  

No274の付着布は、FT一IRおよび顕微鏡観察の   

結見、苧麻製であることが判明した。緩い右撚8）の  

258   



報  抄 録  

じょうどきんせいぼちちょうさほうこく  ふ  り  が  な   

書  名  浄土近世墓地調査報告  

副  書  名  近世墓地の発掘調査及び周辺文化財調査  

巻  次  

シ リ ー ズ 名  三重県埋蔵文化財調査報告  

シリ ー ズ番 号  

小山憲一（三重県埋蔵文化財センター）、佐藤亜聖・藤井幸徳・岡本広義・山形隆司・  

井上美知子（以上、財団法人元興寺文化財研究所）、蘇理剛志（総合研究大学院大学大  

学院生）、船築紀子（奈良女子大学大学院生）、奥田尚  

編  著 者  名  

編  集  機  関  三重県埋蔵文化財センター  

所  在  地  〒515－0325 三重県多気郡明和町竹川503 T下ニー．0596－52－1732  

発 行 年 月 日  丙暦 2006年3月6日  

ふ り が な  

所収遺跡名  

ふ り が な  

所 在 地  
調査期間  調査面積  調査原因  コード  

平成16年度  

主要地方道  

鳥羽磯部線  

緊急地方道  

路整備事業  

み え けん し ま し いそ  

三重県志摩市磯  
じょう どきんせい ほ ち  

浄土近世墓地  
遺跡番号  

ベちょうまと や あざじょう ど  

部町的矢字浄土  

特 記 事 項  種  別  主な遺物  

土師器砲烙・皿、  
陶磁器椀、漆器、  
銭貨、刀子、鎌、  
鋏、煙管、金具、  
火打金、火打石、  
砥石、石製墓標、  
数珠玉など。  

墓17基  

土坑4基  

焼土坑2基  

墓道2条  

など。  

浄一土近世墓地  近 世 墓  江戸時代  出土遺物量 26．3kg   

近仲基地の発掘調査に加え、周辺地域の石造晶調査、民俗調査、文書調査などの学際的調査を実施。発  

掘調査では、17世紀後半から19世紀半ばにかけて造営された一系統の家族墓を確認。発掘調査地の周辺地  

域を対象にした石造晶・民俗・文書調査では、近仲基地の成立・展開や葬送儀礼・習俗、調査地周辺の景  

観復元などの成果を得る。これらの成果を踏まえ、浄土近世墓地を取り巻く周辺地域の墓地形成の契機、  

近世における葬制・村落社会の変遷、流通・交通などの検討課題を設定し、全体の総括を実施。   



三重県埋蔵文化財調査報告265  

浄土近世墓地調査報告  
一近世墓地の発掘調査と周辺文化財調査－  

2006（平成18）年3月  

編集・発行 三重県埋蔵文化財センター   

印 刷  東 海 印 刷 株 式 会 社   


	序
	例言
	Ⅰ　前言
	　1 調査に至る経過
	　2 調査の経過
	　3 遺跡の名称について
	　4 地元との関わりについて
	Ⅱ 位置と環境
	　1 位置と地理的環境
	　2 歴史的環境
	Ⅲ 浄土近世墓地の発掘調査
	　1 調査の方法
	　2 調査前状況および堆積状況
	　3 検出遺構
	　4 出土遺物
	　5 小結
	Ⅳ 周辺地域の石造品調査
	　1 はじめに
	　2 調査の方法
	　3 調査の概要
	　4 墓地石造品の形態および材質
	　5 小結
	Ⅴ 周辺地域の民俗調査
	　1 はじめに
	　2 調査の方法
	　3 堅子地区の概況と民俗的特質
	　4 堅子の寺院と仏事
	　5 堅子地区の葬送儀礼
	　6 年中行事と死者供養
	　7 堅子の墓制
	　8 小結
	　　［資料1］堅子における野おくりの順序（ホンカイゴ）
	　　［資料2］鳥羽市聖子：念仏婆さんの念仏・御詠歌
	Ⅵ 周辺地域の文書調査
	　1 調査の方法
	　2 浄土近世墓地周辺の景観
	　3 周辺村落と寺院
	　4 葬送関連史料
	　5 小結
	　　史料１～１２
	Ⅶ 結語
	　1 はじめに
	　2 墓地形成の契機
	　3 葬制の変化と村落社会
	　4 浄土近世墓地をとりまく流通・交通について
	　5 海難者と無縁仏の供養について
	　6 和泉砂岩搬入の可能性について
	　7 おわりに
	附編1 浄土近世墓地及び周辺墓地等における使用石材の石種と採石推定地
	附編2 事業関連の周辺調査
	附編3 浄土近世墓地出土遺物の自然科学的分析成果
	挿図目次
	第1図 遺跡位置図
	第2図 調査地周辺測量図
	第3図 調査前測量図
	第4図 石材検出状況平面図
	第5図 転落石除去後平面図
	第6図 調査区完堀状況図
	第7図 調査区土層断面図
	第8図 表土直下炮烙出土状況図
	第9図 SX3平面・土層断面・立面・遺物出土状況図
	第10図 SX5平面・土層断面・立面・遺物出土状況図
	第11図 SX6平面・土層断面・立面・遺物出土状況図
	第12図 SX7平面・土層断面・立面・遺物出土状況図
	第13図 SX8平面・土層断面・立面・遺物出土状況図
	第14図 SX9平面・土層断面・立面・遺物出土状況図
	第15図 SX10平面・土層断面・立面図
	第16図 SX11平面・土層断面・立面・遺物出土状況図、SX20墳丘平面・土層断面図
	第17図 SX12平面・土層断面・立面・遺物出土状況図
	第18図 SX13平面・土層断面・立面・遺物出土状況図
	第19図 SX14・15平面・土層断面・立面・遺物出土状況図
	第20図 SX19平面・土層断面・立面・遺物出土状況図
	第21図 SX20平面・土層断面・立面・遺物出土状況図
	第22図 SX20玉類色別出土状況図
	篇23図 SX23平面・土層断面・石出土状況図
	第24図 SX24平面・土層断面・立面・遺物出土状況図
	第25図 SX32平面・土層断面・立面・遺物出土状況図
	第26図 SK4・28・31・33平面・土層断面図
	第27図 SF29・SR30・SZ1平面・土層断面図
	第28図 表土・包含層出土土器・陶磁器
	第29図 各墓墳出土土器・陶磁器
	第30図 SK31・33出土陶器
	第31図 出土墓標類
	第32図 SX3・5・6・7・12出土石製品
	第33図 SX8出土玉類
	第34図 SX13・14出土石製品
	第35図 SX19出土玉類
	第36図 SX20出土玉類（1）
	第37図 SX20出土玉類（2）・石製品
	第38図 SX32出土玉類・石製品
	第39図 表土・包含層出土金属製品
	第40図 SX3出土金属製品
	第41図 SX5出土金属製品
	第42図 SX5出土不明銅製品（煙草入れ？）推定復元図
	第43図 SX6出土金属製品
	第44図 SX7出土金属製品
	第45図 SX8出土金属製品
	第46図 SX9出土金属製品
	第47図 SX11出土金属製品
	第48図 SX11棺推定復元図
	第49図 SX12出土金属製品
	第50図 SX13出土金属製品
	第51図 SX14出土金属製品
	第52図 SX19出土金属製品
	第53図 SX20出土金属製品
	第54図 SX24出土金属製品
	第55図 SX32出土金属製品
	第56図 浄土近世墓地の列構成
	第57図 出土銭貨からみた浄土近世墓地の構成
	第58図 浄土近世墓地の群構成
	第59図 三重県鳥羽市堅子・千賀地区位置図
	第60図 堅子墓地各区配置略図
	第61図 千賀墓地各区配置略図
	第62図 堅子墓地全体形態別（有紀年銘）グラフ
	第63図 堅子墓地全体材質別（有紀年銘）グラフ
	第64図 千賀墓地全体形態別（有紀年銘）グラフ
	第65図 千賀墓地全体材質別（有紀年銘）グラフ
	第66図 堅子地区詳細地図
	第67図 東海系内耳鍋及び炮烙・南伊勢系炮烙分布図
	第68図 瓦質炮烙・畿内系炮烙及びその他在地系炮烙分布図
	第69図 禁良県新庄町平岡極楽寺墓地櫛形墓標法量散布図
	第70図 大阪府阪南市飯ノ峰畑旧・新墓地櫛形墓標法量散布図
	第71図 三重県鳥羽市堅子墓地櫛形墓標法量散布国
	第72図 石材の採石推定地
	第73図 浄土近世墓地付近の石材の使用傾向
	第74図 周辺調査位置図
	第75図 事業関連周辺調査出土遺物実測図
	第76図 母材のXRFスペクトル（No.251）
	第77図 接合材のXRFスペクトル（No.251）
	第78図 黄土色系ガラス玉のXRFスペクトル
	第79図 白土色系ガラス玉のXRFスペクトル
	第80図 黒色系ガラス玉のXRFスペクトル
	第81図 青色系ガラス玉のXRFスペクトル
	第82図 No.272付着繊維のF T－IRスペクトル
	挿表目次
	第1表 出土銭貨一覧表
	第2表 墓境内出土遺物組成一覧表
	第3表 遺構一覧表
	第4表 出土墓標一覧表
	第5表 出土土器・陶磁器一覧表（1）
	第6表 出土土器・陶磁器一覧表（2）
	第7表 出土石製品一覧表
	第8表 出土数珠玉一覧表（1）
	第9表 出土数珠玉一覧表（2）
	第10表 出土数珠玉一覧表（3）
	第11表 出土数珠玉一覧表（4）
	第12表 出土銭一覧表（1）
	第13表 出土工具一覧表
	第14表 出土煙管一覧表
	第15表 出土緊結金具一覧表
	第16表 出土火打金一覧表
	第17表 出土不明金属器一覧表
	第18表 堅子墓地近世期石造品一覧表（1）
	第19表 堅子墓地近世期石造品一覧表（2）
	第20表 堅子墓地近世期石造品一覧表（3）
	第21表 堅子墓地近世期石造品一覧表（4）
	第22表 堅子墓地近世期石造品一覧表（5）
	第23表 堅子墓地近世期石造品一覧表（6）
	第24表 堅子墓地近世期石造品一覧表（7）
	第25表 堅子墓地近世期石造品一覧表（8）
	第26表 堅子墓地近世期石造品一覧表（9）
	第27表 堅子墓地近世期石造品一覧表（10）
	第28表 堅子墓地近世期石造品一覧表（11）
	第29表 堅子墓地近世期石造品一覧表（12）
	第30表 堅子墓地近世期石造品一覧表（13）
	第31表 堅子墓地近世期石造品一覧表（14）
	第32表 堅子墓地近世期石造品一覧表（15）
	第33表 堅子墓地近世期石造品一覧表（16）
	第34表 堅子墓地近世期石造品一覧表（17）
	第35表 堅子墓地近世期石造品一覧表（18）
	第36表 堅子墓地近世期石造品一覧表（19）
	第37表 堅子墓地近世期石造品一覧表（20）
	第38表 宝珠寺石造品一覧表
	第39表 千賀墓地近世期石造品一覧表（1）
	第40表 千賀墓地近世期石造品一覧表（2）
	第41表 千賀墓地近世期石造品一覧表（3）
	第42表 千賀墓地近世期石造品一覧表（4）
	第43表 千賀墓地近世期石造品一覧表（5）
	第44表 千賀墓地近世期石造品一覧表（6）
	第45表 千賀墓地近世期石造品一覧表（7）
	第46表 千賀墓地近世期石造品一覧表（8）
	第47表 千賀墓地近世期石造品一覧表（9）
	第48表 千賀墓地近世期石造品一覧表（10）
	第49表 千賀墓地近世期石造品一覧表（11）
	第50表 千賀墓地近世期石造品一覧表（12）
	第51表 千賀墓地近世期石造品一覧表（13）
	第52表 堅子・千賀地区石造品調査優品一覧表（1）
	第53表 堅子・千賀地区石造品調査優品一覧表（2）
	第54表 堅子・千賀地区石造品調査優品一覧表（3）
	第55表 堅子・千賀地区石造品調査優品一覧表（4）
	第56表 堅子・千賀地区石造品調査優品一覧表（5）
	第57表 的矢村村絵図の字浄土に関する記述
	第58表 享保11年「差出帳」にみる各村の様子
	第59表 浄土墓地周辺の寺院
	第60表 東海系内耳鍋出土遺跡一覧表
	第61表 東海系炮烙出土遺跡一覧表
	第62表 瓦質炮烙出土遺跡一覧表
	第63表 その他在地系炮烙出土遺跡一覧表
	第64表 南伊勢系及び畿内系炮烙出土遺跡一覧表
	第65表 参考文献一覧表（1）
	第66表 参考文献一覧表（2）
	第67表 事業関連周辺調査出土遺物観察表
	第68表 煙管類のXRF分析結果
	第69表 その他銅製品のXRF分析結果
	第70表 ガラス玉のXRF分析結果
	図版目次
	巻頭図版1　調査地遠景/調査前風景
	巻頭図版2　石組転落石除去後状況/完掘状況
	巻頭図版3　答志郡的屋村村絵図扣
	巻頭図版4　志州答志郡堅子村絵図
	巻頭図版5　答志郡的屋村村絵図扣（部分）/志州答志郡堅子村絵図（部分）
	巻頭図版6　墓石の石材の石種
	写真図版1　表土・包含層堆積状況およびSZ1検出状況/石組検出状況
	写真図版2　転落石除去後石組検出状況/SX3墳丘
	写真図版3　SX3墓壙内遺物出土状況/SX5墳丘
	写真図版4　SX5墓壙内遺物出土状況/SX6・9墳丘
	写真図版5　SX6墓壙断面/SX6墓壙内遺物出土状況
	写真図版6　SX7・10・20墳丘/SX7墳丘
	写真図版7　SX7墓壙内遺物出土状況/SX8墳丘
	写真図版8　SX8墓壙内金属製品等出土状況/SX8墓壙内漆器出土状況
	写真図版9　SX9墓境内遺物出土状況/SX10・20墳丘
	写真図版10　SX10完掘状況/SX11完掘状況
	写真図版11　SX12墳丘/SX12墓墳断面
	写真図版12　SX12墓境内遺物出土状況/SX12墓境内炮烙・玉石出土状況
	写真図版13　SX13墳丘/SX13墓境内遺物出土状況
	写真図版14　SX14・15墳丘/SX14・15墳丘断面
	写真図版15　SX14墓境内遺物出土状況/SX19墓境内遺物出土状況
	写真図版16　SX20墓境内遺物出土状況/SX20墓境内玉出土状況
	写真図版17　SX13・19・23墳丘/SX23完掘状況
	写真図版18　SX24墓境内遺物出土状況/SX32墓境内遺物出土状況
	写真図版19　SX32墓境内玉出土状況/SK28石材検出状況
	写真図版20　SK28完掘状況/S K33土層断面
	写真図版21　SK33完掘状況/SF29検出状況
	写真図版22　SF29土層断面/SF29完掘状況
	写真図版23　完掘状況1/完掘状況2
	写真図版24　表土・包含層出土土器・陶磁器
	写真図版25　表土・包含層・SX5・6出土土器・陶磁器
	写真図版26　SX5・6・7・8・9出土土器
	写真図版27　SX9・12・19出土土器・陶磁器
	写真図版28　SX19・20・23出土土器・陶磁器
	写真図版29　SX32・S K31・33出土土器・陶磁器、S X8出土墓標
	写真図版30　SX3・11・14・15出土墓標
	写真図版31　SX3・11・23出土五輪塔・石製品
	写真図版32　SX5・6・7・8・12出土石製品・玉類
	写真図版33　SX13・14・20出土石製品・玉類
	写真図版34　SX20出土玉類
	写真図版35　SX20・32出土石製晶・玉類
	写真図版36　表土・包含層・S X3出土金属製品
	写真図版37　SX3・5出土金属製品
	写真図版38　SX5・6出土金属製品
	写真図版39　SX6・7出土金属製品
	写真図版40　SX7・8出土金属製品
	写真図版41　SX9・11出土金属製品
	写真図版42　SX11・12・13出土金属製品
	写真図版43　SX14出土金属製品
	写真図版44　SX19・20出土金属製品
	写真図版45　SX20・24出土金属製品
	写真図版46　SX24・32出土鉄製品
	写真図版47　堅子墓地風景1/堅子墓地風景2/堅子墓地55区一石五輪塔/堅子墓地斎場一石五輪塔/堅子墓地55区地蔵菩薩像/堅子墓地斎場五輪塔空風輪/堅子墓地2区丸彫地蔵菩薩像/堅子墓地30区丸彫地蔵菩薩像
	写真図版48　堅子墓地46区櫛形墓碑/堅子墓地12区圭頭状墓碑/堅子墓地斎場圭頭状墓碑/堅子墓地斎場圭頭状供養碑/堅子墓地53区櫛形墓碑/堅子墓地55区櫛形墓碑/堅子墓地斎場風景/堅子墓地斎場旧六地蔵菩薩像
	写真図版49　堅子墓地斎場旧六地蔵菩薩像/堅子墓地斎場新六地蔵菩薩像/堅子墓地斎場旧棺台/堅子墓地斎場新棺台/堅子墓地斎場宝珠寺歴代無縫塔/宝珠寺種子板碑/宝珠寺本堂裏石造品
	写真図版50　宝珠寺五輪塔線刻板碑/同拓本/宝珠寺丸彫地蔵菩薩像/宝珠寺弘法大使像/宝珠寺圭頭状供養碑/宝珠寺五輪塔/宝珠寺庚申堂/同青面金剛像/堅子漁業協同組合前道標
	写真図版51　千賀墓地風景1/千賀墓地風景2/千賀墓地1区千賀志摩墓所/千賀墓地1区五輪塔/千賀墓地1区五輪塔残欠/千賀墓地1区圭頭状墓碑（慶安5年・1652）/千賀墓地区圭頭状墓碑（万治3年・1660）
	写真図版52　千賀墓地44区圭頭状墓碑（寛文8年・1668）/千賀墓地斎場旧六地蔵菩薩像/千賀墓地斎場新六地蔵菩薩像/千賀墓地11区櫛形・方柱状墓碑郡/千賀墓地斎場風景/千賀墓地斎場旧六地蔵菩薩像（元禄15年・1702）/千賀墓地斎場新棺台・前机/千賀墓地26区圭頭状・方柱状墓碑郡
	本文挿入写真目次
	写真1 浄土近世墓地から眺めた堅子集落
	写真2 堅子漁港にある洗米石
	写真3 宗珠寺の全景
	写真4 薬師堂
	写真5 念仏婆さんの念仏申し（宝珠寺）
	写真6 念仏婆さんの御詠歌の唄本
	写真7 宝珠寺の伏鉦
	写真8 棺にさし掛ける天蓋
	写真9 吊り灯籠
	写真10 浄土近世墓地におけるホウロクの出土状況
	写真11 参考：座棺を納める霊棺輿（的矢）
	写真12 葬列の順番を書いた巻物
	写真13 四幡
	写真14 参考：埋葬後の墓上施設（的央）
	写真15 七枚塔婆
	写真16 生木の塔婆
	写真17 参考：新亡家の高燈篭（畔蛸）
	写真18 家庭の盆の棚
	写真19 迎え念仏の法要（念仏婆さんの念仏）
	写真20 傘鉾の内部
	写真21 道中念仏の太鼓と傘鋒（迎え念仏）
	写真22 住職が傘鋒に向って祭文をよむ
	写真23 長老衆による大念仏の謡い
	写真24 盆踊り
	写真25 精霊船作り
	写真26 完成した精霊船
	写真27 浜から精霊船を送る
	写真28 聖子墓地の全景
	写真29 盆の墓参りの様子
	写真30 浜での海難死者の供養
	写真31 「富士大日如来」木札
	写真32 地蔵尊像
	写真33 遭難者墓碑
	写真34 三ケ所峠砂岩拡大写真
	写真35 井関石拡大写真
	写真36 母材と接合材の分析
	写真37 No.272の煙管雁首
	写真38 No.272の煙管付着布のマイクロスコープ画像
	写真39 No.272の付着繊維の生物顕微鏡画像
	報告書抄録



